このたびは r エクシーガ j を 
お買い上げいただき、ありがとラございます。 


本書は車両の取り扱いかたについて必要事項-重要事項をご説明していまず。 

ま全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みください。 

また、法律で使用者に点検•整備の義務が規定されており、使用者の保守管理責任がラ 
たわれておりまず。別冊の r メンテナンスノート J と併せてお読みください。 



• 交通ルール • マナーを守つて運転しましよラ。 

• 自然環境保護にも気をくばりましよラ。 

. 「ナビゲーションシステム J の取り扱いについては、別冊の取扱説明書を併せ 
てお読みください。 

• スバル販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。 

• 保証内容および点検整備については、別冊の「メンテナンスノート J をお読み 
ください。 

.取扱説明書は「メンテナンスノート J とともに、お車に保管してください。 

. お車をゆずられるときは、次の才ーナーのために保証の有無にかかわらず取扱 
説明書、メンテナンスノートをお車につけておゆずりください。 

. 装備については販売店でカタ □ グをご請求ください。 

. ご不明な点は担当営業スタツフにおたずねください。 

車の仕様などの変更により、本書の内容がお車と一致しない場合がありますので 
ご了をください。 
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本書の見かた 


表示やマークについて 1 

安全に関ずる表示 

まに索っている人や歩行者を含めた他の人が傷害を受ける可能性のあることや、ま体が 
損傷ずる可能性があることを、回避まとともに示していまず。 

[么 警告1 

指示に従わないと、死 t 、 または重大な傷害を負う可能性があ 
ります。 

A ま意 

指示に従わないと、傷害を負う可能性があります。 

また、車体が損傷する可能性があります。 

禁止行為は禁止マークが入っていまず。 

0 

禁止事項を示しています。 

その他の表示 

アドバイス 

知っておくと便利なこと 
知っておいていただきたいこと 

mm 

グレードなどにより異なる装備については 
よつばマークがついています。 
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本書の見かた 


本文の見かた 


タイトル 

階層により区別 
してあります。 




へツタ- 

ページの内容を 
案内しています。 


前ページを 
参照ください。 


ツメタイトルー 

各章のタイトルを 
案内しています。 


ハンドルとミラーの調整 


八ンドルとミラーの調整 


チルトステアリンク r »<) 

運転ををに合わせて八ンドル位置を上下に調整できまず。 
①チルトレパーを巧し下げます。 

を八ンドル位置を合わせまず。 


運転装置の使いかた 
エンジンの始動と巧止のしかた 

■エンジンの姑動（マニュアル車） 

♦エンジンをかける前に 

① 駐車ブレーキが引いてちるか確認します。 

② チェンジレパーがニュートラル位置であることをお認します。 

•エンジンのかけかた 

① 運乾巧に座口、ブレーキペダルを磨みます。 

② クラッチペダルをいっぱいに涅みまず。 

③ エンジンスイッチにキーを差し込み START までスイッチを回します。このとき、アクセ 
ルペダルを踏まずに、エンジンがお動するまでスターターを回します。 （10 かな巧） 

；■- 广ァドバィス） - - 

I <クラッチスタートシステム> 

I マニュアルまには裂操作防止のため、クラッチペダルをいっぱいに庭み込ま 
I ないヒスターターが回らずエンジンがかからないよラになっています。 

■エンジンのお動（オートマチック車） 

♦エンジンをかける前に 

( DR 車ブレーキが引いてあるかお認しまず。 

②セレクトレバーが旧であることを巧露します。（回でも抬動できますが，巧をのため 
旧で始動してください。） 

参エンジンのかけかた 
①運乾巧に座り、ブレーキペダルを踏みまず。 

@エンジンスイッチにキーを差し込み STAR 下までスイッチを回しまず。このとき、アクセ 
ルペダルを坦まずに、エンジンがお動するまでスターターを回します。 （10 がな巧） 






車庫ゃ屋巧などのおちのおいところで、エンジンをかけたままにしないでく 
ださい。 

ま巧や屋内などに巧気ガスが慢入し、一酸化炭素中毒のおそれがあります。 


-\J\ ^ 意 J- 


エンジンを巧おするときは必ず運転巧に座って巧ってください。 
10巧が上スターターを回し続けないでくだまい。 

スターターが巧障する原因になります。かからないときは一さ、スイッチ 
を OFF に黃し、10か間巧垣してからもう一度エンジンスイッチを回し、ス 
夕ーターを回します。 

エンジンがかかったをは水温計の指かが中央讨巧になるまでの間、アイド 
リング回馬が高めに巧たれまず。 


啓化 

前ページを 
参照ください。 


注意 

前ページを 
参照ください。 



動いてを険です。 

実に固定してください。固定が不十分な 
重大な事巧につながることがあります。 


ステアリングが 


たは上下に調整できます。 



アドバイス」 

刖ページを 
参照ください。 


このぺージはサンプルぺージでず。記載されている内容は実際のお車とは異なりまず。 
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本書の見かた 


検索について 


本書では、色々な方法で目的のものを検索できるよラにしてありまず。 



タイトルから探ず 
本書の構成 
ツメタイトル 
各章の目次 




名称から探ず 

さくいん .... 


さく いん一 1ぺ ー ジ 
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お車をお使いいただく上で 


■ユーザーカスタマイズ機能 

.お客様のお好みにより、機能の設定を変更することができます。スバル販売店にて変更 
することができますので、詳しくはスバル販売店にご相談ください。メーカーオプシヨ 
ンのナビゲーシヨン装着車はこれらの機能を画面上で変更ずることができます。（一部機 
能を除く） 

• 盗難警報装置については、本書の使用説明、注意事項をよく読み、お客様のお好みや、駐 
車場所の状況により設定してください。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 


項目 

機能の内容 

設定 

初期設定 

参照ページ 

盗難警報装置 

警報の作動 

作動あり/作動なし 

作動なし 

☆2-40 ぺージ 

警報の監視開始時間の 
設定 

0秒/30秒 

30秒 

☆2-38 ぺージ 

衝撃センサーの作動 
(ディーラーオプション） 

作動あり/作動なし 

作動なし 

☆2-42 ぺージ 

衝撃センサーの感度 
(ディーラーオプション） 

11段階の中から 
設定可能 

標準 

☆2-42 ぺージ 

キーレス 
ェントリー 
/キーレス 
アクセス 

八ザードアンサー 
バックの作動 

作動あり/作動なし 

作動あり 

☆2-8 ぺージ 
☆2-36 ぺージ 

自動施錠の作動 

作動あり/作動なし 

作動あり 

☆2-9 ぺージ 
☆2-1 1ぺージ 
☆2-36 ぺージ 

自動施錠の作動時間 

20秒〜60秒の間で 
設定可能 

30秒 

☆2-9 ぺージ 
☆2-1 1ぺージ 
☆2-36 ぺージ 

キー閉じ込み 
防止 

キー閉じ込み防止の作動 

作動あり/作動なし 

作動あり 

☆2-33 ぺージ 

リヤウインドゥ 
デフォッガー 
(フロン K ワイパー 
デアイサー） 

リヤウインドゥ 
デフォッガーの作動 
(フロントワイパー 
デアイサーと連動） 

15分作動/連続作 
動 

1已分作動 

☆3- 14ぺージ 
☆3- 15ぺージ 

室内ランプ 

ルームランプオフディレイ 
およびスポットマップランプ 
の作動時間 

OFF、 短、標準、長 

長 

☆2-9 ぺージ 
☆2-36 ぺージ 
故 4-47 ぺージ 

警報作動時のルームランプ 
およびスポットマップランプ 
点灯の作動 

作動あり/作動なし 

作動なし 

バッテリー上 
がり防止機能 

バッテリー上がり防止 
機能の作動 

作動あり/作動なし 

作動あり 

☆2-34 ぺージ 


?^警報の作動についてはキー操作で設定ずることもできます。 
;^バッテリー上がり防止機能は、スバル販売店でのみ変更となりまず。 


1-2 
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■キーナンパ'—プレート、セキュリティ ID プレートの保管 

. キーナンパ'-は合いかぎを作るときに、またセキュリティのナンパ'-は作った合いかぎ 
をイモビライザーへ登録するときに、必要となりまず。これらのナンバーが巧刻してあ 
るプレートは、盗難防止のため車の中には置かず、大切に保管してください。 

.イモビライザー機能装備車は、キーを紛失したときに盗難事故を防ぐため、全てのキー 
のイモビライザー再登録が必要となります。このとき、セキュリティ ID プレートとお手 
持ちの全てのキーをスバル販売店にお持ちになってください。 

☆2-28 ぺージ参照 

■盗難警報装置について 

キーレスエントリー(キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）が外でドアカ 《 

開けられたとき、または車両が衝撃を受けたとき（ディーラーオプションの衝撃センサー 

装着車のみ）に警報（ホーン音と非常点滅灯の点滅）で周囲に異常を知らせる装置でず。 

また、下記のように警報が作動する場合、または作動しない場合がありますので取り扱い 

には充分ま意してお使いください。 

.キーによる施錠、車内からのキーを使わない施錠では盗難警報装置は監視状態（警報が 
作動可能な状態）になりません。 

.盗難警報装置が監視状態（警報が作動可能な状態）のとき、キーで解錠した場合、車内 
からキーを使わずに解錠した場合、盗難警報装置は解除されません。そのままドアを開 
けてしまラと警報が作動しまず。 

☆2-32 ぺージ参照 

また、警報を作動させてしまったときには解除方法としてが下のいずれかの操作をすると 

解除できます。 

▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着車 

• アクセスキーのいずれかのボタンを押す 

.アクセスキーを携帯し、リクエストスイッチを押ず 

• アクセスキーを携帯しプッシュエンジンスイッチを押して Acc にずる 

▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着車が外 

• リモコンのいずれかのボタンを押ず 

. エンジンスイッチにキーを差し込み、エンジンスイッチを ON にする 

☆2-%ぺージ参照 


I 


必読！安全で快適な運転のポイン ト 
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お出かけ前には 


■点検整備を実施して 

安全で快適な運転をするために、日常点検整備および定期点検整備を実施することが法律 
で義務づけられています。 

☆別冊のメンテナンスノー ト参照 

■タイヤ空気圧を点検して 

タイヤ空気圧の点検は法律で義務づけられています。タイヤ空気圧は空気圧ゲージを使用 
して、ドライブの前や、定期的（最イを月1回程度）に点検•調整してください。応急用スぺ 
アタイヤも忘れずに点検•調整してください。タイヤ空気圧が不足したまま走行すると、走 
行不安定やバースト（破裂）を招き、思わめ事故につながるおそれがありまず。 

☆6 — 6ページ参照 

■バッテリーの液量はときどき点検して 

バッテリーの液量が下限 (LOWER LEVEL) が下になったまま使用、または充電ずると、 
バッテリーが爆発ずるおそれがありまず。バッテリーの液量はときどき点検し、少ないと 
きは上限 (UPPER LEVEL) まで補充してください。 

☆別冊のメンテナンスノー ト参照 

■正しい運転姿勢に調整して 

走行前にシート、八ンドル、ヘッドレストの 
位置を正しい運転姿勢がとれるよラに調整 
し、ドアミラー、ルームミラーなどを適切な 
位置に調整してください。 

☆2 -日6、 2- 107ぺージ参照 



1000% 
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■ シートベルトは全員正しく着用して 

• 走行する前に必ずシートベルトを正しく着 
用してください。 

.乗員は全員、シートベルトを着用してくだ 
さい。後席でも必ずシートベルトを着巧し 
てください。 

. SRS エアバッグは、シートベルトの補助装 
置でシートベルトに代わるものではありま 
せん。シートベルトは必ず着用してくださ 

い。 

☆2-74 ぺージ参照 


■運転席の足元はすっきりと 

• 足元のまわりにあき宙などの物を放置しな 
いでください。ブレーキペダルの下に物が 
挟まってブレーキ操作ができなくなること 
があります。 

.フロアマットは車に合ったものを正しく敷 
いてずれないよラに固定クリップなどで固 
定してください。また、フロアマットを2枚 
が上重ねて使用しないでください。 

フロア マッ トがずれてアクセルペダルやブ 
レーキペダルに引っかかり、思わめ事故に 
つながるおそれがあります。 



■サンダルでの運転はやめて 

厚底靴やサンダル、下駄での運転は、アクセルペダルやブレーキペダルが思ラよラに踏み 
込めず、思わめ事故につながるおそれがあります。 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 
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■室内に荷物を積むとき 

• 荷物はできるだけ低くし、背当ての高さが 
上に積まないでください。ブレーキを踏ん 
だとき荷物が移動し、思わめ事故につなが 
ることがありまず。 


■ルーフに荷物を積むとき 

.ルーフに荷物を積むときは、別売のスバル 
純正ルーフキャリアおよびアタッチ X ント 
を使用してください。スバル純正品が外を 
使いますと、車体またはガラスが摸傷する 
おそれがありまず。 

• 取り付け時にルーフキャリアおよびアタッ 
チメントをガラスルーフに載せたり、ぶつ 
けたり、落としたりしないでください。ガ 
ラスが損傷ずるおそれがありまず。 

. ガラスルーフの上に荷物などを載せたり、 
力を加えたり、物を落としたりしないでく 
ださい。ガラスが損傷するおそれがありま 
ず。 

•走行中荷物が落下ずると危険でずので、確 
実に荷物を固定してください。 

•固定方法や最大積載量については、ルーフ 
キャリアおよびアタッチイントに添付の取 
扱説明書を必ずお読みください。 
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■インストルメントパネルの上やスイツチの近くに物を置かないで 


.インストルメントパネルの上に物を置いた 
まま走行しないでください。運転者の視界 
を妨げたり、発進時や走行中に動いて安全 
運転の妨げになり、思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

. スイッチの近くに物を置かないでくださ 
し、。走行中に突然スイッチが押され、思わ 
め機能が作動したり、場合によっては故障 
や加熱-火災の原因になりまず。 

. SRS エアバッグが作動したときの衝撃で物 
が飛び、思わめ事故につながるおそれがあ 
りまず。 

☆2-91、2-93、2-94、 2-95 ぺージ参照 



■危険物の持ち込みはやめて 

燃料の入った容器や可燃性ガス入りスプレー 
吿、ガスライターなどは、炎天下で車内が高 
温になったとき、火災の原因につながるおそ 
れがありまず。また、万一事故が起きたとき 
にも危険です。 



■排気ガスの換気に気をつけて 

車庫など換気の悪い場所でエンジンをかけた 
ままにしないでください。車内やき庫などに 
排気ガスが充満し、一酸化炭素中毒を起こず 
おそれがあります。 



必読！安全で快適な運転のポイント 
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■車内に排気ガスが侵入してきたと感じたら 


すみやかに窓を開け、換気してください。 
そのまま放置ずると、排気ガスにより一酸化 
炭素中毒を起こずおそれがありまず。 
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■車の後ろに気をつけて 

.お子さまや障害物など、車のまわりの安全 
を充分確認してください。 

.燃えやすい物があると、排気管や排気ガス 
の熱により火災になるおそれがありまず。 



■こんなとき、スバル販売店で点検を受けて 

次の場合は車が故障しているおそれがありまず。そのままにしておくと走行に悪影響をお 
よぼしたり、事故につながるおそれがありまず。スバル販売店で点検を受けてください。 

. いつもと違う音やにおいや振動がするとき 
. 八ンドル操作に異常を感じたとき 
. ブレーキ 液が不足しているとき 
• 地面に油の漏れたあとが残っているとき 
• 各警告灯が点灯-点滅したままのとき 
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燃料補給時のミ主意 

■ 必ず指定燃料をご使用ください 

. 無鉛ガソリンを使巧してください。有鉛ガソリンを使ラと触媒を劣化させまず。 

• 給油時に指定されている燃料であることを確認してください。 

. ターボきが外は無鉛レギュラーガソリンを使用してください。 

.ターボ車は無鉛プレミアムガソリン（無鉛八イオク）を使巧してください。 

無鉛プレミアムガソリンが入手できないときは無鉛レギュラーガソリンを使用すること 
もできまずが、エンジン性能を充分発揮できないこともありまず。また、ノッキングが 
起こりやすくなり、始動性も悪くなる場合があります。 

指定ガソリンは、フューエルリッド（給油□フタ）の裏に記載されています。 

.指定が外の燃料（粗悪なガソリン、軽;'由、アルコール燃料など）やガソリン添加剤を使 
巧すると、エンジンの始動性が悪くなり、ノッキングが発生し、出力が低下ずる場合が 
あります。また、そのまま使うとエンジンや燃料系統部品が損傷ずるおそれがありまず 
ので、指定燃料が外は使用しないでください。 

■燃料補給時には必ず次のことをお守りください 

. エンジンは必ず止めてください。 

.車のドア、窓は閉めてください。 

• 燃料給油時は火気厳禁です。 

タバコを吸うなどの火気を絶対に近づけないでください。引火して火災を引き起こすお 
それがありまず。こぼれた燃料はずみやかに拭き取ってください。 

• 燃料の取り扱いは屋外で巧ってください。 

• フューエルキャップを開ける前にき体または給油機などの金属部分に触れて身体の静電 
気除去を巧ってください。身体に静電気を帯びていると、放電による火花で燃料に引火 
する場合があり、やけどするおそれがあります。 

•フューエルキャップを開ける場合は、必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆっくり左に 
回して開けてください。 

キャップをゆるめたときに、"シュー"といラ音がしたときは、その音が止まってから 
ゆっくり開けてください。急に開けると給油口より燃料の吹き返しが発生し、火災にな 
るおそれがありまず。 

.フューエル リッド、 フューエル キャップを開けるなど、給油操作は必ずお一人で巧って 
ください。給油口に他の人を近づけないでください。 

. 給油するときは給油□に給油ガンのノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かしたり、浅く挿入し継ぎ足し給油を巧うと、オートストップが作動せず、燃 
料がこぼれる場合がありまず。 

• 給;'由中、再び車内のシートに戻らないでください（座ることで帯電することがありまず)。 
.給油のときは、給油ガンが自動停止した時点でお止めください。気温などの変化により 
燃料があふれ、火災になるおそれがあります。 

.その他、ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項を守ってください。 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 


EXIGA YA4-002001 〜 007249, YA5-002001 〜013949 


1-9 




•燃料補給後は、フューエルキャップを"カチッ"と音がするまでちに回し、確実に締まっ 
ていることを確認してください。キャップが確実に締まっていないと走巧中に燃料がも 
れ、火災になるおそれがありまず。 

• 車に合ったスバル純正のフューエルキャップが外は使用しないでください。純正品を使 
わないと火災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
ながるおそれがあります。 

•給油中に、燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵すおそれがあります。 
こぼれた燃料はずみやかに拭き取ってください。 

■給油時に気化した燃料を吸いこまないよラに注意してください 

燃料の成分には有害な物質を含んでいるものもありまず。気化した燃料を吸いこまないよ 
う、ご注意ください。 
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お子さまを乗せるときのミ主意 

■お子さまはを席に 

助手席ではお子さまの動作が気になったり、 

お子さまが運転装置にさわって思わめ事故に 
つながるおそれがありまず。お子さまは後席 
にすわらせ、必ずシートベルトを着用させて 
ください。シートベルトが首や顔に当たるな 
ど適正な着巧ができない場合は、チャイルド 
シートを後席に取り付けて使用してくださ 
し、。後席がお子さまにとって最も安全な乗車 
位置です。 

☆2-92 ぺージ参照 

■チャイルドシートを使用して 

. シートベルトが首や顔に当たるなど適正な着用ができないお子さまの場合、チャイルド 
シートを使用してください。 

. 法律により6歳未満のお子さまを対象に、チャイルドシートの使用が義務づけられていま 
す。6歳未満のお子さまは必ずチャイルドシートを使用してください。 


〈選択の目安〉 



べビーシート 

チャイルドシート 

ジュニアシート 

体重（目安） 

9 kg が下 

9〜18 kg 

18〜36 kg 

身長（目安） 

70 cm 未満 

100 cm 未満 

145 cm 未満 

年齢（目安） 

0か月〜9か月頃まで 

4か月〜4歳頃まで 

4歳〜12歳頃まで 


. チャイルドシートは後席に取り付けてください。 

• 助手席にチャイルドシートを絶対に取り付けないでください。 SRS エアバッグが作動し 
たとき、強い衝撃を受け、命にかかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。 
• チャイルドシートはお子さまを乗せていないときでもしっかりとシートに固定しておい 
てください。また、荷室に収納する場合でもロープなどを利巧して固定してください。固 
定しないまま客室または荷室に放置すると、ブレーキをかけたときなどにチャイルド 
シートが動き乗員や物に当たるなどして、思わめ事故につながるおそれがありまず。 




必読！安全で快適な運転のポイン ト 
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■お子さまにも必ずシートベルトを 

. お子さまにもシートベルトを適正な位置に調整し着用させてください。適正な位置で 
シートベルトを着用できないお子さまには、チャイルドシートを使巧してください。 
.膝の上でお子さまを抱いていると、衝突したとき充分に支えることができず、重大な傷 
害につながるおそれがあります。 

• シートベルトは一人用です。お子さまを抱いたままでのシートベルトの着用は絶対にし 
ないでください。 

.お子さまを SRS エアバッグの前やシートの上に立たせた状態では走巧しないでくださ 
い。 
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■ドアの開閉に注意して 

. 開閉、施錠は必ず大人が巧ってください。開 
閑するときはお子さまの手や足などを挟ま 
ないように注意してください。また、安全 
のため、チャイルドプルーフをご利用くだ 
さい。 

☆2-43 ぺージ参照 

• ドア開閉時、ぶなどを挟まないよラにご注 
意ください。 
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■窓から顔や手を出させないで 


走行中、車外のものなどに当たったり、急ブ 
レーキ時に思わめけがをするおそれがありを 
険でず。 



■パワーウインドウに気をつけて 

. パワーウインドウが閉まるときには大きな 
力が働きます。挟まれると危険ですので、操 
作をする前にお子さまが窓から顔や手を出 
していないことを確認してください。 
•挟まれると危険ですので、ルさなお子さま 
には操作をさせないでください。 

.お子さまをませるときには、パワーウイン 
ドウのロックスイッチをロックにしておい 
てくださし、。 

お子さまがウインドウスイッチをいたずら 
して手や首を挟むことを防止します。 

☆2-43 ぺージ参照 



■まから離れるときはご一緒に 

• とくに乳兒などルさなお子さまや介護を必 
要とずる方は、車内に残さないでくださし、。 
炎天下の車内は高温となり、熱射病などに 
つながるおそれがあります。 

エアコンを作動させていても途中で止まる 
ことがあり、思わめ事故につながるおそれ 
があります。 

.駐車ブしーキなど、運転装置のいたずらに 
より思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 
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オートマチック車の特徴と運転上のミ主意 


■クリープ現象がおりまず 


.エンジンが かかっているとき、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても、ゆっくりと車が動き 
出す現象を、クリープ現象といいまず。 

. 停車中は車が動かないよラにブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じて駐車ブレーキをか 
けてください。 

.エンジン始動直後やエアコン作動時、八ン 
ドル転驼時などは、自動的にエンジン回転 
数が上がるため（アイドルアップ)、 ク、 J - 
プ現象が強くなることがありますので、ブ 
レーキペダルを確実に踏んでください。 
必要に応じて駐車ブレーキをかけてください。 



■強い加速を必要とずるときキックダウンができまず。 

• 走巧中にアクセルペダルを深く踏み込むと自動的に低速ギヤに切り替わります。これを 
「キックダウン」といい、強い加速力を必要とするときに使巧しまず。 

.マニュアルモー ドを選択しているときは、キックダウンは巧われません。キックダウン 
を巧ラ必要のあるときは、◎に戻してください。 


■ブレーキペダルはち足で 

. エンジンをかける前にペダルの位置を確認 
してください。ペダルの踏み間違いは思わ 
め事故につながりまず。 

. アクセルペダルとブレーキペダルはち足で 
操作してください。慣れない左足でのブ 
しーキ操作は緊急時の反応がおくれること 
があり危険です。 
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■セレクトレバーの操作は確実に 

•発進時、セレクトレバーの操作を巧ラときは、アクセルペダルから足を離し、ブレーキ 
ペダルを踏みながら操作をしてください。 

. エンジン始動後、セレクトレバーはブレーキペダルを踏まないと回から動かないように 
なっています。また、アクセルペダルを踏んだまま操作すると急発進して思わめ事故に 
つながるおそれがあります。 

• 誤発進防止のため後退した後は、セレクトレバーをすみやかに回から回または圆にす 
る習慣をつけてください。 


■セレクトレバー位置は目で確認 

エンジンをかけるときは固、前進するときは 
回、後退するときは固の位置にあることを目 
で確認してください。 



回回回 


■発進時、アクセルペダルの踏み込みはゆつくりと 

アクセルペダルを急激に踏み込むと、急発進して思わめ事故につながるおそれがあります。 
発進時はゆっくりとアクセルペダルを踏み込んでください。 

■走巧中はセレクトレバーを圆にしないで 

エンジンブレーキが効かなくなり、思わめ事 
故につながるおそれがあります。 



■走行中（前進時）は、圓にしないで 

トランスミツシヨンの厦傷の原因になります。 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 
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■まが完全に止まらないうちに固に入れないで 

トランスミツシヨンの損傷の原因になります。 

■駐車ずるときは固にして、駐車ブレーキを確実に 


車が動き出したり、乗り込むときに誤ってア 
クセルペダルを踏むと急発進して思わめ事故 
につながるおそれがあります。セレクトし 
パ'-を回にし、駐車ブレーキも必ずかけてく 
ださい。 

☆ 1-25 ぺージ参照 


■停ま中は空吹かしをしないで 

思わめ事故につながるおそれがありますの 
で、空吹かしをしないでください。 




■まから離れるときはエンジンを止めて 


.クリープ現象で車がひとりでに動いたり、 
乗り込むとき誤って急発進し思わめ事故に 
つながるおそれがあります。 

•セレクトレバーを回にして駐車ブしーキを 
確実にかけエンジンを切ってください。 
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■面に入れるとブザーが鳴りまず 


固に入れるとブザーが鳴り、固であることを運転者に巧らせます。車外の人に音は聞こえ 


ませんのでごを意ください。 

■シフトロックシステムがついていまず 

シフトロックシステムは、セレクトレバーの誤操作を防ぐシステムです。 

. 回からのレバー操作は、エンジンスイッチを ON にしブレーキペダルを踏まないと操作 
できません。 

. セしクトレバーを回から他の位置に操作するとき、先にセレクトレバーを横に押してか 
らブしーキペダルを踏むとレバー操作ができないことがあります。先にブレーキペダル 
を踏み、レバー操作をしてください。 

• 回が外ではエンジンスイッチからキーが巧けない、または電源を OFF にできません。 

(回が外ではキーを Acc から LOCK または OFF にできません） 

. 圆でエンジンスイッチを OFF にした場合、しばらくするとレバーを回に操作することが 
できなくなる場合がありますので、 OFF にした後は直ちにブレーキペダルを踏みながら 
回に操作してください。 

もし、セレクトレバーが圆から固に操作できないときは、エンジンスイッチを ON にし、 
ブレーキペダルを踏みながら固へ操作してください。 
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■固からのレ/ K ’一 操作ができないとき 

エンジンスイッチが ON でブしーキペダルを踏んだ状態でもしパー操作ができないときは、 
次の手順でシフトロックを鮮除してください。 

① 駐車ブレーキペダルを確実に踏みます。 

② ブレーキペダルを踏みます。 

③ シフトロック解除ボタンを押しながらセレ 
クトレバーを操作します。 



セしクトレバーが動かないときは、シフトロックシステムの故障が考えられますので、直 
ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


EXIGA YA 4-002001 -007249, YA 5-002001 ~013949 
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走行ずるときには 


■タイヤ交換のときは 

4輪のラち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系の損傷や最悪の場合、火 

災につながるおそれがあり危険でず。また、操縦性•ブレーキ性能に影響し、事故につな 

がる可能性があります。タイヤの交換を巧う場合は、下記の事項をお守りください。 

• 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄および同ートレッドパ 
ターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

. 著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

• 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

. タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

•応急用スペアタイヤは、指定されたサイズを、後輪に装着してください。 

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着ずるときも同様です。 

な 6— 14、7—日ぺージ参照 

■走行中異常がおったら 

• 警告灯が点打したら、直ちに安全な場所に停車し、スバル販売店に連絡してください。そ 
のまま走行ずると思わめ事故につながるおそれがあります。 

☆3-29 ぺージ参照 

.ボンネットを開けてチェックするときは、高温部に触れないでください。ボンネット内 
部は高温になっており、やけどをすることがあります。 

. エンジンの 回転部分には絶対に触れないでください。重大な傷害を負ラおそれがありま 
す。 

. エンジンルームから水蒸気が吹き出しているときは絶対にボンネットを開けないでくだ 
さい。 

☆7-27 ぺージ参照 

•走行中にタイヤがパンクやバースト（破裂） 

してもあわてずに八ンドルを確実に握り、 

急ブしーキを踏まずに徐々にスピードを落 
とし、安全な場巧に停車してください。 

• 床下に衝撃を受けたときは安全な場所に直 
ちに車を止め、ブレーキ液や燃料の漏れ、才 
イル漏れ、各部に損傷がないかを確認して 
ください。やけどの危険がありまずので排 
気管には触れないよラに注意してくださ 
い。損傷や異常がある場合は、スバル販売 
店に連絡してください。 



1-18 


EXIGA YA4-002001 〜 007249, YA5-002001 〜013949 




■ペタルに足を乗せたまま運転しないで 


ブレーキペダルに足を乗せたまま運転しない 
でください。ブレーキの部品が早く摩耗した 
り、ブレーキが過熱して効きが悪くなるおそ 
れがあります。 



■走行中はエンジンスイッチを切らないで 

• 走行中エンジンを止めるとブレーキブース 
ター（制動力倍力装置）が効かなくなり、ぺ 
ダルを踏むときに通常より強い力が必要と 
なります。また、パワーステアリング機能 
が働かず八ンドル操作が重くなったりし 
て、思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 

☆3-77 ぺージ参照 

• 走巧中エンジンスイッチを LOCK ( OFF ) に 
しないでください。キーが抜けると八ンド 
ルがロックされ、操作ができなくなり、重 
大な事故につながるおそれがあります。 

• 走巧中エンジンを止めると触媒が過熱して焼損することがあります。 
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■キーホルターや他のキーに気をつけて 

. キー グリップに キーホルダー や他の キーが かさなると、膝や手などが当たり キーを 回し 
てしまラおそれがありまずので、注意してください。 

大型のキーホルダーはキーに付けないでください。テコの原理でルさな力でも回ってし 
まラおそれがありまず。 

•キーホルダーや他のキーを多数付けないでください。また、重いものをキーに付けない 
でください。車両の動きにより遠む力が働き、キーを回してしまうおそれがありまず。 


キー グリップに キーホルダー やアクセサリー 
がかさなっているとき 



キーグリップに他のキーがかさなっているとき 
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■ ABS を過信しないで 

ABS は必ずしも制動距離を短くするものではありません。 

下記の道路などでは ABS が作動した場合、 ABS が付いてない車よりも制動距離が長くなる 
ことがありまず。 

ABS が付いてない車と同様、充分な車間距離をとって安全運転をむがけてください。 
.マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやすい路面 
. 道路のつなぎ目などの段差 
. 凹凸路、石畳などの悪路 
• 下り坂での旋回 
. 路肩に草や砂利が多い道路 
• 砂利道 

.雪道（新雪路、圧雪路、凍結路など） 

☆3-62 ぺージ参照 

■洗車後や水たまりを走行した後はブレーキの効き確認を 

水たまり走行後や洗車後、ブレーキの効きが 
悪くなることがありまず。ブレーキペダルを 
軽く踏んで劾きを確認してください。ブレー 
キの効きが悪い場合は前後の車に充分注意し 
てお速で走行しながら効きが回復するまで、 

ブレーキペダルを数回踏んでください。 
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■ めれた路面や滑りやずい路面では慎重に 

めれた路面や滑りやすい路面の走行は、慎重 
に行ってください。とくに雨の降り始めは注 
意してください。また、急ブしーキ、急八ン 
ドルなどや エンジン 回転数が急上昇するよラ 
な急なシフトダウンは避けてください。タイ 
ヤがスリップして思わめ事故につながるおそ 
れがあります。 

☆1-24ぺージ参照 
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■雨天の走行は速度を落として 

. 路面がめれると滑りやすくなります。 

通常より注意して安全運転をむがけてください。 

.わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、タイヤが水に乗った状態（八イドロ 
プレーニング現象）になり、八ンドルやブレーキが劾かなくなり危険です。スピードを 
落として走行してください。とくに摩耗したタイヤは、八イドロプレーニング現象が起 
こりやすいので注意してください。 

. 冠水路など深いかたまりは走行しないでください。エンジン損傷や車両事故につながる 
おそれがあります。 

■下り坂ではエンジンブレーキの併用を 

. ブレーキペダルを踏み続けるとブレーキが過熱してブレーキが効かなくなるおそれがあ 
りまず。シフトダウンしてエンジンブレーキを併用してください。 

. シフトダウンせずにエンジンのお回転領域でブレーキを使用し続けると、ブレーキブー 
スター（制動力倍力装置）のアシストカ（楠助力）が弱くなり、ブレーキペダルを踏む 
とき通常より強い力が必要となる場合がありまず。 

〈エンジンブ レー キとは> 

走行中にアクセルペダルを戻したときに起こるブレーキ効果のことをいいます。低速ギヤ 
に入れるほどよく効きますが、エンジン回転数がタコメーター（エンジン回転計）のレツ 
ドゾーンに入らないよラにしてください。 

〈シフトダウンとは》 

.セレクトレバーを◎の位置からマニュアルゲートの©側（ダウン側）に操作することで 
お速ギヤへ変速することをいいます。 

. シフトダウンによるエンジンブレーキは、道路状況や車間距離に注意して巧ってくださ 

い。 

■横風に注意して 

八ンドルを確実に握り、安全な速度で運転し 
てください。 

走行速度が速過ぎると、八ンドルを確実に 


握っていてもす意の突風で車の進路が舌しさ 
れ、事故の原因になるおそれがあります。 
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■高速道路に入る前には 

•高速道路に入る前には、燃料を充分に補給してください。高速道路上での燃料切れは危 
険です。 

. タイヤ空気圧を確認してください。空気圧不足の状態で高速走行ずるとタイヤがバース 
卜（破裂）ずるおそれがあり大変危険です。 

☆8-6 ぺージ参照 

.万一のために停止表示板（または停止表示灯）を車に備えておいてください。 

停止表示板（または停止表示灯）の設置は法律で義務づけられています。（別売り） 

■燃えやずいものに注意して 

路上に燃えやずいもの（枯葉、わらなど）が 
あると排気管や排気ガスの熱により着火ずる 
おそれがありまず。燃えやすいものの上や付 
近で停車または走行ずるときは、ミち意してく 
ださい。 


■こんなことにも注意してください 

•急発進、急加速、急ブレーキ、急八ンドルは避けてください。 

. 車間距離は充分とってください。 

.めかるみなどでタイヤがスタック（立ち往生）したときはタイヤを高速で回転させない 
でください。タイヤがバースト（破裂）したり、異常過熱により思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

■適切なエンジン回転数で運転を 

.新車の慣らし運転中（1， 000 km まで）…… 4,000 「pm が下 
• 慣らし運転後……タコメーター（エンジン回転計)のレッドゾーン未満 

■ブレーキパッドの摩耗警報 

パッドが摩耗して交換時期になるとブレーキペダルを踏むたびに金属的な摩擦音（キー 
キー音）がしまず。 

音が発生したときはすみやかにスバル販売店で交換してください。 
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雪道走行するときには 


■4 輪とも冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）で 

• 雪道走行が予測される場合は冬巧タイヤ（ス 
タッドレスタイヤ）を巧意してください。 

一般タイヤでは、雪道、凍結路でスリップ 
し危険です。 

• 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、4輪 
とも必ず指定空気圧指定サイズで、同ーサ 
イズ•同ーメーカー*同一銘柄および同一 
トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装 
着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使巧しないでくだ 1 DW 5, 

さい。 

☆ 1—1 8ぺージ参照 

■控えめな運転をむがけて 

•冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着していても、急発進、急加速、急ブレーキ、急 
八ンドルは避けてください。タイヤのグリップカが失われ、きの進路をコントロールで 
きなくなる場合があります。 

•発進時は、2速ギヤの使用をお奨めします。 

セレクトレバーをマニュアルモードの2まにします。 

な 3 — 50、 3 — 51ぺージ参，昭 

■タイヤチェーンは前輪に 

.タイヤチェーンは、予測できない降雪や雪 
道に遭遇した場合などの非常用装備品で 
ず。タイヤチェーンは、前輪に装着してく 
ださい。 

☆己一2ぺージ参照 

.タイヤチェーンを取り付けると、後輪が滑 
りやすくなります。後輪が滑り出すと、八 
ンドルで車の進路をコントロールすること 
が難しくなります。 

急発進、急加速、急ブレーキ、急八ンドル 
などを避け、路面の状況に合った安全な速 
度 （30 km / h が下）で慎重に運転してくだ 
さい。 
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駐•停車するときには 

■燃えやずいものの近くに車を止めないで 

.枯れ草、紙、油、木材など燃えやずいものがあるところには、車を止めないでください。 

排気管や排気ガスの熱により火災につながるおそれがありまず。 

.車の後ろに木材、ベニヤ板など燃えやずいものがあるときは、30 cm が上離して止めて 
ください。すき間が少ないと排気ガスにより変色や変形を起こしたり、火災につながる 
おそれがありまず。 

■停ま中は空吹かしをしないで 

排気管が過熱し、車両火災につながるおそれ 
があり危険でず。 
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■坂道に駐まずるときは 

坂道に駐車する場合には、無人で車が動き出すなど思わめ事故につながることがないよラ、 
次の処置をしてください。 

①駐車ブレーキを充分にかけ、車が動き出さないことを確認します。 

☆5-8 ぺージ参照 

@セレクトレバーを回位置に入れます。 

感輪止め（石やタイヤストッパー)をします。 

なお、急な坂道での駐車は避けてください。 

■まの移動はエンジンをかけて 

坂道などで、エンジンをかけなくても車を動かせる場合でも、必ずエンジンをかけて移動 
してください。エンジンをかけないで移動ずると、ブレーキの効きが悪かったり、八ンド 
ル操作が重くなり思わめ事故につながるおそれがあります。 
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■まから離れるときは 

.車から離れるときは、必ず駐車ブレーキを 
かけ、エンジンを切ってください。 

.車から離れるときは、必ず施錠をしてくだ 
さい。 

.お子さまや介護が必要な方を、車内に残し 
たままにしないでください。思わめ事故に 
つながるおそれがあります。 

ク 



■いきなりドアを開けないで 


ドアを開けるときは、周囲の安全を確認して 
ください。後ろから車、オートバイ、自転車 
などがきている場合があり思わめ事故につな 
がるおそれがあります。 



■エンジンをかけて駐車ずるときは注意 


.仮眠ずるときは必ずエンジンを止めてくだ 
さい。仮眠中に無意識にアクセルペダルを 
踏み続けたり、チェンジレバー、セしクト 
しバーを動かしたりして思わめ事故やオー 
バーヒート、火災につながるおそれがあり 
危険です。また、風通しのよくない場所で 
は一酸化炭素中毒になるおそれがありま 
す。 

. 雪が積もった場所や降雪時に駐車するとき 
は、エンジンをかけたままにしないでくだ 
さい。エンジンをかけた状態で車のまわり 
に雪が積もると、排気ガスが車内に侵入し 
て一酸化炭素中毒になるおそれがあり危険 
です。 
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■八ンドルをいっぱいに回した状態を長く続けないで 

車庫入れなどで、エンジンをかけたまま八ン 
ドルをいっぱいに回した状態を長く続けない 
でください。（日秒が上続けないでください。） 

長く続けるとが下の状態になるおそれがあり 
まず。 

. 油圧パワーステアリング装備車の場合 
オイルの潤滑不良を起こし、パワーステア 
リング装置が損傷することがあります。 

. 電動パワーステアリング装備車の場合 
八ンドル操作力が重くなることがありま 
ず。 

■冷却ファンに注意 

ボンネットを開ける場合は、冷却ファンにご注意ください。エンジンの温度が高い状態で 
は、エンジンが停止していてもエンジンスイッチを ON にずると、エンジンルーム内の冷却 
ファンが作動ずることがありまず。 

回転している冷却ファンに触れるとけがをずるおそれがありまず。 
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SRS エアバッグシステム 


■ SRS エアバッグシステムとは 

SRS エアバッグの SRS とは Supplemental Restraint System の略で、棄員楠助拘束装置 
の意味です。 

全ての SRS エアバッグはエンジンスイッチが ON のときのみ作動可能になります。 

運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大 
きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員 
の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。 

SRS サイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃 
を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席乗員の主に胸 
部や腰部への衝撃をやわらげる装置でず。 

SRS カーテンエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗員 
の主に頭部への衝撃をやわらげる装置です。 

く運転席 SRS エアバッグ> く助手席 SRS エアバッグ> 




く SRS サイドエアバツグ- SRS 力ーテンエアバッグ>8« 
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■シートベルトは必ず着用して 

. SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助ずる装置でシートベルトに代わるもので 
はありません。 SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛びだしなどを防止できないば 
かりか、エアバッグ本体からの衝撃を直接受けてしまいまず。 

. シートベルトを正しく着用し、正しい運転（乗車）姿勢をとらないと、衝突などのとき、 
SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にかかわるような重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 

. 同乗者も必ずシートベルトを着用してください。 

☆2-56、2 -74 ページ参照 

■お子さまを乗せる場合は 

. お子さまは後席に乗せてください。 

. チャイルドシートは後席に取り付けてください。 

. シートベルトが首や顔に当たるなど適正な着用ができないお子さまには、スバル純正 
チャイルドシートを使用してください。 

スバル純正チャイルドシートの使用方法は添付の専用取扱説明書をご覧ください。 

• 助手席にチャイルドシートを絶対に取り付けないでください。 

SRS エアバッグが作動したとき、強い衝撃を受け、命にかかわるような重大な傷害につ 
ながるおそれがありまず。 

推1—11、 2 — 85ぺージ参照 
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こんなことにもを意を 


■ AVVD 車は万能ではありません 

AWD とは 、 All Wheel Drive (才ールホイールドライブ=全輪駆動）の略です。4輪車で 
は 4 WD (四輪駆動）とも呼びます。 

AWD 車は、滑りやすい路面、積雪路などでは 2 WD 車（二輪駆動）に比べて安定した走行 
ができますが、急ブしーキ、急八ンドル時は差がありません。安全な速度で走行してくだ 
さい。 

な 3 — 55ぺージ参照 


■走行中は携帯電話を使わないで 

法律により、自動車の運転者が走行中に携帯 
電話などを手で保持して通話したり、メール 
の送受信などのために画面を注視することは 
禁止されています。 


■アクセサリーの取り付けに注意 

ウインドウにアクセサリーを取り付けると、 
視界の妨げになったり、吸盤がレンズの働き 
をして火災を起こしたり、助手席 SRS エア 
バッグが作動したときアクセサリーが飛んで 
けがをするなど思わめ事故につながるおそれ 
があります。 
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■車内にガスライター、スプレー吿などを放置しないで 

炎天下で駐車ずるときは車内にガスライター 
やスプレー宙などを放置しないでください。 

車内が高温になるためガスライターやスプ 
レーちなどが爆発するおそれがあります。 



■排気管をときどき点検して 

排気管の腐食などによる巧や亀裂および継ぎ 
手部の損傷など、排気管の異常に気づいた場 
合は、必ずスバル販売店で点検整備を受けて 
ください。そのまま使用すると排気ガスが車 
内に侵入し、一酸化炭素中毒になるおそれが 
あります。 



■リヤゲートを確認して 

リヤゲートが閉まっていることを確認してください。確実に閉まっていないまま走行する 
と排気ガスが車内に侵入し、一酸化炭素中毒になるおそれがあります。 
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■ラジェターが熱いときキャップを外さないで 


ラジエターやリザーパ'-タンクが熱いときは 
キャップを外さないでください。蒸気や熱湯 
が吹き出すおそれがあり危険でず。 



■不正改造は絶巧にしないで 

. 車の性能や機能に適さない部品を取り付け 
たり、自己流のエンジン調整や配線などを 
巧わないでください。火災など思わめ事故 
につながることがあります。 

. スバルが国±交通省に届け出た部品が外の 
ものを取り付けると、不正改造になること 
があります。スバル販売店にご相談くださ 
い （タイヤ、 ホイール、マフラー など）。 



■電装品、無線機を取り付けるときには 


取り付け、取り扱いを誤ったり、スバル純正 
が外の部品を使用すると、電子制御系統に異 
常が起きたり、火災など思わめ事故につなが 
るおそれがあります。 

スバル販売店にご相談ください。 
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■純正部品をお奨めしまず 

•マフラー、エアクリーナーエレメント、才 
イル、冷却水、オイルフィルター、タイヤ 
チェーンなどの部品は、スバル純正部品の 
使用をお奨めします。純正部品な外を使用 
すると保証を受けられない場合や、故障の 
原因になることがあります。 

例えば、マフラーや エア クリーナー エレメ 
ントの変更はエンジンの損傷を招くおそれ 
があります。スバル純正部品は、スバル車 
に合ラよラ厳しい検査を実施して作られて 
います。 

•詳しくは別冊の「メンテナンスノート」を 
ご覧ください。 

■点検整備をずるときは 

• スバル販売店はスバル車を点検整備するための設備、巧術、知識の全てを兼ね備えてお 
ります。お客様が安むしてお車にお乗り頂くためにも、点検整備はお近くのスバル販売 
店にご用命ください。 

.日常点検整備でエンジンルーム内の点検を巧うときは、エンジン高温部、回転している 
プーリーやベルト、自動的に回転する冷却ファンに充分ごを意ください。思わめけがを 
することがあります。 

. AWD 車でエンジンを回したまま点検を巧ラときは、車が動かないよラにするため、必ず 
4輪ジャッキアップ、または4輪口ーラー上で巧い、空吹かしや急制動はしないでくださ 

し、。 


赔 SUBARU 

100070 
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101041 


12 か月24か月じか月 

定期点検 
車検 

定期点検定期点検 


12か月24か月12か月 

を期点検 
車検 

定期点検 ( St ) を期洁検 K 


じか月 

定期点検 


1か月6力、月 

f ミた は、 
、 5千 knW 

無料痛検無料点検 


日常の自動車ご使用の中で、お客樣が走行距雕や運行時の状態などから判断した適切な時期に必要に応じて斤います。 

スバルでは、お客様の日常点検整備をお手伝いするために * スバル愛車チェックメニュ ー" をを備しましたのでごま巧ください。 


(またはその期間巧でも走行距離が10万 km まで） 


特別保証部品 


またはその期間巧でも 
をな距雖が6万 km まで 


一被保証部品 


保証書 • メンテナンスノートについて 


別冊の「メンテナンスノート J には、保証の内容および点検•整備について記載し 
てありまず。ご使用前に必ずお読みください。 

■保証について 

保証書には、万一故障が起きたときにお料で修理が受けられる条件や範囲を記載していま 
す。 

一度お読みになり、条件や範囲などについてご確認ください。 

■点検-整備について 

• 法律で使巧者に点検-整備の義務が規定されており、使用者の保守管理責任が明確にラ 
たねれておりまず。 

. メンテナンスノートには点検.整備の時期ややりかたなどを記載していまず。 

よく読んで必ず巧ってください。 

• 日常点検整備や他の点検整備を巧ったときは、必ずその結果をメンテナンスノートに記 
入してください。 

.車を納車してからけ、月後および6か月後（ただし、6か月が内に走行距離力巧千 km を超 
える場合は5千 km 時点）に無料点検を実施しています。 


保証期間と点検整備時期 


(1 年 H 2 年 H 3 年)一 (4 年 H 5 年 H 6 年 H 7 年 H 8 年 H 9 年) 


ミし、一部保証期間の違ラものがおりま 
Iで、詳しくは保証書をお読みください。 
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環境にやさしい運転 

■環境にやさしい運転をずるには 

常にタイヤの空気圧を適正にしましよラ。 

適正空気圧で50 km 走行すると50 kPa 〈0.5 kg / cm 2 〉 減のときに比べて、ガソリン約 
150 CC の節約になります。 

本0〇2約1,250 g 削減〈650 km / 月〉 

走行する前に、不必要な荷物は障ろしましよラ。 

10 kg の荷物を降ろして50 km 走行すると、ガソリン約15 cc の節約になります。 

* 0〇2約130 g 削減〈650 km / ち > 

長時間停車するときは、エンジンを止めましよラ。 

5分間のアイドリングを止めると、ガソリン約65 CC の節約になります。 

* 0〇2約420 g 削減〈10回/月〉 

空吹かしはやめましよラ。 

空吹かしを1回やめると、ガソリン約 6 CC の節約になります。 

本0〇2約1,150 g 削減〈300回/月〉 

エアコンの使用は、少し控えましよラ。 

エアコンを6分間 OFF にすると、ガソリン約70 CC の節約になります。 

本 C 02 約 130 g 削減〈3時間/月〉 

発進や加速はスムーズにしましよラ。 

急発進を 1 回やめるとガソリン約 17 CC 、 急加速を 1 回やめるとガソリン約 11 CC の節約に 
なります。 

本ご〇2約％0 g 削減〈各20回/月> 

経巧速度で走行しましよラ。 

. 一般道路やち料道路では、法定速度で走行すると燃費が良くなります。 

• 高速道路では、100 km / h より80 km / h で走行すると燃費が10〜30%向上します。 
.下りあや減速時には、エンジンブしーキを使いましよう。燃料噴射が停止し、燃費向上 
につながります。 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 


EXIGA YA4-002001 〜 007249, YA5-002001 〜013949 


1-35 




— (向アドバイス） 

10- 15モード燃費とは 

車両カタログに記載されてい 
る「10.15モード燃費」とは、 
—定条件にしたがって測定し 
た燃費です。 

このモードは、市街地モード 
(10 モード）と高速モード (15 
モード）の2パターンを測定し 
たものです。 

測定方法は、10の走行パターン 
を想定したテスト（市街地モー 
ド）を3回巧い、続けて1日の走 
巧パターン（高速モード）を想 
定したテストを1回巧います。 

平巧速度：約23 km/h 
走行距離：約 4.2 km 

この測定は実走行ではなく、測 
定装置（シャシーダイナモメー 
夕一） 上に車両を棄せて巧いま 
す。 


M0 -15モード 



八 


U 

10モード X 3 サイクル 

1 (巿街地モード） 

1已モード 
厢をモード） 



「10-1日モード燃費」は、都市内走行状態を想定して測定したもので、実隙 
の走巧とは異なる場合が多くあります。 

例えば、天候や路面、車両重量、運転などに応じて燃費が異なります。 

対象車種は 2.0L 棄巧車（オートマチック車）の燃費 11.7km/L (10-15 
モード）を基準に計算してあります。 


参考資料：社団法人日本自動車工業会「あしたへ ECO-MOTIONj 参照 


車速 ci\h) 
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キー レスアクセス & プッシュスター ト8« 
キーレスアクセス&プッシュスタートについて 


キーレスアクセス& プッシュ スター h はアク 
セスキーを携帯ずることにより、全てのドア 
とリヤゲートの施錠および解錠、エンジンの 
始動および停止が行えるシステムです。また、 
施錠-解錠については従来どおりの電波式リ 
モコンドアロックもアクセスキーのボタン操 
作で巧ラことができます。 



4 ~ j 


アクセス キー 

(メイン） 



( 9 . ~^ 


アクセス キー 
(サブ） 


キーナンバー 
プレート 


□ 


セキユリテイ 
1 D プレート 
201272 



植込み型む臓ぺースメーカーおよび植込み型除細動器の機器を装着 
されている方は、ま両側発信アンテナから約22 cm が内の節囲に植 
込み型む臓ぺースメーカーなどを近づけないようにしてください。 

車両側発信アンテナの電波により植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み 
型除細動器の作動に影響をちえるおそれがあります。 

植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器な外の医療用電気機器 
を装着されている方は、 後述の"キーレスアクセス&プッシュスタート 
で使用している電波について" を参考に医療用電気機器製造業者などに 
事前に確認してください。車両側発信アンテナの電波により医療用電気機器 
の作動に影響をちえるおそれがあります。 

. キーしスアクセス&プッシュスタート機能の作動あり/作動なしを設定す 
ることができます。設定方法は「キーレスアクセス&プッシュスタート機 
能の停止方法」を参照してください。また、スバル販売店でも設定変更す 
ることができます。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 

な2 -24 ぺージ参照 

キーレスアクセス&プッシュスタートで使用している電波について 

. キーしスアクセス&プッシュスタートでは、な下規則により定められた微 
お電波を使巧しております。 

-電波法施行規則第6を第1項第1号 

. キーレスアクセス&プッシュスタート機能は、従巧の電波式リモコンドア 
ロック機能の電波に加え、下記周波数の電波（※りを使巧しています。 
その電波は次のイラストの車両側アンテナから周期的に出力しています。 

XI 電波周波数：134 kHz 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 


アンテナ 



アンテナ アンテナ 



— しを意 ） - 

キーレスアクセス&プッシュスタートシステムでは微弱な電波を使 
用しているため、次のよラなアクセスキーの状態、周囲の状況によっ 
ては、アクセスキー•車両間の通信の巧げとなり、施錠•解錠およ 
びエンジンの始動ができなくなることがありまず。 

. 近くに放送施設、送電線などの強い電波を発生する設備があるとき。 

. 他の車両のアクセスキーまたはリモコンキーなどの電波を発信ずるよう 
な製品を使巧しているとき。 

• 複数のアクセスキーを携帯しているとき。 

. アクセスキーの近くに携帯電話などの無線通信機があるとき。 

. アクセスキーの近くに金属物があるとき。 

. 金属製のアクセサリーをアクセスキーに付けているとき。 

. アクセスキーといっしよにノート型パソコンなどの電気製品を携帯して 
いるとき。 

• アクセスキーの電池が消耗しているとき。 


次ぺージへ=» 



運おする前に 
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キーレスアクセス & フツシュスタート 


与前ページより 


アクセスキーを車室内（例えば、インストルメントパネルの上、物 
入れ、シートの上など）、荷室内または車両周辺2 mJJi 内（例えば、 
車庫での保管など）に絶対に放置-保管しないでください。 

アクセスキーを車内に閉じ込めたり、電池が急激に消耗ずるおそれがありま 
す。また、アクセスキーの位置によっては電源が切り替わらないことがあり 
まず。 

•長期間お車を使用しないとき、機能自体を使用しないとき、やむをえずア 
クセスキーを車室内や車の周辺に保管したいときは、キーレスアクセス機 
能を停止させることができまず。設定方法は「キーレスアクセス&プッシュ 
スタート機能の停止方法」を参照してください。また、スバル販売店でも 
設定変更ずることができます。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 
☆2-24 ぺージ参照 

. アクセスキーには電子部品が組み込まれています。故障を防ぐため、次の 
ことをお守りください。 

-アクセスキーの電池は、お客様ご自身で交換ずることができまずが、交 
撰の際に破損などのおそれがあるためスバル販売店での交換をお奨めし 
まず。 

-水にめらさないでください。水にめれた場合はずみやかに拭き取り、充 
分に乾かしてください。 

-強い衝撃を与えないでください。 

-磁気を帯びた物に近づけないでください。 

-ダッシュボードの上など直射日光が当たったり高温になる場所には絶対 
に放置しないでください。電池の損傷や回路故障の原因になりまず。 

-超音波洗浄機などで洗浄しないでください。 

-湿気やホコリが多い場所に放置しないでください。アクセスキー故障の 
原因となりまず。 

-パソコン、家電製品の近くに放置しないでください。アクセスキーが誤 
作動し、電池切れの原因となります。 

.アクセスキーは車両との通信のために、常時受信動作をし、常に電池を消 
耗しています。電池の寿命は使用状況によりますが、約1年〜2年です。電 
池が切れた場合、新しい電池と交換してください。 

な 6— 47ぺージ参照 

. アクセスキーを落下させた場合、内蔵されているXカニカルキーが外れる 
ことがありまず。メカニカルキーの紛失にご注意ください。 

☆2-25 ぺージ参照 

• 航空機内はアクセスキーなどの無線機器の使用が禁止されていまず。航空 
機内ではアクセスキーのボタンを押さないでください。 
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キーしスアクセス & プッシュスタート 


1^ アドバイスが - 

アクセスキーを紛失した場合は盗難などを防ぐため、アクセスキーの再登 
録をお巽めしまず。アクセスキーの再登録をするときはスバル販売店にご 
相談ください。 

スペアのアクセスキーが必要な場合はスバル販売店にご相談ください。 
アクセスキーは最大7つまで登録できまず。 

アクセス キーに 付属の キー ナンパ'-プ レー ト、セキュリティ ID プ レー トは 
大切に保管してください。車両修理やアクセスキーの追加登録などで必要 
になりまず。 

アクセスキーはドアポケットやダッシュボードなどの車内の収納場所に 
放置しないでください。（振動による破損や勝手にスイッチが入って閉じ 
込める危険性があります） 


キーレスアクセス機能を使用してのドアの施錠•解錠 

■ ドアおよびリヤゲートの施錠-解錠機能の作動エリア 


ドアおよびリヤゲートの施錠-解錠機能の作 
動節囲は、ドア八ンドルとリヤゲートオープ 
ナースイツチを中/じ、に約40〜80 cm が目安 
となります。 




運転ずる前に 
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キーレスアクセス & フツシュスタート 


ドアが施錠している状態で前席ドアの作動エ 
リアに入ると、アクセスキーの LED の表示灯 
が点滅しまず。キーレスアクセス機能を停止 
させた場合は、アクセスキーのボタンを押さ 
ないと LED の表示灯は点滅しません。 
☆2-24 ぺージ参照 



— (向アドバイス） - 

. 電源を OFF にしてからドアの施錠操作を巧ってください。電源が OFF が外 
では、リクエストスイッチまたはアクセスキーのボタン操作による施錠は 
できません。 

• 施錠-解錠操作ができるのは、アクセスキーを検ミ□している作動エリアの 
リクエストスイッチのみになりまず。 

•誤作動防止のため、施錠および辭錠後、一定時間（約1秒未満）はリクエ 
ストスイッチによる解錠および施錠ができません。 

. 操作が早すぎると施錠•解錠が完了していない場合があります。施錠後は、 
ドア八ンドルを操作して確認ずることをお奨めします。 

. アクセスキーを車体に近づけ過ぎるとキーレスアクセス機能がうまく作 
動しない場合があります。作動しないときは少し離れて操作をやり直して 
ください。 

. アクセスキーを地面近くや地面から高い位置に置くと、図示した作動エリ 
ア内でもキーレスアクセス機能がうまく作動しない場合があります。 

• アクセスキーが作動エリア内にあれば、アクセスキーを持たない方でも 
キーレスアクセス機能を操作できます。ただし、施錠•解錠操作ができる 
のは、アクセスキーを検知している作動エリアのリクエストスイッチにな 
ります。 

. アクセスキーの状態、周囲の電波状況によってキーレスアクセス機能が正 
常に作動しない可能性があります。このよラな場合、「アクセスキーが正 
常に作動しないとき」を参照してください。 

☆2-25 ぺージ参照 

. アクセスキーが車内にある場合は施錠できません。但しアクセスキーの状 
態、周囲の状況によって施錠しアクセスキーを閉じ込める可能性がありま 
ず。施錠ずる隙はアクセスキーを持っていることを確認してください。 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 


.アクセスキーの電池が消耗しているときや、強い電波、ノイズのある場所 
(例： TV 塔や発電所、放送局、無線機器使用場所など）、携帯電話通話中は、 
作動エリアが狭くなる場合や、作動しないことがあります。このような場 
合、「アクセスキーが正常に作動しないとき」の方法を巧ってください。 
☆2-25 ぺージ参照 

. ドアまたはリヤゲートが開いているときは施錠できません。すべてのドア 
およびリヤゲートを閉めてから、施錠操作を巧ってください。 


■キーレスアクセス機能の使い方 
•お錠 

アクセスキーを携帯し、ドア八ンドルのリク 
エストスイツチを押してください。全てのド 
ア（リヤゲート含む）が解錠します。このと 
き非常点滅灯（八ザードランプ）力。回点滅し 
ます。 


▼リヤゲートからの解錠 

アクセスキーを携帯し、リヤゲート中央のリ 
ヤゲートオープナースイッチを押してくださ 
し、。 リヤゲートと全てのドアが解錠し、リヤ 
ゲートが開きまず。このとき非常点滅灯（八 
ザードランプ）力。回点滅します。 





運おする前に 
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キーレスアクセス & フツシュスタート 


>施錠 

アクセスキーを携帯し全てのドアを閉めてか 
らドア八ンドルのリクエストスイッチを押し 
てください。全てのドア（リヤゲート含む）が 
施錠しまず。このとき非常点滅灯（八ザード 
ランプ）力 《 1回点滅します。 


リヤゲートからの施錠 

アクセスキーを携帯し全てのドアを閉めてか 
ら、リヤゲートオープナーち端のリクエスト 
スイッチを押してください。リヤゲートと全 
てのドアが施錠しまず。このとき非常点滅灯 
(八ザードランプ）カリ回点滅します。 




— C ^ アドバイス） - 

リヤゲートのリクエストスイッチによる施錠操作を巧ったときは、約3秒間 
リヤゲートオープナースイッチによる解錠ができません。 


•非常点滅灯{八ザードランプ）の点滅のカスタマイズ 

解錠時や施錠時に点滅する非常点滅灯の設定を変更することができまず。 
☆ 1-2 ページ参照 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 


♦ルームランプとスポットマップランプの連動 

ドアおよびリヤゲートが施錠された状態でルームランプスイッチが DOOR 位置にあると 
き、アクセスキーを携帯し運転席または助手席の作動エリアに入るとルームランプとス 
ポットマップランプが点灯し、一定時間後に消灯します。また、キーレスアクセスまたは 
電波式リモコンドアロックにより解錠またはドアの開閉を巧ラとルームランプとスポット 
マップランプが点灯し、一定時間後に消灯します。点灯中が下の操作をするとルームラン 
プとスポットマップランプは消灯します。 

• リクエストスイッチを押して施錠した場合 

.アクセスキーの日ボタンを押して、ドアを施錠した場合 

• プッシュエンジンスイッチを押して Acc または ON にした場合 

▼ルームランプとスポットマップランプ連動のカスタマイズ 

ルームランプとスポットマップランプ連動の作動あり/作動なしの設定と点灯時間の設定を 
変更することができます。 

な 1—2 ぺージ参照 

♦節電機能 

アクセスキーの電池と車両のバッテリー保護のため、が下の場合キーレスアクセス&プッ 
シュスタートを停止しまず。 

. 全てのドアを施錠した状態で2週間が上キーレスアクセス&プッシュスタートおよび電 
放式リモコンドアロックを使用しない場合 

• 全てのドアを施錠した状態で作動エリア内にアクセスキーを10分が上放置した場合 

▼復帰方法 

が下のいずれかを巧ラとキーレスアクセス&プッシュスタートは復帰します。 

.ドア（リヤゲート含む）のリクエストスイッチを押して解錠する。 

• 電波式リモコンドアロックで解錠または施錠する。 

• メカニ カルキーで 解錠し、施錠する。 

♦自動施錠 

解錠してから30秒が内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠され 
ます。 

▼自動施錠のカスタマイズ 

自動施錠の作動あり/作動なしの設定と施錠されるまでの時間の設定を変更することがで 
きまず。 

☆ 1-2 ぺージ参照 



運おする前に 
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キーレスアクセス & プッシュスタート 


電波式リモコンドアロックによるドアの施錠 • 解錠 
(ボタン操作による施錠.解錠）_ 


アクセスキーのボタンを押ずと電波により、車から離れたところから全ドア（リヤゲート 
含む）の解錠•施錠ができます。 


•解錠 

車のまわりからアクセスキーの''^ボタンを 
巧すと全てのドア（リヤゲート含む）が解錠 
します。このとき非常点滅な（八ザードラン 
プ）力で回点滅します。 



•施錠 

車のまわりからアクセスキーの日ボタンを}甲 
すと全てのドア（リヤゲート含む）が施錠し 
ます。このとき非常点滅な（八ザードランプ） 
力<1回点滅します。 



•リヤゲートの解錠 

車のまわりから A ボタンを}甲すとリヤ 
ゲートが解錠します。このとき非常点滅灯（八 
ザードランプ）力で回点滅します。 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 


•自動施錠 

解錠してから30秒が内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠され 
ます。このとき、盗難警報装置も作動しまず。 

▼自動施錠のカスタマイズ 

自動施錠の作動あり/作動なしの設定と施錠されるまでの時間の設定を変更ずることがで 
きます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

- C ^ アドバイス） - 

• 電波式リモコンドアロックは車の周囲約 Im が内で作動しますが、周囲に 
強い電波やノイズがある場合（例： TV 塔や発電所、放送局、無線機器使 
用場所など）は、作動距離が変わることがあります。 

.車を離れるときは、施錠を確認してください。 

. ドアまたはリヤゲートが開いているときは施錠できません。 

• 非常点滅灯の点灯-消灯およびルームランプの点灯時間はスバル販売店で 
設定ができます。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 

☆2-8 ぺージ参照 

• アクセスキーを車体に近づけ過ぎた状態でアクセスキーの日ボタンを押 
すと、キーレスアクセス機能による解錠ができなくなることがあります。 
(この場合は電波式リモコンドアロックで解錠すると、機能が復帰しま 
す。） 
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キーレスアクセス & フッシュスタート 


エンジンの始動 • 停止 

アクセスキーを携帯してき内に入ると車両の電源の切り替えおよびエンジン始動をするこ 
とができます。 

■ 電源の切り替えおよびエンジン始動の作動エリア 



(向アドバイス） -1 

• 車内アンテナの作動エリア内にアクセスキーを検知できない場合、電源切 
り替えおよびエンジン始動はできません。 

.車外にアクセスキーがある場合でも、ガラス周辺に近づきずぎた場合はエ I 
ンジン始動できる場合があります。 I 

. アクセスキーを次の場所に置かないでください。電源の切り替えや エン ジ I 
ンを始動できないことがあります。 I 

ーインストルメントパネル上 
-フロア上 
-グローブボックス内 
-ドアトリムのポケット 
—後席シート 
—カーゴ ル ー ムの隅 

.アクセス キーがバッテリー 切れの場合は、「アクセス キーが 正常に作動し I 
ないとき」の方法でエンジン始動をしてください。この場合はずみやかに 
電池交換してください。 

な 2 — 2日、 6— 47ぺージ参照 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 


■電源の切り替えかた 


プッシュエンジンスイッチを押すごとに、電 

源が切り替わります。 

① アクセスキーを携帯し、運転席に座ります。 

② セしクトしパーが回であることを確認しま 
す。 

③ ブ レー キペダルを踏まずにプッシュ エンジ 
ン スイッチを押します。巧すごとに電源が 
OFF 一 Acc 一 ON 一 OFF の順に切り替わり 
ます。 エンジン 停止時、プッシュ エンジン 
スイッチが Acc または ON のときはプッ 
シュ エンジン スイッチ内の作動表示なが燈 
色に点灯します。 



電源の状態 

表示灯の色 

各作動の動き 

OFF 

消灯 

電源が切れる 

Acc 

檔色 

次のものが使巧できる 
ワイパー、ウォッシャ ー 、 
オーディオ、電源ソケット 

ON 

搭色 (エンジン 停止） 

全ての電装品が使用できる 

消灯 (エンジン 回転 中） 


•バッテリー上がり防止機能 

Acc にした状態で約 1 時間放置するとバッテリー上がり防止のため自動的に電源が OFF に 
なります（セレクトレバーが回のとき）。 

- し么を意 J - 

. 電源が ON または Acc のまま長時間放置すると、車両のバッテリー上がり 
の原因となりまず。 

.セレクトレバーが回が外では電源を OFF にすることはできません。 

• プッシュエンジンスイッチに飲料水などをこぼさないでください。故障の 
原因となります。 

• プッシュエンジンスイッチを油などの付いた手で触れないでください。故 
障の原因となります。 

• プッシュエンジンスイッチの作動に引つかかりがあるときは、プッシュエ 
ンジンスイッチを操作せず、ずみやかにスバル販売店に連絡してくださ 

い。 

. 車幅灯を点灯してもプッシュエンジンスイッチ照明が点灯しないときは、 

スバル販売店で点検を受けてください。 


次ぺージへ => 
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キーレスアクセス & フツシュスタート 


马前ページより 


• 炎天下で長時間車両を放置すると、プッシュエンジンスイッチの表面が熱 
くなる場合があります。やけどしないよラご注意ください。 

. バッテリー上がりおよびバッテリー脱着後は、ステアリングロックシステ 
ムの初期化を巧わないとエンジンが始動しない場合がありまず。その隙は 
ステアリングロックの初期化^を行ってください。 

^ステアリングロックの初期化 

電源を OFF にして運転席ドアを開閉し、約10秒間お待ちください。ステ 
アリングがロックされれば初期化は完了しています。 


— C ^ アドバイス） - 

. プッシュエンジンスイッチを操作するときは、奥まで確実に}甲してくださ 

い。 

. プッシュエンジンスイッチを早}甲しした場合、電源が切り替わらない場合 
があります。 


■エンジンの始動 

ブしーキペダルを踏みながらプッシュエンジンスイッチを押すと、エンジンが始動します。 


操作方法 


① アクセスキーを携帯し運転席に座ります。 

② 駐車ブレーキをかけていることを確認します。 

⑤セレクトレバーが固であることを確認します（圆でも始動できますが、安全のため固で 


始動してください)。 

④プッシュエンジンスイッチの作動表示灯が 
緑色になるまで、ブレーキペダルを踏み込 
みます（圆で始動する場合、作動表示灯は 
緑色になりません)。 
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キーしスアクセス & フツシュスタート 




. 車外からのエンジン始動は絶対に巧わないでください。思わめ事故につな 
がるおそれがありまず。 


• 走行中エンジンを止めると触媒が過熱して焼損することがあります。 

• 車庫や屋内などの換気の悪いところではエンジンをかけたままにしない 
でください。車内や屋内などに排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒に陥る 
おそれがありまず。 

. エンジン始動操作をしたとき、プッシュエンジンスイッチ内の表示灯が緑 
色に点滅しているときは、絶対に走巧しないでください。ステアリング 
ロックが解除されていない状態で、思わめ事故につながるおそれがありま 
ず。 


— し么を意 j - 

. プッシュエンジンスイッチ内の表示灯が穫色に点滅しているときは、車両 
の異常が考えられまず。直ちにスバル販売店にご連絡ください。 

. エンジンを始動ずるときは必ず運転席に座って行ってください。 

. 10秒が上プッシュエンジンスイッチを押し続けないでください。 

スターターが回り続けるため、故障の原因になります。 

. 1回でエンジンがかからないときは一旦、電源を OFF に戻してください。 
10秒間放置してからもラー度ブレーキペダルを踏みながら、プッシュエン 
ジンスイッチを押してください。 

.エンジンがかかった後は水温表示灯（青色）が点灯している間、アイドリ 
ング回転が高めに保たれます。 

.バッテリーが上がるとステアリングロックが辭除できません。バッテリー 
を充電してください。 


次ぺージへ => 
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キーレスアクセス & フツシュスタート 


与前ページより 


. バッテリー上がりおよびバッテリー脱着後は、ステアリングロックシステ 
ムの初期化を巧わないとエンジンが始動しない場合がありまず。その隙は 
ステアリングロックの初期化^を行ってください。 

^ステアリングロックの初期化 

電源を OFF にして運転席ドアを開閉し、約10秒間お待ちください。ステ 
アリングがロックされれば初期化は完了していまず。 


- C 面アドバィス） -1 

. ブレーキぺダルを踏みながらプッシュエンジンスイッチを巧すと最大10 
秒間スターターが回りまず。エンジンが始動するとスターターは止まりま 
す。 

.エンジンの 始動直後は、急激な空吹かしや、急加速などをしないでくださ 

I ぃ。 

. エンジンがかかった後はエンジン回転数が高めに保たれます。暖機が終わ 
I ると自動的に下がります。 

I .使巧するガソリンや使巧状態（水温表示灯（青色）が消灯しない程度の距 
離の走巧を繰り返ず）によっては、エンジンがかかりにくくなることがま 
れに発生しまず。その場合、他ブランドのガソリンに切り替えることをお 
奨ゆしまず。 

•急発進、急加速時など、急なアクセル操作時、まれにエンジンから過渡的 I 
なノッキングが聞こえることがありますが、異常ではありません。 

•始動の際、ライティングスイッチ、エアコンスイッチ、リヤウインドゥデ 
フォッガースイッチを OFF にしたちが、容易に始動します。 

.ブレーキペダルを踏みながらプッシュエンジンスイッチを押せば、どの電 I 
源の状態からでもエンジンを始動ずることができまず。 

.エンジン始動時にセキュリティ表示灯が点灯してエンジンがかからない 
場合は、一度プッシュエンジンスイッチを}甲して電源を OFF にしてから、 
再度エンジン始動を巧ってください。 

. エンジン 始動操作をしたとき、プッシュ エンジン スイッチ内の表示灯が緑 
I 色に点滅しているときは、ステアリングロックが解除されていません。八 
I ン ドルを左ちに動かしながら、ブレーキペダルを踏み、プッシュ エンジン 

スイッチを押してください。 

I . エンジンが始動しない場合は、ブレーキペダルを踏まずにプッシュエンジ 
I ンスイッチを押して、一度電源を OFF にした後、ブレーキペダルをさらに 

強く踏みながらもラー度プッシュエンジンスイッチを押してください。 

. エンジンが始動していないときは、ブレーキペダルが硬く感じることがあ 
ります。そのときは通常よりも強くブレーキペダルを踏んで作動表示なが 
緑色になることを確認してからプッシュエンジンスイッチを押し、エンジ 
ンを始動してください。 
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キーしスアクセス & プッシュスタート 


•周辺の電波状況により、通常手順のドアの施錠•解錠およびエンジン始動 I 
ができないことがありまず。そのときは、「アクセス キーが 正常に作動し I 
ないとき」を参照してドアの施錠.解錠およびエンジン始動を巧ってくだ 
さい。 

☆2-25、 6-47 ぺージ参照 

緊急時のエンジン始動方法 

• 通常手順のエンジン始動でエンジンが始動しないときは、次の方法を行っ 
てください。エンジンが始動ずる場合があります。（緊急時が外は、この 
方法でエンジンを始動しないでください。） 

•セレクトレバーを回にしてから電源の状態を Acc にしてブレーキペダル 
を踏み、プッシュエンジンスイッチを約15秒が上押し続けてください。 


■エンジンの停止のしかた 

車両を完全に停止させ、プッシュエンジンスイッチを押してください。このときエンジン 
が停止し、電源が OFF になりまず。 

ただし、セレクトレバーを回に入れてからエンジンスイッチを押さないと電源力 《 OFF にな 
りません。 



• 走行中はプッシュエンジンスイッチにさわらないでくださし、。 


プッシュエンジンスイッチを約3秒が上押し続けるとエンジンが停止しま 
す。エンジンが停止ずるとブレーキブースター（制動力倍力装置）が効か 
なくなり、ペダルを踏むときに通常より強い力が必要となりまず。 

また、パワーステアリング機能が働かず八ンドル操作が重くなり思わめ事 
故につながるおそれがあります。 

• 走行中にエンジンが停止した場合、安全な場所で車両が停止ずるまでプッ 
シュエンジンスイッチを操作したりドアを開けたりしないでください。ス 
テアリングロックが作動する可能性があり危険です。安全な場所に停止さ 
せた後、直ちにスバル販売店にご連絡ください。 


— を意 ) - 

が下のことに注意してください。 

• 回が外でエンジンを停止しないでください。 

• 回が外でエンジンを停止した場合、電源は Acc になるためそのまま放置ず 
るとバッテリー上がりの原因となりまず。 
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— (向アドバイスが - 

走巧中、プッシュエンジンスイッチを約3秒が上押し続けると、エンジンを 
停止させることができます。緊急時が外は走行中にエンジンを停止させない 
でください。 


警告音および警告表示による警報 


キーレスアクセス&プッシュスタートでは誤操作や盗難を防止するため警告音や警告灯の 
点滅または、エンジンスイッチ作動表示打の点滅により警告します。 

この場合は適切な処置を巧ってください。 

■警告音とキー無し警告灯の点滅による警報 

タイプ B 乂ーター 



•半ドア警告 

いずれかのドア（リヤゲート含む）が開いている状態でリクエストスイッチによる施錠操 
作を巧ラと警告音が鳴ります。 

- C ^ アドバイス） - 

ドアを閉めて施錠してください。 


•閉じ込み防止警告 

車内にアクセスキーがが置されている状態で、「キーを使わない車外からの施錠 J により全 
てのドアを施錠しようとした場合、室外ブザーが2秒間鳴り、全てのドア（リヤゲート含 
む）が解錠されます。 

☆2-32 ぺージ参照 

- C ^ アドバイスが - 

車内からアクセスキーを取り出して、再度施錠してください。 
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キーしスアクセス & プッシュスタート 


♦キー置き忘れ警告 

電源が OFF のとき車内にアクセスキーが放置されている状態で、ドアを閉め、リクエスト 
スイツチで施錠操作をした場合、室外ブザーが2秒間鳴りまず。 

I —— Cf ^ アドバイス） -1 

車内からアクセスキーを取り出して、再度施錠してください。 I 


♦キー無し警告 

車内にアクセスキーがない状態で走行した場合、室内ブザーが鳴ります。 
このときメーターのキー無し警告灯も点滅しまず。 

j —— Cf ^ アドバイス） - 

I アクセスキーを携帯し走巧してください。 


参電源切り忘れ警告 

次のときにアクセスキーを携帯した状態でリクエストスイッチを押すと、室外ブザーが最 
長で60秒間鳴り続け、キー無し警告なが点滅します。 

. 電源が 0 FFL 乂外でセレクトレバーが回のとき 

—— 广^アドバイス） -1 

. 電源を OFF にしてからドアの施錠操作を行ってください。電源が OFF な外 I 
では、リクエストスイッチまたはアクセスキーのボタン操作による施錠は I 
できません。 

. アクセスキーをき内に戻すか、電源を OFF にすれば警告ブザーは停止しま 
ず。 


參エンジン始動警告 
▼キー無し警告表示 

アクセスキーが車内にない状態でプッシュエンジンスイッチを}甲したとき、警告音が鳴り 
キー無し警告灯が点滅します。 

で^アドバィス） - 

. アクセスキーを携帯しプッシュエンジンスイッチを操作してください。 

.アクセスキーがき内検巧エリア内にあっても、アクセスキーの状態、周囲 I 
の状況によってはキー無し警告表示する場合があります。 I 



運おする前に 
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•キー持ち出し警告 
▼キー持ち出し警告表示 

次のときにアクセスキーを携帯した状態で車外に出て、運転席ドアを閉めた場合、警告音 
が鳴り、キー無し警告灯が点滅します。 

. 電源力 《 OFF が外でセレクトレバーが回のとき 

- 1向アドバイス） -1 

.電源を OFR こしてきの外に出てください。 I 

. アクセスキーを窓から外へ出しただけでは警告しません。 I 


. 電源が OFF な外でセしクトレバーが回 L 乂外のとき 

- (向アドバイスが - 

. セレクトレバーを回にし、電源を OFF にして車の外に出てください。 
. アクセスキーを窓から外へ出しただけでは警告しません。 


▼同乗者のキー持ち出し警告表示 

電源が OFF が外で同乗者がアクセスキーを車外に持ち出し、運転席が外のドアを閉めた場 
合、警告音が鳴り、キー無し警告灯が点滅します。 

C アドバイス） -1 

I アクセスキーを窓から外へ出しただけでは警告しません。 I 


•セレクトレバー位置警告表示 

電源力で FF な外でセしクトレバーが因 L ソ外の位置のときに運転席ドアを開けた場合、警告 
音が鳴ります。 


— (向アドバイスが -1 

警告があった場合は、セレクトレバーを回にし、電源を OFF にしてきの外に I 
出てください。 I 
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■プッシュエンジンスイッチ作動表示灯の点滅による警報 

•キーレスアクセス&プッシュスタートシステム異常警告 

キーしスアクセス&プッシュスタートシステムに異常がある場合プッシュエンジンスイッ 
チの作動表示なが檔色に点滅します。 

- し么を意 J - 

作動表示灯が檔色に点滅したときは、直ちにスバル販売店にご連絡ください。 


•ステアリングロックモ解除警告 

エンジン始動操作時にステアリングロックが解除されていない場合、プッシュエンジンス 
イッチの作動表示灯が緑色に点滅します。 

この場合は、八ンドルを軽く左ちに回しながらブレーキペダルを踏み、プッシュエンジン 
スイッチを}甲してください。 



エンジン始動操作を行った場合に、プッシュエンジンスイッチの作動表示灯 
が緑色に点滅しているときは、絶対に走行しないでください。ステアリング 
ロックが解除されていない状態で、思わめ事故につながるおそれがあります。 


— ( T 么ミ主意 ) - 

再度エンジン始動操作を行っても作動表示灯が緑色に点滅している場合は、 
ステアリングロックの異常が考えられます。直ちにスバル販売店にご連絡く 
ださい。 
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■警告一覧表 


室内ブザー 
警報 

室外ブザー 
警報 

X —ター内 
キー無し 
警告灯表示 

プッシュ 
エンジン 
スイッチ内 
作動表示灯 

状況 

対処方法 

ピーッ、 

ピーッ、 

(断続吹鳴） 




電源が Acc のとき、運 
転席ドアを開けた。 
(セレクトレバーが 
回のとき） 

運転席ドアを閉めてか 
ら電源を OFF にしてく 
ださい。 

^車両から離れるとき 
は必ず電源を OFF に 
してくださし、。 




運転席ドアが開いてい 
るとき、電源を OFF に 
した。 

運転席ドアを閉めてく 
ださい。 






アクセスキーをき外に 
持ち出した上でドアの 
施錠操作を行ってくだ 


ピー 
に秒間 
吹鳴） 



車内にアクセスキーが 
巧置されている状態で 
全てのドアを施錠しよ 
ラとした。 

さい。 

^^室内にアクセスキー 
がある状態ではドア 
の施錠操作はできま 
せん。 

^警告ブザーとともに 
全ドアが解錠されま 
す。 





電源が OFF のとき、ア 
クセスキーが車内にあ 
る状態でリクエストス 
イッチを押した。 

アクセスキーをき外に 
持ち出した上でドアの 
施錠操作を行ってくだ 
さい。 

^^室内にアクセスキー 
がある状態ではドア 
の施錠操作はできま 
せん。 

— 

レ。_ 

(10 秒間 
吹鳴） 

— 

— 

電源が OFF のとき、い 
ずれかのドア（リヤ 
ゲート含む）が開いて 
いる状態で、リクエス 
トスイッチを押した。 

ドアを確実に閉めて施 
錠操作を行ってくださ 

い。 

※いずれかのドア（リ 
ヤゲート含む）が開 
いている状態では施 
錠できません。 

— 

ピ- 

(最長 

60秒間 
吹鳴） 

— 

— 

電源が OFF が外のと 
き、アクセスキーを携 
帯した状態でリクエス 
トスイッチを押した。 
(セレクトレバーが 
回のとき） 

アクセスキーを車内に 
戻すか、電源を OFF し 
てください。 

※電源を OFF にしない 
とドアの施錠操作は 
できません。 
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室内ブザー 
警報 

室外ブザー 
警報 

メーター内 
キー無し 
警告灯表示 

プッシュ 
エンジン 
スイッチ内 
作動表示灯 

状況 

対処方法 

ピッ 

— 


— 

車内にアクセスキーが 
ない状態で走巧した。 

アクセスキーを携帯し 
て走行してください。 

ピッ 

— 

《 

— 

車内にアクセスキーが 
ない状態でプッシュエ 
ンジンスイッチを押し 
た。 

アクセスキーを携帯し 
てプッシュエンジンス 
イッチを押してくださ 
し、0 

ピッ 

ピッピッピッ 
(3 回吹鳴） 

《 

— 

電源が OFF が外のと 
き、アクセスキーを携 
帯した状態で車外に出 
て運転席ドアを閉め 
た。 （セレクトレバーが 
回のとき） 

電源を OFF にした上で 
車外に出てください。 

ピッ 

ピッピッピッ 
(3 回吹鳴） 

《 

— 

電源が OFF が外で同乗 
者がアクセスキーを車 
外に持ち出し、運転席 
が外のドアを閉めた。 

アクセスキーを車内に 
戻すか、電源を OFF し 
てください。 

ピ- 

(連続吹鳴） 

ピ- 

(連続吹鳴） 


— 

電源が OFF が外でセレ 
クトレバーが回が外 
のとき、アクセスキー 
を携帯した状態で車外 
に出て運転席のドアを 
閉めた。 

セレクトレバーを回に 
し、電源を OFF にした 
上で車外に出てくださ 

い 0 

ピ- 

(連続吹鳴） 

— 

— 

— 

電源が OFF が外でセレ 
クトレバーが回が外 
のとき、運転席ドアを 
開けた。 

セレクトレバーを回に 
し、電源を OFF にした 
上で車外に出てくださ 

し、0 

ピッ 

— 

— 

— 

アクセスキーの電池残 
量が低下している。 

アクセスキーの電池を 
交換してください。 

— 

— 

— 

緑点滅 
(最長 

15秒間） 

エンジン始動操作をし 
たが、八ンドルのロッ 
クが解除されていな 

し、0 

八ンドルを堅く左右に 
回しながら、ブレーキ 
ペダルを踏み、プッ 
シュエンジンスイッチ 
を押してください。 

— 

— 

— 

稽点滅 

電源システムやステア 
リングロックの異常が 
検出された。 

直ちにスバル販売店に 
連絡し、点検を受けて 
ください。 



運転ずる前に 
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キーレスアクセス&プッシュスタート機能の停止方法 

長期間お車を使用しないとき、または機能自体を使用しないとき、キーレスアクセス&プッ 
シュスタート機能を停止させることができます。 

キーレスアクセス&プッシュスタート機能を停止させた場合でも電波式リモコンドアロッ 
クは作動します。 

C ^ ァドバィス ) - 

• この設定は、スバル販売店でもできまず。詳しくは、スバル販売店にご相 
談ください。 

•機能を停止させた場合、エンジンを始動させるときは、「アクセスキーが 
正常に作動しないとき」の方法を行ってください。 

☆2-25 ぺージ参照 I 


•機能を停止させるとき 

①運転席に座りドアを閉めてください。 

@集中ドアロックスイッチの後ろ側（解錠側）を押してください。 

@ @の操作後、日秒が内に運転席ドアを開けてください。 

@ @の操作後、5秒が内にドアを開けたまま集中ドアロックスイッチの後ろ側（解錠側）を 
2回押してください。 

⑤@の操作後、30秒が内に運転席ドアを「閉める一開ける」の操作を2回巧ってくださし、。 
©⑤の操作後、30秒が内にドアを開けたまま集中ドアロックスイッチの後ろ側（解錠側) 
を2回押してください。 

③©の操作後、30秒が内に運転席ドアを「閉める一開ける」の操作を1回巧ってくださし、。 
⑨③の操作後、5秒が内にドアを閉めます。ブザーが2回鳴り、機能を停止することができ 
ます。 


—— (向アドバイスが - 

@および®の操作では集中ドアロックスイッチはゆつくりと押してくださ 
い。スイッチを押す間隔が短い場合、機能が停止しない場合がありまず。 


•機能を復帰させるとき 

機能の停止手順をもう一度行うと機能を復帰させることができまず。 
このと苦 ブザーが1回鳴りまず。 
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アクセスキーが正常に作動しないとき 


強い電放またはノイズがある場合や、アクセスキーの電池残量が少なくなり施錠-解錠お 
よび エンジン 始動ができなくなった場合は、次の方法で施錠-解錠および エンジン 始動を 
してください。また電池がなくなった場合はアクセスキーの電池を交換してください。 

な6 — 47ぺージ参照 


■メカニカルキーによる施錠-解錠 

アクセスキーのノブを引きながらメカニカル 
キーを 取り出します。 

メカニカルキーで運転席ドアを觸錠します。 



— C fi アドバイスが - 

. 盗難警報装置が作動している場合は警報が鳴ります。 

アクセスキーの電池が少ない状態で警報が作動した場合は「アクセスキー 
が正常に作動しないときのエンジン始動」を参照して電源 ON またはエン 
ジン始動をしてください。 

☆2-26 ぺージ参照 

•施錠•解錠に使った後、外したメカニカルキーは必ず元の位置（アクセス 
キー）へ付けてご使巧ください。 
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■アクセスキーが正常に作動しないときのエンジン始動 

強い電波またはノイズがある場合や、アクセスキーの電池が少なくなった場合、次の方法 
でプッシュエンジンスイッチを操作して電源 ON またはエンジン始動が巧えます。 


参電源を ON にずるとき 


① 駐車ブレーキをかけていることを確認します。 

② セレクトレバーが回であることを確認します。 


③ ブレーキペダルを踏みます。 

④ アクセスキーのボタン側を手前に向けて、 
アクセスキーをプッシュエンジンスイッチ 
に触れるまで近づけます。 

アクセスキーと車両の通信が完了するとブ 
ザー音（ピッ）が鳴り、プッシュエンジン 
スイッチの作動表示灯が緑色に点灯しま 
す。 

⑤ 作動表示灯が緑色に点灯してから約5秒 LX 
内に、ブレーキペダルから足を離してプッ 
シュエンジンスイツチを押してください。 



•エンジンを始動ずるとき 


① 駐車ブレーキをかけていることを確認します。 

② セレクトレバーが回であることを確認します。 


⑤ブレーキペダルを踏みます。 

④ アクセスキーのボタン側を手前に向けて、 
アクセスキーをプッシュエンジンスイッチ 
に触れるまで近づけます。 

アクセスキーと車両の通信が完了するとブ 
ザー音（ピッ）が鳴り、プッシュエンジン 
スイッチの作動表示灯が緑色に点なしま 
す。 

⑤ 作動表示灯が緑色に点灯してから約5秒 LX 
内に、ブレーキペダルを踏んだままプツ 
シュエンジンスイツチを押してください。 



— ( Tzh を意 ) - 

アクセスキーとプッシュエンジンスイッチの間には金属、磁気を帯びたもの、 
信号発信機などを近づけないでください。アクセスキーと車両の通信が妨害 
されることがありまず。 
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キーしスアクセス & プッシュスタート 


—- (面アドバイス） - 

ドアの開閉後、しばらくして操作ずるとブザー音が鳴らない場合があります。 
ブザー音が鳴らない場合は、運転席ドアを開閉した後、15秒が内にアクセス 
キーをプッシュエンジンスイッチに近づけてください。 

ブザー音が鳴らない場合でも、作動表示灯が緑色に点灯していればエンジン 
始動および電源 ON は可能です。 


運転ずる前に 
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(3) (4) 

201092 


リモコンキー（メイン） 
リモコンキー（サブ） 

キーナンバープレート 
セキュリティ ID プレート 
(イモビライザー機能装備車) 



各部の開閉 


キ— 


キーはドアの施錠、解錠、エンジンの始動、停 
止に使います。 . 

☆キーレスアクセス&プッシュスタート装着車 《 

は、 2-2 ぺージをご賣ください。 \\ 

リモコンキーを使ラと、ドアやリヤゲートの 
施錠、解錠がボタンで操作できます。 

.キーナンパ‘一は、盗難防止のためキーナン 
バープレートに巧刻してあります。 

.セキュリティ ID プレートには、キーをイモ 
ビライザーに登録するためのセキュリティ 
ID が巧刻してあります。 

( 1 ) 

に) 

(3) 

(4) 


— C ^ アドバイス） - 

. キー ナンバープ レー トと セキュリティ ID プ レート （イモビライザー機能装 
備車）は、合いかぎを作る際に必要となりますので、大切に保管してくだ 
さい。 

• 盗難防止のため、キーナンバープレートとセキュリティ ID プレートは車内 
に置かないでください。 

• 万一に備えてキーナンバーとセキュリティ ID (イモビライザー機能装備 
車）をメモしておいてください。 

. キーを作るときは、スバル販売店にご相談ください。 

•万一、キーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、直ちにスバル 
販売店にご相談ください。 


■イモビライザー（盗難防止用エンジン始動ロックシステム)8« 

イモビライザーキーには、個々の違った識別コードが登録されています。 

差し込まれたキーの識別コードが正しければエンジンを始動できますが、未登録のキーや 
識別コードのないキーなどではエンジンを始動することができません。 

— Ca a m ) - 

キーは水にめらさないでください。 


□ 
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各部の開閉 


— し面アドバイスが - 

イモビライザー機能は車両自体の盗難を防ぐ装置であり、車室内への侵入 
を防ぐ機能はありません。車から離れるときは必ずドアをロックしてくだ 
さい。 

イモビライザーキーは、最大4つまで登録できます。 

セキュリティ ID プレートは車両が外の場所で大切に保管してください。セ 
キュリティ ID プレートに巧刻されているセキュリティのが合いかぎを作 
る際、必要になりまず。 

万一、キーを紛失したときには、盗難を防ぐため全てのキーの識別コード 
の再登録、リモコンの再登録をお奨めします。 

登録は、スバル販売店でのみ行えまず。 


参セキュリティ表示灯 

エンジンスイッチにキーが差し込まれてぃなぃときは点滅してぃまず。エンジ 
ンスイッチにキーを差し込むと消灯し、エンジンの始動ができます。正規の 
キーが外を使ラと、表示灯が点灯しエンジンを始動できません。もし、正規の 
キーを使っても始動できなぃ場合、一旦キーを抜ぃて再度やり直してくださ 

い。 


— (A a E ； - 

• 強い磁石の近くにはキーを置かないでください。イモビライザーの誤作動 
の原因になるおそれがあります。 

• ダッシュボードの上など高温になる場所にキーを置かないでください。 

• キーを水にめらさないでください。 

•次のよラな場合、車両がキーからの信号を正確に受信できず、エンジンの 
始動ができない場合があります。 

①キーグリップに金属製の 


ものが接しているとき。 



次ぺージへ=> 



運おする前に 
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各部の開閉 


与前ページより 
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各部の開閉 


ドア 

■ドアの開閉 

ドアを開けるときは、ドア八ンドルを手前に 
引きます。 

ドアを閉めるときは、確実に閉め、半ドアに 
なっていないことを確認してください。 


— しを意 j - 

. ドアを開けるときは周囲の安全を充分に確認してください。不用意に開け 
ると後続車、自転車、オートバイなどにぶつかることがあり危険です。 

. ドアは確実に閉めてください。半ドアでは開くことがあり危険です。 

. ドアを閉めるときは、手や指などを挟まないよラにごミま意ください。 


— ( ffl アドバイス） - 

. ドア八ンドルを操作ずるときには、讯などを挟まないよう気をつけてくだ 
さい。 

. 車から離れるときは、エンジンを止めドアを必ず施錠してください。また、 
ドアを施錠ずる前にキーを持っていることを確認してください。 

. 施錠しても車内に貴重品などを置かないよラにしてください。 

.キーをエンジンスイッチに差し込んだまま運転席ドアを開けると、ブザ ー I 
が鳴りまず。ただし、エンジンスイッチが ON のときは鳴りません。 
☆2-34、 3-4 ぺージ参照 

.棄車中の施錠、辟錠については次のような特徴がありまずので、状況に合 
わせて選択してください。 

施錠している場合 

. お子さまなどの同乗者が誤ってドアを開けることを防ぎまず。 

.停車時、車外からの不意の侵入者を防ぎまず。 

. シートベルトの着用と併せ、事故時に車外に投げ出される可能性が少なく 
なります。 

辭錠している場合 

万一の事故の場合、車外からの救援活動が受けやすくなりまず。 
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を部の開閉 


■ま外からキーによる施錠-解錠 


キーを確実に差し込んで車の後ろ側に回すと 
施錠され、前側に回すとお錠されます。 
☆キーレスアクセス&プッシュスタート装着車 
は、 2-25 ぺージをご覧ください。 



— (向アドバイス） - 

. 車外から施錠-解錠できるのは運転席ドアだけです。その他のドアはドア 
ロックノブまたは集中ドアロックスイッチで施錠-解錠してください。 

• 盗難警報装置を作動させた状態でキーによる阐錠を巧ラと警報が作動し 
ます。 

.キーによる施錠では、盗難警報装置は作動しません。 

☆2-37 ページ参照 


■キーを使わないま外からの施錠 


•フロントドア 
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各部の開閉 


•リヤドア 

ドアロックノブを後ろ側に引いてドアを閉め 
ます。 


■車内から集中ドアロックによる施錠 

運転席ドアの集中ドアロックスイッチを前側 
(国側）に押すと全てのドアが施錠されます。 
後ろ側に押ずと全てのドアが解錠されます。 
リヤゲートも同時に施錠-解錠されます。 


— し么を意） - 

ドアロックノブで運転席ドアを施錠または解錠しただけでは、集中ドアロッ 
クは作動しません。必ず集中ドアロックスイッチで施錠または解錠してくだ 
さい。 


參キー閉じ込み防止機能 

エンジンスイッチにキーが差し込まれている場合、ドアを施錠しないように働き、キーを 
車内に残したままになることを防止する機能です。 

▼キー閉じ込み防止機能が作動ずるとき 

運転席ドアを開けた状態で、集中ドアロックスイッチを前側（国側）に}甲したとき。 

▼キー開じ込み防止機能が作動しないとき 

. ドアロックノブで施錠しドアを閉めたとき。 

. 車外から合いかぎを使い施錠したとき。 



•解錠 
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各部の開閉 


▼キー閉じ込み防止機能のカスタマイズ 

キー閉じ込み防止機能の作動あり/作動なしの設定を変更することができまず。 

☆ 1-2 ページ参照 

- (向アドバイスが - 

車外に出るときには、必ずキーを持っていることを確認して施錠してくださ 

い。 


■ま内からドアロックノブによる施錠-解錠 


ドアロックノブを後ろ側に引くと施錠され、 
前側に}甲すと解錠します。（施錠されると赤 
マークが 見えなくなります） 



■キー抜き忘れ警報 

キーの巧き忘れを防止するための装置です。キーをエンジンスイッチに差し込んだまま運 
転席ドアを開けるとブザーが鳴ります。ただし、エンジンスイッチが ON のときは鳴りませ 
ん。 

■バッテリー上がり防止機能 

半ドアなどでルームランプとエンジンキー（イグニッションキー）照明が点灯し続けた場 
合、バッテリー上がりを防止するため、約30分後に自動的に消灯します。 

•バッテリー上がり防止機能のカスタマイズ 

バッテリー上がり防止機能の作動あり/作動なしの設定を変更することができます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 
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各部の開閉 


— f アドバイス） - 

. 車から離れるときは、必ずドアが確実に閉まっているかを確認してくださ 

い。 

• キーレスアクセス&プッシュスタート装着車はエンジンスイッチが Acc また 
は ON のとき作動しません。 

.キーレスアクセス&プッシュスタート装着車が外はエンジンスイッチに 
キーが差し込んであると作動しません。 


電波式リモコンドアロックによる施錠•解錠 


リモコンキーのボタンを押すと電波により、車から離れたところから全ドア（リヤゲート 
含む）の施錠•解錠ができます。 

☆キーレスアクセス&プッシュスタート装着車は、 2- 10ぺージをご覧ください。 


■解錠 

車のまわりからリモコンキーの cnf ボタンを 
押すと全てのドア（リヤゲート含む）が解錠 
します。このとき非常点滅灯（八ザードラン 
プ）が2回点滅します。 


■施錠 

車のまわりからリモコンキーの圆ボタンを押 
すと全てのドア（リヤゲート含む）が施錠し 
ます。このとき非常点滅灯（八ザ ー ドランプ) 
力 《 1回点滅します。 
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を部の開閉 


— (向アドバイスが - 

車から離れるときは、ドア八ンドルを引き、半ドアになっていないことを確 
認してください。 


■非常点滅な（八ザードランプ）の点滅のカスタマイズ 

解錠時や施錠時に点滅ずる非常点滅灯の設定を変更することができます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

■ルームランプの連動 

ルームランプのスイッチが DOOR 位置にあるとき、リモコンキーにより解錠またはドアの 
開閉を巧うとルームランプが点灯し、一定時間後に消灯します。 

点灯中が下の操作をするとルームランプは消灯します。 

.リモコンの圆ボタンを押して、ドアを施錠した場合 
. エンジンスイッチを Acc または ON にした場合 

•ルームランプ点灯時間のカスタマイズ 

ルームランプ点灯時間の設定を変更することができまず。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

■自動施錠 

解錠してから30秒が内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠され 
ます。 

このとき、盗難警報装置も作動します。 

•自動施錠のカスタマイズ 

自動施錠の作動あり/作動なしの設定と施錠されるまでの時間の設定を変更することがで 
きます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

- し么ま意 J - 

航空機内はリモコンキーなどの無線機器の使用が禁止されています。航空機 
内ではキーのボタンを}甲さないでください。 
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各部の開閉 


— C ^ アドバイス） - 

• 電波式リモコンドアロックは車の周囲約 Im が内で作動しまずが、周囲に 
強い電波やノイズがある場合（例： TV 塔や発電所、放送局、無線機器使 
用場所など）は、作動距離が変わることがあります。 

. 車を離れるときは、ドア八ンドルを引いて施錠を確認してください。 

. エンジンスイッチにキーが差し込まれているとき、ドアまたはリヤゲート 
が開いているときや半ドアの場合、作動しません。 

. キーには電子部品が組み込まれています。故障を防ぐため、次のことをお 
守りください。 

-ダッシュボードの上など直射日光が当たったり高温になる場所には絶対 
に放置しないでください。電池の損傷や回路故障の原因になりまず。 

-強い衝撃を与えないでください。 

一電池交換時が外は分解しないでください。電池交換の隙は電池のショー 
卜および®、©の方向に注意してください。 

-水にめらさないでください。水にめれた場合はずみやかに}まき取り、充 
分に乾かしてください。 

. リモコンキーを紛失した場合、またはスペアリモコンキーが必要な場合 
は、スバル販売店にご相談ください。 

. リモコンキーを紛失した場合は、盗難などを防ぐためリモコンの再登録を 
お奨めします。リモコンの再登録をするときは、スバル販売店にご相談く 
ださい。 


盗難警報装置 


キーレスエントリー(キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）が外でドアが 
開けられたとき、または車両が衝撃を受けたとき（ディーラーオプションの衝撃センサー 
装着車のみ）が下の警報で周囲に異常を知らせます。 

• 30 秒間、車両ホーンが鳴り、非常点滅灯（八ザードランプ）が点滅します。 

☆2-5. 2- 10ぺージ参照 

この機能の初期設定は作動なしとなっております。この機能を使巧する場合、警報の設定 
を作動ありに設定してください。 

☆2-40 ぺージ参照 

- し么注意 J - 

盗難警報装置は特定条件で作動し警報などで周囲に知らせる装置であり、盗 
難を防止するものではありません。 

車から離れるときは、車内に金品、貴金属などを置かないでください。 
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を部の開閉 


— C i アドバイス） - 

. 30秒間鳴り続けた後も、ドアが開いたままになっている場合、最長3分間、 
警報が鳴り続けます。また、ドアを閉めると最長30秒後には警報は止まり 
ます。 

.一旦、盗難警報装置を監視状態にすると、キーレスエントリー（キーレス 
アクセス機能、電波式リモコンドアロック）が外では解除できません。 


•盗難警報装置を監視が態{警報が作動ずるが態）にずるには 

電源を OFF にして、全てのドアを閉めます。が下の操作で施錠すると約30秒の待機時間 
(監視を行なわない状態）の後、監視状態に入ります。 

• リクエストスイッチを押す 
• アクセスキーの日ボタンを押す 
. リモコンキーの園ボタンを押す 

監視状態に入るとメーター内のセキュリティ表示灯-••が2回連続の点滅を繰り返しま 
ず。この方法が外（キーによる施錠、車内からキーを使わず施錠）では盗難警報装置は作 
動しません。 

☆2-32 ぺージ参照 

- (向アドバイス） - 

• 待機状態中は、セキュリティ表示灯がすばやく点滅しまず。 

. 30秒の待機状態中に次のことを巧った場合、監視状態には移りません。 

-キーレス エン トリーでドアを解錠したとき 
-いずれかのドア（リヤゲートも含む）を開けたとき 
-アクセスキーを携帯しプッシュ エンジン スイッチを押して Acc にしたとき 
(プッシュスタート装着車） 

-エンジンスイッチを ON にしたとき（プッシュスタート装着車が外） 

. 30秒の待機状態の時間を待機時間なしに設定変更ができます。詳しくはス 
バル販売店にご相談ください。また、ナビゲーシヨン装着車では画面上で 
同様の設定ができます。詳しくはナビゲーシヨン巧取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

. 自動施錠の機能が作動した場合にも盗難警報装置が監視状態に移ります。 

☆2-9 ぺージ参照 

•監視状態のまま、バッテリーが上がったときは、キーレスエントリーでは 
解錠できません。このときはキーまたはメカニカルキーを使用して解錠し 
まずが、バッテリーを充電、もしくは新品に交換した隙に監視状態で復帰 
しますのでドアを開けたままにしておいたり、そのままドアを開けると警 
報が作動します。 

. キーレスアクセス機能や電波式リモコンドアロックによる施錠や自動施 
錠時、ドアを施錠動作の直前で開くと警報が鳴り始める場合があります。 
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各部の開閉 


參を難警報装置の監視状態を解除するには 

な下の操作で解錠すると監視状態が解除されます。解除されるとメーター内のセキュリ 
ティ表示灯-«はゆっくり点滅します。 

. リクエストスイッチやアクセスキーの、！ボタンを巧す 
. リモコンキーのぷ^ボタンを}甲す 

イモビライザー装備車な外や、な下の操作を行った場合、セキュリティ表示灯-••は消'灯 
します。 

. プッシュエンジンスイッチを巧して Acc にする（プッシュスタート装着き） 

. エンジンスイッチを ON にする（プッシュスタート装着車が外） 

— アドバイス） - 

ドアのキーシリンダーにキーまたはメカニカルキーを差し、回して解錠もし 
くは車内からキーを使わず解錠した場合、盗難警報装置は解除されません。 
そのままドアを開けてしまラと警報が作動します。 

☆2-32 ぺージ参照 


♦警報を作動させてしまったときには 

辭除方法としてが下のいずれかの操作をすると辭除できます。 

▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着ま 

• アクセスキーのいずれかのボタンを押ず 

•アクセスキーを携帯し、リクエストスイッチを巧す 

• アクセスキーを携帯しプッシュエンジンスイッチを押して Acc にする 

- アドバイス） - 

アクセスキーの電池残量が少なくなった場合は、アクセスキーをプッシュエ 
ンジンスイッチに近づけて Acc にしてください。 

☆2-26、 6-47 ぺージ参照 


▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着車(外 

• リモコンのいずれかのボタンを巧ず 

• エンジンスイッチにキーを差し込み、エンジンスイッチを ON にする 
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各部の開閉 


•警報の設定 

盗難警報装置は作動あり、作動なしの設定に切り替えることができます。 

が下の方法で切り替えることができまず。 

▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着車 

①盗難警報装置の監視状態を解除してください。 

@運転席に座り、全てのドア（リヤゲートも含む）が閉まっていることを確認してくださし、。 
@プッシュエンジンスイッチを押して ON にしてください。 

@運転席ドアを開けると同時に集中ドアロックスイッチを後ろ側（解錠側）に押し、10秒 
間保持してください。 

⑤ホーンが鳴り設定が切り替わります。 

新しい設定がオド X — ター/トリップメーターに表示されます。 

作動なし：ホーンが2回鳴ります。 

X ーター表示 

オドメーター/トリップメーター [ ALOF ] 

作動あり：ホーンが1回鳴りまず。 

X ーター表示 

オドメーター/トリップメーター [ ALON ] 

▼キーレスアクセス&プッシュスタート装着車 JJi 外 

①盗難警報装置の監視状態を觸除してください。 

@運転席に座り、全てのドア（リヤゲート含む）が閉まっていることを確認してくださし、。 
@10秒が内にエンジンスイッチを OFF 一 ON を3回繰り返し、 ON で止めてください。 

@@の後、10秒が內に運転席ドアを一旦開けて、ドアを閉めてください。 

現在の設定がオド X — ター/トリップメーターに表示されます。 

⑤@の後、10秒が內に集中ドアロックスイッチを下記のように3回操作してください。 
新しい設定に切り変わるとブザーが鳴り、新しい設定がオドイーター/トリップメー 
夕一に表示されます。 

作動なし：集中ドアロックスイッチをアンロック側（後ろ側）に3回操作してください。 
X ーター表示 

オドメーター/トリップメーター [ ALOF ] 

作動あり：集中ドアロックスイッチをロック側（前側）に3回操作してください。 

X ーター表示 

オドメーター/トリップメーター [ ALON ] 

▼ナビゲーション装着車 

メーカーオプションのナビゲーション装着車では画面上で設定ができまず。詳しくはナビ 
ゲーション取扱説明書をご覧ください。 

— ( ^ アドバイス） - 

この設定は、スバル販売店でもできます。 

詳しくは、スバル販売店にご相談ください。 
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各部の開閉 


♦警報の作動履歴 

イーター内のセキュリティ表示灯—^が点滅して、警報が作動した ことを 運転者に知らせ 
ます。警報が作動した原因により点滅の回数が変わりまず。 

. エンジンスイッチを ON にしたとき1秒間点灯した後に、が下の点滅で運転者に知らせま 
す。 

ドア（リヤゲートを含む）が開けられた場合：己回 
強い衝撃を受けたときまたは、衝撃を何回も受けたとき： 2回 
(ディーラーオプションの衝撃センサー装着車のみ） 

弱い衝撃を受けたとき：1回 

(ディーラーオプションの衝撃センサー装着車のみ） 

☆2-29 ぺージ参照 

- - C アドバイス） - 

警報の作動履歴は、盗難警報装置を再度監視状態にすると消去されまず。 


■ルームランプおよびスポットマップランプ点灯 

警報が作動するとルームランプおよびスポットマップランプが点灯します。（ルームランプ 
はスイッチが DOOR 位置にあるとき） 

この機能の初期設定は作動なしとなっておりまず。この機能を使用ずる場合、ルームラン 
プの設定を作動ありに設定してください。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

•ルームランプ点丹のカスタマイズ 

スバル販売店でルームランプおよびスポットマップランプ点灯を作動あり/作動なしに設 
定することができまず。 

☆ 1-2 ぺージ参照 



運おする前に 
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各部の開閉 


•衝撃センサー（ディーラーオプション） 

ディーラーオプションの衝撃センサーが装着されている場合は、車両に衝撃が加えられた 
ときに警報が作動しまず。 

また、センサーの配線が切断した場合にも警報が作動します。 

軽い衝撃を受けたときは、短時間のホーンと非常点滅灯（八ザードランプ）の点滅による 
警告、強い衝撃、または衝撃を何回も受けたときは約30秒間のホーン音と非常点滅灯（八 
ザードランプ）の点滅による警報が作動しまず。 

- ( ^ アドバイス） -1 

. 衝撃センサーは必ずしも全ての破壊行為に対して検知できるものではあ I 
りません。また、振動が加わらないような破壊行為の場合（脱出用工具に I 
よるガラス破壊など）は、本センサーでは検知できません。 I 

. また、下記などの振動が車両に加わった場合、警報が鳴る可能性がありま I 
すので駐車ずる場所に応じて警報、衝撃センサーの設定を巧ってくださ 

い。 

例)工事現場からの振動 
立体駐車場の振動 

電車通過による振動 I 

フェリー乗船中の駐車時の振動 
など 

.衝撃センサーの取り付け取り外しは、特殊な設定が必要になりまず。スバ 
ル販売店にお申し付けください。 

. 衝撃センサーをスバル販売店が外で取り外した場合、センサーの配線が切 
断されたと判断し、警報が作動しまず。取り外しはスバル販売店にお申し 
付けください。 

• スバル純正リモコンエンジンスターターでエンジンをかけている間は衝 I 
撃センサーの機能は停止しまず。 I 


▼衝撃センサーのカスタマイズ 

スバル販売店で作動あり/作動なし、および感度の設定ができます。 
☆ 1-2 ぺージ参照 
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各部の開閉 


チャイルド プルーフ 


左右のリヤドアにあります。後席にお子さまをませたときにご使用ください。 

■使用方法 

チャイルド プルーフ のし バーを 「 LOCKj 側 
に動かしてドアを閉めると、車内のドア八ン 
ドルではリヤドアを開けられなくなります。 

角军除するときはレバーを 「 FREE 」 側に動かし 
てください。 



■チャイルドプルーフが働いているときのドアの開けかた 

ドアを解錠し、車外からドア八ンドルを引いて開けます。 

車内から開けるときは、ドアロックノブを解錠にし、ウインドウを下げ車外のドア八ンド 
ルを引いて開けます。 


パワ-ウインドウ 


パワーウインドウは、エンジンスイツチが ON のとき使用できます。 


. パワーウインドウが閉まるときには大きな力が働きます。挟まれると危険 
ですので閉める前に窓から顔や手を出していないことを確認してくださ 
い。 

•挟まれると危険ですのでルさなお子さまには操作させないでください。 

• お子さまをませるときにはロックスイッチをロックにしておいてくださ 
い。お子さまがウインドウスイッチをいたずらして手や首を挟むことを防 
止します。 

な2 -46 ぺージ参照 
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各部の開閉 


— 么を意 - 

. ウインドウの全閑、全開後に同じ方向にスイッチを押し続けないでくださ 
し、。 パワーウインドウの故障の原因になりまず。 

.車両から離れる場合は、必ずお子さまも一緒にお連れください。お子さま 
のいたずらなどによる誤操作で、思わめ事故につながるおそれがありま 
ず。 


(向アドバイス） - 

. 車体の構造上、後席のウインドウを全開にすることはできません。 

• 下記操作を巧ラとパワーウインドウのブレーカーが作動してウインドウ 
の開閉ができなくなることがありまず。 

-運転席ウインドウを全閉または全開にした後、スイッチを同じ方向へ数 
秒間操作し続ける。 

- 3席が上のウインドウを全閉または全開にした後、それぞれのスイッチ 
を同時に同じ方向へ操作し続ける。 

この場合、ブレーカー復帰後に必ずパワーウインドウの初期設定を行って 
ください。初期設定がされていないと、運転席ウインドウの自動全開（全 
閑）およびウインドウ反転機能は作動しません。 

☆2-47 ぺージ参照 
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各部の開閉 


■スイッチの操作 

♦運転席ウインドウの開閉操作方法 

スイッチを軽く操作している間、作動します。 

強く操作すると、自動で全開（全閑）します。 

開けるとき： 

.スイッチを軽く押します。巧している間ウ 
インドウが下降します。 

• スイッチを強く押すと自動で全開になりま 
ず。途中でウインドウの下降を停止させる 
ときは、スイッチを軽く引き上げます。 

閉めるとき： 

.スイッチを軽く引き上げます。引き上げて 
いる間ウインドウが上昇します。 

. スイッチを強く引き上げると自動で全閑に 
なります。途中でウインドウの上昇を停止 
させるときは、スイッチを軽く押します。 


201161 


— C アドバイス） - 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたとき 
は、必ずノ《ワーウインドゥの初期設定をしてください。 

初期設定がされないと運転席ウインドウは自動で全開（全閉）しません。 
☆2-47 ぺージ参照 


♦オフディレイ機能（キー OFF 後の作動） 

運転席のウインドゥはエンジンスイッチを ON から Acc または LOCK ( OFF ) にした後でも、 
約30秒間は昇降することができます。ただし、その約30秒の間に運転席のドアを開けて開 
めると、ウインドゥの昇降はできなくなります。 

- Cit アドバイス） - 

昇降ができる状態のときは、スイッチの照明が点灯しています。 
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各部の開閉 


•ロックスイッチの操作方法 



•助手席、後席ウインドゥの操作方法 

それぞれのウインドゥを開閉します。スイツ 
チを操作している間作動します。 


開けるとき：スイッチを押します。 
閉めるとき：スイッチを引き上げます。 
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各部の開閉 


■ウインドウ反転機能 

運転席のウインドウが自動全開中、窓枠とウインドウとの間に異物の挟み込みを感知する 
と、ウインドウの上昇が停止し、自動で少し下降し止まりまず。 

- 么を意 J - 

ウインドウを確実に閉めるため、閉めきる直前の部分では、挟み込みを感知 
しない領域があります。指など挟まないようにしてください。 


C ^ アドバィス） - 

• 環境、走行条件により異物を挟んだときと同じ衝撃がウインドウに加わる 
とウインドウ反転機能が作動することがありまず。 

. ウインドウ反転機能が作動した後、数秒間はスイッチを操作してもウイン 
ドウの操作をすることができません。 

. バッテリー交換やヒユーズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたと 
きは、必ずノ《ワーウインドウの初期設定をしてください。 

初期設定がされないと、ウインドウ反転機能が作動しません。 


■パワーウインドウのネリ期設定 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたときは、必ずパワー 
ウイン ドゥの初期設定を行って ください。 パワーウインドゥの初期設定がされていないと、 
次の機能は作動しません。 

•運転席ウインドゥの自動全開（全開） 

々2 —4日ぺージ参照 
. ウインドウ反転機能 


♦ネ刀期設定のしかた 

①ドアを閉め、エンジンスイッチを ON にします。 

@運転席ウインドウスイッチを下に押し、半分くらいまでウインドウを開けまず。 

感運転席ウインドウスイッチを上に引き続け、ウインドウを全開にします。全閑後、約1秒 
間スイッチを上に引き続けてください。 
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を部の開閉 


フユーエルリツド（燃料補給口) 


メーターの燃料計にフユーエルリツド（燃料補給 □) が右側にあることをおならせする表 
示があります。 



300の6 



使用燃料 

タンク容量 

ターボ車 

無鉛プレミアム（無鉛八イオク）ガソリン 

約65ぶ 

ターボ車が外 

無鉛レギュラーガソリン 


■フューエルリツド（燃料補給口）の開閉 


開けるときは、運転席右下にあるフューエルリツドオープナーレバーを引き上げまず。 




閉めるときは、ロックずるまでフユーエルリツド（燃料補給口）を手で押し付けてくださし、。 
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各部の開閉 


■フユーエルキヤツプの開閉 


フューエルキャップを左に回して開けます。 
燃料補給後は、「カチッ」と音がずるまで右に 
回して閉めます。 



フューエルキャップを外したときは、キ ヤツ 
プについているコードを図のよラに溝部にか 
けてください。 




燃料補給時には必ず次のことをお守りください。 

. ガソリンは非常に引火しやずいため、燃料補給時はタバコなど一切の火気 
は厳禁でず。 

. エンジンは必ず止めてください。 

. フューエルキャップを開けるときはゆっくり回し、燃料タンク内の圧力を 
下げてから外してください。急に開けると燃料が補給口から吹き返すおそ 
れがあります。 

• フューエルキャップは確実に閉めてください。閉まっていないと走行中に 
燃料が漏れて火災につながるおそれがあります。 

• 静電気除去キャップを採巧していますので、フューエルキャップは車に 
合ったスバル純正品を使巧してください。 

☆ 1-9 ぺージ参照 
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を部の開閉 


- CA a M ) - 

セルフ給油のときの燃料補給は、給;'由ガンが自動停止した時点で止めてくだ 
さし、。 


ボンネット 


■開けるとき 


①ボンネット の才ープナーレバーを 引きま 
ず。運転席側のインストルメントパネルち 
下にありまず。 
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各部の開閉 


■閉めるとさ 

ボンネットをゆっくり降ろしてボディに近くなったら（約1日 cm ) 手を離します。 
確実にロックされていることを確認してください。 


— Ca 意） - 

ボンネットを開閉するとき 

•走行後すぐに開けるときには、部品が熱くなっているので、やけどしない 
ように注意してください。 

• ボディ近くまで降ろして手を離す際には指や他の物を挟まないよう充分 
ミち意してください。 

• 必ず走行前にボンネットが確実にロックされていることを確認してくだ 
さい。確実にロックされていないまま走巧すると、走巧中開くことがあり 
非常に危険です。 

. 風の強いときには充分注意して開けてください。ボンネットが閉まること 
がありまず。 

•ボンネットにはボンネット 
を支えるためのガスステー 
が取り付けられています。ガ 
スステーの損傷や作動不良 
を防ぐため次のことをお守 
0 ください。 

-ガスステー部分にラずい 
ビ ニール 袋、テープなどが 
嘘み込まないようにミち意 
してください。また、点検 
や清掃のときにステー部 
分に傷をつけないように 
ま意してください。ステー 
のガス抜けにより、ボン 
ネットが自然に閉じてし 
まう場合がありまず。 

ーボンネットにスバル純正品が外のアクセサリー用品を取り付けないでく 
ださい。ボンネットの重量が極端に重くなると、開けたときにステーが 
支えきれなくなるおそれがあります。 

-ステーに手をかけたり、横方向に力をかけたりしないでください。ステー 
が曲がり、ボンネットが開閉できなくなるおそれがあります。 




運おする前に 
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各部の開閉 


— C i アドバイスが - 

ボンネットを開けるときには 

ワイパーアームは起こさないでください。また、ワイバーを作動させないで 
ください。ボンネットとワイパーアームが接触しボンネットを傷つけるおそ 
れがあります。 

ボンネットを閉めるときには 

ボンネットを上から強く押しつけないでください。ボンネットがへこむこと 
があります。 


リヤゲ-卜 


リヤゲートは次を操作す ることで 施錠.鮮錠ができます。 
• 電波式リモコンドアロック 
• 集中ドアロックスイッチ 
. キーレスアクセス機能 


■開けるとき 


リヤゲートオープナースイッチを}甲してリヤ 
ゲートを少し開けます。手で支えながらゆっ 
くりと最上部（全開位置）まで持ち上げます。 



■閉めるとき 

リヤゲートをゆっくり下げて、上から手で巧さえつけるように閉めます。 
半ドアでないことを確かめます。 
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各部の開閉 


■リヤゲートの解錠ができなくなったとき 

万一、バッテリー上がりや集中ドアロックシステムの故障などでリヤゲートの解錠ができ 
なくなつた場合は、応急処置用解錠レバーを操作して車室内から鮮錠することができます。 
①リヤゲートトリムのカバーを外します。 


②マイナスドライバーなどを使用してレバー 
を矢 E 口の方向に動かし、 リヤゲートを開け 
ます。 


201287 

— しを意 - 

• 開閉や荷物の出し入れのとき、リヤゲートが頭や顔にぶつからないように 
注意してください。 

•走行前には、リヤゲートを完全に閉めてください。走行中に開くと荷物が 
落ちることがあります。 

• 走行中や長時間のアイドリングをしているときはリヤゲートを完全に開 
めてください。車内に排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒になるおそれが 
あります。 

. リヤゲートを閉めるときは、他の人の手（とくにお子さまには気をつけて 
ください）や荷物を挟まないよラに注意してください。 

. エンジンをかけたまま荷物の出し入れをするとき、排気ガスの熱でやけど 
をしないよラに注意してください。 

. 応急処置用解錠レバーは指で操作しないでください。けがをずるおそれが 
ありますので、必ずドライバーなどを使巧してください。 

次ページへ=> 





運おする前に 
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各部の開閉 


与前ページより 


. リヤゲートを支えているガスステー部にラすいビニール袋、テープなどが 
喃み込まないように、また、荷物の積み下ろしなどで傷をつけないように 
注意してください。ステーのガス抜けにより、ゲートが自然に閉じてしま 
ラ場合があります。 

. リヤゲートにスバル純正品が外のアクセサリー巧品を取り付けないでく 
ださい。リヤゲートの重量が極端に重くなると、開けたときにステーがま 
えきれなくなるおそれがあります。 


( ^ アドバイス） - 

I リヤゲートを開閉ずるとき 

. リヤゲートオープナースイッチを}甲すと同時にリヤゲートを開けよラと 
した場合、リヤゲートが開かないときがあります。 

. キヤリアなどに積んだ荷物に当たらないように気をつけて開けてください。 
. 傾斜した場所では、平坦な場所よりもリヤゲートの開閉がしにくかった 
り、急に開閉してしまう場合があります。 
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各部の開閉 


G 電動サンシエードが 


電動サンシェードは、エンジンスイッチが ON のときに作動しまず。 

■電動サンシェードの開閉のしかた 

開けるとき： 

スイッチを 「 OPEN 」 側に押すと電動サン 
シェードが開きます。 

途中で止めるときは、スイッチを 「 OPEN 」 ま 
たは 「 CLOSE 」 側に}甲します。 

閉めるとき： 

スイッチを 「 CLOSE 」 側に}甲ずと電動サン 
シェードが閉まりまず。 

途中で止めるときは、スイッチを 「 OPEN 」 ま 
たは 「 CLOSE 」 側に}甲します。 


■電動サンシェード反転機能 

閉じるときに異物の挟み込みを感知すると、電動サンシェードの作動が停止し、自動で反 
転し止まります0 


— し么を意^ - 

. 電動サンシェードを開閉するときは、手や指などを挟まないよラに気をつ 
けてください。とくにお子さまには気をつけ、安全を充分確認してから電 
動サンシェードを操作してください。 

.電動サンシェードを確実に閉めるため、閉めきる直前の部分では、反転機 
能が作動しない領域があります。手や指を挟まないようにしてください。 



▲ OPEN 
▼ CLOSE 


刖 

に 


— C アドバイス） - 

. 環境や走行条件による衝撃などで、電動サンシェード反転機能が作動ずる 
ことがあります。 

• 炎天下で長時間駐車する場合は、電動サンシェードを閉めてください。 
サンシエードを開けたままにしておくと、車内が高温になりまず。 


■電動サンシェードが閉まらないとき 

スバル販売店で点検整備を受けてください。 
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シー h 

正しい運転（乗車）姿勢 

無理のない、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシートを調整しまず。ミラーも調整 
します。そしてシートベルトを正しく装着します。 

な 2 — 74ぺージ参照 


八ンドル操作が 
楽にできること 


ねじれ、たるみがなく 
肩に充分かかること 


ヘッドレストの中央が 
耳の後方にくること 



ペダルが充分に 
踏み込めること 
(運転席） 


腰骨のできるだけ 
イ岳い位置に密着さ 

せること 


背当てはできるだけ立てて背中を 
離さず、深く腰掛けること 
(八ンドルに近づき過ぎないこと） 
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シート 


シートなどを調整するときは、次の事項を必ず守ってください。重大な傷害 

につながるおそれがあります。 

• シート調整は、必ず走行を始める前に行ってください。とくに運転席は運 
転中に巧わないでください。加速、減速でシートが動いてペダルに足が届 
かなくなる、背当てが倒れて八ンドルに手が届かなくなる、運転への注意 
がそれ運転ミスを起こずなどの重大な事故や傷害につながるおそれがあ 
りまず。 

. シートを調整した後はシートを軽くゆさぶり「確実に固定されているこ 
と」を確かめてください。不完全なままではシートが動いたり、シートベ 
ルトの機能が充分に働かないことがありまず。 

• 走行中は助手席も含めて背当てを必要が上に倒さないでください。万一の 
とき、シートベルト本来の機能が発揮されないことがあります。 

• 背当てと背中の間にクッシヨンなどを入れないでください。正しい運転姿 
勢がとれないため危険です。 

. フロントシートおよびセカンドシートの下に物を置かないでください。物 
が挟まってシートが固定されず、思わめ事故につながるおそれがありま 
ず。 

.ヘッドレストを外したり、固定できる高さを超えての使用は、万一のとき 
頭や首を保護できず重大な傷害につながるおそれがありまず。前席ヘッド 
レストは、へッドレスト中央が耳の後ちになるように高さを調整してくだ 
さい。後席ヘッドレストは、格納位置から一段上げた位置で使用してくだ 
さい。 


ィ A ミ主思）" 


シートの調整は必ず大人が巧い、シートや動いている部分に手を近づけない 
でください。また、同乗者や荷物にもミま意してください。挟まれたり、荷物 
を損傷したりすることがあります。 


(面アドバイス）- 


納車時のシートダストカバー(シート汚れ防止用のポリエチレン製カバー) 
やフロアマツトのミちれ防止フイルムは必ず取り外してから使用してくださ 
し、 0 



運おする前に 
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シート 


フロントシート 


■マニュアルシートが 

レバー操作で調整ができます。 

•スライド調整（前後の調整） 

レバーを完全に引き上げた状態で前後に動か 
して調整します。レバーを下ろし、ロックを 
確認します。 



- C/h a M ) - 

後方にスライドずる隙には、後席の棄員の足が挟まれないよラに注意してく 
ださい。 


•リクライニング調整（背当て角度の調整) 


レバーを完全に引き上げた状態で背当ての角 
度を調整します。レバーを下ろし、ロックを 
確認します。 



— ( T 么を意 ) - 

調整する際には、レバーとレバーカバー内に指を挟まないよう気をつけてく 
ださい。 
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シート 


参上下調整（運転席のみ） 

レバーを引くたびに上がります。また、巧す 
たびに下がります。 



■パワーシート 

スイツチ操作で調整ができます。 


- C A E ; - 

操作するときには 

スイッチ部に異物を挟まないよラにご注意ください。走行中、予期しないと 
きに動くことがありまず。 




10 アドバイスが - 

バッテリー上がりにミち意 

エンジンがかかっているときに調整してください。 

操作するときには 

•調整できる終点まで移動させたときにスイッチを押し続けないでくださ 
い。故障の原因になります。 

. シートが人や物に当たった場合、それが上無 a に操作しないでください。 
故障の原因になります。 


参スライド調整（前後の調整） 

スイッチ全体を前後に動かして調整します。 




運転ずる前に 
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シート 


•リクライニング調整（背当て角度の調整) 


リクライニングスイッチを前後に動かして背 
当て角度を調整します。 



(面アドバイス） - 

リクライニング調整中は 

リクライニング調整と他の調整を同時に行わないでください。 


•上下調整 

スイッチの後ろ側を上下に動かしてシートの 
高さを調整します。 



•座面前側の高さ調整 

スイッチの前側を上下に動かして前側の高さ 
を調整しまず。 
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シート 


■シ ートヒーター 

エンジンスイツチが Acc または ON のときダ 
イヤルを回すとシートが暖まります。4段階の 
温度調整ができます。作動中は表示灯が点灯 
しまず。 

4 :早く暖めたいときに使いまず。 

暖まったら好みの位置にダイヤルを回して 
ください。 

1〜3 :保温するときに使いまず。 

お好みにより温度調整ができます。 

通常はこの段階でご使用ください。 



— し注意 j - 

•長時間使い続けるとやけどの原因になることがあります。お子さま、皮ふ 
の弱い方、病気の方などは注意してください。 

. 毛布や座ぶとんなどを乗せて使用しないでください。 

•水、ジュースなどをこぼしたときは、乾いた布でずぐに拭き取り、充分乾 
かしてから使巧してください。 


— C ffi アドバイス） - 

. エンジンがかかっているときに使用してください。バッテリー上がりの原 
因となります。 

. シートに硬いものや突起のあるものを乗せないでください。 


■ヘッドレストの高さ調整 

. 上げるときはそのまま引き上げまず。 
.下げるときは、固定解除ボタンを巧したま 
ま押し下げます。 

. 取り外ずときは固定解除ボタンを押したま 
ま引き抜きます。 



EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


2-61 




























シート 



運転ずるときには、へッドレストを確実に取り付けてください。 

外したり、固定できる高さを超えての使用は、万一のとき頭や首を保護でき 
ず重大な傷害につながるおそれがあります。 

へッドレスト中央が耳の後方になるように高さを調整してください。 


— (向アドバイス） - 

へッドレストが屋根に当たって取り外しにくいときは、背当てを倒すと取り 
外せます。 


■アクティブヘッドレスト 

フロントシートのヘッドレストには、アク 
ティブヘッドレストが装備されています。 

この装置は、後方から追突されたとき、前方 
に少し傾斜ずるようになっていまず。 
これにより、頭や首を保護し、むち巧ち症な 
どを軽減します。 

万一の衝突事故に備え、ヘッドしストの乗員 
保護効果を最大限にするため、ヘッドレスト 
の高さを正しく調整してください。 



— ( T 么を意 ) - 

へッドレストに物を引っかけたり、つかまったりしないでください。 
充分な効果が発揮できなかったり、故障につながるおそれがあります。 


2-62 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 























シート 


■アームレス h が 

前に倒して、ひじ掛けとして使います。 



•角度調整 

シートのリクライニング調整（背当て角度）に 
合わせて、アームレストの角度を調整するこ 
とができます。 

.イ氏くするときは、アームレストを一度上ま 
で引き上げてから、一番下の位置まで下げ 
ます。 

.高くするときは、アームレストを一番下の 
位置からお好みの高さに引き上げます。 




アームレストを使用するときに 
は、シートベルトの効果を発揮 
させるため、巧の手順を必ず守 
り、正しく装着してください。 
①シートベルトを装着ずる。 

@アームレストを下ろず。 

先にアームレストを下ろして 
からシートベルトを着用ずる 
と、衝突時に腹部に当たり重大 
な傷害につながるおそれがあ 
ります。 



201578 
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シート 


- CA a M ) - 

アームレストを使うとき上に乗ったり、重いものをのせないでください。アー 
ム レスト が損傷したり、思わめけがをすることがあります。 


■ソフトフラットシート 

フロントシートは、背当てを倒ずとセカンドシートとフラツトな状態にできます。 


•ソフトフラットにずるとき 

①安全な場所に駐車し、確実に駐車ブレーキ 
をかけます。 

® セカンドシートを最後尾位置までスライド 
させます。 

☆2-65 ぺージ参照 

感フロントシートのヘッドレストを取り外し 
ます。 

@フロントシートを最前方位置までスライド 
させます。 

☆2 -日8、2 -59 ぺージ参照 
©背当てを倒して固定します。 

☆2 -日8、2 -60 ぺージ参照 




走行中はソフトフラットにして使巧しないでください。万一のときシートべ 
ルトの効果が得られず重大な傷害につながるおそれがあります。 


— 么を意 j - 

. フロントシートの背当てを戻すときは、背当てを押さえながらリクライニ 
ングレバーを操作してください。背当てを押さえずにレバーを操作すると 
背当てが急に戻り、けがをするおそれがあります。 

•ソフトフラットにした状態でシートの上を走り回らないでください。ま 
た、シートの上を移動するときは、シートの中央を踏んで、ゆっくりと移 
動してください。シートを踏み外したり、シートの間に足を挟むなどして、 
けがをするおそれがあります。 

. 助手席およびセカンドシートに人が棄っているときは、ソフトフラットに 
しないでください。シートが当たるなどしてけがをずるおそれがあります。 
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シート 


セカンドシート 


■スライド調整（前後の調整） 

レバーを完全に引き上げた状態で前後に動か 
して調整しまず。レバーを下ろ 
確認します。 



- 皮ま意 J - 

後方にスライドする際には、後席の乗員の足が挟まれないように注意してく 
ださい。 


■リクライニング調整（背当て角度の調整） 

レバーを完全に引き上げた状態で背当ての角 
度を調整しまず。レバーを下ろし、ロックを 
確認しまず。 




運おする前に 
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シート 


— し 注意 J - 

. リクライニング操作後は、背当てをゆすって、確実に固定されていること 
を確認してください。また、走行中は必要が上に背当てを倒さないでくだ 
さい。万一のとき、シートベルトが肩から外れ、シートベルト本来の機能 
が発揮されないことがあります。 

.に 0- FIX 方式の乳児巧（べビ ー) /幼兒巧（チャイルド）チャイルドシー 
卜を装着したとき、リクライニング操作を巧わないでください。 

. リクライニング操作をするときは、手や足などをはさんだりしないよラに 
充分ま意してください。 


■ヘッドレスト 


使巧するときは、常に格納位置から一段上げ 
た位置にしてください。 

1 ) 格納位置 

2) 使巧位置 




•ヘッドレストの高さ調整 

. 上げるときはそのまま引き上げます。 

. 下げるときは固定解除ボタンを押したまま 
押し下げます。 

. 取り外ずときは固定輔除ボタンを押したま 
ま引き抜きまず。 


201504 
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シート 


ヘッドレストは確実に取り付けてください。 

外したり、固定できる高さを超えての使用は、万一のとき頭や首を保護でき 
ず重大な傷害につながるおそれがあります。 

乗員が座っているときは、必ずへッドレストを引き上げた状態で使用してく 
ださし、。 


向アドバイス少 


乗員がいないときは下げておくと、後ち視界が良くなります。 


■アームレス h 

ストラップを引いて前に倒しまず。ひじ掛け 
として使いまず。 



シートベルトの効果を発揮させるため、次の手順を必ず守り、正しく装着し 
てください。 

①シートベルトを装着する。 

@次にァームレストを下ろす。 

先にアームレストを下ろしてからシートベルトを着用すると、衝突時に腹部 
に当たり重大な傷害につながるおそれがあります。 


ィ A ;主思 


上に乗ったり、重いものをのせないでください。アームレストが損傷したり、 
思わめけがをすることがありまず。 



運おする前に 
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シート 


■ウォークイン機構 

セカンドシートの背当てを前方へ倒すことにより、左ちどちらの席からでもサードシート 
へまり降りできます。 


•操作ずるとき 

セカンドシートベルトのタングプレートを格 
納ホルダーに差し込み固定します。 



ウオークインレバーを操作すると、背当てが 
前方に倒れます。 



シートを前方に巧すと移動します。 
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シート 


♦元に戻すとき 

背当てを起こし、シートを後方に移動すると一定の位置に固定されます。背当てを倒した 
ままではシートが固定されません。必ずシートが固定されていることを確認してくださし、。 
☆2-6 日ぺージ参照 



セカンドシートを元に戻したときは、背当てやシートクッションを軽く前後 
にゆすり、確実に固定されていることを確認してください。固定されていな 
い場合、急ブレーキをかけたときや衝突したときに、背当てが倒れたりシー 
卜が移動し、重大な傷害を受けることがあります。 


— を意 ) - 

操作するときは、操作ずる人やまわりの人の手や指などを挟まないように充 
分ま意してください。 


■セカンドシートの背当てを倒し、荷室を広くずるとき 

サードシートを倒し荷室として使巧しているとき、セカンドシートの背当てを倒ずことに 
より、荷室を広くすることができまず。 

背当ては左ちに分割されているシートをそれぞれ倒すことができまず。 

☆2-72 ぺージ参照 

♦背当てを倒ずとき 

レバーを引き上げながら背当てを倒しまず。 




運転ずる前に 
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シート 


•背当てを元に戻ずとき 

背当てを起こし、確実にロックします。 



.背当てを倒して荷室として使巧する場合は、お子さまも含めて走行中、人 
を乗せないでください。急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに重 
大な傷害を受けることがあります。 

•荷物や長いものを乗せたときは、荷物を固定してください。急ブレーキを 
かけたときなどに荷物が飛びだし重大な傷害を受けることがありまず。 

☆2-57 ページの注意事項もお守りください。 

. 背当てを元に戻したときは、背当てを軽く前後にゆさぶり確実に固定され 
ていることを確認してください。固定されていないと急ブレーキ時などに 
背当てが倒れたり、荷室内の物が飛びだすなど思わめ事故につながり重大 
な傷害につながるおそれがありまず。 

. 背当てを元に戻したときは、シートベルトが背当てに挟まれていないこと 
を確認してください。シートベルトが背当てに挟まれていると、衝突した 
ときなどにシートベルトが充分な効果を発揮せず、重大な傷害につながる 
おそれがあります。 


— ( T 么を意 ) - 

. チャイルドシートを取り付けているときは、背当てを倒さないでくださ 
し、。 思わめ事故につながるおそれがあります。 

. 背当ては、バネにより前に倒れまず。背当て横にあるレバーを引くときは、 
必ず背当てを支えた状態でレバーを操作してください。 

☆2-83 ぺージ参照 


— (向アドバイス） - 

上り坂などで背当てが倒れないときは、手で倒してください。 
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シート 


サードシート 


■へッドレスト 

使巧するときは、常に格納位置から一段上げ 
た位置にしてください。 

1 ) 格納位置 

2) 使巧位置 


ぶ 



>ヘッドレストの高さ調整 

. 上げるときはそのまま引き上げます。 

. 下げるときは固定解除ボタンを押した状態 
で押し下げます。 

. 取り外すときは固定解除ボタンを押した状 
態で引き抜きます。 



ヘッドレストは確実に取り付けてください。 

外したり、固定できる高さを超えての使巧は、万一のとき頭や首を保護でき 
ず重大な傷害につながるおそれがあります。 

乗員が座っているときは、必ずへッドレストを引き上げた状態で使用してく 
ださし、。 


ClDl アドバイス 


後部座席に乗員がいないときは、へッドレストを下げておくと視界を妨げま 
せん。 



運おする前に 
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シート 


■リクライニング調整（背当ての角度調整) 

背当ての上にあるレバーを引き上げた状態 
で、背当ての角度を調整しまず。 

左右独立して巧えます。 

^フロントシートのような背当てを戻すスプ 
リングはありません。 


— CA 意） - 

操作するときは、指などを挟まないように注意してください。 



■荷室として使用ずるとき 

サードシートの背当てを倒すことにより、荷室として広く使うことができまず。 
背当ては左右に分割されているシートをそれぞれ倒すことができまず。 


•背当てを倒ずとき 

背当ての上にあるレバーを引いた状態で、背 
当てを前に倒しまず。 



201588 
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シート 


•背当てを元に戻ずとき 

背当てを起こし、確実にロックします。 



.背当てを倒して荷室として使巧ずる場合は、お子様も含めて走行中、荷室 
に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたときや衝突したときなど 
に重大な傷害を受けることがあります。 


•荷物や長いものを乗せたときは、荷物を固定してください。急ブレーキを 
かけたときなど荷物が飛びだし重大な傷害を受けることがあります。 

. 背当てを元に戻したときは、背当てを軽く前後にゆさぶり確実に固定され 
ていることを確認してください。固定されていないと急ブレーキ時などに 
背当てが倒れたり、荷室内の物が飛びだすなど思わめ事故につながり重大 
な傷害につながるおそれがあります。 

. シートベルトが背当てに挟まれていないことを確認してください。シート 
ベルトが背当てに挟まれていると、衝突したときなどにシートベルトが充 
分な効果を発揮せず、重大な傷害につながるおそれがあります。 


— し注意 - 

. リクライニング操作後は、背当て上端を前後にゆずり、シートが確実に固 
定されていることを確認してください。また、走行中は必要が上に背当て 
を倒さないでください。万一のとき、シートベルトが肩から外れ、シート 
ベルト本来の機能が発揮されないことがありまず。 

. 操作ずるときは、指などを挟まないようにミま意してください。 
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シートベルト 
シートベルトの正しい着用 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合があります。次の使巧 
方法にしたがって走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着巧させてください。 



背当てを調整し、上体を起こし 
深く腰掛けて座ること 


必ず腰骨のできるだけ低い位置に 
密着させること 201391 



シートベルトの着用は、次の事項を必ず守ってください。重大な傷 
害につながるおそれがありまず。 


• 走巧する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。 

• シートベルトは一人用です。二人が上で一本のベルトを使用しないでくだ 
さい。 

. シートベルトはねじれたり、裏返しにならないように使用してくださし、。 
ねじれたり裏返しになっているとベルトの幅が狭くなったり、局部的に強 
い力を受けて万一のとき危険です。 

. シートベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着巧してくださ 
し、。 柔らかい腹部にかけた場合は万一のとき強い圧迫を受け、重大な傷害 
につながるおそれがあります。 

. 肩ベルトは脇の下を通さずに確実に肩にかけてください。肩に充分にか 
かっていないと上半身が拘束されず充分な効果を発揮しません。 

. シートベルトは上体を起こし、シートに深く腰掛けた状態で着巧してくだ 
さい。正しい姿勢については「正しい運転（乗車）姿勢」に一56ページ） 
をご覧ください。 

. シートの背当てを必要が上に倒して走行しないでください。衝突したとき 
などに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受け、重大 
な傷害につながるおそれがありまず。 

. 八ンドルやインストルメントパネルに必要が上近づいて運転しないでく 
ださし、。 

. シートベルトを洗濯バサミやクリップなどでたるみをつけないでくださ 
し、。充分な効果を発揮しません。 
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シートベルト 


妊娠中の方や疾患のある方も、万一のときに備えシートベルトを着用して 
ください。局部的に強い圧迫を受けるおそれがありまずので医師に相談 
し、ミ主意事項を確認してください。妊娠中の方は、腰ベルトは腹部を避け 
て腰骨のできるだけ低い位置にぴったり着用してください。肩ベルトは確 
実に肩に通し、腹部を避けて胸部にかかるように着巧してください。 


胸部 

かかるよラに 




腰骨のできるだけイ岳い位置 

201344 

. シートベルトのバックルに異物が入らないよラにしてください。異物が入 
るとプレートがバックルに完全にはまらなくなり、走巧中に外れる場合が 
あります。 

. お子さまもシートベルトを必ず着用させてください。膝の上でお子さまを 
抱いていても、急ブしーキや衝突したときなどに充分ちえることができ 
ず、お子さまへの重大な傷害につながるおそれがあります。 

• 6歳未満のお子さまはチャイルドシートをご使巧ください。 

6歳が上のお子さまでもシートベルトを着用したときベルトが首、あご、 
顔などに当たるお子さまはスバル純正チャイルドシート（別売）を使巧し 
てください。万一のとき、ベルトによる負傷を防ぎます。 

スバル純正チャイルドシートの使用方法は添付されている専巧の取扱説 
明書をご覧ください。 

<選択の目安> 



べビーシート 

チャイルドシート 

ジュニアシート 

体重（目安） 

9 kg が下 

9〜18 kg 

18〜36 kg 

身長（目安） 

70 cm 未満 

100 cm 未満 

14已 cm 未満 

年齢（目安） 

0か月〜 

9か月頃まで 

4か月〜 

4歳頃まで 

4歳〜 
12歳頃まで 



運おする前に 
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シートベルト 



• お子さまをシートベルトで 
遊ばせないでください。とく 
にシートベルトに体を巻き 
つけて遊んだりすると、チャ 
イルドシート固定機構が作 
動してベルトが引き出せな 
くなり、窒息などの重大な傷 
害につながるおそれがあり 
まず。 

万一、誤ってチャイルドシー 
卜固定機構を作動させてし 
まい、シートベルトを外せな 
くなった場合は、はさみなど 
でベルトを切断してください。 

☆2-85 ぺージ参照 

. シートベルトにほつれや切り傷ができたり、金具部などが正常に動かなく 
なったときは、シートベルトを交換してください。また、装着した状態で 
万一事故にあった場合は、外観に異常がなくても必ずスバル販売店で交換 
してください。そのまま使用すると正常に働かず、充分な効果を発揮しま 
せん。 

. シートベルトの改造や取り外しなどはしないでください。衝突などのとき 
充分な効果を発揮せず重大な傷害を受けるおそれがあります。 

. シートベルトが;'ちれた場合は、中性洗剤を溶かしためるま湯を使用してく 
ださい。ベンジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤はシートベルトを弱 
めるため絶対に使用しないでください。 



— ( T 么ミま意） - 

炎天下に長時間駐車し、室内が高温になっている場合は、金属部分を持たず 
に、樹脂部分を持ってシートベルトを着用してください。シートベルトの金 
属部が熱くなっている場合があり、やけどにつながるおそれがありまず。 
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シートベルト 


シートベルトの種類 


シート 

シートベルトの種類 

フロントシート 

ELR 付3点式シートベルト 

セカンドシー K 

外側 

ELR 付3点式シートベルト 
(チャイルドシート固定機構付） 

中央 

2点式シートベルト 

サードシート 

ELR 付3点式シートベルト 


ELR 付3点式シートベルト： 

身体の動きに合わせて自由に卷き取り、引き出しができますが、強い衝撃を受けると自動 
的にロックします。 


ELR 付3点式シートベルト（チャイルドシート固定機構付）： 

通常は ELR 付3点式シートベルトとして機能します。また、チャイルドシートを固定ずる機 
構を備えています。 

☆2-85 ぺージ参照 


3点式シートベルト 


■着用のしかた 

①タングプレートをつかみ、ゆっくり引き出 
します。 


200119 




運おする前に 
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シートベルト 


@ベルトがねじれないようにし、タングプ 
レートをバックルの中へ、"カチッ"と音が 
ずるまで差し込みます。 



@正しい姿勢で腰掛け、腰のベルトを腰骨の 
できるだけ低い位置に密着させます。 


200121 



@外すときはバックルの 「 PRESS 」 ボタンを押します。 

ベルトが自動的に収納されますので、ひっかかったり、ねじれたりしていないかを確認 
します。 



アームレストを使用するとき 
は、シートベルトの効果を発揮 
させるため、次の手順を必ず守 
り、正しく装着してください。 

① シートベルトを装着する。 

② アームレストを下ろす。 
アームレストの上にシートべ 
ルトがかかると衝突時に腹部 
に当たり重大な傷害につなが 
るおそれがあります。 
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シートベルト 


—— C ^ アドバイス） - 

.ベルトが首に当たったり、肩から外れて腕にかかってしまうときは、シヨ 
ルダーアジヤスターでベルトの高さを調整します。 

☆2-80 ぺージ参照 

. ベルトが引き出せないときはベルトをゆるめてもう一度ゆっくり引き出 
します。 

それでも引き出せないときは、一度ベルトを強く引いてからベルトをゆる I 
! め、再度ゆっくりと引き出します。 

參シートベルトを格納ずるとき（セカンドシート、サードシート） 

① バックルの 「 PRESS 」 ボタンを押します。 

② シートベルトを卷き取り、トリム側にある \ \\ 


格納ホルダーの溝に差し込みます。 



運転ずる前に 
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シートベルト 


■ショルダーアジヤスター（フロントシートのみ) 

座高に合わせてシートベルトの位置を調整できまず。 

①上げるときはショルダーアジヤスター本体 
を上に動かします。下げるときはノブを引 
きながらショルダーアジヤスターを動かし 
て最適な位置を選びます。 

@ショルダーアジヤスターが 固定され ている 
ことを確認しまず。 



ショルダーアジヤスターを調整ずるときは、次のことをお守りくだ 
さい。 

守らないと衝突したときなどにシートベルトが充分な効果を発揮せず、重大 
な傷害を受けるおそれがありまず。 

. シートベルトが首に当たらないよラに、また、肩の中央に充分かかるよう 
にできるだけ高い位置に調整してください。 

• 調整した後は、確実に固定されていることを確認してください。 



—— ( ^ アドバイス） - j 

アジ ヤス ターが上がらない場合、ベルトが引き出せず固定された状態になつ I 
ている場合がありまず。ベルトが引き出せる状態にしてから、アジ ヤス ター I 
を操作してください。 I 

☆2-79 ぺージ参照 I 


■シートベルト警報 

エンジン スイッチが ON でシートベルトが未着用の場合、メーター内の警告灯が点灯しま 
す。運転席シートベルトを着用すると消灯しまず。シートベルト未着巧のまま車速約22 
km / h が上で走行すると警告灯が点滅し、ブザーが鳴りまず。上記作動は運転席シートべル 
卜を着用するまで約2分間続きます。約2分経過しても運転席シートベルト未着用の場合、 
警告灯が点滅から点灯に切り替わり、ブザーは停止します。警告灯は運転席シートベルト 
を着巧ずるまで点灯します。 
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シートベルト 


タイプ A メーター タイプ B メーター 




— ( アドバイス） - 

車速が約22 km / h が下になっても、上記作動はシートベルトを着巧するまで 
約2分間続きます。 


■プリテンシ ヨナー 付シートベルト（フロントシートのみ） 

プリテンシヨナー付シートベルトは、前方向からの強い衝撃を受けると作動し、シートべ 
ルトを瞬間的に引き込んで前席乗員をシートにしっかり固定し、シートベルトの効果を 
いっそラ高めます。 

プリテンシヨナーは運転席側、助手席側それぞれの肩ベルトに装着されており、シートべ 
ルトを着用していなくても作動しまず。 

運転席側 助手席側 





運おする前に 
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シートベルト 


— ( T 么を意 ) - 

プリテンシヨナー付シートベルトの効果を発揮させるため次の事項 
を必ず守ってください。 

. シートを正しい位置に調整ずる。 

☆2 -日6ぺージ参照 
. シートベルトを正しく着用する。 

次のよラな作業をずるときは、必ずスバル販売店にご相談ください。 

. シートベルトを取り外すとき 
. シートベルトを廃棄するとき 
. 廃車するとき 


— (向アドバイス ) -1 

. プリテンシヨナー付シートベルトは一度作動すると、ベルトの引き出し、 
巻き取りができなくなります。 

. プリテンシヨナー付シートベルトが作動した場合は、必ず運転席、助手席 I 
とも同時にスバル販売店で交換してください。 

. プリテンシヨナー付シートベルトは、 SRS エアバッグシステムと同時に作 
動します。 


2点式シートベルト 


必ず中央席巧のシートベルトを使ってくださ 
い。中央席巧のタングプレートとバックルに 
は 「 CENTER : 印があります。 
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シートベルト 


■着用ずるとき 

①アジヤスターを図のようにし、ベルトを引 
いて必要な長さより少し長めにします。 


( D ベルトにねじれがないようにし、タングプ 
レートをバックルの中へ"カチッ"と音が 
するまで差し込みます。 

このとき、タングプレートとバックルにあ 
る 「 CENTER 」 印の面を合わせてください。 


③腰骨にかかるようにベルトを図のように引 
き、腰部に密着させます。 


アジ ヤスター 
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@外ずときはバックルの 「 PRESS 」 ボタンを押します。 
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シートベルト 


⑤外したタングプレートとバックルはシート 
に格納できます。 

運転席側のシートベルトをたたみ、シート 
に格納します。助手席側のバックルをシー 
卜に格納します。 
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チャイルドシート固定装置 

チャイルドシート固定機構付シートベルト 

セカンドシート外側席シートベルトにチャイルドシート固定機構付シートベルトが組み込 
まれています。 

チャイルドシート固定機構を作動させると引き出し方向にベルトが動かないようにできる 
ため、チャイルドシート取り付け時に便利でず。 

〔に〇 FIX 方式において、本車両用に認可を取得した乳児用（ベビー）/幼児巧（チャイル 
ド）チャイルドシートを専巧のに0 FIX 固定バーおよびテザーアンカーに取り付ける場合に 
は、 2-86 ぺージの 「 ISO 円 X 固定パ'-およびテザーアンカー」をご覧ください。） 



チャイルドシートは確実に固定してください。確実に固定されていないと、 
衝突時や急ブレーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがありまず。 
〔詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。) 


■チャイルドシート固定機構の使いかた 

詳しい取り付け、取り外しち法については、それぞれのチャイルドシートに付属の取扱説 
明書をご覧ください。 

①チャイルドシート（別売/スバル純正に0 FIX ち式を除く）を取り付けまず。 

@チャイルドシートが取り付けにくい場合には、セカンドシートのへッドレストを取り外 
します。 

感 シートベルトを引き出しチャイルドシートにシートベルトを通して、タングをバックル 
に確実に差し込みます。 

感肩 ベルトをゆっくりと全部引き出しまず。 

(自動的にチャイルドシート固定機構が作動しまず。） 

⑤チャイルドシートに体重をかけ、座席に充分しずみ込ませた状態で、腰ベルトのたるみ 
がなくなるまで肩ベルトを巻き取らせ、チャイルドシートを確実に固定させます。 
©チャイルドシートをゆさぶり、固定されていることを確認します。 

■チャイルドシート固定機構の解除のしかた 

①バックルの 「 PRESS 」 ボタンを押して、ベルトを外しまず。 

@ベルトを全部巻き取らせると、チャイルドシート固定機構が解除します。 

—— C アドバイス） - 

. シートベルトを全て引き出した後、ベルトを巻き取るときにチャイルド 
シート固定機構が働き、作動音がします。このとき、ベルトの巻き取りの 
み可能でず。 I 

.とくに、お子さまのいたずらなどに気をつけてください。 I 

.セカンドシートは、背当てを起こした状態で使巧してください。 I 
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チャイルドシート固定装置 


に0 FI ) (固定バーおよび テザーアンカー 


セカンドシートの左ち席には、乳児巧（ベビー）/幼児巧（チャイルド）のスバル純正に0 
FIX チャイルドシートを固定するための専用のに0 FIX 固定バーが装備されております。 
また、に0 FIX テザー式の幼児巧（チャイルド）として、前向きで使用する場合のみに使用 
するテザーアンカーが装備されておりまず。 

.に0 FIX 方式において、この車両で認可を取得した乳児巧（ベビー）/幼児用（チャイル 
ド）のスバル純正に0 FIX チャイルドシートは、専巧のに0円 X 固定バーを使用して確実 
に、また、容易に固定することができます。 

.に0円 X テザー式の幼妃用（チャイルド）として前向きで使用ずる場合には、テザーアン 
カーを使用してチャイルドシートの上側を確実に固定ずることができます。 



• 前向きに取り付ける場合には、必ずに0 FIX 固定バーとテザーアンカーを 
セットで使用してください。セットで使用しない場合は、衝突時や急ブ 
レーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがあります。 

.に0 FIX チャイルドシートを取り付ける隙は、が下の部分に異物やシート 
ベルトの蜡み込みがないことを確認してください。 

-に〇円 X 固定ノく一 
-ベー スシートのロック部 
-テザーベルトのフック 

シートベルトや異物が喃み化んだ場合、確実にロックされず、衝撃を受け 
たときに重大な傷害につながるおそれがあります。 

• 前向きに取り付ける場合は、テザーベルトは必ずセカンドシート背当て裏 
側下部にあるテザーアンカーに固定してください。 

.に0 FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向きに取り付ける場合には、 
テザーベルトを使用しないでください。 

〔詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。） 


■に0 FIX 固定バー 

背当てとシートクッシヨンのすき間にありま 
す。 
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チャイルドシート固定装置 


■テザーアンカー（前向き取り付け時のみに使用) 


セカンドシート背当て後ろ側にテザーアン 
カーがありまず。 



テザーベルトのフックを、図のようにテザーア 
ンカーに引っかけます。 




• 前向きに取り付ける場合には、必ずに0円 X 固定バーとテザーアンカーを 
セットで使用してください。セットで使用しない場合は、衝突時や急ブ 
しーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがありまず。 


.スバル純正に0 FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向きに取り付け 
る場合には、テザーベルトを使用しないでください。 

〔詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。） 
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チャイルドシート固定装置 


■スバル純正に0 FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向き（乳児 
用）として使用ずる場合 

詳しい取り付け、取り外し方法については、別売のスバル純正に0 FIX チャイルドシート 
(テザー式）に付属の取扱説明書をご覧ください。 

①セカンドシートのスライド位置を最後部位置で固定してください。セカンドシートが確 
実に固定されていることを確認してください。 

☆2-65 ぺージ参照 

@背当てとシートクッションのすき間にあるに0 FIX 固定パ'-の位置を確認しまず。 
☆2-86 ぺージ参照 

@ベースシートをに0円 X 固定パ'-に確実に取り付けます。 

@に0 FIX チャイルドシート（テザー式）をべースシートに確実に取り付けます。 
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チャイルドシート固定装置 


■スバル純正に0 FIX チャイルドシート（テザー式）を前向き（幼児用) 
として使用ずる場合 

詳しい取り付け、取り外し方法については、別売のスバル純正に0円 X チャイルドシート 
(テザー式）に付属の取扱説明書をご覧ください。 

①セカンドシートのスライド位置を最後部位置で固定してください。セカンドシートが確 
実に固定されていることを確認してください。 

@に0 FIX チャイルドシート（テザー式）を取り付ける側のセカンドシート外側席のヘッドレ 
ストを取り外しまず。 

® 背当てとシートクッションのずき間にあるに0 FIX 固定バーの位置を確認します。 

@ベースシートをに0 FIX 固定バーに確実に取り付けます。 

⑤に0 FIX チャイルドシート（テザー式）をべースシートに確実に取り付けます。 

©に0円 X チャイルドシート（テザー式）を軽く上下左右にゆさぶり、に0円 X 固定バーに 
確実に固定されていることを確認します。 

③に〇円 X チャイルドシート（テザー式）のテザーベルトのフックをテザーアンカーに確実 
に引っかけまず。 

☆2-87 ぺージ参照 

@に0 FIX チャイルドシート（テザー式）のテザーベルトがピンと張る （5 kg 程度）まで 
強く引っ張って、チャイルドシートの上側を確実に固定しまず。 

@に0円 X チャイルドシート（テザー式）のテザーベルトを軽く引っ張り、テザーアンカー 
に確実に固定されていることを確認しまず。 
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チャイルドシート固定装置 



前向きに取り付ける場合は、必ずに0 FIX 固定バーとテザーアンカーをセッ 
卜で使用してください。セットで使用しない場合には、衝突時や急ブレーキ 
時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがあります。 


〔詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。) 


— 注意 ) - 

チャイルドシートを取り付ける際に、手を挟まないよう、気をつけてください。 


- -( アドバイス^ - 

背当ては、正しく装着できる位置に調整してくださし、。 
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SRS エアパックシステム 

SRS エアバッグシステム 

SRS エアバッグの SRS とは Supplemental Restraint System の略で、乗員補助が]束装置 
の意味でず。 

全ての SRS エアバッグはエンジンスイッチが ON のときのみ作動可能になりまず。 

運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大 
きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員 
の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置でず。 

SRS サイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃 
を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席棄員のちに胸 
部や腰部への衝撃をやわらげる装置です。 

SRS カーテンエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席と後席乗員 
の主に頭部への衝撃をやわらげる装置でず。 

■シートベルトは必ず正しく着用してください 


膝の上に物をかかえるなど、乗員と SRS エアバッグの間に物を置いた状態で 
走巧しないでください。 SRS エアバッグが膨らんだときに物が飛ばされた 
り、 SRS エアバッグの正常な作動を妨げたりして、命にかかわるよラな重大 
な傷害につながるおそれがありまず。 


■乗員と SRS エアバッグの間に物を置かないでください 


. SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助する装置で、シートベルト 
に代わるものではありません。 SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛 
びだしなどを防止できないばかりか、エアバッグ本体からの衝撃を受けて 
しまいます。 

. シートベルトを正しく着巧し、正しい運転（乗車）姿勢をとらないと、衝 
突などのとき、 SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にか 
かわるよラな重大な傷害につながるおそれがあります。 

☆2-74 ぺージ参照 

. 正しい乗車姿勢になるよラシート位置、八ンドル位置を調整してくださ 
い。不適切な乗車姿勢では SRS エアバッグシステムの効果を発揮させるこ 
とができず命にかかわるよラな重大な傷害につながるおそれがありまず。 

☆2-56 ぺージ参照 
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SRS エアバッグシステム 


■お子さまを乗せるときには、次の事項をお守りください 



. お子さまは後席に座らせて 
必ずシートベルトを着用さ 
せてください。後席がお子さ 
まにとって最も安全な棄車 
位置です。 


. お子さまを SRS エアバッグ 
の前に立たせたり、膝の上に 
抱いたり、背負ったりした状 
態では走巧しないでくださ 
い。 




. 法律により6歳未満のお子さまを対象にチャイルドシートの使用が義務づ 
けられています。6歳未満のお子さまはチャイルドシートをご使巧くださ 
し、。目歳が上のお子さまでもシートベルトを着用したときベルトが首、あ 
ご、顔などに当たるお子さまはスバル純正チャイルドシート（別売）を使 
巧してください。万一のとき、ベルトによる負傷を防ぎます。 

スバル純正チャイルドシートの使巧方法は添付されている専用の取扱説 
明書をご覧ください。 

• 助手席にチャイルドシート 
を絶対に取り付けないでく 
ださい。 

SRS エアバッグが作動したと 
き、強い衝撃を受け、命にか 
かわるよラな重大な傷害につ 
ながるおそれがありまず。 

チャイルドシートをお使いに 
なるときは、必ず後席に取り 
付けてください。 
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SRS エアバッグシステム 


■運転席 SRS エアバッグ 

八ンドル部に格納された SRS エアバッグが瞬時に膨らみ、ずぐにしぼみます。 



■運転席 SRS エアバッグに関しては、次の事項をお守りください 


八ンドルを交換したり、セン 
夕ーパッド部にステ ッカー 
などを貞ちらないでください。 
SRS エアバッグシステムが正 
常に作動しなくなります。 
八ンドルの SRS エアバッグ格 
納部に手を置いたり、パッド 
部を強巧したり衝撃を加えた 
りしないでください。また、 
顔や胸などを近づけないでく 
ださい。 SRS エアバッグが作 
動したとき、衝撃を受け、命 
にかかわるよラな重大な傷害 
につながるおそれがありま 
す。 
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SRS エアバッグシステム 


■助手席 SRS エアバッグ 

助手席インストルゾントパネル部に格納された SRS エアバッグが瞬時に膨らみ、ずぐにし 
ぼみまず。 

助手席に同乗者がいなくても運転席 SRS エアバッグと同時に作動します。 



200124 


■助手席 SRS エアバッグに関しては、次の事項をお守りください 



. インストルメントパネルの SRS エアバッグ格納部に手や足を置いたり、顔 
や胸を近づけたり、もたれかからないでください。 SRS エアバッグが作動 
したとき強い衝撃を受け、命にかかわるよラな重大な傷害につながるおそ 
れがあります。 

• インストルメントパネルの 
上面にステッカー類を貼っ 
たり、アクセサリーや芳香剤 
などを置かないでください。 

また、フロントガラスにアク 
セサリーなどを取り付けた 
り、ルーム ミラーにワイドミ 
ラーを取り付けないでくだ 
さい。 SRS エアバッグシステ 
ムが正常に作動しなくなっ 
たり、作動時にこれらの物が 
飛び、命にかかわるよラな重 
大な傷害につながるおそれ 
があります。 

. インストルメントパネル上面近くにテレビやナビゲーシヨンシステムを 
取り付ける場合、スバル販売店にご相談ください。助手席 SRS エアバッグ 
システムが正常に作動しなくなったり、作動時にこれらが飛び、命にかか 
わるような重大な傷害につながるおそれがあります。 
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SRS エアバッグシステム 


■ SRS サイドエアバッグ、 SRS カーテンエアバック 

運転席、助手席各シートに格納された SRS サイドエアバッグと左ちのフロントピラー、ルー 
フサイドに格納された SRS カーテンエアバッグが瞬時に膨らんだ後にしぼみます。膨らむ 
のは衝撃を受けた側のみです。 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンエアバッグは、乗員がいなくても作動します。 



■ SRS サイドエアバッグ • SRS カーテンエアバッグ装着車に関しては、 
次の事項をお守りください 


フロントシート背当ての SRS 
サイドエアバツグ格納部に 
手、足、顔を近づけたり、ド 
アにもたれかかるよラな姿勢 
で座らないでください 。 SRS 
サイドエアバツグが作動した 
とき強い衝撃を受け、命にか 
かわるよラな重大な傷害につ 
ながるおそれがありまず。 
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SRS エアバッグシステム 


. お子さまなどに後席からフ 
ロントシートの背当てをか 
かえこむような姿勢はさせ 
ないでください。 SRS サイド 
エアバッグが作動したとき 
強い衝撃を受け、命にかかわ 
るような重大な傷害につな 
がるおそれがあります。 

•フロントシート背当ての 
SRS サイドエアバッグ格納 
部を強打したり、衝撃を加え 
ないでください。正常に作動 
しなくなるなどして、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

. スバル純正の SRS サイドエアバッグ専巧シートカバーが外は使巧しないで 
ください。使巧する場合には添付されている使用説明書をよくお読みくだ 
さい。正しい向き、位置に装着しないと SRS サイドエアバッグシステムが 
正常に作動しなくなりまず。 

.SRS サイドエアバッグが格納 
されている付近に物を置いた 
り、周辺にカップホルダーな 
どのアクセサリー巧品を取り 
付けないでください。 SRS サ 
イドエアバッグが作動したと 
きこれらが飛び、命にかかわ 
るよラな重大な傷害につなが 
るおそれがあります。 

• ドアにもたれかかったり、フ 
ロントピラー-センターピ 
ラー-リヤピラーおよびルーフサイド部や天井に近づかないよラにしてく 
ださい。 SRS カーテンエアバッグが膨らんだときに頭部などに強い衝撃を 
受け、命にかかわるような重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。と 
くにお子さまを乗せるときには注意してください。 

.フロントウインドゥ、ドアガラス、フロントピラー-センターピラー•リ 
ヤピラー、ルーフサイド部、アシストグリップなど SRS カーテンエアバッ 
グ展開部周辺にアクセサリー•八ンズフリーマイクなどを取り付けないで 
ください。 SRS カーテンエアバッグが膨らんだときに、飛ばされて危険で 
す。 

. フロントピラー、リヤピラー、ルーフサイド部など SRS 力ーテンエアバッ 
グ展開部は、強く叩くなど過度の力を加えないでください。 SRS カーテン 
エアバッグが正常に作動しなくなるなどして、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につながるおそれがあります。 
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SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグが作動するとき、しないとき 



. SRS エアバッグが展開すると、ガス排出巧からガスが抜けて直ちにしぼみ 
始めまず。 （ SRS 力ーテンエアバッグを除く） 


排出巧からのガスに直接触れた場合に、やけどをずることがあります。 

. SRS エアバッグが膨らんだ直後は、 SRS エアバッグの構成部品に触れない 
でください。構成部品が大変熱くなっていますので、触れるとやけどをず 
るおそれがありまず。 


C アドバイス） -1 

. SRS エアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げません 。 （SRS I 
カーテンエアバッグを除く） 

. SRS エアバッグは一度だけ膨らみ、一度作動ずると、2回目が降の衝突で 
は再作動しません。 

. SRS エアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨らみまず。このため、 
展開中のエアバッグと接触して打撲やすり傷、やけどなどを受けることが 
あります。 

. SRS エアバッグが作動すると、作動音とともに白い煙のよラなガスが発生 
しまずが、火災ではありません。また、人体への影響もありません。 

ただし、残留物（カスなど）が目などに付着した場合は、すみやかに水で 
洗い流してください。皮ふの弱い方などは、まれに皮ふを刺激ずる場合が 
ありまず。 

. SRS エアバッグは一度膨らむと再使用できません。スバル販売店で交換し 
てください。 


■運転席、助手席 SRS エアバッグが作動ずるとき、しないとき 

運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大 
きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員 
の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置でず。 

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体がつぶれることで吸収または分散 
され、車体の損傷が大きくても棄員への衝撃は大きくならない場合もありまず。 

したがって、車体の摸傷が大きくても SRS エアバッグが必ずしも作動ずるとは限りません。 



運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


•作動ずるとき 

• 次のよラなときに作動しまず。 

20〜30 km / h が上の速度で厚いコンクリー 
卜のような壁に正面衝突したとき、また、こ 
れと同等が上の衝撃を受けたとき 



201599 

. 走行中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあります。 

深い巧や溝に落ちたり、ジャンプして地面に 
ボディ下面を強くぶつけたとき 



201600 

縁石に衝突したときや、道路上の突起にボ 
デイ下面を強くぶつけたとき 



201601 
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SRS エアバッグシステム 


参作動しにくいとま 

. 次のよラに、部分的に衝撃を受けたときや車両前ちから衝撃が加わらなかったとき。 
電柱などに衝突したとき 


斜め前方への衝突のとき 


トラックの荷台にもぐり込んだとき 





片側衝突（オフセット衝突）のとき 




運転ずる前に 
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SRS エアバッグシステム 


.また、次のような場合は SRS エアバッグがまれに作動することもありまずが、本来の効 
果は発揮されません。 

後ろから衝突されたとき 



201606 

横転や転覆したとき 



横方向から衝突されたとき 
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SRS エアバッグシステム 


♦作動しないとき 

. 次のよラなときは作動しません。 

一度 SRS エアバッグが作動した後の衝突 


■ SRS サイドエアバッグ、 SRS カーテンエアバッグが作動ずるとき、し 
ないとき 

SRS サイドエアバッグは、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席乗員の主に 
胸部への衝撃をやわらげる装置です。 

SRS サイドエアバッグは、車両側方から棄員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合、作動します。 

SRS 力ーテンエアバッグは、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗 
員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置でず。 

SRS カーテンエアバッグは、車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな 
衝撃を受けた場合、作動します。 

SRS サイドエアバッグ、 SRS カーテンエアバッグの作動•非作動は、衝撃の大きさや衝撃 
を受けた部位、衝突方向などの条件により変わります。 

♦作動ずるとき 

. 次のよラなとき衝撃が大きいと作動します。 

側面に真横から衝突されたとき 





運転ずる前に 
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SRS エアバッグシステム 


•作動しにくいとき 

• 次のようなとき、衝撃の大きさによっては作動しないこともあります。 

衝突した物が変形したり移動した場合、また、衝突した物の形状や衝突の状態によって 
は、衝突時の衝撃が弱められるため SRS サイドエアバッグ、 SRS 力ーテンエアバッグは 
作動しにく くなりまず。 



電柱などに衝突したとき 
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SRS エアバッグシステム 


側面にバイクが真横から衝突したとき 



. 次のような場合は SRS サイドエアバッグ、 SRS カーテンエアバッグがまれに作動するこ 
とがありますが、本来の効果は発揮されません。 

横転や転覆したとき 



停車中や走行中の車に正面から衝突したとき 




運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


後ろから衝突されたとき 



•作動しないとき 

. 次のよラなときは作動しません。 

一度 SRS サイドエアバッグ、 SRS カーテンエ 
アバッグが作動した後の衝突 


201606 
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SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグ警告灯 


警告灯は、メーターに組み込まれており、運転席、助手席、サイド、カーテンの各 SRS エ 
アバッグおよびシートベルトプリテンシヨナーと兼巧になっていまず。エンジンスイッチ 
を ON にすると点灯し、約6秒後に消灯します。 


タイプ A メーター 


タイプ B メーター 




警告灯が次のよラになったときはシステム異常が考えられますので走巧しな 
いでください。衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがを 
するおそれがあります。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを ON にしても点灯しないとき 
• 走行中に点灯したとき 


- 曲注意 J - 

上記のよラに警告灯がシステム異常を示している場合、軽微な衝撃で SRS エ 
アバッグが作動したり、大事故でも作動しない場合がありまず。 



運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


車両の整備作業や力-用品を装着ずるときは、次の事項をも'すりください 


警告 


.車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。守らないと 
SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし命にかかわ 
るような重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

これらの作業が必要なときは必ずスバル販売店にご相談ください。 

-サスペンションを改造したり、指定サイズが外のタイヤへの交換はしな 
いでください。車高が変わったり、サスペンションの硬さが変わると 
SRS エア バッグが正常に作動しなくなったり、誤作動により思わめ傷害 
につながるおそれがありまず。 

一車両前部にスバル純正品が外の部品などは装着しないでください。車両 
前部を改造ずると SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動 
を起こし重大な傷害につながるおそれがありまず。 

-八ンドル廻りやインストルゾントパネル、センターコンソール付近の修 
理、オーディオシステム、ナビゲーションシステムの交換をずる場合は、 
必ずスバル販売店にご相談ください。 SRS エアバッグシステムに悪影響 
を与え、誤作動により重大な傷害につながるおそれがあります。 

-車体前面（車体側面）の板金塗装や修理をする場合は、必ずスバル販売 
店にご相談ください。 SRS エアバッグシステムに悪影響を与え、誤作動 
により重大な傷害につながるおそれがあります。 

-SRS サイドエアバッグ装着車は、フロントシートの表皮の張り替えや 
シートの取り外し.取り付け.分解.修理などをしないでください。 
シートに内蔵されている SRS サイドエアバッグが正常に作動しなく 
なったり、誤作動により思わめ傷害につながるおそれがあります。 

- SRS 力ーテンエアバッグ装着車では、フロントピラー、センターピラー、 
リヤピラー、ルーフサイド部の取り外し、取り付けなど SRS 力ーテンエ 
アバッグ格納部周辺を分解、修理しないでください。 

-SRS サイドエアバッグ&前後席 SRS 力ーテンエアバッグ装着車では、セ 
ンターピラー、リヤピラー、後席などのセンサー格納部を分解、修理し 
ないでください。衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せず 
けがをするおそれがありまず。 

分解、修理はスバル販売店で巧ってください。 

-SRS エアバッグが格納されているパッド部およびフロントピラー、リヤ 
ピラー、ルーフサイド部に傷がついていたり、ひび割れがあるときはそ 
のまま使巧せずスバル販売店で交換してください。 

衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがをするおそ 
れがありまず。 

-無線機などを取り付けるときはスバル販売店にご相談ください。 

無線機の電波などは SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪 
影響を与えるおそれがあります。 

-車や SRS エアバッグを廃棄ずるときは必ずスバル販売店にご相談くだ 
さい。 SRS エアバッグが思いがけなく作動して重大な傷害につながるお 
それがあります。 


2-106 


EXIGA YA4-002001 〜 007249, YA5-002001 〜013949 




八ンドルとミラーの調整 

八ンドルとミラーの調整 

チルトステアリング 


運転姿勢に合わせて八ンドル位置を上下に調整できます。 
①チルトレバーを押し下げます。 

@八ンドル位置を合わせます。 

感チルトレバーを引き上げます。 

@八ンドルが固定されたことを確かめてくだ 
さし、。 



調藝は必ず走行前に行ってください。 

• 走行中に操作すると、八ンドルが動いて危険でず。 

.八ンドル位置を調整した後は、確実に固定してください。固定が不充分な 
場合、八ンドル位置が突然変わり、重大な事故につながることがあります。 


チルト/テレスコピックステアリング*« 


運転姿勢に合わせて八ンドル位置を前後または上下に調整できます。 
①チルト/テレスコピックレバーを押し下げ 
ます。 

® 八ンドル位置を合わせます。 

③チルト/テレスコピックレバーを引き上げ 
ます。 

@八ンドルが固定されたことを確かめてくだ 
さい。 





運転ずる前に 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


2-107 



























八ンドルとミラーの調整 



調整は必ず走行前に行ってください 

• 走行中に操作ずると、八ンドルが動いて危険です。 

.八ンドル位置を調整した後は、確実に固定してください。固定が不充分な 
場合、八ンドル位置が突然変わり、重大な事故につながることがありまず。 


ルーム^フー 


ミラー本体を動かして後方が充分確認できる位置に調整しまず。 


■上下位置の調整 

ルームミラーは、上下方向に調整することが 
できまず。 



■防眩ルームミラー 

通常はレバーを前方の位置にして使います。 
夜間走行時、後続車のヘッドランプがまぶし 
いときは、レバーを引きます。ライトの反身寸 
を弱くすることができます。 



— ( f 么注意） - 

調整は必ず走行前に巧ってくださし、。 
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八ンドルとミラーの調整 


ドアミラー 


■電動リモコンドアミラー 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、ミラーの調整ができます。 
①調整するミラーを選びます。 

左右切り替えスイッチを調整するミラー側 
に押して切り替えます。 

「し：左側ミラー、 「 R 」 ：右側ミラー 
©「角度調整スイッチ」を上下左右に動かして 
後方を充分確認できる位置に調整します。 



ィ A ;主思 


調整は必ず走行前に行ってください。 


■電動格納式ドアミラー 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、左右のミラーを同時に格納できます。 
スイッチを}甲しこむと格納しまず。 


もラー度押すと元に戻ります。 




運おする前に 
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八ンドルとミラーの調整 


— C i アドバイス） - 

.寒冷時は、作動の途中で止まることがあります。もう一度スイッチを押し 
てください。スイッチの操作で動かないときには、ドアミラーを手で数回 
動かすと作動ずるよラになります。 

.格納スイッチを連続して「格納な元に戻す」を巧うと作動しなくなること 
があります。これは異常ではありませんので、しばらく待ってから作動さ 
せてください。 

• 格納状態から手動で元に戻すとドアミラーがグラグラすることがありま 
ず。必ず電動で元に戻してください。なお、ドアミラーがグラグラすると 
きは、もラー度格納状態にしてから電動で元に戻してください。 


■ヒーテッドドアミラー 

エンジンスイッチが ON のとき使用できます。 

ドアミラーについた霜や曇りを取るときに使います。リヤウインドウデフ ォッ ガーに連動 
して作動します。 

.スイッチを押ずと、スイッチ内の表示灯が点灯し、約15分後、自動的に OFF になります。 
• 作動中、遠中で止めるときはスイッチをもラー度}甲します。 

. リヤウインドウデフォッガーを連続作動に設定している場合は、連動して作動します。 
な 3 — 14ぺージ参照 

タイプ A タイプ B 
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3-19 

3-24 

3-29 


3-37 

3-39 


• • づ 一 d 6 

3 —71 
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運転ずると 


スイッチの使いかた 

エンジンスイッチ . 

ライティングスイッチ . 

オートヘッドランプレべラー（自動光軸調整機構) 

光軸調整ダイヤル . 

方向指示レバー . 

フロントフォグランプスイッチ . 

ワイパ ー& ウォッシャースイッチ . 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り） . 

フロントワイパーデアイサー . 

八ザードランプ（非常点滅灯）スイッチ . 

ホー ンスイツ "3 . . 

イルミネーシヨンコントロールダイヤル . 

ブライト（減光キャンセル）機能 . 

メーター、表示灯、警告灯の見かた 

メーター . 

表示灯 . 

啓 化 灯 . 

運転装置の使いかた 

エンジンの始動と停止のしかた . 

才ートマチック車の運転 

セレクト レバー . 

運転手順 . 

スポーツモード . 

ス ポーツ シフト . 

Info-ECO モード . 

SI-DRIVE (SUBARU Intelligent Drive). 

AWD 車の運転 

運転するとき . 

VTD-AWD. 

アクティブトルクスプリット AWD. 

クルーズコントロール . 

ブレーキ 

アンチロックブレーキシステム： ABS. 

ブ レー キブー スター (制動力倍力装置） . 

ブレーキアシスト . 

VDC 

ビークルダイナミクスコントロールシステム••- 

リヤビユーカメラ . 

八ンドル 

バワーステアリング . 


2 5 5 
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スイッチの使いかた 

エンジンスイッチ 

☆キーレスアクセス&プッシュスタート装着車は、 2- 12ぺージをご覧ください。 

■各位置の働き 



LOCK 
(n ック） 

0 

キーの抜き差しができる位置 

キーを抜くと八ンドルがロックされまず 

1 

電源が切れる位置 

セレクトレバーが回にあるときは、この位置は使えません 

(アクセサリー) 

2 

エンジン停止時、次のものが使巧できる位置 
ワイパー、ウォッシャー、オーデイオ、電源ソケット 

ON 

(オン） 

3 

エンジン回転中の位置 

全ての電装品に作動電源が供給されまず 

START 

(スタート） 

4 

エンジンを始動ずる位置 



走行中 LOCK にしないでください。キーが振けると八ンドルが固定され、操 
作できなくなり、重大な事故につながるおそれがあります。 
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スイッチの使いかた 


- を意 j - 

. キーグリップにキーホルダーや他のキーがかさなると、膝や手などが当た 
り、キーを回してしまラおそれがありまずので注意してください。 

大型のキーホルダーはキーに付けないでください。テコの原理でルさな力 
でも回してしまラおそれがあります。 

•キーホルダーや他のキーを多数付けないでください。また、重いものを 
キーに付けないでください。車両の動きにより遠む力が働き、キーを回し 
てしまラおそれがあります。 

キーグリツプにキーホル 
ダーやアクセサリーがかさ 
なっているとき 


キーグリップに他のキーが 
かさなっているとき 


- C ^ アドバィス） - 

. エンジンを止めているときは、スイツチを LOCK にしてください。 
•長時間 ON にしたり、 Acc にして電装品を使うとバツテリー上がりの原因 
になります。 

. キーが LOCK から Acc に回らないときは八ンドルを左ちに回しながらキー 
を操作してください。 
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運転ずるとき 





スイッチの使いかた 


■キーを抜くとき 

セレクトレバーを回にしてキーを LOCK に回 
してくださし、。 



■キー抜き忘れ警報 

キーをエンジンスイッチに差したまま運転席ドアを開けるとブザーが鳴りまず。 
ただし、エンジンスイッチが ON のときは鳴りません。 

广面ァドバィス） - 

車外に出るときには、必ずキーを持っていることを確認して施錠してくださ 

I い。 


■エンジンキー照明（イグニッションキー照明）：^ 

エンジンスイッチの周辺が点灯します。 

運転席のドアを開けたとき点灯し、閉めた後も一定時間点灯し、その後徐々に消灯してい 
きまず。 
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スイッチの使いかた 


ライティングスイッチ 


八ンドルの右側のレバーがライテイングス 
イッチです。レバー内のスイッチを回すと次 
のよラにランプが点灯します。 


スイッチの位置 

へッ ドランプ 

車幅灯、尾灯、香号灯 

OFF 

消灯 

：0QE 

消灯 

点灯 

ID 

点灯 


- CA 'ii. 意） - 

エンジン停止中はランプ類を長時間点灯させないでください。また、車から 
離れるときは、必ずライティングスイッチを OFF にしてください。バッテ 
リー上がりの原因となります。 


— C fi アドバイス） - 

ランプ類が点灯しているときに、な下の操作を行うと自動的にランプ類は消 
灯します。 

. プッシュエンジンスイッチを}甲して電源を OFF にしたとき（キーレスアク 
セス装着車） 

.キーを抜いたとき（キーレスアクセス装着きな外） 

自動的に消なした場合、電源を ON、 もしくはキーを差すと、ランプが再び 
点灯します。 

また、電源が OFt またはキーを巧いた状態でも、ライティングスイッチを 
OFF にしてから再度で0ミまたは宣 D にするとランプが点灯します。 


■ランプ消し忘れ警報 

電源が OFF、 またはキーを抜いた状態でランプ類が点灯しているときに、運転席ドアを開 
けるとブザーが鳴ります。 




運転ずるとき 
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スイツチの使いかた 


■ヘッドランプの上下を切り替えるとき 

ヘッドランプが点なしているとき、しパーを 
前に巧すと上向きになります。上向き点灯中 
はメーター内の八イビーム/バッシング表示 
灯が点なします。 

レバーを元に戻すと下向きになります。 


301345 


■合図のしかた（パッシング） 

レバーを手前に引くと、ヘッドランプは上向 
きになります。上向き点灯中はメーター内の 
八イビーム/パッシング表示打が点灯しま 
す。 


30U46 




— (向アドバイス） - 

自動的にランプ類が消灯した場合、八イビーム/パッシング表示灯は点灯し 
ません。 

☆3-5 ページ参照 
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スイッチの使いかた 


オートヘッドランプレべラー（自動光軸調整機構)^ 

下向きヘッドランプに HID (高輝度放電式ランプ）が装着されている車には、自動光軸調整 
機構がついています。 

へッドランプの照身寸方向が正しく調整されていないと、対向車や前を走る車の迷惑になり 
ます。そのため、同乗者および積載量から自動的に照身寸方向を調整し、最適に保ちます。 



HID バルブは、高電圧を使用しています。感電防止のため、ランプを分解し 
たり、改造したりしないでください。バルブの脱着、交換はスバル販売店に 
ご相談ください。 


■オートヘッドランプレべラー警告灯 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約3秒後に消灯します。 

エンジン回転中、オートヘッドランプしベラー（自動光軸調整機構）の電子制御システム 
に異常があると点灯しまず。 

タイプ A メーター タイプ B メーター 
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スイッチの使いかた 


— C ^ アドバイス） - 

.HID バルブは、点灯、消灯を繰り返すとバルブの寿命が短くなる特性があ 
ります。信号待ちなど短時間の場合は、点灯したままの方がバルブが長持 I 
ちしまず。 I 

.バルブが切れかかると、一般の堂光灯と同じよラに、著しく明るさが低下 
したり、点滅したり、赤味を帯びた色になることがあります。そのような 
現象が現れるときは、スバル販売店にご相談ください。 

.HID ランプは点灯するとき、安定ずるまでに若干明るさや色が変化するこ 
とがあります。 

.HID ランプは発熱量が少ないため、雪道走行の際、レンズ面に積もった雪 
が溶けにくい特性があります。雪を落として走巧してください。 
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スイッチの使いかた 


光軸調整ダイヤル 


下向きへッドランプに八ロゲンランプが装着されている車には、光軸調整ダイヤルがつい 
ていまず。ヘッドランプの下向き点灯時に使います。 


エンジンスイッチが ON のとき使巧できまず。 
. 同乗者および積載量によってへッドランプ 
が上向きを照らすことがあります。このよ 
うなとき、対向車の運転の妨げになるため、 
光軸調整ダイヤルを調整し、ヘッドランプ 
が照らず向きを下側にしてください。 

. ダイヤルの目盛りが大きくなるほどヘッド 
ランプが照らす向きは下側になります。 



.乗車人数、荷室への積載状態に応じて、下の表を参考にダイヤル位置を調整してくださ 

い。 


ダイヤル位置 

フロントシート 
乗車人数 

セカンドシート 
乗車人数 

サードシート 
乗車人数 

荷室への積載 

0 

1名ちしくは2 
名 

0名 

0名 

化 

1 

2名 

0名 

2名 

化 

2 

2名 

3名 

2名 

有^/無 

3 

1名 

0名 

0名 

有《 

4 

— 

— 

— 

— 

5 

— 

— 

— 

— 


※荷室満載にした場合 


— C アドバイス） - 

. へッドランプの照射方向が正しく調整されていないと、対向車や前を走る 
車に迷惑となります。対向車のフロントガラスや前を走る車のミラーを照 
らしているときは、光軸調整ダイヤルを操作してへッドランプを下向きに 
調整してください。 

. 八ロゲンへッドランプの光軸調整をするときは、光軸調整ダイヤルを「0」 
の位置にしてから巧ってください。 
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スイッチの使いかた 


方向指示レバー 


八ンドルち側のレバーを使います。 

エンジンスイツチが ON のとき、レバーを 
@の位置まで動かずと方向指示器とメーター 
内の表示灯が点滅しまず。 

右折あるいは左折後、八ンドルを戻すと自動 
的に戻りますが、戻らないときは手で戻して 
ください。 

車線変更の合図をするときは、◎の位置で軽 
く押さえていると方向指示器とメーター内の 
表示灯が点滅します。 

手を離すと元の位置に戻りまず。 

☆3-24 ぺージ参照 

- C アドバイスが —— 

方向指示器のバルブ（電球）が切れたとき、またワット数の異なったバルブ 
(電球）を使用すると点滅の早さが異常になりまず。 

ずみやかに点検し、異常のあるバルブ（電球）を交換してください。 
☆6-21 ぺージ参照 


A ® 方向指示 
貪 ( D 車線変更 



畢® 

右折 301326 


フロントフォグランプスイツチ 


郊外や山間部での濃霧などで見通しが悪いときに使用してくださし、。 
ライティングスイッチがで0ミまたは宣 D のと 
き、スイッチを菊）の位置まで回すとフロント 
フォグランプが点丹します。 

フロントフォグランプ点灯中はメーター内の 
フロントフォグランプ表示灯が点灯します。 



301028 
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スイッチの使いかた 


— (向アドバイスが - 

フロントフォグランプは、光束が拡散ずるように設計しているので、ヘッド 
ランプの代わりにはなりません。また、使用方法を誤ると、まわりの車や対 
向車へ迷惑をかけることになります。郊外や山間部での濃震などで見通しが 
悪いときだけ使巧してください。 


ワイパー&ウォッシャースイッチ 


八ンドルの左側のレバーがワイパー&ウォッシャースイッチです。 
エンジンスイッチが Acc または ON のときに使用できます。 

■フロントワイパーの作動 

レバーを押し下げるとワイパーが作動しま 
す。 


♦間欠作動の時間調整 

レバーを1段押し下げます。（巧位置） 
リングを回し間欠作動の間隔を調整します。 
作動の間隔は9段階に調整できます。 

リングを上に回すと作動間隔が短くなり、下 
に回ずと長くなります。 


301328 


OFF 

停止 

巧 

間欠作動 

LO 

お速連続作動 

HI 

高速連続作動 





運転ずるとき 
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スイツチの使いかた 


•ワイパーを手動で使いたいときには { M 旧 T ) 

レバーを 手前に 引いている 間、 ワイバーが 動 
きます。手を離すと停止します。 



301141 


•フロントウォッシヤー 

スイッチを押している間、 ゥォッシヤー液が 
噴身寸します。 



301031 


— ( アドバイス） - 

スイッチを押すとワイパーが1〜2回動きます。 


■ リヤワイパー/ウォッシャーの作動 

スイッチを回すと作動します。 





3-12 


EXIGA YA4-002001 〜 007249, YA5-002001 〜013949 



















スイッチの使いかた 


- し面アドバィス）-1 

. ガラスが乾いているときにはワイパーを操作しないでください。ガラスに 
1 傷をつけることがあります。また、ワイパーブレードに傷がつき、拭き残 
しの原因となります。 

. ウォッシャー液が出ないとき、ウォッシャースイッチを押し続けるとポン 
プが故障ずるおそれがありまず。ウォッシャー液量やノズルのつまりを点 
検してください。 

. ガラスに拭き残しができるときにはワイパーブレードのラバーを交換し I 
てくださし、。 

☆6- 19ぺージ参照 

• 寒冷地で屋外に駐車ずるときにはワイパーを立てておいてください。 
ワイパーブレードがガラスに凍りつくことを防止しまず。 

.ワイパーブレードがガラスに凍りついたときは、めるま湯をかけるか、が 
下の操作を巧いガラスを暖めてください。 

-フロントガラスは、エアコンの吹き出し口切り替えダイヤルを項??（デフ 
ロスター)にする力、、フロントワイパーデアイサーを使用してください。 

-リヤガラスは、リヤウインドゥデフォッガーを使巧してください。 

な 3— 14、 3— 15ぺージ参照 I 

.積雪などにより、ワイパーが途中で止まったときは、車をミ全な場所に止 I 
めてワイパースイッチを OFF 、 エンジンスイッチを Acc または LOCK 
( OFF ) にし、ワイパーが作動できるよラに積雪などの障害物を取り除い 
てくださし、。 

• フロントワイパーモーターには、保護機能としてブレーカーを内蔵してい 
ます。モーターの負担が大きい状況が続いたときなどには、ブレーカーが I 
作動し、一時的にモーターが止まることがあります。その場合には、車を 
安全な場巧に止めて、一度ワイパースイッチを OFF にしてください。10 
分ほどするとブレーカーが復帰して通常使用できるようになります。 

. フロントウォッシャーノズルの噴出範囲の調整はスバル販売店にご相談 
ください。 

.ゴミなどがつまるなど、ウォッシャー液が噴射できないときは、最寄りの 
スバル販売店にご連絡ください。 


(上侧 

ウォッシャー液が噴身寸します。手を離ずと ON に戻ります。 

ON 

連続で作動 

INT 

間欠（車速に応じて変わります） 

OFF 

停止 

(下側） 

ウォッシャー液が噴身寸し、ワイパーが動きまず。 

手を離すと OFF に戻ります。 


運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


リヤウインドウデフォッガー(曇り取り） 


リヤウインドウデフォッガーは、エンジンスイッチが ON のとき使巧できまず。スイッチは 
エアコンの操作パネルの中にありまず。リヤガラスの内側が曇ったときに使巧しまず。 

電熱線はリヤガラスにプリントしてあります。 

■使用方法 

スイッチを巧ずと、スイッチ内の表示灯が点灯し、約1日分後、自動的に OFF になります。 
途中で止めるときは、スイッチをもラー度押しまず。（表示灯が消灯します） 

タイプ A タイプ巨 




•リヤウインドゥデフォッガーのカスタマイズ 

リヤウインドゥデフォッガーを1日分作動/連続作動に設定を変更ずることができます。 
☆ 1-2 ぺージ参照 

- (向アドバイス） - 

• 消費電力が大きいので長時間使ラことや雪を溶かずよラな使いかたは避 
けてください。 

• ガラス内側の清掃時、電熱線を切らないよラに水を含ませた柔らかい布で 
電熱線に沿って軽く拭いてください。ガラスクリーナー、洗剤は使わない 
でください。 

. ヒーテッドドアミラー装備車は、リヤウインドゥデフ ォッ ガースイッチを 
押ずと、ヒーテッドドアミラーも連動して作動しまず。 

☆2- 110ぺージ参照 

. フロントワイパーデアイサー装着車は、リヤウインドゥデフォッガース 
イッチを押すと、フロントワイパーデアイサーも同時に作動します。 

☆3- 15ぺージ参照 
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スイッチの使いかた 


.連続作動は15分間作動し、2分間停止し、再度15分間作動を繰り返しま 
す。ただし、2分間の作動停止中も表示灯は点丹しています。 

. 連続作動中にバッテリー電圧が低下すると連続作動は停止しまず。 

また、2分間の停止中にバッテリー電圧がお下したときは作動が停止しま 
す。 


フロントワイ パーデ アイサー:^ 


フロントワイパーデアイサーは、エンジンスイツチが ON のとき使用できます。リヤウイン 
ドゥデフ ォッ ガーと同時に作動しまず。 

☆3- 14ぺージ参照 

フロントワイパーがガラスに凍結しているとき、ガラスを暖めてワイパーが作動できるよ 
ラにします。 

電熱線はフロントガラスの下部にプリントしてあります。 

■使用方法 

スイッチを}甲すとスイッチ内の表示灯が点灯し、フロントガラスの下側が暖められます。約 
1日分後、自動的に OFF になります。 

途中で止めたいときは、もう一度押しまず。（表示灯が消灯しまず） 

タイプ A タイプ B 




•フロントワイパーデアイサーのカスタマイズ 

リヤウインドゥデフォッガーのカスタマイズに連動し、15分作動/連続作動に設定を変更 
することができます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 



運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


— C 0 アドバイス） - 

. ワイパーデアイサーは消費電力が大きいので必要なときが外はスイッチを 
切ってください。長時間使い続けると、バッテリー上がりの原因になります。 
• 物が電熱線に当たらないように気をつけてください。 

•連続作動に設定していても、下記条件のときには、1日分後に停止します。 
-外気温度が日でが上のとき 
- Info - ECO モードが ON のとき 
-バッテリー電圧が低下したとき 

• 連続作動に設定していても、車速15 km / h が下が1己分間続いたときには、 
自動的に OFF になります。 


八ザードランプ（非常点滅灯）スイッチ 


八ザードランプは、エンジンスイッチの位置 
に関係なく使用できまず。 

スイッチを押ずと、全ての方向指示器のラン 
プが点滅しまず。 

やむを得ず路上に駐車ずるとき、高速道路で 
渋滞の最後尾に近づいたとき、他の車に自分 
の車のを在をミ日らせるために使います。ス 
イッチを押ずと方向指示器が点滅しまず。 



— C ^ アドバイスが - 

• 非常時にお使いください。 

•長時間、点滅したままにしないでください。バッテリー上がりの原因にな 
ります。 
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スイッチの使いかた 


ホーンスイツチ 

八ンドル中央のパツド面を押ずとホーンが鳴 
りまず。 



イルミネーシヨンコントロールダイヤル 

ライティングスイッチがで〇ミあるいは置 D のとき、コントロールダイヤルを回すとコンビ 
ネーシヨンメーター、エアコン、才ーディオなどの明るさを調整することができます。 

• 上方向に回すと明るくなります。 

• 下方向に回すと暗くなります。 





運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


ブライト（減光キャンセル）機能 


ライティングスイッチをで0ミまたは iD にすると表示部の明るさが一段減光し、暗くなりま 
ず。昼間、ランプを点灯させて走るようなときで表示が見にくい場合は、減光をキャンセ 
ルし、明るくずることができます。 


ダイヤルを一番明るい段階からさらに一段階 
(•目 P 部分）、上方向に回ずと減光がキャンセ 
ルされ、明るくなりまず。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 

メーター、表示な、警告なの見かた 

メーター 

■ウエルカム/グッバイ照明（タイプ B メーター） 

ウエルカム照明は、エンジンスイッチが OFF の状態で運転席のドアを開けると、メーター 
の指針が一定時間点灯し まず。 

グッバイ照明は、エンジンスイッチを ON から OFR こずると、メーターの指針が徐々に消灯 
しまず。 

- 1向アドバイス） -1 

.ウエルカム/グッバイ照明は、エンジンスイッチを ON にすると通常の表 I 
示に戻りまず。 

• キーレスエントリ ー( キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック） 

でドアを施錠すると消灯します。 

. ウエルカム/グッバイ照明は作動あり/作動なしの設定ができます。 

☆3-23 ぺージ参照 


■ メーターの ネリ期作動 

イーターは、エンジンスイッチを ON にするとメーターの全ての指針が一度最大値を指し、 
すみやかに戻りまず。（スイープ機能） 

—— C アドバイス） - 

. すばやくキーを回してエンジンを始動ずると、メーターのスイープ機能が 
作動しない場合がありますが、故障ではありません。 

.メーターの初期作動（スイープ機能）は作動あり/作動なしの設定ができ 
ます。 

☆3-23 ぺージ参照 


■スピードメーター 

車の走行速度を示します。 

- (面アドバイス） - 

速度警告装置はついていません。 

スピードを出し過ぎないよラにしてくださし、。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■タコメーター（エンジン回転計） 

毎分の エンジン 回転数を示します。 

- 么を意 J - 

指針がレッドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲）に入らない 
ように運転してください。 

指針がレッドゾーンに入る運転を続けるとエンジンなどが損傷することがあ 
ります。 


— C ^ アドバイス） - 

. アイドリング時に電気負荷が変動ずると、エンジン回転数が変動すること 
がありまず。 

.極低速時、または停車時に八ンドルを操作ずると、エンジン回転数が変動 I 
することがありまず。 I 


■フューエルメーター（燃料計） 

燃料の残量を示しまず。指針が 「 E 」 に近づいたら早めに給油をしてください。 
☆2-48 ぺージ参照 

タイプ A メーター タイプ B メーター 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


— C ^ アドバイス） -1 

.エンジンスイッチが ON のときのみ、燃料の残量を示しまず。 I 

•給油後の残量はエンジンを始動すると示します。また、指針が安定するま I 
でしばらく時間がかかりまず。 

•指針と消費量（残量）の関係は必ずしも正確ではありません。目安として 
活巧してください。 

.坂道やカーブ、急発進、急停車などではタンク内の燃料が移動するため 、I 
指針が振れることがありまず。 

. エンジンスイッチが ON のまま燃料を補給すると、正しい燃料残量が表示 
されません。 

•給油量が少ない場合（約15ぶが下)、指針が安定ずるまでしばらく時間が I 
かかりまず。 

.エンジンスイッチが ON が外の位置でもトリップ切り替え/トリップリ 
セツトノブを押ずと一定時間燃料の残量を表示しまず。 


■オドメーター（積算距離計) 

走行した総距離を km で表示します。 


ODO 



301010 

— (面アドバイス） - 

.エンジンスイッチが ON が外の位置でもトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押ずと、一定時間バックライトが点灯し、オドメーター•卜 
リップ X — ターが表示されます。 

. 液晶表示は偏光サングラスを使巧すると見えにくくなる場合があります。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■トリップメーター（区間距離計） 

ある区間に走行した距離を知りたいとき使い 
まず。表示範囲は0.0 km 〜9999.9 km です。 


TRIP 囚 

d 〜。〜 S k d 

: が，が， を w hg 
1 &■、 Kibi8 ■ < 



TRIP 回 

\ 

« 2 '"S '"5 '"g 


301011 


— ( ^ アドバイス） - 

. エンジンスイッチが ON L ソ外の位置でもトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押すと、一定時間バックライトが点なし、オドメーター•卜 
リップ メーターが 表示されます。 

• 液晶表示は偏光サングラスを使巧すると見えにくくなる場合があります。 


•オドメーター、トリップ A 、 B 切り替え 

トリップ切り替え/トリップリセットノブを巧すごとに、次のよラに表示が切り替わりま 
す。 

ODO 一 TRIP 回 

L TRI 咽 J 

•トリップ メーターを 0に戻ずとき 

トリップ A またはトリップ己のうち、リセットしたい方を表示させ、トリップ切り替え/卜 
リップリセットノブを押し続けると0に戻ります。 
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メーター、表示灯、警告なの見かた 


■メーターの初期作動（スイープ機能）の設定のしかた 

指針の巧期作動は次の操作により作動あり/作動なしの設定ができます。 

① エンジンスイッチを ON な外の位置にしてください。 

② トリップ切り替え/トリップリセットノブを押し、表示を切り替えます。 

③ トリップ表示の次に現在の設定が表示され 
ます。 

④ このときトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを2秒 L 乂上}甲すと切り替わりま 
す。 


301041 


■ウエルカム/グッバイ照明の設定のしかた（タイプ B メーター） 

ウエルカム/グッバイ照明は、次の操作により作動あり/作動なしの設定ができまず。 
①エンジンスイッチを ON が外の位置にしてください。 

@トリップ切り替え/トリップリセットノブを押し、表示を切り替えます。 

感指針の初期動作（スイープ機能）の設定表 
示の次に、現在の設定が表示されます。 

@このときトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを2秒が上押ずと切り替わりま 
す。 



301250 






運転ずるとき 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


表示灯 


■方向指示器表示な 

方向指示器の点滅を示します。 


♦♦ 


— (向アドバイス） - 

方向指示器のバルブ（電球）が切れたとき、またワット数の異なったバルブ 
(電球）を使用すると点滅の早さが異常になります。 

すみやかに点検し、異常のあるバルブ（電球）を交換してください。 

☆6-21 ぺージ参照 


■ライティングスイッチ表示灯 

ライティングスイッチがで 0 E または iD 位置時に点灯しまず。 

■八イビーム/パッシング表示灯 

へッドランプが上向きのとき点灯しまず。 

また、パッシング時も点灯します。 


：00= 



■フロントフォグランプ表示巧:^ 

フロントフォグランプが点灯しているとき表示灯が点灯します。 


が 


— (向アドバイス） - 

フロントフォグランプは、光束が拡散するように設計しているので、ヘッド 
ランプの代わりにはなりません。また、使巧ち法を誤ると、まわりの車や対 
向車へ迷惑をかけることになります。郊外や山間部での濃霧などで見通しが 
悪いときだけ使巧してください。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■セキュリティ表示灯 

リモコンキーの圆ボタンを押し、全てのドアとリヤゲートを施錠すると盗難 
警報装置が監視状態に入り、表示灯が点滅しまず。 


- 在^を意 J - 

リモコン操作の施錠後、キーを使ってドアの解錠操作を行ラと車両ホーンが 
鳴り、非常点滅灯（八ザードランプ）が点滅しまず。 

☆2-37 ぺージ参照 


♦イモビライザー装備車 

エンジンスイッチにキーが差し込まれていないときは点滅しています。 
エンジンスイッチにキーを差し込むと消灯します。 


ィ注意 


登録されていないキーを使用ずると表示灯が点灯します。 
☆2-29 ぺージ参照 


■ Info-ECO ( インフォ • エコ） 表示な 

「 ECO 」 スイッチを押して Info-ECO (インフォ.エコ）モードを選択したと 
き、または SI - DRIVE の I (インテリジェントモード）を選択したときに表示灯 
が点灯します。 

☆3 — 52、 3 — 53 ページ参照 


ECO 


面アドバイス> 


" Info - ECO " 表示灯が点灯中は燃費の良い走行状態であることを示しています。 
急加速が必要で、アクセルペダルを急に踏み込んだときなどは、 " Info - ECO " 
表示灯は消灯しまず。 

" Info - ECO " 表示灯が消灯しないようにアクセルペダルの踏み加減を調整し 
ながら走行ずると、燃費の良い走りかたができまず。 



運転ずるとき 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■ ECO ゲージ 

トリップ メーターを リセットしてからの平均 
燃費と瞬間燃費の差を表示します。平均燃費 
よりも瞬間燃費が良い場合は+側、悪い場合 
は一側を表示しまず。 



■シフトポジション表示灯 

スポーツモード、マニュアルモード選択時、 
ギヤ位置を表示しまず。 

また、マニュアルモード選択時、シフトアツ 
プ、シフトダウンへの変速が可能状態である 
かを示ず今印が点灯します。 

☆3 -日〇ぺージ参照 



300995 


■セレクトインジケーター 

セレクトレバーの位置を示しまず。 
☆3-40 ぺージ参照 



301042 
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メーター、表示灯、警告巧の見かた 


■ SPORT (スポーツ）表示な 

セしクトレバーを◎からマニュアルゲートに移動させるとスポーツモードが 
選択され " SPORT " 表示灯が点なします。同時にシフトポジション表示灯に 
ギヤ位置が表あされます。 

☆3-49、3 -50 ぺージ参照 


SPORT 


— C ^ アドバイス） - 

" SPORT " 表示灯はエンジンを始動してから約2秒間点灯します。 


■ VDC 作動表示灯:^ 

VDC 作動時は点滅し、 TCS 機能作動時は点灯します。 
☆3-66 ぺージ参照 


巧 


—( "么を意 ) - 

エンジンスイッチが ON でも点灯しない場合、および、エンジンスイッチ ON 
後、約2秒たっても消灯しない場合は VDC の電子制御システムの異常が考え 
られますので、すみやかにスバル販売店で点検を受けてください。 


エンジンスイッチ ON で点灯、約2秒後消灯します。 


■クルーズコントロール表示な 

クルーズコントロールのメインスイッチを押すと表示されます。 

表示灯が点灯すると、クルーズコントロールシステムの速度設定ができます。 
☆3-58 ぺージ参照 


CRUISE 


- し么注意） - 

もし走行中にこの表示灯の点滅とエンジン警告灯の点灯が同時に発生したと 
きは、直ちに車を安全な場巧に停めてスバル販売店に連絡し、点検を受けて 
ください。 


— アドバイスが - 

. エンジンスイッチ ON で点灯、約3秒後消灯しまず。 

• クルーズコントロールレバーに触れながらエンジンを始動させると、この 
表示灯が点滅します。この場合、一旦エンジンスイッチを OFF にしてレ 
バーに触れずに再度エンジンを始動してください。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■クルーズコントロールま速セット表示な 

ェンジンスイッチを ON にすると点灯し、約3秒後に消灯します。 1 

クルーズコントロール表示灯が点灯している状態で、任意の速度を設定したと 
きに表示されます。 

な3—日9ぺージ参照 

■ I (インテリジェントモード）表示な「 

SI - DRIVE の I (インテリジェントモード）を選択すると点灯します。 L 

☆3-53 ぺージ参照 

- し注意 > ) - 

ェンジンスイッチが ON でも点なしない場合、および表示灯が点滅し si - 
drive セレクターを操作しても切り替わらない場合は、 システムの異常が考 
えられますので、すみやかにスバル販売店で点検を受けてください。 


■ S (スポーツモード）表示灯 

SI - DRIVE の S (スポーツモード）を選択すると点灯します。 
☆3 -日3ぺージ参照 


[S] 


— ( T 么を意 ) - 

エンジンスイッチが ON でも点灯しない場合、および表示灯が点滅し si - 
drive セレクターを操作しても切り替わらない場合は、 システムの異常が考 
えられますので、すみやかにスバル販売店で点検を受けてください。 


ms # (スポーツシャープモード）表示巧:^ 

SI - DRIVE の S # (スポーツシャープモード）を選択すると点灯します。 
☆3-53 ぺージ参照 


B1 


- CA a M ) - 

表示灯が点滅し SI - DRIVE セレクターを操作しても切り替わらない場合は、シ 
ステムの異常が考えられますので、すみやかにスバル販売店で点検を受けて 
くださし、。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


. エンジン 回転中に駐車ブレーキペダルを解除しても消灯しないとき、また 
はブレーキ液を補充しても消灯しないときは、直ちに安全な場所に停車 
し、スバル販売店に連絡し、点検を受けてください。 

.ブレーキ液が正常で、 ABS 警告灯も同時に点灯している場合は、アンチ 
ロックブレーキシステム ( ABS ) に異常が発生している可能性がありまず。 
そのため、強めのブレーキの隙に車両が不安定になるおそれがありまず。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 

■シートベルト警告灯 

エンジンスイッチが ON で運転席シートベルトが未着用の場合、メーター内の >巧、 

警告灯が点灯します。運転席シートベルトを着用すると消灯します。 

運転席シートベルト未着巧のまま車速約22 km / h が上で走行すると警告灯が点滅し、ブ 
ザーが鳴りまず。 

上記作動は運転席シートベルトを着用するまで約2分間続きまず。 

約2分経過しても運転席シートベルト未着巧の場合、警告灯が点滅から点灯に切り替わり、 
ブザーは停止しまず。 

警告灯は運転席シートベルトを着巧ずるまで点灯します。 

☆2-74 ぺージ参照 


—— ( 0 アドバイスが - 

このとき車速が約22 km / h が下になっても、上記作動は運転席シートベルト 
を着巧ずるまで約2分間続きまず。 


■ブレーキ警告灯 


(©) 


エンジン回転中、次の場合に点灯します。 \< iy / 

. 駐車ブレーキペダルが完全に解除されていないとき 
. ブレーキ液が著しく不足しているとき 

.エレクトロニック ブ レーキフォースディストリビユーシヨン （ EBD ) の 電子制御 システ 
ムに異常があるとき 

EBD の電子制御システムに異常があるときは ABS 警告灯も同時に点灯しまず。 

☆3-64 ぺージ参照 


運転ずるとき 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■半ドア警告灯 

エンジンスイッチの位置に関係なくドアが完全に閉じていないときに点灯し 
まず。 

リヤゲートが完全に閉じていないときも点灯しまず。 


を 


— ( T 么を意 ) - 

警告灯が点灯したままの状態で走巧しないでください。 


■ ABS 警告灯 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、約2秒後に消灯しまず。 

アンチロックブレーキシステム （ ABS ) の電子制御システムに異常があると 
点灯します。 

☆3-62 ぺージ参照 


(©) 


— ( T 么ミ主意 ) - 

警告灯が点灯すると ABS は作動せず通常のブレーキとして作動します。走行 
上ま障ありませんが、滑りやすい路面では気をつけて運転し、ずみやかにス 
バル販売店で点検を受けてください。 


— (向アドバイス） ——- 

警告灯が下記の場合は正常でず。 

. エンジン始動後に警告灯が点灯してずぐに消灯し、その後再び点灯しな 

い。 

. エンジン 始動後に警告灯が点灯したままであるが、車速12 km / h になった 
とき消灯ずる。 

• 走行中に点灯してもその後消灯し、再度点灯しない。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■AWD 警告ホ TJ 


AWD 


エンジンスイッチを ON にずると点灯し、エンジン始動後約2秒後に消灯します。 
スペアタイヤに交換ずる場合、 AWD を解除して 2 WD (二輪駆動）にしたとき 
点灯します。また、異なる径のタイヤをいずれかの車輪に取り付けて走行したとき点滅し 
ます。または4本のタイヤのいずれかの空気圧が著しく低下したまま走行しているときに点 
滅する場合があります。 

☆3-56 ぺージ参照 


— C A M) - 

AWD 警告灯が点滅したまま走行を続けると、駆動装置が損傷する可能性 
があります。 AVVD 警告灯が点滅したときは、すみやかに安全な場所に駐 
車し、4本のタイヤ径が同じかどうか、また、タイヤのパンクもしくは空 
気圧の低下がないかどうか確認してください。 

タイヤに異常がない場合には、すみやかにスバル販売店で点検を受けてく 
ださい。 


■ SRS エアバッグ警告巧 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約6秒後に消灯します。 

運転席•助手席エアバッグ、サイドエアバッグ（装着車）、カーテンエアバッ 
グ（装着車）、エアバッグセンサー、シートベルトプリテンシ ヨナーの いずれ 
かに異常があると点灯しまず。 


AIRBAG 


警告灯が次のよラになったときはシステム異常が考えられますので走巧しな 
いでください。衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがを 
するおそれがあります。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを ON にしても点灯しないとき 
• 走行中に点灯したとき 


— C A a S ； - 

上記のよラに警告灯がシステム異常を示している場合、軽微な衝撃で SRS エ 
アバッグが作動したり、大事故でも作動しない場合があります。 



運転ずるとき 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■オイルプレッシャー警告灯 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 
エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているエンジンオイルの圧力に異常が 
あると点灯します。 



- ( f 公^ミ主意 ） - 

走行中に点灯したときは、直ちに安全な場所に停車し、エンジンを止めてエ 
ンジンオイル量を点検してください。エンジンオイル量が正常にもかかわら 
ず点灯しているときや、エンジンオイルを補給しても点なするときは、直ち 
にスバル販売店にご連絡ください。 


— (向アドバイス） - 

オイルプレツシヤー警告灯はオイル量を示すものではありません。 
オイル量の点検はオイルレベルゲージで巧ってください。 


■ AT 油温警告灯 at OIL 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、エンジン始動後約 2 秒をに消灯します。 temp 
才ートマチックトランスミッションオイルの温度が高くなると点灯します。 

- 么ミ 主意 J - 

•走行中に点灯したときは、冷却のため直ちに安全な場所に停車し、セレク 
トレバーを固にしてエンジンをかけたままにしてください。しばらくして 
消灯すれば走行できまず。消灯しないときは、直ちにスバル販売店にご連 
絡ください。 

• AT 油温警告灯が点滅したときは、オートマチックトランスミッションに 
異常がありまず。直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


■チャージ警告灯 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 
エンジン回転中、充電系統に異常があると点灯しまず。 



— ( Tzh を意 ) - 

エンジン回転中に点灯したときは、発電機の駆動ベルト切れなどが考えられ 
ます。直ちにち全な場所に停車し、スバル販売店にご連絡ください。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■エンジン 警告灯 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 
エンジン回転中、エンジン電子制御システムの異常があると点灯しまず。 


〇 


- CA M) - 

エンジン回転中に点灯したときは、エンジン電子制御システムに異常があり 
まず。 

高速走行を避け、直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


■燃料残量警告灯 

エンジンスイッチが ON のとき、燃料残量が約9リットル权下になると点灯し 
ます。 


曲 


— ( T 么を意 ) - 

点滅したときはフューエルメーター（燃料計）に異常がありまず。このとき 
正しい燃料残量は表示されません。直ちにスバル販売店で点検を受けてくだ 
さし、。 


P C アドバイス） - 

. 点灯したときは、すみやかに燃料を補給してください。 

.坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料が移動ずるため、警告灯が早めに I 
点灯ずることがあります。 I 


■ 水温表示灯/水温警告灯 




エンジンスイッチを ON にすると、約1秒間赤く点灯し、その後消灯あるいは 
青く点灯しまず。 

か温の低温を示ず表示灯（青）とオーバーヒートを示ず警告灯（ホ点滅とホ点灯）があり 
ます。 


エンジン始動後、ある一定の温度に達するまで表示灯は青く点灯し、ある一定の温度に達 
すると表示灯は消灯しまず。 

エンジンがオーバーヒート状態になると警告灯が赤色に点滅または点灯（水温が上がると 
点滅し、さらに上がると点灯）しまず。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


— ( T 么ミま意） - 

•ホ色に点滅または点灯したときは、車を安全な場所に止め、オーバーヒー 
卜の処置を行い、スバル販売店で点検を受けてください。 

☆7-27 ぺージ参照 

. ただし赤色に点滅時のみ、ずみやかに車を安全な場所に止めることができ 
ない場合は、ゆっくり走行してください。その場合でも必ずスバル販売店 
で点検を受けてください。 

. エンジンスイッチを ON にした後、約1秒が上たっても赤く点なし続けたと 
きまたは、ホ/青に交互に点灯した場合は電気系統の異常が考えられま 
す。直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


C アドバイス） - 

. エンジンスイッチを ON にずると、約1秒間ホく点灯し、その後消灯あるい 
は青く点灯しまず。 

• 走行状態により、再始動時しばらくの間赤く点灯する場合がありますが、 
消灯すれば異常ではありません。 


■ステアリング制御警告灯 

エンジンスイッチを ON にすると点なし、エンジン始動後約2秒後に消灯しま 
す。エンジン回転中、パワーステアリングの電子制御システムに異常がある 
と点灯します。 


S 踞 


— 0^を意 ) - 

ステアリング制御警告灯が点灯しているときは、八ンドル操作が重くなる場 
合があります。気をつけて運転し、直ちにスバル販売店で点検を受けてくだ 
さし、。 


(向アドバイス） - 

次の場合に八ンドル操作が重くなることがありまず。 

エンジンをかけた状態で、八ンドル操作を繰り返したとき。 
しばらくずると正常の操作力になります。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■VDC 警告灯/ VDC OFF 表示灯、 

. ビークルダイナミクスコントロール （VDC)、TCS 機能が作動停止状態のと < 

きは点灯します。 VDC OFF スイッチを押してこれらの機能を作動停止状態 
にしたときも点灯しまず。 

VDC 警告灯はエンジンスイッチを ON にずると点灯し、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

.VDC の電子制御システムに異常があると点灯しまず。 

☆3-66 ぺージ参照 

- C A ; - 

警告灯が点灯したままのとき 

• VDC の作動に ABS の構成部品を使っているため、 ABS の電子制御システ 
ムに異常があるときは ABS 警告灯の点灯と同時に VDC 警告灯も点なしま 
ず。 

VDC 警告灯と ABS 警告灯が同時に点灯したときは、 VDC はもちろん ABS 
も作動しません。通常のブレーキとしては作動しまずので、走巧上支障は 
ありませんが、滑りやすい路面ではミま意して走巧し、ずみやかにスバル販 
売店で点検を受けてください。 

.VDC 警告灯のみが点灯したときは、 VDC 機能や TCS 機能は作動しません 
が ABS は作動しまず。 VDC の付いていない車両と同じように扱ってくだ 
さい。 

滑りやすい路面では注意して走行し、ずみやかにスバル販売店で点検を受 
けてください。 

. エンジンを始動してから数分たっても消灯しない場合は異常が考えられ 
ますのでずみやかにスバル販売店で点検を受けてください。 


- (面アドバイス） - 

• 警告灯が下記の場合は正常です。 

ーエンジン始動後、警告灯が点灯したがずぐに消灯し、その後再び点灯し 
ない。 

-エンジン始動後に警告なが点灯したままであるが、その後走行中に消灯 
する。 

!-走行中に点灯してもその後消なし、再度点灯しない。 

. 寒い曰の朝などにエンジンを始動させた場合、消灯までに時間がかかる場 
合がありまずが、これは異常ではありません。 



運転ずるとき 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■オートヘッドランプレべラー 警告な 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約3秒後に消灯します。 

エンジン回転中、オートヘッドランプレべラー（自動光軸調整機構）の電子制 
御システムに異常があると点灯します。 


導り 


- ( f 么注意） - 

オートへッドランプしベラー警告灯が点灯したときは、照身寸ち向の自動調整 
が行われない場合があります。直ちにスバル販売店で点検を受けてくださし、。 


■キー無し警告灯（キーレスアクセス&プッシュスタート装着ま):^ 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、約2秒後に消灯します。 

車内にアクセスキーがない場合に点滅します。 

☆2- 18ぺージ参照 
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運転装置の使いかた 


運転装置の使いかた 

エンジンの始動と停止のしかた:^ 


☆キーレスアクセス&プッシュスタート装着車は 2- 12ぺージをご覧ください。 

■エンジンの始動 

•エンジンをかける前に 

① 駐車ブレーキがかけてあるか確認します。 

② セレクトレバーが回であることを確認します。（圆でも始動できますが、安全のため 
回で始動してください。） 

•エンジンのかけかた 

① 運転席に座り、ブレーキペダルを踏みます。 

② エンジンスイッチにキーを差し込み START までスイッチを回します。このとき、アクセ 
ルペダルを踏まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。 （10 秒な内） 



車庫や屋内などの換気の悪いところではエンジンをかけたままにしないでく 
ださい。 

車内や屋内などに排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒のおそれがあります。 


- し么を意 J - 

. エンジンを始動ずるときは必ず運転席に座って巧ってください。 

. 10秒が上スターターを回し続けないでください。スターターが故障する原 
因になりまず。かからないときは一旦、スイッチを OFF に戻し、10秒間放置 
してからもう一度エンジンスイッチを回し、スターターを回してください。 
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運転装置の使いかた 


- ( ^アドバィス） - 

! . エンジンの始動直後は、急激な空吹かしや、急加速などをしないでください。 

.エンジンがかかった後は水温表示灯（青色）が点灯している間、アイドリ 
I ング回転が高めに保たれます。暖機が終わると自動的に下がりまず。 

I .エンジンがかかりヴらいときは、駐車ブレーキを再確認後、アクセルぺダ 
ルをわずかに （1/4 程度）踏み込んで、エンジンスイッチを START に回し 
ます。エンジンがかからない場合はアクセルペダルをいっぱいに踏み込ん 
でエンジンスイッチを START に回してください。エンジンがかかったら 
すみやかにアクセルペダルから足を離してください。 

それでもかからないときは、もラー度アクセルペダルを踏まずにエンジン 
スイッチを START に回してください。エンジンがかからなければスバル 
販売店に連絡し、点検を受けてください。 I 

I •使巧するガソリンや使巧状態（水温表示灯（青色）が消灯しない程度の距 I 
' 離の走巧を繰り返ず）によっては、エンジンがかかりにくくなることがま 
れに発生しまず。その場合、他ブランドのガソリンに切り替えることをお 
奨ゆしまず。 

•始動の際、ライティングスイッチ、エアコンスイッチ、リヤウインドゥデ 
フォッガースイッチを OFF にしたちが、容易に始動しまず。 

•極低温時に、リモコンエンジンスターターを使巧ずると、始動できない場 I 
合もあります。また、純正が外のリモコンエンジンスターターを使巧ずる 
と、エンジンがかかりにくい場合や、スパークプラグのくずぶりを引き起 
こずことがありまず。 

•急発進、急加速時など、急なアクセル操作時、まれにエンジンから過渡的 I 
なノッキングが聞こえることがありまずが、異常ではありません。 I 


■エンジンの停止 

エンジン回転数がアイドリング状態まで下がってから、エンジンスイッチを切りまず。 

i - C ^ アドバイス） -1 

車両が停止した直後は、エンジン回転数がアイドリング状態に戻るまで時間 I 
が多少かかることがありまず。 I 
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運転装置の使いかた 


駐車ブレーキ 


■かけるとき 

駐車ブレーキペダルを確実に踏み込みます。 
同時に メーター 内の「ブレーキ警告灯」も点 
灯します。 



■解除ずるとき 

右足でブレーキペダルを踏みながら、左足で 
駐車ブレーキペダルを「カ チッ」 と音がずる 
まで踏みまず。ゆっくり左足を離し、駐車ブ 
レーキを解除しまず。解除したとき「ブレー 
キ警告灯」が消灯していることを確認してく 
ださい。 



— ( 注意 J - 

• 駐車ずるときは車が動き出さないように確実にかけてください。 

•走行ずるときは、が下を必ずお守りください。ブレーキ部品が早く摩耗し 
たり、後輪ブレーキが過熱して効かなくなるおそれがあります。 

-駐車ブレーキペダルを戻したときは、ブレーキ警告灯が消灯しているこ 
とを確認してください。 

-足を駐車ブレーキペダルの上に乗せないでください。 



運転ずるとき 
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オートマチック車の運転 

セレクトレバー 

■各位置での働き 


(ノ 

P 

《ーキン^ 

グ） 

駐車およびエンジン始動位置 

駐車ずるときは必ず駐車ブレーキを 
かけて回にしてください。 

( 

R 

リバース 

) 

後退位置 

ブザーが鳴り、ドライバーに回であ 
ることを巧らせます。 

に 

N 

ユートラ 

ル） 

中立位置 


( 

D 

ドライブ 

) 

通常走行位置 

. 車速およびアクセルペダルの踏み 
込みに応じて1速な2速な3速な 

4速を自動的に変速します。 

(4 速才ートマチックき） 

. 車速およびアクセルペダルの踏み 
込みに応じて1速な2速な3速な 

4速な5速を自動的にを速します。 

(5 速才ートマチックき） 


☆ 1—1 4ぺージ参照 
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オートマチック車の運転 


参各位置とモード 


4速オートマチック車 



シフトアップ 


ドライブ 


シフトダウン 
^ 1 

スポーツモード 


已速オートマチック車 


X2 

マニュアルモード 


ドライブ 



X2 

ニュアルモード 


シフトダウン 


XI スポーツモード： 3—49 ぺージ参照 
X 2 マニュアルモード： 3-日〇ぺージ参照 


発進時は、アクセルペダルを踏んだままセレクトレバーの操作を絶対にしな 
いでください。急発進し、重大な事故につながるおそれがありまず。 


■{ 注意 


固でエンジンをかけてください。 

回でもエンジンはかかりますが、安全のため回でかけてください。 

固、固に入れるときは、きが完全に止まってからセレクトレバーを操作し 
てください。トランスミッションを損傷させるおそれがあります。 

固(外の状態で長時間放置すると、バッテリー上がりの原因になります。 
切り返しのとき、直 H 回、圆一◎と何度もレバーを操作するときは、その 
都度ブレーキペダルをしっかりと踏み、車を完全に止めてから巧ってくだ 
さい。 

固に入れるとブザーが鳴り、固であることを運転者にならせます。車外の 
人に音は聞こえませんのでごを意ください。 

後退した後は、すぐに固から圆に戻す習慣をつけてください。 



運転ずるとき 
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才ートマチック車の運転 


— (向アドバイス^ - 

. オートマチック車は低水温時の暖機促進や走行性を良くずるため、変速夕 
イミングを通常より高回転側にしていまず。（暖機が進むと、自動的に通 
常の変速タイミングに戻りまず。） 

• 通常回で走行中はよりスムーズな走りを実現ずるため、下記の制御を巧っ 
ておりまず。 

-登坂制御 

登坂での不要なアップ-ダウンを防ぎます。 

-降坂制御 （ SI - DRIVE 装備車： S # 選択時、 SI - DRIVE 装備車が外：スポー 
ツモード選択時） 

I 急な降坂路でブレーキを踏んだとき、エンジンブレーキを効かせるため 

I に通常より高い車速でシフトダウンずる場合がありまず。 

-ブレーキング制御 （ SI - DRIVE 装備車： S # 選択時、 SI - DRIVE 装備車が 
I 外： スポーツモード 選択時） 

5、4速走行中、コーナーの入口などでブレーキを強く踏むと自動的に4、 

3速へシフトダウンしまず。 

-アクセル急戻し制御に I - DRIVE 装備車： S # 選択時、 SI - DRIVE 装備車が 
外： スポーツモード 選択時） 

加速中、コーナー手前などでアクセルを急に戻してもシフトアップしま 
せん。 I 

. N コントロール （4 速才ートマチック車の機能です。 Info - Eco モード選択 I 
時） 

車が完全に停止した後、セレクトレバーが◎のままアイドリング状態でブ 
レーキペダルを踏んでいると、ギヤがニュートラル状態になります。 

「 N コントロール」機能が装備されているため、一時停止などからの再発進 
時、ブレーキペダルから足を離してギヤがつながるまで若干時間（約1秒） 

I がかかりまず。 
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才ートマチック車の運転 


■セレクトレバーの操作方法 

レバーは各位置でしっかりと止まるところま 
で確実に動かしてください。 


- 〔皮注意） - 

セしクトレバー周辺に物を置かないでください。誤操作の原因となります。 


— I ^ アドバイスが - 

セレクトレバーの操作は誤操作防止のため各位置ごとに節度をつけ、確実 
に行ってください。 

固のときは、レバーを助手席側に動かしたままブレーキペダルを踏んだ場 
合、レバーの操作ができないことがあります。先にブレーキペダルを踏ん 
でください。 

エンジンスイッチが LOCK ( OFF ) または Acc のときは、ブレーキペダル 
を踏んでもしバーを固から他の位置に切り替えられません。 


ク 

ブレーキペダルを踏まないと操作できません。 

ブレーキペダルを踏んだまま、ゲートに沿って動かしまず。 

ク 

そのままゲートに沿って動かします。ただし、エンジンスイッチを Acc 
または OFF にした場合は、ブレーキペダルを踏まないと操作できませ 
ん。ブレーキペダルを踏んだまま、ゲートに沿って動かします。 

♦ 

そのままゲートに沿って動かします。 



運転ずるとき 
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才ートマチック車の運転 


■シフトロックシステム 

セしクトレバーの誤操作を防ぐシステムです。 

• 固からのレバー操作は、エンジンスイッチを ON にしブレーキペダルを踏まないとでき 
ません。 

. セレクトレバーを回から他の位置に操作するとき、セレクトレバーを横に押してからブ 
しーキペダルを踏むと、レバー操作ができないことがあります。先にブレーキペダルを 
踏み、レバー操作をしてください。 

. 回な外ではエンジンスイッチからキーが巧けない、または電源を OFF にできません。 
(回な外ではキーを Acc から LOCK または OFF にできません） 

.圆でエンジンを OFR こした場合、しばらく 
ずるとレバーを回に操作することができな 
くなる場合がありますので直ちにブレーキ 
ペダルを踏みながら回にしてください。 

もし、セレクトレバーが圆から回に操作で 
きないときは、一旦エンジンスイッチを ON 
にし、ブレーキペダルを踏みながら回に操 
作してください。またはシフトロック解除 
ボタンを押しながら、レバーを回に操作し 
てください。 



•シフトロックの解除 

バッテリー上がりやヒユーズ切れなどで、セレクトレバーを回から動かすことができない 
ときは、シフトロック解除ボタンを}甲してシフトロックの解除をします。 


▼辭除のしかた 

① ブレーキペダルを踏みながら、 

② セレクトレバーを動かします。 


シフトロック鮮除ボタンを押し続けます。 



101191 


セレクトレバーが動かないときは、シフトロックシステムの故障が考えられまず。直ちに 
スノ くル販売店に連絡してください。 
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才ートマチック車の運転 


運転手順 

■エンジンをかける前に 

①正しい運転姿勢をとりまず。ペダルを確実に踏むことができ、八ンドル操作が楽にでき 
るように、八ンドルの位置、シートの位置を調整してください。 

☆2-56、 2- 107ぺージ参照 
@アクセルペダルの位置をち足で確認します。 

感ブレーキペダルの位置をち足で確認します。 



■エンジン始動 

①駐車ブレーキが確実にかかっていることを確認します。 

@セレクトレバーが回であることを確認します。 

- (A ; - 

エンジンは圆でも始動できますが、安全のため回で巧ってください。 


③ ブしーキペダルをち足で踏んだまま（アクセルペダルは踏まないこと） 

④ エンジンスイッチを START にし、エンジンを始動します。 

— C ^ アドバイス ) -1 

エンジンがかかりにくいときにアクセルペダルを踏みながら始動ずる場合 I 
は、始動してすぐブレーキペダルに踏み換えてください。 I 



運転ずるとき 
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才ートマチック車の運転 


■発進 

① ブレーキペダルをち足で踏んだままにしまず。 



セレクトレバーは確実にブレーキペダルを踏んで操作してください。アクセ 
ルペダルを踏んだまま操作すると急発進して重大な事故につながるおそれが 
あります。 


@セレクトレバーを◎(前進）または圆(後退）に入れまず。 

( D セレクトレノ く一の位置を確認します。 

@駐車ブレーキを解除しまず。 

⑤ 右足をブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えゆっくりと加速しまず。 

— 注意 j - 

. エンジン始動直後やエアコン作動時、八ンドル転派時などはアイドリング 
回転が高くなり、クリープ（車が動きだず）現象が強くなりまず。確実に 
ブレーキペダルを踏んでください。 

な 1 — 14ぺージ参照 

• 後退ずるときには車の後方に人や障害物がないことを確認してくださし、。 
車内にブザーは鳴りますが、車外の人には聞こえません。 


— (向アドバイス） - 

急な坂道での発進は、 

① 駐車ブレーキをかけたままブレーキペダルを離し、アクセルペダルを踏み 
ます。 

@車が動き出す感覚を確認しながら、駐車ブレーキをゆっくりと解除して発 
進します。 
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才ートマチック車の運転 


■走行 

通常の走行： 

◎で走行します。アクセルとブレーキの操作だけで自動的に変速され走巧できます。 

急加速： 

アクセルペダルを深く踏み込みます。自動的にシフトダウンし加速します。 

☆ 1—1 4ぺージ参照 

上り坂では： 

アクセルペダルを深く踏み込みます。 

自動的にシフトダウンし加速します。 

また、マニュアルモードに入れ勾配に適したギヤを選択するとなめらかな走行ができます。 

下り坂では： 

エンジンブレーキを併用してください。マニュアルモードでシフトダウンします。 

☆3-50 ぺージ参照 

急な下り坂では： 

マニュアルモードで2速または1速に入れると、さらに強いエンジンブレーキがかかります。 



走巧中はセレクトしパーを圆にしないでください。エンジンブレーキがまつ 
たく効かなくなり思わめ事故につながるおそれがあります。 


- し给 S 注意） - 

シフトダウンによる急激なエンジンブレーキは、道路状況や車間距離に注意 
して行ってください。 


—— ( fri アドバイス） - 1 

急発進、急加速など、急なアクセル操作時にはまれにエンジンから過;度的な I 
ノッキングが聞こえることがありますが、異常ではありません。 I 



運転ずるとき 
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才ートマチック車の運転 


■停ま 

① ◎のままブレーキペダルを確実に踏みます。 

- 么を意 J - 

エンジン始動直後やエアコン作動時、八ンドル転脈時などはアイドリング回 
転が高くなり、クリープ（車が動きだず）現象が強くなります。確実にブレー 
キペダルを踏んでください。 


— ( アドバイス） - 

アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだり、上りあで回、圆が外に 
入れた状態で、アクセルをふかしながらまを停止させたりしないでください。 
トランスミッションが過熱し、故障の原因となります。 


② 必要に応じて駐車ブしーキをかけます。 

③ 長時間停車するときは回にします。 

④ 停車後、再発進ずるときは、セレクトしパーが◎にあることを確認して発進します。 

- 么を意 j - 

. 空吹かしをしないでください。急発進の原因となりまず。 

. 停車中にセレクトレバーを動かずときはブレーキペダルを確実に踏んで 
ください。 

.急な上り坂での停車は、クリープ現象で前に進もうとする力よりも、後退 
しようとずる力のちが大きくなり、車が後退ずることがありまず。 

ブレーキペダルを踏み、確実に駐車ブレーキペダルを踏んでください。 
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才ートマチック車の運転 


■駐車 

①車を完全に止めます。 

- C A ； - 

車が完全に止まらないうちにセレクトレバーを回に入れないでください。卜 
ランスミツシヨン損傷の原因となります。 


② ブしーキペダルを踏んだままの状態で、駐車ブレーキを確実にかけます。 

③ セレクトレバーを回に入れます。 

④ エンジンを止めます。 

☆ 1-25 ぺージ参照 

- (A E ; - 

車から離れるときは、必ずセしクトレバーを回に入れ、エンジンを止めてく 
ださい。回 L 乂外でエンジンを止め、車を放置するとバッテリー上がりの原因 
となります。 


スポーツモード 


SI - DRIVE 装備まが外の機能でず。 

山間部での走行または、高速道路の合流および追い越し加速時に適した走行モードです。 
スポーツモードにすると、変速位置がエンジンの高回転側に設定されます。 

セレクトしパーが◎のときレバーをマニュアルゲートに移動させるとスポーツモードにな 
り、メーター内に SPORT 表示灯が点灯します。同時にシフトポジション表示灯にギヤ位置 
が表示されます。 

☆3-26 ぺージ参照 

レバーを◎または、マニュアルゲートの®側 
もしくは目側に移動する（マニュアルモード 
にする）と表示灯は消灯します。 




運転ずるとき 
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才ートマチックまの運転 


I スポーツシフト 


■マニュアルモード 
SI - DRIVE 装備車 

セしクトレバーを直]からマニュアルゲートに 
動かすとマニュアルモードになります。 

SI - DRIVE 装備車 JJi 外 

セレクトレバ ー を◎から マニュ アルゲ ー トに 
動かし、®あるいは©方向に移動させるとマ 
ニュ アルモードになります。 


— 注意 ) - 

マニュアルモード操作時はが下のミち意をよくお読みください。 

. オートマチックトランスミッションの油温が通常時より高い場合、 AT 油 
温警告灯が点灯します。 （3 — 32ページ参照） 

. シフトダウン不可能な車速（シフトダウンすることによりエンジンの回転 
がレッドゾーンが上になる場合）でシフトダウン操作をした場合、"ピピ" 
とブザーが鳴り、運転者にシフトダウンできないことを知らせます。 

. 低過ぎる車速でシフトアップを巧った場合、変速しません。 

. 車が停車したとき、自動的にギヤは1速になります。 



■シフトポジション表示な 

マニュアルモードが選択されるとギヤ位置を 
表71^します。 

シフトアップが可能な場合は数字の横に 
"▲"、シフトダウンが可能な場合は数字の横 
に" ▼" が表示されます。 

シフトアップ、シフトダウン可能表示灯が消 
灯している状態ではシフトアップ-ダウンは 
できません。 


① シフトアップ可能表示灯 

② シフトダウン可能表示灯 301048 

感変速ギヤ表示 
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才ートマチック車の運転 


■シフ h 操作 


•セレクト レバー 


1段上のギヤに変速するときはセレクトレ 
パーを©方向に押します。1段下のギヤに変 
速するときはセレクトレバーを曰方向に引き 
ます。 



•マニュアルモードの解除 

マニュアルモードを解除するときは、セレクトしパ'-をマニュアルゲートから◎の位置に 
移動させます。 

■滑りやずい路面での発進に速発進） 

雪道など滑りやすい路面での発進は、マニュアルモードで2速を選択することにより、を全 
で容易に巧えます。 

ブしーキを踏んだまま、セレクトレバーを®側に動かしギヤを2まにします。このときシ 
フトポジション表示なは2速を表示します。 

- C ^ アドバイス） - 

2速発進を選択ずると、2速で固定されたままになります。変速したい場合 
は、セレクトレバーを◎に戻ずか、マニュアルモードとしてご使巧ください。 

☆3-50 ぺージ参照 
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才ートマチック車の運転 


Info - ECO モード 


SI - DRIVE 装備車 J ^ i 外の機能でず。 

燃費効率を重視したモードでず。 

センターコンソールにある Info - ECO モード 
スイッチにより、運転条件に応じて走行モー 
ド （ Info - ECO モードの ON 、 OFF ) を選択ず 
ることが可能です。 Info - ECO モード選択時、 

" Info - ECO " 表示灯が点灯中は燃費効率の良 
い走行状態であることを示しています。急加 
速などが必要で、アクセルペダルを急に踏み 
化んだときは、 " Info - ECO " 表示灯は消灯し 
まず。 " Info - ECO " 表示灯が消灯しないよう 
にアクセルペダルの踏み加減を調整しながら 
走行ずると、燃費効率の良い走りかたができ 
まず。 

通常走行ではこのモードの使用を推奨します。 

また、 Info - ECO モードスイッチを}甲して Info - ECO モードを解除ずることにより、登坂時 
や積載量が多い時に適した変速特性にずることが出来ます。 

☆3-25 ぺージ参照 

- 广面アドバイス ) - 

. Info - ECO モード選択時にが下を巧う場合、 " Info - ECO " 表示なが消灯し、 
Info - ECO モードは解除されまず。 

—スポーツモードにする 
-クルーズコントロールを作動させる 
これらの作動を解除ずると、 Info - ECO モードが復帰しまず。 

☆3-49、 3-58 ぺージ参照 
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才ートマチック車の運転 


SI-DRIVE (SUBARU Intelligent Drive) 

SI-DRIVE ※は、 3 つの特性をもった走行モードの 、 I (インテリジェントモード ）、 S (ス 
ポーツモード）、 S # (スポーツシャープモード）を選べるシステムです。 

I (インテリジェントモード）： 

扱いやずさとストレスのない走巧性を実現したモードです。通常走行での使用を推奨し 
ます。メーターの Info - ECO 表示灯の点なにより、運転者に燃費のまい走行をおならせし 
ます。 

S (スポーツモード）： 

I (インテリジェントモード）よりも走行せを向上させたモードです。高速道路や登坂時 
の走行に適しています。 

S # (スポーツシャープモード）： 

エンジンせ能ををすことなく引き出すことができるモードです。山間部での走行、また 
は高速道路の合流および追い越し加速時に適しています。 

XSI - DRIVE は 、 SUBARU Intelligent Drive に由来します。 

• SI - DRIVE セレクター 

セレクターを左に回すと S (スポーツモード）、 

右に回すと S # (スポーツシャープモード）、巧 
ずと I (インテリジェントモード）になります。 

操作後、セレクターは元の位置に戻ります。 


301309 




運転ずるとき 
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才ートマチック車の運転 


C i アドバイス） - 

.エンジン冷間時は、 S# (スポーツシャープモード）への切り替えができ 
ません。この場合、ブザー音によりおならせします。 

.S# (スポーツシャープモード）にしたままエンジンを OFF にし、再度エ 
ンジンを ON にした場合、 S (スポーツモード）になります。 

.S (スポーツモード）またはI (インテリジェントモード）でエンジンを 
OFF にし、再度エンジンを ON にした場合、 OFR こする前のモードになり 
ます。 

. エンジン回転中にエンジン警告なが点なしたときは、どの走行モードに 
入っていても S (スポーツモード）になります。この場合、 S# (スポーツ 
シャープモード）またはI (インテリジェントモード）への切り替えはでき 
ません。 

. エンジン;令却水の温度が上がりオーバーヒートのおそれがあるときは、 
S# (スポーツシャープモード）への切り替えができません。 S# (スポ ー 
ツシヤープモード）で走行している場合は、 S (スポーツモード）になり 
ます。 
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AWD 車の運転 


AWD 車の運転 

運転するとき 

AWD とは、 All Wheel Drive (才ールホイールドライブ=全輪駆動）の略です。4輪車で 
は 4WD (四輪駆動）とも呼びます。 

AWD 車は、エンジンの動力を4輪全てに伝え、ラフロード（悪路、砂地、泥地）や急坂な 
どで安定した走りを発揮します。 

.タイヤがしずみ化むよラな深い砂地、河川、海水中に乗り入れないでください。 

やむを得ず走行したときは、走行後各部を念入りに洗ってください。砂、泥、塩分など 
がブレーキ内部に入って異常があるときは、ずみやかに点検整備を受けてください。 

. オフロード走巧やラリー走行はしないでください。 

この場合の故障は保証修理の対象にはなりませんのでご注意ください。 

.AWD 車は滑りやずい路面、積雪路などで 2WD 車（二輪駆動）より安定した性能を発揮 
しますが、急八ンドル、急ブレーキでは 2WD 車とあまり差がありません。 

カーブや下り坂、雪道や積雪路など滑りやずい路面では充分にスピードを落とし、安全 
な速度と車間をとって慎重に走行してください。 



. 4輪のうち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系の損傷 
や、最悪の場合、火災につながるおそれがあり危険でず。また、操縦性- 
ブレーキ性能を危険なものにし、事故につながる可能性がありますので、 
下記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使巧しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-応急巧スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着して 
ください。 

•雪道走行が予測される場合は、冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）を使用 
してください。装着のときは、下記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

なお、一般タイヤでは、雪道、凍結路でスリップしやずく危険でず。また、 
冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、乾燥路では一般タイヤに比べ、グ 
リップ性能が低下します。 


次ぺージへ与 
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AWD まの運転 


马前ページより 


• タイヤチェーンは非常時のみ、指定チェーンを前輪に取り付けてくださ 
し、。タイヤチェーンを取り付けると、前後の駆動カバランスが変わるため 
後輪が滑りやすくなります。急発進、急ブレーキ、急八ンドルなどを避け 
て、路面の状況に合った安全な速度 （30 km/h が下）で慎重に運転してく 
ださい。 

• 前輪のみの持ち上げけん引および、後輪のみの持ち上げけん引は絶がにし 
ないでください。駆動装置が損傷したり、車がトレッカー（台車）から飛 
びだすことがあります。 

☆7-21 ぺージ参照 


VTD-AWD 


已速才ートマチックまの機構です。 

VTD-AWD システム（不等&可をトルク配分電子制御 AWD) を採用しています。走行状 
態、路面状況に応じて前後輪の駆動力配分を電子制御し、あらゆる路面で安定した走行性 
能を発揮します。 


アクティブトルクスプリツト AWD 8« 


4速才ートマチックまの機構です。 

アクティブトルクスプリット AWD を採巧しています。走巧条件に合わせて前後輪の駆動力 
配分を電子制御し、常に安定した走行性能を発揮します。 


■ AWD (全輪駆動）の強制解除 

応急巧スペアタイヤを装着するときは、 AWD 

を锅除します。 

①エンジンルームのヒューズボックスカバー 
裏からスペアヒューズ（どれでも可）を振 
き取りまず。 

® 室内ヒューズボックスの FWD ヒューズホ 
ルダーに抜き取ったヒューズを差し込みま 
ず。 

感 AWD が解除され FWD (前二輪駆動）になっ 
たときは、メーター内の AWD 警告灯が点灯 
します。 
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AWD 車の運転 


@タイヤの修理あるいは交換後、すみやかに FWD ヒューズホルダーからスペアヒューズを 
抜いて AWD に戻してください。 

⑤抜いたスペアヒューズは、エンジンルームのヒューズカバー裏に戻しまず。 

☆6-39、7 -8 ぺージ参照 

- 么を意 J - 

FWD ヒューズホルダーからスペアヒューズを抜かずにそのまま走行を続け 
ると、駆動装置が摸傷ずる原因となります。 


運転ずるとき 
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クルーズコントロール 


クルーズコントロール（自動定速走巧装置）は、アクセルペダルを踏まなくても約40〜 
100 km/h の任意の速度で車速を一定に保つことができる機能です。 



次のような道路では危険でずので使用しないでください。 
.交通量が多く、車間距離が充分に取れない道路 
. 急な下り坂や急カーブが多い道路 
.凍結、積雪などで滑りやすい道路 


(么を意〉 


もし走行中にクルーズコントロール表示灯 "CRUISE" の点滅とエンジン警告 
灯 "C3" の点灯が同時に発生したときは、直ちに車を安全な場所に停めて 
スバル販売店に連絡し、点検を受けてください。 


— C ^ アドバイス） - 

•上りあや下りあでは巧配、積載量により、一定車速を保てない場合があり 
ます。 

• クルーズコントロールスイッチを巧しながらエンジンを始動させると、ク 
ルーズコントロール表示灯 "CRUISE" が点滅します。この場合、一旦エン 
ジンスイッチを OFF にしてスイッチに触れずに再度エンジンを始動させ 
てください。 


■ CRU 旧 E スイッチ 

©CRUISE スイッチを}甲すとクルーズコントロールが作動可能になります。クルーズコン 
トロール表示灯も点なします。 

☆3-27 ぺージ参照 


タイプ B メーター 
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クルーズコントロール 


②スイッチをもう一度押すと作動停止します。エンジンを止めたときも自動的に作動停止 
し、表示灯は消灯しまず。 

■速度をセットずるとき 

©CRUISE スイッチを押して作動可能にします。 

這)アクセルペダルを加減して希望する速度にします。 

感希望する速度になったとき SET/COAST スイッチを押すと速度が設定されます。 
メーター内にクルーズコントロール車速セツト表示灯が設定されたことを示します。 

☆3-28 ぺージ参照 

タイプ B メーター 




■一時解除 

次の場合は速度セットが一時的に解除されます。メーター内のクルーズコントロール車速 
セット表示灯も消えます。 

. ブレーキ ペダルを踏んだとき。 

.CANCEL スイッチを押したとき。 
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クルーズコントロール 


■一時解除の復帰 

RES/ACC スイッチを押します。解除前の設定した速度まで復帰します。 

(向アドバイス） - 

• 復帰できるのは速度が32 km/h が上のときのみです。 

. スイッチを押し続けても最初に設定した速度が上にはなりません。設定した 
速度を変えたい場合は、復帰操作が終了した後にセットし直してください。 
• 速度が32 km/h が下になったときは速度メモリーが消去され、復帰操作は 
できません。 

• 一時解除後、速度が32 km/h が下になった場合は再度セットし直してくだ 
さし、。 


■セット速度を高めるとき 


次の 二つの 方法があります。 

.RES/ACC スイッチを押し続け、希望速度 
になったら離す。 




.アクセルペダルで加速し、希望速度になったら SET/COAST スイッチを押して、速度を 
セットし直ず。 


— (向アドバイスが - 

セット速度を少し上げたいときは、 RES/ACC スイッチを軽く押すと1 km/h 
上げることができまず。 


■一時的に加速したいとき 

追越しなどで加速したいときはアクセルペダルを踏み化んでください。 

アクセルペダルから足を離すと設定した速度まで自動的に戻り、定速走行を続けまず。 

C ^ アドバィス） - 

操作スイッチでの急加速はできません。 
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クルーズコントロール 


■セツト速度を下げるとき 

次の 二つの 方法があります。 

.SET/COAST スイッチを押し続け、希望速 
度になったら離す。 

.ブレーキペダルで減速し、希望速度になっ 
たら SET/COAST スイッチを押して、速度 
を設定し直す。 


「 - しアドバイス） -1 

セット速度を少し下げたいときは、 SET/COAST スイッチを軽く押すと1 km/h I 
下げることができます。 I 


■一時的に減速したいとき 

減速ずるときはブレーキペダルを踏んでください。設定した速度に戻ずときは復帰操作を 
してください。 

☆3-60 ぺージ参照 

—— Cfi アドバイス） - 

• 操作スイッチでの急減速はできません。 

. 下り坂ではエンジンブレーキと併用してください。 
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ブレーキ 

アンチロックブレーキシステム ： ABS 


急ブレーキや滑りやずい路面でブレーキをかけたときに、タイヤのロック（車輪の回転が 
止まること）を防止して、車両の方向安定性を保ち、八ンドル操作性を確保ずる装置でず。 
危険時はブレーキを確実に強く踏み続け、必要な場合は八ンドル操作で危険を回避してく 
ださい。 

ABS の電気系統に異常が生じた場合は ABS は作動しませんが、逼常のブレーキとしての性 
能は確保されます。 

■制動距離や八ンドル操作について 

ABS は必ずしも制動距離を短縮ずる装置ではありません。 

ABS の付いていない車両と同じように安全な車間距離をとって運転してください。 

- C A m J - 

.ABS が作動した状態であっても車両の方向安定性、八ンドル操作性には限 
界があります。 ABS を過信ずると思わめ事故につながるおそれがありま 
す。常に安全運転をむがけてください。 

. 下記の路面などで ABS が作動した場合、 ABS が付いていない車両よりも制 
動距離が長くなることがあります。 

—マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやずい路面 
-道路のつなぎ目などの段差 
-凹凸路、石畳などの悪路 
-下り坂での旋回 
-路肩に草や砂利が多い道路 
-砂利道 

-雪路（新雪路、圧雪路、凍結路など） 

. タイヤチェーン装着時には ABS の付いていない車両に比べて制動距離が 
長くなることがあります。 

とくに速度を控えゆにして車間距離を充分にとって運転してください。 

• 車速が約10 km/h が下になると ABS は作動しません。 


(向アドバイス） - 

ABS が作動ずると八ンドル操作時のフイーリング（感覚）が若干変わります。 
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ブしーキ 


■振動や音について 

. ABS が作動したときは、ブレーキペダルがル刻みに動いたり、車体や八ンドルなどに振 
動を感じることがありまず。 

これは ABS が作動している状態を表しており異常ではありません。そのままブレーキべ 
ダルをしっかりと踏み続けてください。 

. エンジンをかけた後、最初の発進時にが下の場合がありまずが、これは ABS 作動のチエッ 
クをしている動きで異常ではありません。 

-エンジンルーム付近から一時的に作動音がする。 

-ブレーキペダルを踏むタイミングによってペダルに ABS が作動したときと同じよラな 
振動を感じる。 

■ ABS 警告巧 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約2秒後に消灯するのが正常です。 

タイプ A メーター タイプ B メ ーター 
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ブしーキ 


^ (向アドバイス） -1 

警告灯が下記の場合は正常です。 

. エンジン始動時に警告灯が点灯してもすぐに消灯し、その後再び点灯しな 

い。 

. エンジン始動後に警告灯が点灯したままであるが、その後走行中に消灯す 
る。 

• 走行中に点灯してもその後消灯し、再度点灯しない。 

•エレクトロニックブレーキフォースデイストリビユーシヨン （ EBD ) 

ブレーキをかけたときの前後輪の荷重変化や強いブレーキ時の制動力の変化に応じて、リ 
ヤブレーキをコントロールして、後輪の早期ロックを防止ずる機能でず。 

タイプ A メーター タイプ B ゾーター 



— (向アドバイス） - 

. EBD が作動するとブレーキペダルに動きを感じたり、 ABS 作動時に似た 
音が聞こえることがあります。 

• ブレーキ警告灯は駐車ブレーキが完全に解除されていないときや、著しく 
ブレーキ液が不足したときも点灯します。 

☆3-29 ぺージ参照 
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ブしーキ 


ブレーキブースター （制動 力 倍 力 装置） 

ブレーキブースター （制動力倍力装置）は エンジンの 吸入負圧を利用して ブレーキ ペダル 
を踏む力を軽減ずる装置です。 

I —— ( ァドバィス) -1 

エン ジンが停止している状態や長時間の駐車のをなどでブレーキブースター I 
内の負圧が不足している場合にブレーキペダルを踏むと（減连、停止すると I 
き）通常よりも強い力が必要になります。 I 


ブレーキアシスト 

ブレーキを強く踏めないドライバーの操作を補助する装置でず。 

ブレーキペダルを強く踏み込んだとき、もしくは早く踏み化んだときに、緊急制動と判断 
し、より大きな制動力を発生させまず。 

— し 注意> >- 

ブレーキアシストは本来持っているブレーキ性能を超えた制動力を発生させ 
る装置ではありません。 


—— ( ffl アドバイス） - 

ブしーキペダルを踏み込んだとき、次のような現象が起こりまずが、これは 
ブレーキアシスト機構が正常に機能しているときの現象で、異常ではありま 
せん。 

. ブレーキペダルを強く踏み込んだとき、もしくは早く踏み込んだときに、 
ブレーキペダルが軽くなりブレーキが強くかかるよラになります。 

. ブレーキペダルを強く踏み込んだとき、もしくは早く踏み込んだときに、 
コクッと音が聞こえることがありまず。 
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VDC が 

ビークルダイナミクスコントロールシステム 


走行中、滑りやすい路面や障害物の緊急回避などのときには、車両が横滑りや尻振りを起 
こずことがありまず。 

VDC システムは、横滑りや尻振りや車輪の空転を起こしそうになると ABS 機能、トラク 
ションコントロール （ TCS ) 機能および横滑りコントロール機能を総合的に制御し、急激 
な車両の挙動変化を抑制して走行時のち向ち定性を確保ずる装置でず。 

■トラクションコントロール ( TCS ) 機能 

トラクションコント ロール ( TCS ) 機能は、滑りやすい路面などで生じる駆動輪の空転を 
防止して駆動力、操能能力を確保ずる機能でず。 

この機能が作動すると、 VDC 作動表示灯が点灯しまず。 

☆3-68 ぺージ参照 

•電子制御リミテッドスリップデイファレンシャル （ LSD ) 機能 

トラ クシ ョンコントロール （ TCS ) 機能の中には、リミテッドスリップデイ ファレン シャ 
ル ( LSD ) 機能も含まれまず。この機能は、一般的な LSD の機能と同様に、左右輪の片輪 
がスリップ（空転）しそラになると、もう片方の車輪にも駆動力を伝え滑りやずい路面上 
でも駆動力を確保ずる機能でず。 

■横滑りコントロール （ VDC ) 機能 

急な八ンドル操作や滑りやずい路面などでの旋回時に、車輪の横滑りなどを抑制し、車両 
の方向安定性を確保する装置です。 

この機能が作動すると、 VDC 作動表示灯が点滅しまず。 

☆3-68 ぺージ参照 

- し逆 S 注意 J - 

. VDC を過信しないでください。 VDC が作動した状態でも車両の安定性の 
確保には限界があり、無理な運転は思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 

常に安全運転をむがけてください。 

. VDC が作動ずるような路面では車速を充分に落として運転してください。 
.サスペンション構成部品、八ンドル構成部品、アクスルの脱着時は、必ず 
スバル販売店で点検を受けてください。 

次の事項は必ず守つてください 

•雪道走行ずるときは、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）またはタイヤ 
チェーンを装着して走行してください。 

. タイヤチェーンを装備するときは、日一2ページの記載事項をお守りくださ 

い。 
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VDC 


•冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときは、下記項目をお守り 
ください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同一 y —力 一、 同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使巧しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

. VDC 装備車であってもカーブなどの手前では、充分に速度を落としてくださ 

い。 

. VDC が正常に機能しなくなることがありまずので、下記事項をお守りく 
ださい。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-応急巧スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着して 
ください。 

☆8-6 ページ参照 


— 广^アドバイス） - 

. VDC 力 《 作動したとき、ブレーキがル剔みに動いたり、車体や八ンドルなど 
に振動や作動音を感じることがあります。これは、 VDC が作動している状 
態で、正常です。 

. エンジンをかけた後の最初の発進時に、エンジンルーム付近から一時的に I 
作動音がします。これは、 VDC の作動をチェックしている音で正常です。 

. エンジンをかけた後の発進時に、ブレーキペダルを踏み込むタイミングに 
よっては、ペダルに ABS が作動したときと同じよラな振動を感じることが 
あります。これは、 VDC の作動をチェックしている動きで、正常です。 

. VDC が作動しているときは八ンドル操作時のフィーリング（感覚）が若干 
変わりまず。 

• 応急巧スペアタイヤを使巧ずる場合、必ず車両に搭載されているものを使 
用してください。 

他のタイヤやホイールと組み合わせたもの、また、指定空気圧になってい 
ない場合は、 VDC が正常に機能しなくなることがありまず。 

• タイヤ交換の隙は必ずエンジンスイッチを OFF にしてください。 

エンジンをかけたままタイヤ交換を巧った場合は、 VDC が正常に機能しな 
くなることがありまず。 

☆6-1 日、7 -9 ぺージ参照 
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VDC 


■ VDC 作動表示灯 

VDC 機能作動時は点滅し、 TCS 機能作動時は点灯しまず。 

タイプ B メーター 



— (向アドバイスが - 

エンジンスイッチが ON で点灯、約2秒後消灯するのが正常です。 


■VDC OFF スイツチ 

下記のような特殊な状況下において TCS 機 
能、 VDC 機能を一時的に解除して駆動輪を適 
度にスリップさせた方が、走破性が向上する 
という場合に使巧しまず。 

. 雪や砂利などで覆われた急登坂路で発進す 
るとぎ。 

.めかるみ、深い雪にタイヤが埋まった状態 
から脱出するとき。 

スイッチは、運転席ロアカバー右側にありま 
す。 



.エンジン回転状態のとき、 VDC OFF スイッチを押すと、 VDC 警告灯/ VDC OFF 表示 
灯が点灯し、 VDC 機能、 TCS 機能が作動停止状態になり、 VDC 機能、 TCS 機能が装備さ 
れていない車両と同じ走行性能になります。 

ただし、作動停止状態でも電子制御 LSD 機能は残ります。 

• 作動可能状態に復帰させるときには、もラー度 VDC OFF スイッチを押します。 

- 么注意 J - 

VDC 機能、 TCS 機能を解除したままにすると駆動力を向上ずる機能、車両安 
定性を高める機能は働きません。 

そのため、必要なときが外は、 VDC 機能、 TCS 機能を作動停止状態にしない 
でください。 
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VDC 


— C i アドバイス） - 

.VDC OFF スイッチを 10 秒が上押し続けるとメーター内の VDC 警告灯/ 
VDC OFF 表示灯が消灯し、が後の操作を受け付けなくなりまずが、これ 
は正常でず。この場合は、一度エンジンスイッチを切り、再度エンジンを 
始動ずれば元に戻ります。 

. エンジンを始動すれば VDC 機能、 TCS 機能は自動的に作動可能状態にな 
りまず。 


■VDC 警告巧 / VDC OFF 表示灯 

VDC 警告灯 / VDC OFF 表示灯は、が下の場合に点灯します。 

. VDC の電子制御システムに異常があるとき。 

. VDC 機能、 TCS 機能が作動停止状態のとき。 

.VDC OFF スイッチを押して VDC 機能、 TCS 機能を作動停止状態にしたとき。 

タイプ B ゾーター 



- し逸 S 注意 J - 

• 下記の場合は異常が考えられまずので、すみやかにスバル販売店で点検を 
受けてください。 

-エンジンスイッチ ON で点灯しないとき 
—点灯したままのとき 

ただし、 エンジン スイッチを一気に START (エンジン 始動）にした場合、 
警告灯が点灯し続けることがあります。再度 エンジン スイッチを OFF まで 
戻し、 ON で約 1 秒止めてから START (エンジン 始動）にして、消灯する 
場合は、異常ではありません。 

上記の操作を繰り返しても点灯し続ける場合はシステムの異常です。 
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VDC 


. VDC の作動に ABS の構成部品を使っているため、 ABS の電子制御システ 
ムに異常があるときは ABS 警告灯の点灯と同時に VDC 警告灯も点灯しま 
す。 VDC 警告灯と ABS 警告灯が同時に点灯したときは、 VDC はもちろん 
ABS も作動しません。通常のブレーキとしては作動しますので、走行上ま 
障はありませんが、滑りやずい路面ではミち意して走行し、ずみやかにスバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

. VDC 警告灯のみが点灯したときは、 VDC 機能や TCS 機能は作動しません 
が ABS は作動します。 VDC のついていない車両と同じよラに扱ってくだ 
さい。滑りやすい路面では注意して走行し、ずみやかにスバル販売店で点 
検を受けてください。 

. VDC 警告灯がエンジン始動してから数分たっても点灯し続ける場合は、異 
常が考えられますのでずみやかにスバル販売店で点検を受けてください。 


C 面アドバイス ) - 

. エンジンスイッチが ON で点灯、エンジン始動後消灯ずるのが正常でず。 

また、次の場合も正常でず。 

-エンジン始動後に警告灯が点灯してずぐに消灯し、その後再び点灯しな 

い0 

-エンジン始動後に警告灯が点灯したままであるが、その後走行中に消灯 
ずる。 

-走行中に点灯してもその後消灯し、再度点灯しないとき。 

☆3-35 ぺージ参照 

.寒い朝などにエンジンを始動させた場合、消灯ずるまでに時間がかかる場 I 
合がありますが、これは異常ではありません。 I 
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リヤビューカメラ 


ソヤビューカメラ*« 

リヤビューカメラはエンジンスイッチが ON のとき、セレクトレバーを固にずると自動的 
に車両後方の映像をモニターに映し出す装置でず。 



• リヤビューカメラの映像の距離感覚は、実際の距離とは異なります。 


. モニターに映し出される映像の範囲には限界がありまずので、直接目視や 
ミラーで後方および周囲の安全を確認し、ゆっくりとした速度で後退して 
ください。モニターのみで確認し後退すると、車をぶつけたり思わめ事故 
を引き起こずおそれがあります。 

.カメラ、スイッチ、配線類を分解したり改造しないでください。万一煙が 
出たり変なにおいがした場合には、スバル販売店で点検を受けてくださ 
い。そのままご使用になると、事故、火災、感電の原因となります。 


— し注意 J - 

. 高圧洗車機を使用して洗車ずる場合には、カメラ周辺部に直接水をかけな 
いでください。レンズにかが入り、結露などが発生したり、故障や火災、 
感電の原因となりまず。 

.カメラは精密機器のため、強い衝撃は与えないでください。故障や火災、 
感電の原因となりまず。 

. カメラにミ尼や雪などが付着してミ尼が固まったり、凍り付いてしまっている 
ときに、棒などでたたいてミ尼や、氷を落とずと、破損して火災、感電の原 
因となりまず。水またはめるま湯をかけて洗い流し、柔らかい布で拭き 
とってくださし、。 

. カメラや配線類に火気を近づけないでください。破損や発火の原因となり 
まず。 

. ヒューズを交換するときは、必ず規定容量のヒューズを使用してくださ 
い。規定容量が外のヒューズを使用ずると故障の原因となります。 

. エンジン停止中に長時間使用するとバッテリー上がりの原因となりまず。 


C アドバイス） - 

.アルコール、ベンジン、シンナーなどでカゾラを拭かないでください。変 
色などの原因となります。ミちれを落とずときには、ラずめた中性洗剤を染 
み込ませた布で拭き、柔らかい布でから拭きをしてください。 

. ボディワックスをかける場合は、ワックスがカメラにつかないようま意し 
てください。もし、ついてしまった場合にはきれいな布にかでうずめた中 
性洗剤を含ませワックスを落としてください。 
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リヤビューカメラ 


. レンズは傷がつきにくいよう、八ードコートしておりますが、ボディ洗車 I 
する場合やレンズを拭き取る場合に、傷をつけないように注意してくださ I 

い。 , 

レンズに洗車ブラシなどは使用しないでください。リヤビューカゾラの映 I 
' 像が見づらくなることがあります。 I 

. レンズに強い光が入ると、光源を中/じ、に白い光の縦線が入る場合がありま I 
すが、故障ではありません。 I 

•堂光灯などの照明の下で、画面にちらつきが出ることがありまずが、故障 I 
ではありません。 

. リヤビューカメラの映像は実際の色味とは多少異なることがありまず。 


■リヤビューカメラの位置 

番号表示灯（ライセンスランプ）の横にあり 
まず。 



301314 


■リヤビューカメラの使用方法 

•リヤビューカ:/ラの映像を見るには 

リヤビューカメラは、セレクトレバーを圆に 
ずると自動的に車両後方の映像を表示しま 
ず。 

固が外にすると、切り替わる前の画面表示に 
なりまず。 

①車両のエンジンスイッチを ON にずる。 

@セレクトレバーを圆に入れる。 
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リヤビューカメラ 


— C ^ アドバイス） - 

. リヤビューカ x ラの映像は、どの画面表示よりも優先して映し出されます。 

(ただし、ナビゲーシヨンシステムが起動中は映像は映し出されません。） 

. リヤビューカメラの映像は、車両のバックミラーやサイドミラーで見る場 
合と同じように、左右が反転して映し出されまず。 

.次のような場合には、リヤビューカ X ラの映像が見づらくなることがあり 
まずが、故障ではありません。 

-暗いところ（夜間、トンネルなど）。 

-カメラ付近が極端に熱いとき、または寒いとき。 

-カメラのレンズが汚れているとき。 

-直接カメラに強い光が入るとき（映像に白い縦線など影響が出る事があ 
ります)。 

ーレンズに水滴がついたとき、または湿度が高いとき。（雨天時など） 


運転ずるとき 
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リヤビューカメラ 


■画面に映る範囲 


•画面に映る範囲 

. バンパー後端から車の後方が映ります。ただしバンパー両端付近やバンパーの下にある 
ものは、映りません。 

. カメラより上の部分は映し出されません。障害物の上部に突起などがある場合、画面上で 
は確認できません。 

. リヤビューカメラの映像の距離感覚は、実隙の距離とは異なります。 

映し出される範囲 




カゾラからの映像 



401097 


- CA 'ii. M ) - 

リヤビューカメラの映し出す範囲には限界があります。必ず直接目で確認し 
ながら後退してください。 
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リヤビューカメラ 


參距離-ま幅マーカー（補助線） 

距離•車幅マーカー(補助線）は、実際の距離と画面で見ている感覚を補助するための目 
安でず。 

セレクトし バーを 固に入れると モニターにを 方の映像とともに、距離-き幅 マーカーが 表 
示されます。 

(1) 車幅線（斜め縦線） 

(2) バンパーから 約 3 m (緑横線） 口） 

(3) バンパーから 約 2 m (緑横線） （1> 口） 

(4) バンバーから 約 Im (黄横線） （41 

(引バンパーから 約0.5 m (ホ横線） W 

(6) バンパーから約 0.5 m と車両中,じ、を示す十 の广 の—•— 岡—\ 

字線（赤線） 

両周边を直接確認して下さい 


A ミ主意 


• 後退時は、距離マーカーに頼らず直接目で確認してください。 

. 実際の位置と距離マーカーの指示が異なる場合があります。 

. 搭乗人数や積載状態によってズレが生じまず。 

. 坂道や車両が路面に対して傾いている場合には、実隙の位置とズレが生じ 
ます。 

▼画面と実際の路面との誤差 

距離マーカーは車両に積載がない状態での水平な路面に巧しての距離を示していまず。 
積載状況、路面状態などにより実際の距離と異なる場合があります。 

後方に上り坂がある場合 

実隙の距離より、画面上の距離のほラが遠く 
にあるよラに見えまず。 



马 

り 

、ーノ 



、 1.0 m ' 
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リヤビューカメラ 


後方に下り坂がある場合 

実際の距離より、画面上の距離のほラが近く 
にあるよラに見えます。 


301318 



r (向アドバイス） - 

積載時は、後方が上り坂と同じように実隙の距離より遠くあるように見えます。 


▼距離 マーカーの 特性 

距離マーカーは、路面上の距離を映し出すた 
め、立体的な物体が後方にある場合、正しい 
距離表示ができません。 

A 3 m 表示ライン 
B 2 m 表示ライン 
C 1 m 表示ライン 

C 
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■故障かなと思ったら 

•リヤビューカメラの映像が映らない。 

.セレクトレバーは圆になっていますか？ 

. ヒューズが切れていませんか？ 

•リヤビューカメラの映像の映りが悪い。 

. しンズがちれていませんか？ 

• 太陽の強い反射光やを続車のへッドランプの光が直接しンズにあたっていませんか？ 
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八ンドル 

パワーステアリング 


八ンドル 


C ^ アドバイス） - 

.ミ由圧パワーステアリング装備車は、八ンドルを切ると、パワーステアリン 
グポンプの作動音がを化することがありますが、異常ではありません。ま 
た、八ンドルをいっぱいに切った状態ではさらに音が大きくなりますが、 
異常ではありません。 

極低温時はオイルが硬くなり、エンジンを始動したとき音がしますが異常 
ではありません。数分で;'肖えます。 I 

.電動パワーステアリング装備車は、エンジン始動後約2秒後にパワーステ I 
アリングが作動します。 I 
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エアコン 

吹き出し口の調整 . 

吹き出し口表示と使用目的 . 

エアコンの使いかた . 

フルオートエアコン . 

フルオートエアコン（左右独立温度調整機構） . 

感知センサー . 

エアフイルター . 

オーデイオシステム 

あらかじめ巧っておいていただきたいこと . 

CD プレーヤ ー & AM / FM チューナ ー 体才ーディオ [ MP 3/ WMA 巧応] 
才ーデイオリモートコントロ ー J レスイッチ . 

室内装備 

カップホル "5^ —. 

ボトルホルター . 

サンバイザー . 

ル物入 . 

荷室ダブルアンダーボックス . 

電源ソケット . 

カーゴフック . 

買い物フック . 

室内の照明 . 

時計 . 

インフオメーシヨンメーター . 


室内装備品の使いかた 
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------- 

4 4 4 4 4 4 4 


EX IGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 
























エアコン 
L がき出し口の調整 



•中央吹き出し口 

吹き出し口のノブを上下左右に動かして風向 
きを調整します。 



•左ち吹き出し口 

吹き出し口のノブを上下左右に動かして風向 
きを調整します。 

ダイヤルを上下に動かして吹き出し□を開閉 
します。 

0 :全開 
j :全閉 
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エアコン 


參インパネ上部吹き出し口 

ダイヤルを前後に動かして吹き出し□を開閉 
します。 

を全開 

15^:全開 


401104 

P C アドバイス） - 

後席に送風したいとき使用してください。 



室内装備品の使いかた 
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エアコン 


吹き出し口表示と使用目的 


使用目的に合わせて吹き出し口を選択してください。 

左ちの吹き出し□からは、常時送風します。 

ち右の吹き出し□の送風を止めるときは、ダイヤルを動かして吹き出し□を閉じてくださし、 

♦上半身に送風したいとき 



♦足元に送風したいとき 



♦窓ガラスの曇りを取りたいとき 



•上半身と足兄に送風したいとき 



参足元への送風と窓ガラスの量りを 
取りたいとき 
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エアコン 


エアコンの使いかた 


只 
^ \ 

吹き出し □ 
切り替え 

風量調整 

A/C 

スイ ツチ 

温度調整 

内外気 
切り替え 

アドバイス 

、ム 

/で 

房 

AUTO 

または 

AUTO 
または 
希望位置 

AUTO 

または 

ON 

希望位置 
(お C 付近 
より低め） 

AUTO 
または 
外気導入 

•早く冷やしたいときは、内外気切 
り替えを内気循環にしてくださ 
い。 

•冷房の効きを高めたいときは、内 
気循環をお使いください。 

暖 

房 

AUTO 

または 

AUTO 
または 
希望位置 

AUTO 
または 
希望位置 

希望位置 
口が付近 
より高め） 

AUTO 
または 
外気導入 

•ウインドゥにも少し送風されま 
す力、’、これはウインドゥの曇りを 
防止するためのものでず 。 W 
• 顔部が熱い場合は、温度調整ダイ 
ヤルを左側に動かし、適温に調整 
してください。 

曇 

除 

去 

と 

暖 

房 

AUTO 

または 

を 

AUTO 
または 
希望位置 

AUTO 
または 
希望位置 

希望位置 
(25で付風 

AUTO 
または 
外気導入 

•温度調整ダイヤルの位置によっ 
ては曇り除去機能が低下する場 
合がありまず。 

頭 

寒 

足 

熱 

AUTO 

または 

Ci 

AUTO 
または 
希望位置 

AUTO 
または 
希望位置 

希望位置 
做 C 付風 

AUTO 
または 
外気導入 

•温度調整ダイヤルを右または左 
いっぱいにすると頭寒足熱には 
なりません。冷風または温風のみ 
の吹き出しになります。 

黒 

0 

除 

去 

AUTO 

または 

卿 

希望位置 

AUTO 

または 

ON 

口氏 C 付近 
より高め） 

AUTO 
または 
外気導入 

•夏期においてウインドゥの曇り 
を除去する場合、温度調整は中間 
より左側でご使用ください。ま 
すこ、 外気温度と吹き出し風の温度 
差が大きいと、ウインドゥの外側 
が曇る場合があります。このとき 
は冷房磯能を 「 OFF 」 にずるか、 
温度調整ダイヤルを右に動かし 
てください。 

換 

気 

AUTO 

または 

希望位置 

AUTO 

または 

OFF 

希望位置 

AUTO 
または 
外気導入 



《ターボ車は極寒時（外気温一 20° CL 乂下)、吹き出し□を♦パ’に操作し温度を最大に設定し 
ているとき、ウインドウへの送風を遮断します。 

これは、車内全体の暖房を促進させるためのものです。 


i —— ( アドバイス） - 

I 吹き出し□を^•あるいは卿に切り替えると、効果的に曇りを取るため、自 
動で除湿機能 （ A / C スイッチ）が ON になり、外気導入に切り替わりまず。 



室内装備品の使いかた 
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エアコン 


フルオートエアコン 


風量調整（フアン）ダイヤル 温度調整ダイヤル 



エンジンをかけているとき、風量調整（フアン）ダイヤルを 「 OFF 」 が外の位置にずると 
作動します。風量調整（フアン）ダイヤルを 「 OFF 」 にすると止まります。 

■フルオートでの使いかた 

が下の操作でフルオートエアコンとして使巧できます。風量、吹き出し口、冷房•除湿、内 
外気が自動的に調整され設定温度になります。 

①温度調整ダイヤルを回し、希望温度に設定しまず。 

@吹き出し口切り替えダイヤルを 「 AUTO 」 位置にします。 

@風量調整（フアン）ダイヤルを 「 AUTO 」 位置にします。 


— C ^ アドバイス） - 

• エンジンがかかっているときにスイッチを操作してください。 

• 冷房中に吹き出し口から白煙が出ているよラに見えることがありまず。こ 
れは湿度の高い空気が急激に冷やされて起こる現象で、異常ではありませ 
ん 

.停車中は、冷房効果を上げるため、アイドリング回転数が高くなりまず。 
クリープ現象が強くなりますので、ブレーキを確実に踏んでください。 

• 炎天下に駐車したときには、冷房を使う前にウインドゥを全開にするなど 
して熱気を追い出してください。 

. 室内のにおいが気になるときには消臭剤を使って消してください。空気が 
ミちれているときや、タバコを吸うときは換気してください。ほこりやタパ' 
コの煙が冷房装置に付いて、におラことがあります。 

•冷房中は乾燥ぎみとなり、タバコの煙で目が痛くなることがあります。目 
が痛くなったときは外気を導入してください。 

. お体が冷え過ぎないよラに適温に調整してください。冷え過ぎは健康を損 
ないまず。設定温度2日で付近でお使いください。 

. 冷房•除湿機能は各部を潤滑するためにも月に2、3回程度作動させてくだ 
さし、。 
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エアコン 


•冷えない場合は、冷媒不足も考えられまず。お近くのスバル販売店で点検 
を受けてください。 

•冬期の始動時は、風量調整（フアン）ダイヤルを 「 AUTO 」 にし、吹き出 
し□切り替えダイヤルを "一’や"が，、"势’ にしたとき、冷却水温 
が暖まるまで風量調整の AUTO モードは作動しません。 

• 次の場合、冷房-除湿機能は作動しません。 

一室内の温度がイをいとき 
-外気温度が低いとき （0 でが下のとき） 


■操作パネルの使いかた 

♦吹き出し口切り替えダイヤル 

使巧目的に合わせて吹き出し□を切り替えま 
す。 

AUTO では適切な吹き出し□に自動制御され 
ます。 

内気循環時でも、ダイヤルをあるいは 
卿にしたときは、効果的に量りを取るため、 
自動で除湿機能 （ A / C スイッチ）が ON にな 
り、外気導入に切り替わります。 

な4 — 4ぺージ参照 





♦風量調整（フアン）ダイヤル 

風量を調整できます。 

ちに回ずほど強くなりまず。 

AUTO では適切な風量に自動制御されます。 






室内装備品の使いかた 
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エアコン 


•内外気切り替えスイッチ 

スイッチを押すごとに内気循環と外気導入が 
交互に切り替わりまず。表示灯が点灯してい 
るときが内気循環です。 

早く冷房したいとき、または冷房の効きを高 
めたいときには、内気循環をお使いください。 


▼内外気切り替えの自動制御 

吹き出し□切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダイヤルを 「 AUTO 」 位置にずると内 
外気の切り替えを自動制御します。自動制御中にスイッチを}甲ずと内気循環または外気導 
入に固定されます。 

自動制御に戻す場合は、吹き出し口切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダイヤルを 
「 AUTO 」 位置にします。それぞれのダイヤルが 「 AUTO 」 位置にあるときは、いずれかの 
ダイヤルを一旦 「 AUTO 」 が外の位置にし、 「 AUTO 」 位置に戻します。 

- し么 注意 J - 

内気循環は必要なときだけ使い、通常は自動制御または外気導入を使ってく 
ださい。内気循環で長時間使ラと、万一、排気管に腐食や損傷による巧や亀 
裂が生じた場合、排気ガスによる一酸化炭素中毒になるおそれがあります。 

また、ガラスが曇りやすくなりますので、内気循環で使巧する場合は、 A/C 
スイツチを押して除湿機能を働かせて使巧してください。 



401014 


•温度調整ダイヤル 

室内温度を調整するとき使います。 

温度設定は20で〜30での範囲で変更できま 
ず。ただし、ダイヤルを左端または右端に設 
定したときは最大冷房または最大暖房となり 
まず。 




A/C 
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エアコン 


— C ^ アドバイス） - 

• 風量調整を AUTO が外で使用すると、適温に温度調整されない場合があり 
ます。 

•急速冷暖房をしたいときでも、設定温度を変える必要はありません。設定 
温度になるまで自動的に急速冷暖房されます。 


♦ A / C スイッチ 

風量調整（フアン）ダイヤルが 「 OFF 」 が外 
のとき、スイッチを押ずと冷房•除湿機能が 
作動し、スイッチ内のランプが点灯します。も 
ラー度押すと冷房-隙湿機能は停止します。 


▼冷房-除湿機能の自動制御 

吹き出し□切り替えダイヤルと風量調整（フアン）ダイヤルを 「 AUTO 」 位置にすると冷 
房-除湿機能の ON / OFF を自動制御します。自動制御中にスイッチを押すと内気循環また 
は外気導入に固定されます。 

自動制御に戻す場合は、吹き出し□切り替えダイヤルと風量調整（フアン）ダイヤルを 
「 AUTO 」 位置にします。それぞれのダイヤルが 「 AUTO 」 位置にあるときは、いずれかの 
ダイヤルを一旦 「 AUTO 」 が外の位置にし、 「 AUTOi 位置に戻します。 




室内装備品の使いかた 
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エアコン 


フルオートエアコン （左右独立温度調整機構):^ 

フルオートエアコン （左右独立温度調整機構）は、吹き出し □の 設定温度を運転席側と助 
手席側で別々に設定することができまず。 


モード（吹き出し口）切り替えスイッチ 内外気切り替えスイッチ 



■フルオートでの使いかた 

エンジンをかけているとき、 AUTO スイッチを押します。温度調整ダイヤルで蒂望温度を 
設定します。各機能を自動的にコントロールし、室内を快適に保ちます。表示部に "FULL 
AUTO " と表示されます。 



A/C = — BUD AUTO 


401166 
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エアコン 


- し面アドバイス） -1 

• エンジンがかかっているときにスイッチを操作してください。 I 

.冬季などでエンジンが冷えているときは、しばらくの間、デフロスター吹 
き出しモード、外気導入になり、フアンは低速回転で作動しまず。 

•オート作動中は、気温に応じて冷房•除湿機能が自動的に停止します。気 
温が低いときの量り取りや除湿効果を高めたいときは、 A / C スイッチを押 
してください。 

.設定温度を下げていくと、：令房.除湿機能は自動的に作動し、 A / C 表示し 
ます。 I 

• 次の場合、冷房*除湿機能は作動しません。 I 

-室内の温度が低いとき I 

-外気温度が低いとき （0 でが下のとき） 

• :令房中に吹き出し□から白煙が出ているように見えることがありまず。こ 
れは湿度の高い空気が急激に冷やされて起こる現象で、異常ではありませ 
ん。 I 

• エンジンスイッチを OFF にしてエアコンを止めた場合、再始動時は止める I 
直前の状態に戻りまず。 

.停車中の冷房効果を上げるため、アイドリング回転が高くなりまず。オー 
トマチック車はクリープ現象が強くなりまずので、ブレーキを確実に踏ん 
でください。 

• 炎天下に駐車したときには、冷房を使ラ前にウインドゥを全開にするなど 
して熱気を追い出してください。 

. 室内のにおいが気になるときには消臭剤を使って消してください。空気が 
汚れているときや、タバコを吸うときは換気してください。ほこりやタバ 
コの煙が冷房装置について、におラことがあります。 

•冷房中は乾燥ぎみとなり、タバコの煙で目が痛くなることがありまず。目 
が痛くなったときは外気を導入してください。 

. 体が冷え過ぎないよラに適度に温度を調整してください。冷え過ぎは健康 
を損ないまず。設定温度25で付近でお使いください。 

. 冷房•除湿機能は各部を潤滑ずるためにも月に2、3回程度作動させてくだ 
さい。 

.冷えない場合、冷媒不足も考えられます。お近くのスバル販売店で点検を 
受けてください。 


■手動選択で使ラとき（マニュアル） 

フルオート作動中、各スイッチ（温度調整ダイヤル、 OFF スイッチを除く）のいずれかを 
押ずと、押したスイッチの機能のみ固定され、他の機能は自動コントロールされまず。こ 
のとき表示部の " FULL " が消えます。手動選択を解除ずるときは AUTO スイッチを押しま 
す。 



室内装備品の使いかた 
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エアコン 


■各スイッチの機能 

•温度調整ダイヤル 

室内温度を設定ずるときに使います。 

温度は1 8.0 で〜 32.0 での範囲で0.日でずつ設 
定できます。 18.0 でまたは 3 Z 0 でに設定した 
ときは、それぞれ最大冷房または最大暖房と 
なりまず。 

運転席側、助手席側で送風温度をそれぞれ設 
定できる左右独立機能と、運転席側ダイヤル 
で運転席側、助手席側の両方の送風温度を設 
定できる左右連動機能がありまず。 



左右独立機能： DUAL スイッチ内の表示灯が点灯 

左右連動機能時は DUAL スイッチを}甲ず、または助手席側ダイヤルを操作 
しまず。 

左右連動機能： DUAL スイッチ内の表示灯は消灯 

左右独立機能時は DUAL スイッチを}甲します。 


表示部には、運転席側、助手席側それぞれの 
設定温度が表示されまず。 

( a ) 運転席側設定温度 

( b ) 助手席側設定温度 


A/C な --- =- — sun AUTO 

がも换•位ピニ!.。 

I 

( b ) ( a ) 

401114 


c ^ アドバイス） - 

•急速冷暖房をしたいときでも、設定温度を変える必要はありません。設定 
温度になるまで自動的に急速冷暖房されます。 

• 運転席側と助手席側の設定温度の差が大きい場合、温度を調整しきれない 
場合がありまず。 

.設定温度は記憶されています。ただし、バッテリーの接続を外したときは 
2日.0でにセツトされます。 
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エアコン 


> AUTO スイッチ 

フルオートで使うときに押します。 

設定温度に応じて、吹き出し口切り替えや 
ファン風量、：令房•除湿機能の作動、内外気 
切り替えなどを全て自動制御します。 



の UAL スイッチ 

DUAL スイッチを押すと運転席側、助手席側 
の送風温度を別々に設定ずることができます 
(左ち独立機能）。左右独立機能を使用してい 
るときは DUAL スイッチの表示灯が点灯しま 
す。 

解除する場合は DUAL スイツチを}甲します。 



( 0 アドバイス； - 

左右独立機能を解除したときは、運転席側の設定温度に切り替わりまず。 


参デフロスタースイッチ 

フロントガラス、サイドガラスの曇りや霜を 
取るときに使います。スイッチを押ずと効果 
的に量りを取るために、自動的に外気導入、除 
湿機能作動、デフロスター吹き出しにセット 
されます。 

デフロスタースイッチをも ラー 度押ずと、デ 
フロスター作動前の状態に戻ります。 




順け户 NT 


vQ ® Rear 



室内装お品の使いかた 
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エアコン 


•内外気切り替えスイッチ 

スイッチを押すごとに内気循環と外気導入が 
交互に切り替わります。 

早く冷房したいとき、または冷房の効きを高 
めたいときには、内気循環をお使いください。 


KTS ： 外気導入 
ごを b : 内気循環 



401116 


— ( T 么注意） - 

内気循環は必要なときだけ使い、通常は外気導入を使ってください。内気循 
環で長時間使ラと、万一、排気管に腐食や損傷による巧や亀裂が生じた場合、 
排気ガスによる一酸化炭素中毒になるおそれがあります。 

また、ガラスが量りやすくなりますので、内気循環で使巧する場合は、 A/C 
スイッチを押して除湿機能を働かせて使巧してください。 


•風量調整（フアン）スイッチ 


風量を調整し固定ずるときに使います。八を 
押すと風量が増し、 V を押ずと風量が減りま 
す。 



401117 
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エアコン 


♦モード（吹き出し口）切り替えスイッチ 

吹き出し口を固定するときに使います。 


) FF が交互に切り替わります。暖房時で 
ンドゥの曇りを取る場合や、除湿効果 
たいときに使います。 



A/C 

MODE 




ロロロ 



向アドバイス少 


冷房-除湿機能はフアンが作動していないときにスイッチを押しても作動 
しません。 

気温が0でが下のときは冷房-除湿機能は作動しません。 


乂イツナを J 甲す c と I しで刀リ哲にリます。 

な4 — 4ぺージ参照 


A/C 

MODE 

V SS 



—— C 0 アドバイスが - 

• 吹き出し口を巧？（デフロスター)にするときは、デフロスタースイツチを 
押してください。 

☆4- 13ぺージ参照 

. 降雪時はフロントガラスの氷結を防止ずるため^‘で走巧することをお奨 
めします。 

. ^を選択すると自動的に外気導入、除湿機能 ON になります。 

•シ J を選択時、顔が熱い場合は、温度調整ダイヤルを回し、適温になるよ 
ラ調整してください。 


W じスイッチ 

冷房•除湿機能の作動を ON または OFF に固定 



室内装備品の使いかた 
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エアコン 


■停止ずるとき 


エアコン使用中、 OFF スイッチを押すとエア 
コンは止まりまず。 

このとき内外気切り替えは自動的に外気導入 
になります。 



401120 


■ OF 鬥犬態での使いかた 

• デフロスタースイッチまたはフアンスイッチを押すとエアコンが作動しまず。 

この場合、押したスイッチと手動選択した機能が固定され、他の機能は自動制御されま 
ず。才ート作動にずるときは AUTO スイッチを押します。 



• モード切り替えスイツチを押ずとフアン、 
:令房-除湿機能を作動させずに走行風だけ 
の空調ができます。オート作動にずるとき 
は AUTO スイッチを押しまず。 
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エアコン 


—— (向アドバイスが -1 

走行風による空調では、室内を外気温度よりおくすることはできません。 I 


•内外気切り替えスイッチを押すと内気循環_ 

になります。さらにスイッチを押すごとに内 - 

気循環と外気導入が交互に切り替わります。 j - - I I 

"aTTg 位备 OFF 

—f— 
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エアコン 


感知センサー 


オートエアコンには次のセンサーが付いています。 
. 日射センサー（ダッシュボード中央） 


室内温度センサー（運転席ロアカバー左側） 



.外気温度センサー（フロントバンパー裏側） 

- C A E ; - 

センサーに衝撃を与えたり、かをかけたり、物を置いたりしないでください。 
温度制御にずれが発生する原因となります。 


エアフイルター 


快適にお使いいただくため、 エア フィルターを定期的に交換してください。 

交換時期：12,000 km 走行ごとまたは1年ごと 
☆6 —44ぺージ参照 
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オーディオシステム 


オーデイオシステム*« 

あらかじめ知っておいていただきたいこと 


— ^ A 左思ゾ - 

車外の音が聞こえる程度の音量で聞いてください。車外の音が聞こえない 
状態で運転ずると危険です。 

運転者は車が止まっているときにラジオ•オーデイオを操作してください。 
内部に水や異物を入れないでください。故障の原因となります。 

お子さまがディスク挿入口に指を入れないよラにしてください。けがの原 
因となるおそれがあります。 


■ラジオ受信について 

•受信感度は周囲の状況、気象状況、送信局からの電波の強さ、送信局からの距離によっ 
て影響を受けまず。山ろくや建物の近くでは電波がさえぎられたり、電波が反響したり 
して受信状態が悪くなることがありまず。また、電車の架線や高圧電線の近くでは高圧 
電流の影響でノイズ（雑音）が入ったりするなど受信状態が悪くなることがありまず。 

.ラジオを聞いているとき、室内または車の近くで携帯電話や無線機を使うとノイズ（雑 
音）が入ることがあります。 

■アンテナについて 

• アンテナはルーフ後方の中央部に取り付けられていまず。 

.アンテナのロッド部は前後方向に倒れまず。ラジオを聞く隙は、立てた状態にしてくだ 
さい。 

. ロッドは根元を回ずことで取り外しできま 
す。 



ィ A 產思 


車庫、立体駐車場など、低い天井がある場所では、ロッドを倒してください。 
洗車機で洗車するときは、ロッドを取り外してください。 

取り付けたままでは、ルーフに傷がつく場合がありまず。 

外したロッドを取り付ける場合は、確実に締め付けてください。 



室内装備品の使いかた 
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オーデイオシステム 


■ CD について 


抽腰陌 

DIGITAL AUDIO 

n COMPACT n COMPACT 

抽□昼陌 抽□昼陌 


DIGITAL AUDIO 


Recordable 


DIGITAL AUDIO 

IReWritable ) 


右図のマークがついている音楽 CD を使っ 
てください。ち図のマークがないものは使 
えません。 

大きい傷、変形、ひびなどのあるディスク 
や八 ー ト型などの特殊形状をした CD は使 
用しないでください。誤作動や故障の原因 
となる場合がありまず。 

寒いときや雨天のときは、プレーヤー内に 
露が生じ、正常に作動しないことがありま 
ず。この場合 CD を取り出し、しばらく待っ 400335 

てから再度 CD を挿入してください。 

炎天下に長時間駐車した後などはプレーヤーの温度が高くなり、正常に作動しないこと 
がありまず。温度が下がるまでしばらく待ってください。 

悪路走行などで激しく振動した場合、音飛びすることがあります。 

ケースからディスクを取り出す場合、ケース中/じ、部を押し、ディスクの両端を持ってく 
ださい。また、ディスク面に直接触れると音が悪くなる場合がありまずので、手を触れ 
ないよラにしてください。 

ディスクは熱に弱いので直射日光の当たる場所やヒーター吹き出し□などの近くに置か 
ないでください。ディスクが変形して使巧できなくなりまず。 

ディスク面にラベルを貞占ったり、鉛筆やペンなどで傷をつけたりしないでください。 
ディスクはきれいなものをご使用ください。ミちれている場合は、乾いた布で中/こ、から外 
側に向かっておいてください。硬い布やシンナー、ベンジン、アルコールなどは使巧し 
ないでください。 
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オーデイオシステム 


■ MP 3 /VVMA について 

本機は MP 3/ WMA ファイルを再生することができますが、巧用できる MP 3/ WMA ファイ 
ルを記録したメディアやフォーマットには制限があります。 MP 3/ WMA ファイルを書き込 
むときには L 乂下のことにを意してください。な下に記載されている制限文字数はいずれも 
1 byte 文きを巧巧した場合の文字数です。 

参使用できるメディア 

使巧できる MP 3/ WMA を収録するためのメディアは CD - R 、 および CD - RW です。 

本機では簡易フォーマットで作成されたメディアは再生できません。 

參再生できる MP 3 フォーマット 

本機で再生できる MP 3 フォーマットは L ソ下になります。 

• 規格： 

MPEG -1 Layer 3 
MPEG -2 Layer 3 
MPEG 2.5 Layer 3 
. サンプリング周波数： 

8,11.025,12,16, 22.05, 24, 32, 44.1,48 ( kHz ) 

. ビットレート： 8 〜 320 ( kbps ) 

. 可変ビットレート巧応 

参再生できる WMA フォーマット 

本機で再生できる WMA フォーマットは 、 WMA Ver 9.0 Standard 規格のものです。 

• Windows Media Audio 9準拠 

. サンプリング周波数： 32, 44.1,48 ( kHz ) 

. ビットレート： 48〜192 ( kbps ) 

. 可変ビットレート巧応 

参使巧できるディスクのフォーマット 

本機で使用できるディスクは、な下のフォーマットです。フォーマット名の後ろの文字数 
は、ファイル名に付けられる最大文字数（区切り文字"."とお張子3文字を含む）です。 
.に0 9660 Level 1:12文き 
.に0 9660 Level 2 : 31文き 
. Joliet : 64文字 

• Romeo :128文き 

なお、ロングファイル名形式で書き込んだ場合は、 L ソ下の文字数まで表示が可能です。 

32文字（全て2 byte 文字）〜64文字（全て1 byte 文字） 

使用できる文字はライティングソフトの取扱説明書および「ファイル名とフォルダ名の入 
力」を参照してください。 

ただし、表示可能な文字は、な下の文字になります。 

.半角文字（英数き、カタカナ、 ASCI 口ード） 

.全ちカタカナ（半角カタカナに変換して表示） 

.全ちひらがな（半ちカタカナに変換して表示） 



室内装備品の使いかた 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


4-21 



オーデイオシステム 


部全角記号 （ ASCI 口ードの記号に変換） 

上記が外の文字については「*」で表示されます。 

ただし、本機で再生できるディスクにはが下の制限がありまず。 

.最大ディレクトリ階層：8階層 
. 1フォルダ中の最大ファイル数： 25日 
.最大フォルダ数： 250 
• 最大フォルダ名： 64文字 

前記のフォーマットが外で書き込まれた MP 3/ WMA ファイルは、正常に再生されなかった 
り、ファイル名やフォルダ名などが正しく表示されない場合があります。 

•圧縮ソフトとライティングソフトの設定 

MP 3/ WMA ファイルに圧縮するときは、圧縮ソフトの転送ビットレートの設定は "128 
kbps " の"固定"を推奨しまず。 

何も記録されていないメディアに一度で最大容量まで記録する場合は 、 "Disc at Once " の 
設定をしてください。 

•ファイル名とフォルダ名の入力 

ファイル名とフォルダ名は、半角英数文字、カナ文字またはひらがな文字で入力してくだ 
さい。これが外の文字で入力されているファイル名とフォルダ名は正常に表示されない場 
合があります。また、ライティングソフトや使用するディスクのフォーマットによって表 
示できる文字が制限されます。詳しくはライティングソフトの取扱説明書をご覧くださし、。 
また、 MP 3/ WMA ファイルと認識されて再生されるファイルは、 ". MP 3" または ". WMA " 
の拡張子が付いたものだけでず。 MP 3/ WMA ファイルには、 ". MP 3" または ". WMA " 拡 
張子を付けて保をしてください。 

- 禁止： )- 

MP 3/ WMA な外のファイルに、 ". MP 3" または ". WMA " の拡張子を付ける 
と、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生をしてしまい、大きな雑音が出て 
スピーカーなどを破損するおそれがあります。 

MP 3/ WMAL 乂外のファイルに、 ". MP 3" または ". WMA " 拡張子を付けない 
よラにしてください。 


• ID 3 /WMA Tag について 

ID 3/ WMATag については、未対応になります。 

•メディアに書き込むファイルについて 

MP 3/ WMA が収録されているメディアを挿入すると、最初にディスク内のすべてのファイ 
ルをチェックします。 

このため、再生するメディアに多くのフォルダや MP 3/ WMA が外のファイルを書き込む 
と、再生するまで長時間必要になります。 

また、次の MP 3/ WMA ファイルの再生に移るまで時間がかかったり、ファイルサーチや 
フォルダサーチがスムーズに行えない場合があります。 
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オーデイオシステム 


参 MP 3/ WMA ファイルを再生ずる順番 

再生、フォルダサーチ、ファイルサーチ、およびフォルダセレクトでファイルやフォルダ 
が選択される順香は、ライティングソフトで書き込まれた順香になりまず。このため、再 
生されると予想していた順番と実際に再生される順香が一致しないことがあります。 
ライティングソフトにもよりますが、 "01" 〜 "99" などとファイル名の頭に再生する順香 
を入力してから CD - R などに書き込むことで、再生する順香を設定できることがあります。 
次のよラなフォルダ.ファイル階層のメディアでフォルダサーチ、ファイルサーチ、およ 
びフォルダセレクトを巧った場合は次のようになります。 


メディアの階層例 



(〇) ROOT 
I ] ：77N レダ 
> MP3/WMA ファイル 

補足 

16] フォルダ6にはファイルがを在 
していませんが、フォルダ番号 
は振られます . 
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オーディオシステム 


CD プレ-ヤ- & AM / FM チュ-ナー体才-デイオ [ MP 3/ WMA 対応] 


「 TUNE/TRACK (音質•音量バランス/ラジオ選局/ CD 選曲）ダイヤル…4—25、 4-27. 4-30 

- FOLDER ボタン... 4-30 

- SCAN ボタン... 4-28 

- aSP ボタン... 4-32 

- RPT ボタン… 4-30 

- CD 挿入 □".4-29 

-選択ボタン… 4-28 

- A に D 担拙）ボタン… 4-30 

-じ0/八11乂ボタン...4-29 



401178 


MENU ボタン… 4-26 — 

SEEK に D 早送り•早戻し）ボタン… 4-30 - 

•"1(交通情報）ボタン… 4-28 - 

AM ボタン.. .4-27 - 

0 N / V 0 L (電源/音量調整）ダイヤル… 4-25 
FM ボタン... 4-27 - 
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オーデイオシステム 


■電源、音量-音質の調整 
♦電源を入れるとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 「 ON / VOL 」 ダイヤルを押すごとに電源が ON • 
OFF しまず。 

電源が ON になると、前に電源を OFF にしたときのモードになります。 

—— Cfi アドバイス） -1 

次の操作を行っても電源を ON にすることができまず。 

. CD を挿入したとき 

.「 AM 」 ボタン、 「 FM 」 ボタン、 「 CD / AUX 」 ボタン放または「•が」ボタン 
を}甲したとき 

^「 CD / AUX 」 ボタンは CD が入っているまたは外部機器が接続されている 
と含 


♦音量を調整ずるとき 

「 ON / VOL 」 ダイヤルを回して調整します。 

ちに回す：音が大きくなりまず 
左に回す：音がルさくなりまず 

—— 广^アドバイス） - 

外部機器を再生している場合の音量調整は、外部機器を操作して巧ラことも 
できまず。 


♦音質と前後-左右の音量バランスを調整ずるとき 

① 「 TUNE / TRACK 」 ダイヤルを押して調整モードを選択しまず。 

ボタンを押ずごとに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 

BASS - 今 MIDDLE - 今 TREBLE 

他音） （中音） 搞音） 

1' i 

解除 <- BALANCE <- FADER 

(左ちバランス） （前後バランス） 


@ 「 TUNE / TRACK 」 ダイヤルを回してお好みの位置に調整しまず。 


モード（調整レベル表示） 

左に回したとき 

ちに回したとき 

BASS (低音） （-8 〜 + 8) 

お音減衰 

低音強調 

MIDDLE (中音） （-8 〜 + 8) 

中音減衰 

中音強調 

TREBLE 搞音） （-8 〜 + 8) 

高音減衰 

高音強調 

FADER (前後） （ R 9 〜 F 9) 

前側減衰 

後側減衰 

BALANCE (左右） （ L 9 〜 R 9) 

右側減衰 

左側減衰 
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オーディオシステム 


(向アドバイスが - 

調整時、日秒間操作を巧わないと、通常表示に戻ります。 


•Speed Volume Control ( SVC ) の設定を変更ずるとき 

SVC とは、 speed Volume Control の略でず。車速を上げると自動的に音量を調整し、走 
巧時でも停車時と同様な音量感で聞くことができます。 

車速が上がると、自動的に音量が上がります。 

車速の変化による音量の調整量をお好みのモードに設定ずることができます。 

▼設定方法 

① 「MENU」 ボタンを押して SVC を選択しまず。 

ボタンを押ずごとに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されまず。 

SPEED VOLUME -> BEEP 

t I 

I -解除 < - 1 


@ 「TUNE/TRACK」 ダイヤルを回してお好みの位置に設定します。 
右に回ず：調整量が大きくなりまず 
左に回ず：調整量がルさくなりまず 


モード 

調整量 

SPEED VOLUME OFF 

なし 

SPEED VOLUME 01 

ル 

SPEED VOLUME 02 

大 


义面アドバイス ) - 

SVC の初期設定は OFF に設定されていまず。 


•BEEP (ビープ音）の設定を変更ずるとき 

オーディオ操作時の操作音の設定ができます。 

▼設定方法 

① 「MENU」 ボタンを押して BEEP を選択しまず。 

ボタンを押ずごとに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 
SPEED VOLUME -> BEEP 

t I 

I -解除 < - 1 
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オーデイオシステム 


這) 「TUNE/TRACK」 ダイヤルを回して設定を変更します。 
ちに回ず：設定が ON になります 
左に回す：設定が OFF になります 


設定 

操作音 

ON 

あ0 

OFF 

なし 


アドバイス 


ビープ音の初期設定は ON に設定されていまず。 


■ラジオを聞くとき 

参 FM を受信するとき 

「FM」 ボタンを押します。 

. バンドを切り替えるとき 
「FM」 ボタンを押し、バンドを選択しまず。 

押すごとに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 

FM1 <——> FM2 

参 AM を受信ずるとき 

「AM」 ボタンを押します。 

参選局ずるとき 

「TUNE/TRACK」 ダイヤルを回します。 

• 周波数に合わせて放送を聞くとき 

右に回す：ダイヤルを回すごとに周波数の高い方へ'!ステップずつ切り替わります。 

左に回す：ダイヤルを回すごとに周波数の低い方へ'!ステップずつ切り替わります。 

. 自動的に放送局を探すとき 

「SEEK」 ボタンの「4ィ」または「►►」を}甲します。放送局が見つかると受信を始めまず。 
「►►」を押す：周波数の高い方へ放送局を探します。 

「ィ4」を押す：周波数のおい方へ放送局を探します。 


アドバイス/ 


AM 放送はモノラル受信のみです。 

FM ステレオ放送受信中は表示部に "(( 訓 r が点灯します。 
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オーデイオシステム 


•記憶させた放送局を呼び出すとき 

「選択」ボタンのいずれかを}甲します。 

- C ^ アドバイス） - 

バッテリーを交換したときなどは記憶した内容が消去されまず。この場合は 
再度記憶させてください。 


•交通情報を聞くとき 

「•が」ボタンを押します。 

どのモードからでも切り替わりまず。 

もラー度押すと、直前のモードに切り替わります。 

. 交通情報局をかえるとき 

交通情報モード中に 「TUNE/TRACK」 ダイヤルを回して選局します。 

交通情報局は1620 kHz、 1629 kHz、 已22 kHz を選ぶことができます。初期値は1620 
kHz になっています。 

•自動で放送局を数秒ずつ聞きたいとき{スキャンプレイ） 

放送局を順香に約日秒間ずつ受信する機能です。どんな番組を放送しているかを知りたいと 
きに便利でず。 

「SCAN」 ボタンを押すと、現在受信している放送局よりも高い周波数の放送局を順番に受 
信します。スキャンプレイ開始前の放送局に戻るとスキャンプレイは停止します。 

スキャンプレイを解除するには 「SCAN」 ボタンを押します。辭除後はスキャンプレイを 
解除したときの周波数で停止しまず。 

■ラジオの放送局を記憶ずるとき 

•手動で放送局を記憶ずるとき 

① 「FM」 ボタンまたは 「AM」 ボタンを押してバンドを選択します。 

@ 「TUNE/TRACK」 ダイヤルを操作するか、 「SEEK」 ボタンの 「ィィ」 または「►►」を操 
作し、記憶したい放送局を選択しまず。 

感「選択」ボタンのいずれか1つを1 .5 秒が上押します。 

表示部に押したボタンの香号（チャンネル香号）が表示されます。 

- C ^ アドバイス） - 

各バンド （FM1、FM2、AM) で最大6局まで記憶できます。 
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♦自動的に放送局を記憶ずるとき （ AUTOSTORE ) 

① 「FM」 ボタンまたは 「AM」 ボタンを押してバンドを選択しまず。 

@「SCAN」 ボタン （A/S ボタン）を！.日秒が上押しまず。 

受信可能な放送局が見つかると、チャンネル1から6まで自動的に周波数の低い順に記憶 
されまず。 

- Cf ^ アドバイス: )-1 

受信電波が弱いとき動的に記憶できないことがありまず。 I 


■ CD を聞くとき 

本機は12 cm CD のみ再生することができます。 

CD 演奏中はトラック香号（巧番号）などを表示しまず。 

♦ CD が入っていないとき 

CD はエンジンスイッチが Acc または ON のとき挿入することができまず。 

CD を挿入すると演奏が始まりまず。 

♦ CD が入っているとき 

「CD/AUX」 ボタンを押すと演奏が始まります。 

—— 广^アドバイス） - 

• 8 cm CD は使用しないでください。損傷の原因となりまず。 

.音楽巧 CD-R、CD-RW に記録された音楽データを再生できまず。ただし、 
CD の録音条件、特性、傷、ミちれなどにより再生できない場合がありまず。 
フアイナライズ（通常の CD プレーヤーで再生できるようにずる処理）を 
されていない CD-R、CD-RW は再生できません。 

I .CD プレーヤーが動作しなくなった場合は、表示部に "PUSH EJECT" ま 
I たは "CHECK D に C" と表示されます。表示された場合は、「と」ボタン 
I を押して CD を取り出してください。 CD に傷や変形がないこと、また CD 

I プレーヤーに対応している CD が正しく挿入されていることを確認してく 

ださい。 CD が取り出せない場合、もしくは CD を交換しても表示が消えな 
い場合はスバル販売店で点検を受けてください。 


♦演奏を停止ずるとき 

「ON/VOL」 ダイヤルを}甲ずか、他のモードに切り替えます。 
または 「A」 ボタンを押して CD を排出しまず。 
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• CD を取り出ずには 

「と」ボタンを押します。 CD が排出され、前のモードに切り替わりまず。 

- C ^ アドバイス） - 

. エンジンスイッチが OFF でも CD の排出をすることができます。 

. 排出された CD を1日秒が上そのままにしておくと自動的に引き込まれま 
す。 


•選曲ずるとき 

「TUNE/TRACK」 ダイヤルを回します。 

• 先の巧にするとき 

「TUNE/TRACK」 ダイヤルをちに回します。回すごとに先の曲を頭出しします。 

• 手前の曲にするとき 

「TUNE/TRACK」 ダイヤルを左に回します。1回目で今聞いている曲の先頭に、回ずご 
とに手前の曲を頭出しします。 

•曲の早送り、早房しをするとき 

「SEEK」 ボタンの 「ィィ」 または「►►」を長めに押します。 

• 早送り 

「►►」を 0.5 秒が上押すと早送りされまず。手を離したところから演奏を始めます。 

• 早戻し 

「ィィ」 を 0.5 秒が上押すと早戻しされまず。手を離したところから演奏を始めます。 

•フォルダを選択ずるとき（ MP 3、 WMA ) 

CD 内のデータがフォルダ分けされている場合、お好みのフォルダを選択して聞くことがで 
きます。 

① 「FOLDER」 ボタンの「▼」または「▲」を押しまず。 

「▲」を押す：ボタンを押すごとに先のフォルダが選択されます。 

「▼」を押す：ボタンを押すごとに手前のフォルダが選択されます。 

@フォルダを選択した後は、通常の CD と同じ操作で聞くことができまず。 

•同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「RPT」 ボタンを押します。 

押すたびに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 

TRACK RPT -> FOLDER RPT^ 

t I 

I -解除 < - 1 

^フォルダ無しの CD を作成した場合、 CD 内の曲を自動的に選び演奏します。 

® 表示部に "TRACK RPT" を表示させます。演奏中の曲を繰り返し演奏します。演奏中 
は "RPT" と表示されます。 

@解除するには 「RPT」 ボタンを押して"解除"に切り替えます。 
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♦同じフォルダを繰り返し聞くとき（フォルダリピートプレイ） 

CD 内のデータがフォルダ分けされている場合、お好みのフォルダを繰り返し聞くことがで 
きます。 

①曲の演奏中に 「RPT」 ボタンを押します。 

押すたびに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 

TRACK RPT -> FOLDER RP が 

t I 

I-解除<-1 

※フォルダ無しの CD を作成した場合、 CD 内の曲を自動的に選び演奏しまず。 

@表示部に "FOLDER RPT" を表示させます。演奏中のフォルダを繰り返し演奏します。 

演奏中は" F ► RPT" と表示されます。 

® 解除するには 「RPT」 ボタンを押して"解除"に切り替えまず。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

. フォルダランダムプレイ 
フォルダ内の曲をき動的に還曲させまず。 

①巧の演奏中に 「RPT」 ボタン （RDM ボタン）を0.日秒が上押します。 

押すたびに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されまず。 

FOLDER RDM^ -> D に C RDM 

t I 

I -解除<-1 

※フォルダ無しの CD を作成した場合、 CD 内の曲を自動的に選び演奏します。 

@表示部に "FOLDER RDM" を表示させまず。曲を自動的に選び演奏します。演奏中 
は" F ► RDM" と表示されます。 

@锅除ずるには 「RPT」 ボタン （RDM ボタン）を 0.5 秒が上を押して"解除"に切り替 
えます。 

. ディスクランダムプレイ 
ディスク内の全曲を自動的に選曲させます。 

①曲の演奏中に 「RPT」 ボタン （RDM ボタン）を0.日秒が上押します。 

押すたびに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されます。 

FOLDER RDM^ -> D に C RDM 

t I 

I -解除<-1 

※フォルダ無しの CD を作成した場合、 CD 内の曲を自動的に選び演奏します。 

@表示部に "D に C RDM" を表示させまず。曲を自動的に選び演奏します。演奏中は 
"D ► RDM" と表示されます。 

通)輔除ずるには 「RPT」 ボタン （RDM ボタン）を 0.5 秒が上押して"解除"に切り替えます。 
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•聞きたい曲を探ずとき（スキャンプレイ） 

曲の最初の10秒間だけを順香に再生する機能です。 

①曲の演奏中に 「SCAN」 ボタンを押します。 

押すたびに下記のよラに切り替わり、表示部に表示されまず。 
use SCAN も ——> 解除 
(FOLDER SCAN) 《 

※フォルダ分けされた CD の場合 

@トラック香号（巧香号）が点滅し、スキャンプしイが開始されまず。スキャンプレイ開 
始前の曲に戻るとスキャンプレイは停止します。 

@解除するには 「SCAN」 ボタンを押します。 

- C ^ アドバイス） - 

• ディスクスキャンプレイはディスク内の全曲を順番に再生します。 

• フォルダスキャンプレイはフォルダ内の全曲を順番に再生します。 


•表示部の表示を切り替えるとき 

CD 再生時、 rasp」 ボタンを押すごとに表示の切り替えができます。 
<MP3/WMA CD> 

トラック香号（曲香号）と演奏時間<~ 

丄 

フォルダネーム表示 

丄 

ファイルネーム（曲名）表示 - 

<CD-TEXT> 

トラック番号（曲香号）と演奏時間^~ 

丄 

ディスクタイトル表示 

アーティストネーム表示 

トラックタイトル（曲名）表示- 
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— I ^ アドバイスが - 

漢字、ひらがなで入力されたネームまたはタイトルは表示できません。 
ネームまたはタイトルは1回に12文字まで表示できます。 

ネームまたはタイトルが13文字が上の場合、ネームまたはタイトル表示中 
に rasp」 ボタンを 0.5 秒が上押すと、13文きが降の文字を表示します。 
CD にネームまたはタイトルが記録されていない場合は表示しません。そ 
の場合、 "NONAME " または" N0 TITLE" と表示します。 

フォルダ分けされていない MP3/WMA CD の場合、フォルダネームは 
"ROOT" と表示されまず。 


■外部機器を再生ずるとき 

参 AUX 端子について 

外部機器を接続ずるための入力端子です。 
市販のポータブルオーディオなどを AUX 端子 
に接続することができまず。 



参再生ずるとき 

市販の AUX 接続コードけ反抗なし）を使巧して、外部機器を AUX 端子に接続しまず。 
エンジンスイッチが Acc または ON のとき 「CD/AUX」 ボタンを押しまず。 

表示部に " AUX" が点灯し、外部機器を操作して再生ずることができます。 


— ( T 给 S 注意） - 

外部機器の音量が大きく設定されていると、外部機器の接続時などに予想 
が上に大音量で再生される場合があります。外部機器の接続時などはあら 
かじめ外部機器の音量を適度に設定してください。 

接続した外部機器によっては、ノイズが発生したり音が割れる場合があり 
ます。が下の操作を巧ってください。 

ノイズが発生ずる場合： 

外部機器の音量を大きくしてください。 

音が割れる場合： 

外部機器の音量をルさくしてください。 



室内装備品の使いかた 


EXIGA YA4-002001 〜007249, YA5-002001 〜013949 


4-33 






オーディオシステム 


— C ^ アドバイス） - 

. ステレオミニプラグを接続しないと、 AUX ボタンを押しても AUX モード 
になりません。 

. AUX 端子に接続するときは、03.日ステレオミニプラグを使巧してくださ 

い。 

. 外部機器の操作方法については、お手持ちの外部機器に付属の取扱説明書 
をご賣ください。 


オーデイオリモートコントロールスイツチ 


このスイッチはステアリングホイールの左側のスポークにあります。車を運転中にステア 
リングホイールから手を離さなくても、オーデイオの操作ができます。 


■ MODE (モード）スイツチ 

オーディオのモードを切り替えます。スイッチ 
を押ずごとに下記の順に切り替わりまず。 

FM -> AM 


AUX <- CD 

(外部機器接続時） 脚挿入恃） 

オーディオの表示部には選択したモードが表示 
されまず。 



— C ^ アドバイス） - 

. FM あるいは AM を選択したとき、最後に受信したバンドの周波数を表示し 
まず。 

.ナビゲーシヨン装着車は、表示されるモードが異なります。詳しくはナビ 
ゲーシヨン取扱説明書をご覧ください。 
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■ r 八 J / rVj スイツチ 
参ラジオモード選択時 

▼記憶させた放送局を呼び出ず 

「八」あるいは「 V 」スイッチを押すと記憶さ 
せた放送局を呼び出すことができまず。オー 
ディオ表示部には、選択された放送局が表示 
されます。 

▼自動的に放送局を探ず 

「八」あるいは「 V 」スイッチを 0.5 秒が上押 
すと自動的に受信可能な放送局を探します。 

探し出すと自動的に止まります。 

オーディオの表示部には、受信した放送局が 
表示されまず。 

参 CD 選択時 

「八」スイッチを押すと次の曲に飛び、「 V 」スイッチを押ずと現在の曲の先頭に飛び、再 
度スイッチを押すと前の巧に飛びまず。 

オーディオの表示部には、曲香号が表示されまず。 



■ボリュームコントロールスイッチ 

「+」スイッチを押すと音量が増大し、「一」ス 
イッチを押すと音量が減かします。 

スイッチを押し続けると音量は増減し続けま 
す。 

オーディオの表示部には、音量を示ず数字が 
表示されます。 



■ MUTE (ミュート）スイツチ 

このスイッチを押すと音が消音します。 
オーディオの表示部には、 「 MUTE 」 が表あさ 
れます。 
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室内装備 

カツプホルダー 


■フロントシート用 


センターコンソールに取り外し可能なカップ 
ホルダーがあります。 

カップホルダーを開いて使用し、使用しない 
ときは巧りたたみます。 



401に6 


スライドボタンを " UNLOCK " 側に押し、カツ 
プホルダーを取り外し、前後に移動させるこ 
とができます。 

空いたスペースはル物置きとして使巧できま 
す。 



■セカンドシート用 

アーム レストにあります。 
☆2-67 ぺージ参照 
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室内装備 


■サードシート用 



• 飲み物の出し入れは信号待ちなどの停車中に巧ってください。走行中の使 
用は思わめ事故につながるおそれがありまず。 


. ドアの開閉や走行中の振動、車の動きなどで飲み物がこぼれることがあり 
ます。熱い飲み物などはやけどのおそれがありますのでごま意ください。 
. フロントシート用カップホルダーは、飲み物を入れたまま移動しないでく 
ださい。 


ボトルホルダー 

左右のフロントドアに各1つ、リヤドアに各2つのル物入れ兼用のボトルホルダーがありま 
す。 

フ□ントドア リヤドア 
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. 飲み物の出し入れは信号待ちなどの停車中に巧ってください。走行中の使 
巧は思わめ事故につながるおそれがあります。 


• ドアの開閉や走巧中の振動、車の動きなどで飲み物がこぼれることがあり 
ます。熱い飲み物などはやけどのおそれがありますのでごま意ください。 


サンバイザー 


太陽光がまぶしいときにサンバイザーを降ろ 
しまず。 

横に回ずときはフックから外して使用します。 
運転席側にはチケットホルダーが付いていま 
す。 


■バニテイミラー 

運転席、助手席サンバイザー裏側に鏡がつい 
ていまず。 




— ( T 么を意 ) - 

走巧中は必ずバニテイミラーのフタを閉めてください。 
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ル物入れ 

■グローブボックス 

小物や書類を入れるのに使いまず。取っ手を 
引いて開けまず。また、ライティングスイッ 
チがで0ミまたは画 D のとき、照明灯がつきま 
す。（一部車種を除く） 


— CA 意） - 

走行中はグローブボックスを必ず閉めておいてください。万一の場合、開い 
たフタに体が当たるなどして思わめけがをずることがあります。 


■助手席インパネオープントレイ 

グロー ブボックス上側にありまず。 


- CA Mj - 

助手席インパネオープントレイ内に、転がりやずいものなどを入れないでく 
ださい。走巧中トレイ内のものが飛びだすなど、思わめけがをずるおそれが 
ありまず。 
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■助手席アンダートレイ 

トレイを一旦押しこみ、少し上に上げてから 
引き出して使用します。 



- し注意 J - 

•走巧するときはトレイを一番奥まで確実に戻してください。また、走巧中 
はトレイを引き出さないでください。万一の場合、トレイに体が当たった 
り、中に入れたものが飛び出して思わめけがをするおそれがありまず。 

. 重さが約 1 kg が上ある物をトレイに入れないでください。急ブレーキをか 
けたときなどにトレイが飛び出すおそれがあります。 


■オーバーへツドコンソール 

フタの後部を押すと開きます。 




401024 


— ( Ta を意 ) - 

走巧中は必ず閉めておいてください。万一の場合、フタに体が当たったり、 
中に入れたものが飛びだして思わめけがをすることがあります。また、運転 
視界のじゃまになる場合があります。 

炎天下での駐車は大変高温になりまずので、メガネやライターなどを収納し 
ないでください。 
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■マルチボックス 

セカンドシートにあります。 

アームレストのカバーを開けて使用します。 
☆2-67 ぺージ参照 



イを意 


走行中はマルチボックスを必ず閉めておいてください。万一の場合、開い 
たフタに体が当たるなど、思わめけがをすることがあります。 

上に乗ったり、重いものをのせないでください。マルチボックスが損傷し 
たり、思わめけがをずることがあります。 


■サイドポケット 

サードシートの左ちトリム側に各1つありまず。 


■ 11 イントレイ 

取っ手を引いて開けます。 




室内装備品の使いかた 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


4-41 





























室内装備 


荷室ダブルアンダーボックス 


荷室に上段•下段のボックスがあります。上段には、荷物を収納することができます。下 
段には互角停止表示板を収納することができます。 


■上段 

•使いかた 

中央のリツド（フタ）を開けます。必要に応 
じて左右のリツド（フタ）を開けます。 


サードシートを立てているときは、背当て裏 
側にあるストラップを中央のリッド（フタ）の 
裏側に固定することができます。 




— C アドバイス） - 

ストラップは外れないよラ確実に固定してくださし、。 
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室内装備 


■下段 

參使いかた 

中央のリッド（フタ）を開けます。 

な 4— 42ぺージ参照 

荷室ダブルアンダーボックス下段のカバーを開けまず。 




電源ソケッ 


エンジンスイッチが Acc または ON のとき12 V 直流電流が取り出せます。 
自動車巧電気製品の電源ソケットとしてご使巧ください。 


インストルメントパネル中央下 



カーゴルーム 内張り 
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室内装備 


- CA a M ) - 

電源ソケットから電源を取るときは、スバル純正品の使巧をお奨めしまず。 
また、自動車用電気製品は必ず12 V -1 20 W が下のものをご使巧くださし、。 
また、ご使巧の隙、下記項目をお守りください。 

• タコ足配線はしないでください。発火することがあります。 

•銀紙、硬貨などの異物を入れないでください。 

.電源ソケットにプラグが合わない（ガタがあったり、きつくて入らない） 
場合は、接触不良やプラグが抜けなくなる原因となります。ソケットに 
合ったプラグをご使用ください。 

. エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を長時間使巧 
すると、バッテリー上がりを起こすことがありますのでごミち意くださし、。 
また、走行中の使用でも不要になったら切るようにむがけてください。 


カーゴフック 


4か所取り付けてあります。 

サードシートを倒しているときに使巧できま 
す。カーゴルームネットなどを引っかけると 
きに使用します。 



— ( T 么注意 ) - 

カーゴフックを使ラときは、カーゴルームネットなど軽量物の固定、引っか 
けの巧途だけに限定してください。 

許容引っ張り荷重1^ 20 kg 
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室内装備 


買い物フック 


買い物袋などが転がらないようにするときに使用します。 

袋の底を床につけ、手さげ部分をフックに巻きつけて使ってください。 

參インストルメントパネル下側 

インストルメントバネル下側にあります。 



イを意 


買い物フックは、買い物袋など軽量物の引っかけの用途だけに限定してくだ 
さい。 


許容引っ張り荷重 2 kg 


♦運転席シート裏側 

運転席シート裏側にあります。 



— Ca a s) - 

買い物フックは、買い物袋など軽量物の引っかけの用途だけに限定してくだ 
さい。 

許容引っ張り荷重 I 3 kg 



室内装備品の使いかた 
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室内装備 


参力一3ルーム 

カーゴルーム 左側にあります。 

フックを使巧しないときは格納しておいてく 
ださい。 



— ミ主意 ） - 

買い物フックは、買い物袋など軽量物の引っかけの用途だけに限定してくだ 
さい。 

許容引っ張り荷重 I 3 kg 


•荷室ダブルアンダーボックス上段ボードの裏面 

ボード裏面に2つあります。 



— 注意 ) - 

買い物フックは、買い物袋など軽量物の引っかけの用途だけに限定してくだ 
さい。 

許容引っ張り荷重 I 2 kg 
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室内装備 


室内の照明 

■ルームランプ 

パノラミックガラスルーフ装着車はセカンドシートの天井左ちに、パノラミックガラス 
ルーフ装着車が外はセカンドシートの天井中央にありまず。 

スイッチの位置により切り替えができまず。 

ON :常に点灯します。 

DOOR : いずれかのドア（リヤゲート含む）を開けると点灯し、閉めると一定時間点打後 
消灯します。 

OFF :常に消灯します。 

パノラミックガラスルーフ装着車 パノラミックガラスルーフ装着車が外 




•オフディレイ機能 

スイッチを DOOR 位置にしているときに、下記操作を行うと一旦点灯し、徐々に消灯して 
いきます。（オフディレイ機能） 

. エンジンスイッチを ON から OFR こしたとき（キーレスアクセス装着車） 

. エンジンスイッチを Acc から1または LOCK へ操作したとき（キーレスアクセス装着車が外) 
. ドアを開けて閉めたとき 

.キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）で解錠した 
とぎ 

•車両に近づいたとき（キーレスアクセス装着車） 

また、下記操作を行ラと消灯します。 

• エンジンスイッチを Acc または ON にしたとき 

.キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）で施錠した 
とぎ 

▼オフディレイ機能のカスタマイズ 

オフディレイ機能の作動あり/作動なしの設定と消灯までの時間の設定を変更ずることが 
できます。 

☆ 1-2 ぺージ参照 
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室内装備 


C i アドバイス） - 

. 車から離れるときには消灯していることを確認してくださし、。点灯してい 
るとバッテリー上がりの原因になりまず。 

• 長時間点灯したままにしないでください。バッテリー上がりの原因になり 
ます。 


■スポットマップランプ 

スポットマップランプの外側を押すとランプ 
力 《 点灯しまず。もう一度押すと消灯しまず。ま 
た、ドアを開けたときにも点灯し、閉めると 
消灯しまず。夜間、車を止めて地図を見ると 
きなどに便利です。 


401037 

•オフディレイ機能 

下記操作を巧ラと一旦点灯し、徐々に消灯していきまず。（オフディレイ機能） 

. エンジンスイッチを ON から OFF にしたとき（キーレスアクセス装着車） 

. エンジンスイッチを八ご(：から1または1_0じ1<へ操作したとき（キーレスアクセス装着きが外） 
. ドアを約30秒間開けたままのとき 

.キーレスエントリー(キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）で解錠した 
と害 

•車両に近づいたとき（キーレスアクセス装着車） 

また、下記操作を巧ラと消灯しまず。 

• エンジンスイッチを Acc または ON にしたとき 

.キーレスエントリー(キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック）で施錠したとき 

▼オフディレイ機能のカスタマイズ 

オフディレイ機能の作動あり/作動なしの設定と消なまでの時間の設定を変更ずることが 
できまず。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

— C アドバイス） - 

. 車から離れるときには消灯していることを確認してください。点灯してい 
るとバッテリー上がりの原因になりまず。 

• 長時間点灯したままにしないでください。バッテリー上がりの原因になり 
ます。 

I . リヤゲートには連動していません。 
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■カー If ルーム ランプ 

荷室の運転席側にありまず。 

DOOR :リヤゲートを開けると点灯し、閉め 
ると消灯します。 

OFF :常に消灯します。 


_ r 面アドバイス） - 

.車から離れるときには消灯していることを確認してください。点灯してい 
るとバッテリー上がりの原因になりまず。 

• 長時間点灯したままにしないでください。バッテリー上がりの原因になり 
ます。 


■ブルーイルミネーション 

ライティングスイッチがぶ0ミまたは直 D のとき青色のイルミネーションが点灯します。 

♦フロントシートおよびセカンドシートの足元:^ 

運転席側および助手席側の足元に各1つあります。 

♦助手席インパネオープントレイ：^ 

♦才 ーバーへツ ドコン ソール 
♦ナビゲーションシステムの横 
参センタートレイ：^ 

r 面アドバイス： )-1 

イルミネーションコントロールダイヤルで明るさを調整することができま 
ず。 

☆3-17ぺージ参照 
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室内装備 


才ーバ ーへツ ド コンソール 



セカンド 
シートの足元 


401148 


時計 


エンジンスイッチが' Acc または ON のとき、時 
刻が表示されます。 



•時刻表示の合わせかた 

「+」ボタンまたは「一」ボタンを押すと、1分きざみで時刻が切り替わります。「+」ボタ 
ンを}甲すと表示時刻を進め、「一」ボタンを押ずと表示時刻を戻しまず。また、ボタンを押 
し続けると連続的に切り替わります。 


4-50 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 
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- (向アドバイスが - i 

バツテリーの接続を外すと時刻が消去されます。バツテリーを接続を、正し] 
い時刻に修正してください。 1 


インフオメーシヨンメーター 

エンジンスイッチが ON のとき、 外気温度計、 

瞬間燃費計または平巧燃費計を表示します。 



401150 


■外気温度計 

外気温度を表示します。 

表示範囲は一 30で〜50でです。 



400913 


室内装箱品の使いかた 
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室内装備 


•路面凍結警告表示 

外気温度が3でが下の場合、路面が凍結してい 
る可能性があることを巧らせるため、温度表 
示が点滅しまず。 



— C ^ アドバイス） - 

. 外気温度計は外気センサー取付部の温度を表示していまずので、実際の外 
気温度とは異なる場合があります。 

. 路面凍結警告表示は目ちでず。必ず路面状態を確認してください。 

• 走行中に路面凍結警告が表示された場合、外気温が一度日でが上に上がら 
ないと再度警告されません。 


■瞬間燃費計および平均燃費計 

エンジンスイッチが ON のとき、トリップ切り替え/トリップリセットノブを押すごとにが 
下の表示に切り替わりまず。 

瞬間燃費計 -> 平均燃費計（トリップ A ) 

t I 

I - 平均燃費計（トリップが<-1 


瞬間燃費計： 

走巧している瞬間の燃費を表示します。 
オドメーターを表示したとき、瞬間燃費を表 
巧しまず。 


イ " 

の 

•■r 

> W 

4 h 

> 

4 

ろ "' " 


■か 

■"a km /I 


401154 
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平均燃費計： 

トリップメーターをリセットしてからの平巧 
燃費を表示しまず。 

トリップメーターを表示したとき、それぞれ 
の平均燃費を表示します。 

トリップ A 、 B をリセットすると平均燃費計も 
リセツトされまず。 


401155 

— C ^ アドバイス） - 

•瞬間燃費は、低速走行時には表示されません。 

. トリップメーターをリセット後は、 1 km 走行ずるまで表示されません。 


♦平均燃費計の消しかた 

平均燃費計は、が下の方法で表示を消すことができます。 

エンジンスイッチを OFF にして、「+」ボタンを約5秒間押すと燃費表示が点滅し、表示が 
消えます。再度「+」ボタンを約日秒間押すと、表示されまず。 

—— Cft アドバイスが - 

. 走行状態や状況により燃費は変化するため、燃費情報は目安となりまず。 

そのため、表示が実際とは異なる場合がありまず。 

. 消灯中も平均燃費計の数値は積算されます。 

.バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたと I 
きは、自動的に平均燃費の表示に戻ります。 I 


n ::p’ 

Biai8 ■^■i8 km /I 
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3 寒冷地での使いかた 


冬の前の準備、点検 . 己一 2 

走行ずる前に . 己一己 

走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 

走行ずるときは . 5-7 

駐車ずるときは . 5-8 

洗車ずるときは . 己一 8 
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冬の前の準備、点検 

■冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）への交換 

雪道やま結路では、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着して走行してください。 

雪道やま結路の走行が事前に予測される場合には、あらかじめ冬用タイヤを装着しておい 
てください。 


— C ^ アドバイス） - 

. 装着についての条例は地区によって異なることがありまず。走巧する地区 
の条例にしたがってください。 

.装着のときは、下記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

-タイヤチェーンを取り付けるときに着用ずる手袋なども準備しておくこ 
とをお奨めしまず。 


■タイヤチェーンの装着 

. タイヤチェーンは、予測できない降雪や雪道に遭遇した場合などの非常用装備品でず。夕 
イヤチェーンは、前輪に装着してください。後輪にはタイヤチェーンを装着しないでく 
ださい。 

. タイヤチェーンは付属の取扱説明書にしたがって、正しく取り付けてください。 

. タイヤチェーンを装着しても路面の状況によっては極低速でスリップしたり、登坂能力 
が低下する場合があります。 

. アルミホイール装着車またはフルホイールキャップ装着車にタイヤチェーンを取り付け 
ると、アルミホイールまたはフルホイールキャップが傷つく場合がありまず。 

- 么を意 J - 

. タイヤチェーンを取り付けると前後輪の接地力のバランスが変わるため、 

後輪が滑りやずくなりまず。急発進、急ブレーキ、急八ンドルなどを避け 
て、路面の状況に合った安全な速度 （30 km / h が下）で慎重に運転してく 
ださい。 

• 乾いた路面を走行ずるとチェーンの寿命を短くしまず。できるだけ避けて 
ください。 

• 応急用スペアタイヤには、タイヤチェーンは装着できません。 

チェーン装着時に前輪がパンクしたときは、後輪タイヤをパンクした前輪 
に取り付け、後輪に応急用スペアタイヤを取り付けまず。そして前輪に夕 
イヤチェーンを装着してください。 
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冬の前の準備、点検 


タイヤチェーンを装着したらタイヤの内側の部分がブしーキ配管、サスぺ 
ンシヨン、車体などに触れていないか必ず確認してください。 

タイヤチェーン装着後はゆっくりと走行し （100 m 程度)、異音やタイヤ 
チェーンのゆるみなどを確かめてください。 


参タイヤサイズに合ったものを使用してください 

タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してください。 
市販のゴムネットチェーンでは装着できない場合があります。 
詳しくは、スバル販売店にご相談ください。 


タイヤサイズ 

スバル純正タイヤチェーン 

市販 J に 
チェーン 

スチール 
チェーン 

スプリング 

ナエーン 

サイル 
チェーン 

205/60 R 16 

装着不可 

B 3177 FG 000 

装着不可 

装着不可 

215/50 R 17 

装着不可 

B 3177 YC 000 

装着不可 

装着不可 


■エンジンオイル 

下図を参考に、外気温度に応じたエンジンオイルをご使用ください。 


参ターボま 


•ターボまが外 

で -30 -20 -10 010 20 30 40 


じ 


•C -30 -20 -10 010 20 30 40 


じ 


10 W -30, 10 W -50 


10 W -30, 10 W -50 


5 W -30, 5 W -40 


> 

> 


5 W -30, 5 W -40 


> 

> 


0 W -20 


—— し面アドバイスが - 

. ターボ車にはスバル純正エンジンオイル 5 W -30 ( SM 級）の使用をお奨め 
します。 

. ターボ車が外にはスバル純正エンジンオイル 0 W -20 ( SM 級）の使巧をお 
賀めしまず。 

☆8 — 3ページ参照 


■冷却水の点検 

冷却水の凍結を防ぐため、スバルスーパークーラントをお使いください。 
希奶タイプは、そのままお使いください。 
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冬の前の準備、点検 


■ウォッシャー液の濃度調整 

ウォッシャー液の凍結を防ぐため、ウォッシャー液容器に記載してある凍結温度を参考に、 
外気温度に応じた希釈割合 (濃度) にしてください。 

- (/h M J - 

. 外気温度と希釈割合を合わせてください。希駅割合が適切でないとウイン 
ドゥに噴射した液が凍結し、視界不良になるおそれがありまず。また、夕 
ンク内で凍結ずることがあります。 

. ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物などが入らないようにミま意してくださ 
し、。ポンプにつまるなどの作動不良を起こすおそれがありまず。 


r C ^ アドバイス） -! 

ウォッシャー液補充後は、ウォッシャータンクからウォッシャーノズル間に I 
残っている補充前の（濃度の低い）ウォッシャー液を除去するため噴射して 
ください。濃度のおいウォッシャー液が残ったままだとノズルが凍結し、 
ウオッシャー液が出なくなる場合がありまず。 


■バッテリー 

気温が下がるとバッテリーの性能が低下し、エンジン始動に支障をきたずことがありまず。 
必要に応じてバッテリー液の点検や補充をしてください。 

詳しくは別冊のメンテナンスノートをご覧ください。 

■燃料タンクの水分除去 

燃料タンク内の水分を除去するときは、スバル純正水分除去剤をお奨めしまず。 

■寒冷地用ワイパーブレードの装着 

•寒冷地用ワイパーブレードは、ブレードの金属部分への雪の付着を防ぎ、降雪期の視界 
確保ができます。 

• 寒冷地用ワイパーブレードは、お車のサイズに合ったスバル純正部品をご使用ください。 

- 注意 > ) - 

高速走行時には、通常のワイパーブレードより拭き取りにくくなることがあ 
りまず。その場合には、速度を落として走巧してください。 


(向アドバイス） - 

寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時期は、通常のワイパーブレード 
に交換してください。 
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走巧ずる前に 


走行ずる刖に 

■足廻りの点検 

車の下をのぞいて足廻り（ブレーキ廻り、ブレーキホース）に雪や氷のかたまりが付着し 
ていないか点検してください。 

雪道を走行したり、吹雪の中に駐車したときは足廻りに雪や氷が凍結し、八ンドルの切れ 
やブレーキの効きが悪くなることがあります。 

付着している雪や氷を取り除いてください。 

- 么を意 J - 

雪や氷を取り除く場合は銳利なものや硬いもので叩いたりして車を傷つけな 
いでください。 

各タイヤの内側には ABS の車速センサーを取り付けてありまず。これらに傷 
をつけないよラにとくに気をつけてください。 


■屋根の雪の除去 

走行する前に屋根に積もった雪を取り除いてください。走行中にガラス面に落下ずると、視 
界の妨げとなり危険です。 

■フロントガラス下側の雪の除去 

雪がたまっているとワイパーブレードが定位置まで戻れず、作動し続けることがあります。 
作動し続けるとワイパーが損傷ずる場合がありまずので、雪を除去してワイパーを使用し 
てくださし、。 

■ガラス面の雪や霜の除去 

プラスチックの板などを使用し、雪や霜を取り除いてください。 

Cf ^ アドバイス） - 

金属製の板を使巧ずるとガラスに傷がつくおそれがあります。 


■ドアを開けるときには 

ドアが凍結しているときに無理に開けると、ドア廻りのゴムがはがれたり、亀裂が発生ず 
ることがありまず。めるま湯をかけて氷を溶かしてから開けてください。その後、すぐに 
水分を充分拭き取ってください。 

I —— アドバイス） -1 

I ドアのキー巧にはめるま湯をかけないでください。凍結することがあります。 I 
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寒冷地での使いかた 





走巧ずる前に 


■乗るときには 

靴についた雪や氷をよく落としてください。 

ペダルを操作ずるときに滑ったり、室内の湿気が多くなってガラスが曇ることがありまず。 

■暖機運転中 

アクセルペダル、ブレーキペダルなどの操作が円滑にできるかを確認してください。 

■ワイパーなどの凍結 

ワイパー、電動リモコンミラー、パワーウインドゥなどが凍って動かない場合はスイッチを 
押し続けないでください。装置を傷めたり、バッテリー上がりを起こずおそれがありまず。 
.ワイパーブレードがガラスに凍りついたときは、めるま湯をかける力、、が下の操作を巧 
いガラスを暖めてください。無理にワイパーを作動させるとワイパーブレードのゴムが 
切れることがありまず。 

-フロントガラスは、エアコンの吹き出し口を部？（デフロスター)にする力、、フロント 
ワイパーデアイサー（フロントワイパーデアイサー装着車）を使巧してください。 
-リヤガラスは、リヤウインドゥデフ ォッ ガーを使用してください。 

な 3— 14、 3— 15ぺージ参照 

-- 

.降雪時、寒冷時には、フロントおよびリヤガラスが暖まるまでウォッ 
シャー液を使用しないでください。 

ウォッシャー液がガラスに凍りつき視界不良を起こずおそれがあります。 

.降雪時、寒冷時には、ウォッシャー液を外気温度に合わせた濃度にしてく 
ださい。濃度がうずいと液がタンク内で凍りつくことがありまず。 

☆己一4ぺージ参照 
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走行するとき、駐車するとき、洗車ずるとき 

走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 

走行するときは 

■控えめな運転をむがけてください 

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着していても、急発進、急加速、急ブレーキ、急 
八ンドルは避けてください。 

エンジンブレーキを使って速度をコントロールずるようにむがけてください。なお、滑り 
やずい路面ではシフトダウンによる急激なエンジンブレーキを避けてください。タイヤが 
スリップずるおそれがありまず。 

☆1-22ぺージ参照 

1—— C アドバイス） - 

I 雪道や凍結路など滑りやすい道では、2速ギヤでの発進をお巽めしまず。 

セレクトレバーをマニュアルモードの2速にします。 

☆3-50 ぺージ参照 


■ブレーキの効きを点検してください 

ブレーキに雪や氷が付着して劾きが悪くなることがあります。 

走行を開始するとき、車や道路の状況に注意してブレーキの劾きを確認してください。 
効きが悪い場合には、回復するまでブレーキを軽く踏み続けてください。 

ブレーキの効きが回復しないときはブレーキの異常が考えられまずので、直ちにスバル販 
売店で点検を受けてください。 

■八ンドルの切れを点検してください 

走行中、足廻りに雪が付着ずると八ンドルの切れが悪くなることがありまず。ときどき車 
を止め、足廻りを確認し、取り除いてください。 

☆5 — 5ぺージ参照 

■へッドランプを点検してください 

へッドランプが汚れていると正常に照らせませんので、汚れを拭き取ってください。 

HID へッドランプ装着車は、 HID ランプの発熱量が少ないため雪が溶けにくい場合がありま 
す。雪を落として走行してください。 

■積雪などにより、ワイパーが途中で止まったとき 

車を安全な場所に停めてワイパースイッチを OFF 、 エンジンスイッチを Acc または LOCK 
にし、ワイパーが作動できるように積雪などの障害物を取除いてください。 



寒冷地での使いかた 
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走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 


駐車ずるときは 


■ブレーキの凍結に気をつけてください 

駐車ブ しー キをかけておくと、駐車ブ レー キがま結することがあります。 

次の要領で駐車してください。 

. セレクトレバーを回に入れます。 

• 輪止めをしまず。 

■ボンネット側を風下に 

風の当たる部分は、予想が上に低温となります。バッテリー上がりを防ぐためにもボンネッ 
卜側を風下に向けて駐車してください。 

■屋外に駐車ずるときは、ワイパーアームを立てておいてください 

ワイバーブレードがガラスにまりつくことを防ぎます。 


洗車ずるときは 


■凍結防止剤を散布した道路を走ったとき 

早めに洗車してください。洗車するときは下廻りと足廻りも充分に洗ってください。 

放置すると糧の原因となります。 

■洗まのしかた 

☆6- 10ぺージ参照 

■洗車後の注意 

洗車後、ボディ廻りの水分をよく拭き取ってください。とくにドア廻りはま結しやすいと 
ころです。 

また、ブレーキもま結することがありますので、後続車や道路の状況にま意して効きを確 
認してください。 

☆6- 10ぺージ参照 
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6 日常点検•車の手入れ 

曰常点検 

バッテリー液量の点検 . 6-4 

ウォッシ 1^—; イタ量の点検 . 6-4 

タイヤおよびホイール . 6- 5 

車の手入れ 

日常の手入れ . 6-9 

外装の手入れ . 6-10 

内装の手入れ . 6-12 

タイヤ*ホイールの交換 . 6-14 

ワイパーブレードの交換 . 6-17 

バルブ（電球）の交換 . 6-21 

ヒューズの点検•交換 . 6-37 

エアフイルターの交換 . 6-44 

リモコンキーの電池交換 . 6-46 

アクセスキーの電池交換 . 6-47 
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エンジンオイルレベルゲージ… 8 — 3 — 

冷却水ミち入口…7-27、 8-4 - 

冷却水リザーパ'-タンク… 7-27 —— 

エンジンオイルま入口… 8-3 - 

ヒューズボックス… 6 — 37 - 

ウインドウウォッシャータンク…6 — 4 
バツテリ-… 7-29 - 


日常点検•車の手入れ 








日常点検 


バッテリー液量の点検 


■バッテリーの液量はときどき点検して 

パ'ッテリーの液量が下限 （LOWER LEVEL ) L ソ下になったまま使巧または充電すると、バッ 
テリーが爆発するおそれがあります。バッテリーの液量はときどき点検し、少ないときは 
上限 （UPPER LEVEL ) まで補充してください。 


ウォッシャー液量の点検 


運転前にウォッシャー液の量を点検してくだ 
さい。 

ボンネットを開けると、向かってち側のへッ 
ドランプ後ろに給水口があります。タンクは 
フロントとリヤの共用になっています。 


キャップを外し、キャップに付いているレべ 
ルゲージで液量を点検します。 

レベルゲージ下部の巧（レベル）に液量の膜 
が付着していることを確認してください。 
付着していない場合、ウォッシャー液をレべ 
ルゲージの Hi の位置、あるいは注入口の FULL 
位置まで補給してください。 


補給するときは、注入□の FULL 位置が上 
ウォッシャー液を入れないでください。 
( FULL 位置は、注水ホースのほぼ中央にあり、 
エンジン側に記載されています。タンクの脇 
から確認するか、注水□を骗き込んで確認し 
てください。） 



盈 


Hi 

Low 

300172 
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日常点検 


— ( T 逆^を意 ) - 

•降雪時、寒冷時には、フロントおよびリヤガラスが暖まるまでウォッ 
シャー液を使巧しないでください。 

ウォッシャー液がガラスに凍りつき視界不良を起こずおそれがありまず。 
な4-6、 4- 10ぺージ参照 

.降雪時、寒冷時には、ウォッシャー液は外気温度に合わせた濃度にしてく 
ださい。濃度がうすいと液がタンク内で凍りつくことがあります。 

☆5 — 4ぺージ参照 

.ウォッシヤー液注入時、ゴミ、異物などが入らないよう注意してくださし、。 
ポンプにつまるなどの作動不良を起こずおそれがあります。 


タイヤおよびホイール 

■タイヤの点検 

タイヤに大きな傷がないか、くぎがささったり石が曠み込んでいないかを日常的に点検し 

てくださし、。 

タイヤが異常に摩耗していないかも併せて点検してください。 

タイヤの損傷や異常摩耗が見つかったらスバル販売店にご相談ください。 

- C A M J - 

. 縁石にぶつかったときや荒れた路面を走巧したときの衝撃でタイヤやホ 
イールが目に見えない損傷を受けることがあります。このような損傷は後 
にならないとわかりません。縁石に乗り上げないようにむがけてくださ 
い。やむを得ず緑石に乗り上げる際はゆっくりと、直角に乗り上げるよラ 
にしてください。また、駐車するときはタイヤが縁石に押しつけられてい 
ないか確認してください。 

• 走巧中いつもと違う振動を感じたり、車両の直進性が悪いよラであれば、 

いずれかのタイヤおよびホイールが損傷を受けている可能性がありまず。 

お近くのスバル販売店まで安全を確かめながら走行して点検を受けてく 
ださい。 



日常点検•車の手入れ 
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日常点検 


■タイヤ空気圧と摩耗 

タイヤの空気圧を適正に保つことは、タイヤの寿命を延ばすだけでなく走行性能の点で非 
常に重要でず。スペアタイヤを含むタイヤの空気圧は、最おでも月に1回は燃料楠給などの 
際に点検し正しく調整してください。また、長距離走行の前にも必ず点検してください。 


空気圧の点検は、タイヤが冷えているときに 
実施してください。空気圧ゲージを使巧し、夕 
イヤ空気圧ラベルに記載されている指定値ど 
おりに調整してください。 

タイヤ空気圧ラベルは運転席側のドアを開け 
たボディ側に貼られています。 



タイヤは、わずかな距離を走っただけでも暖まり、空気圧は上昇します。また、タイヤの空 
気圧は気温の影響も受けますので、空気圧の点検は屋外で運転開始前に巧ラのが最良です。 
タイヤが暖まっていると、タイヤの中の空気が膨張するために空気圧は高くなるので誤っ 
て空気圧を下げないでください。 


— 么を意 j - 

. タイヤの空気圧は見ためではわかりヴらいため、必ず空気圧ゲージで点検 
してくださし、。 

.タイヤが暖まっているときは約30 kPa (0.3 kgf / cm ^) 空気圧が高くな 
ります。 

.タイヤが冷えているときとは、車を3時間が上駐車しておく力、、走行距離 
カリ km が下の状態を意味します。 


タイヤ空気圧が適正でないと、操縦性能や乗りむ地を悪化させるとともに、タイヤの偏摩 
耗や異常摩耗の原因となりまず。 

. 空気圧が適正である場合… 

タイヤの接地面が均一に摩耗。 

路面との接地性が良く八ンドル操作が正確 
になりまず。 

車輪の抵抗が減るため燃料消費量が減少し 
ます。 
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日常点検 


空気圧が不足している場合… 

タイヤの接地面の端部が摩耗。 

車輪の抵抗が増えるため燃料消費量が増加 
します。 



空気圧が過大な場合… 

タイヤ接地面の中央部が摩耗。 

車の乗りむ地が悪くなります。 

タイヤが路面の凹凸の影響を受けやずくな 
り、車両故障の原因になります。 



空気圧が低い状態で高速走行するとタイヤは極端に変形し、タイヤ自体の温 
度が急激に高くなります。タイヤ温度の急激な上昇は、タイヤの接地面にセ 
パレーシヨン（剥離現象）が生じ、タイヤの破裂を引き起こす原因になりま 
ず。その結果、車両のコントロールを失い、事故につながるおそれがあります。 


■ホイールバランス 


しばらく使用ずるとタイヤの摩耗 


新車時、各ホイールのバランスは調整してありまずが、 

とともにホイールバランスが狂ってきます。 

ホイールバランスが適正でないと、特定の速度域で八ンドルがル刻みに振動したり、直進 
性が悪くなったりするばかりか、ステアリング系統やサスペンションの故障およびタイヤ 
の異常摩耗などの原因となります。ホイールバランスの狂いによる振動を感じたら、スバ 
ル販売店でホイールバランスを点検-調整してください。 

タイヤの修理をした隙、またはタイヤを交換した隙もホイールバランスの調整をしてくだ 
さい。 



日常点検•車の手入れ 
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日常点検 


■ホイールアライメント 

ホイールアライメントとは車の安定性を保つために設定されている、路面や車体にがする 
タイヤの角度です。タイヤを縁石に強くぶつけたりするとホイールアライメントが狂い、車 
の安定性が損なわれたりタイヤが異常に摩耗したりすることがあります。 

タイヤを縁石などに強くぶつけたりした場合は、スバル販売店でホイールアライメントの 
チェックを行ってください。 


■ウェアインジケーター 

タイヤには、ウェアインジケーター（摩耗表 
示）がついています。タイヤの接地面の溝の 
深さが 1.6 mm が下になると現れます。 
タイヤの接地面にウェアインジケーターが現 
れたときにはタイヤを交換してください。 

(1) 新品タイヤ 

(2) 摩耗したタイヤ 

(3) ウェアインジケーター 





ウ エア インジケーターが現れたら、 タイヤの摩耗が限度が上になっています。 
すぐにタイヤを交換してください。 


ウェアインジケーターが現れたままで雨天の高速走行をずると、八イドロプ 
レーニング現象*を起こしやすく、その結果車両のコントロールを失い、事 
故につながるおそれがあります。 

本水のたまった道路を高速で走巧すると、タイヤと路面の間に水が入り込 
み、タイヤが路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキが劾かなくなる 
現象 


— 注意 ) - 

安全のため、タイヤの接地面を定期的に点検し、ウェアインジケーターが現 
れる前に新品と交換ずるよラむがけてください。 
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車の手入れ 


車の手入れ 

日常の手入れ 

■手入れのしかた 

下記のような場所を走行した後や、塗装面に異物が付着した場合は、必ず洗車してくださし、。 
また、飛び石などにより、塗装面に傷がある場合、請の原因となりますので早めに補修し 
てくださし、。 

.凍結防止剤を散布した道路や海岸地帯、めかるみ、砂地、砂利道を走行した後は、續の 
原因となりまずので車体の下廻り、足廻りを念入りに洗ってください。 

. コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、樹液などがついたとき。 

■保管のしかた 

車の保管、長期間の駐車には次のよラな場所をお契めしまず。 

• 直射日光が当たらない風通しのよい場所。 

. 鉄道線路わきや農薬などの化学薬品が飛散する場所、木のそばを避けまず。 

. いたずらされにくい場巧。 

[ (面アドバイス） -1 

.ラフロードなどを走行し、泥や砂が床下部に付着したままで放置すると、 I 
鐘の原因となります。ラフロードなどの走行後には、床下部を洗車し堆積 I 
したミ尼や砂を洗い流してください。なお、洗車ずる場合は先の尖ったもの I 
や鋭利なものを使わないでください。ブレーキホースや配線などに傷をつ I 
けるおそれがありまず。 

.夏期の屋外に車を止めるとき内温度が非常に高くなります。可燃物（ライ 
ターやスプレー宙など）は置かないでください。また、インストルゾント 
パネルの上、シートの上にゴム類を置かないでください。変色することが 
I あります。 

I •長期間車を使巧しない場合には、駐車ブレーキをかけずに次の要領で駐車 I 
してください。 I 

-セレクトレバーを回に入れまず。 

—輪止めをしまず。 

また、ワイパーを立てても'いてください。ブレード（ゴム）のくせ付きや 
ミちれの付着を防止できまず。 

. ボディカバーについて、下記の点をお守りください。 

-スバル純正品の中から車に合ったものを選んでください。 

-ときどき水洗いして砂ぼこりなどを洗い流してください。 

-風で飛ばされないようにしっかりかけてください。 

一雨の後はボディカバーを外し、車とボディカバーを乾かしてください。 

-ワイパーは立てないでください。 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


外装の手入れ 


■洗まのしかた 

• 水を充分かけながら洗車します。 

. ボディは柔らかいスポンジやセーム皮を使って洗いまず。 

•足廻り、フェンダー内側、下廻りなどを洗ラときはゴム手袋を着用し、八ンドブラシな 
どを使って洗います。泥や砂などをよく落としてください。 

• 拭き残しがないようにきれいに水を拭き取ります。 

. 汚れがひどいところは中性洗剤で洗い、さらに水で完全に洗い落とします。 

- (A M J - 

. エンジンルーム内には直接水をかけないでください。エンジン始動不良や 
エンジン不調、電気部品、配線部、パワーステアリングの故障、ブレーキ 
の効き不良などの原因につながるおそれがありまず。 

• 足廻り、フェンダー内側下廻りまたはバンパーなどの突起物を洗ラとき 
は、手などにけがをしないよラにま意してください。 

•洗車後は、ブレーキの効きが悪くなることがあります。後続車にミち意しな 
がらブレーキの劾き具合を確かめてください。 


---( ^ アドバイス） - 

. ターボ車において、ボンネットのエアインテークグリルには水をかけない 
でください。 

. アルミホイールはセーム皮、スポンジなど柔らかいもので洗いまず。 

ミちれがひどいときは、中性洗剤を使って洗い、ワックスがけをしてくださ 
い。 

. ドアガラスまわりに勢いの強い水をかけると、ドアガラスの内側に水滴が 
付着することがありまず。 


•自動洗車機を使ラとき 

. ドアミラーを格納してください。 

. リヤスポイラー装着車を洗車ずる場合、上面ブラシや エア ブローダクトを使用しないで 
ください。上面ブラシや エア ブローダクトがリヤスポイラーに引っかかり、リヤスポイ 
ラーを損傷ずることがあります。 

• 自動洗車機の種類によっては、ブラシが引っかかりリヤワイパーを損傷させるおそれが 
あります。洗車前に自動洗車機の使いかたをよく確認し、リヤワイパーを損傷させるお 
それがある場合はリヤワイパーをガムテープで固定してください。係員がいる洗き場で 
は、係員の指示に従ってください。 

• マイカ塗装車はすり傷が目立ちやすいので、スポンジやセーム皮での手洗いをお奨めし 
ます。 
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車の手入れ 


♦高圧洗ま機を使ラとき 

. 洗車ノズルと車体との距離を充分離してください。 （30 cm が上） 

. 同じ場所を連続して洗浄しないでください。 

. ミちれが落ちにくい場合は手洗いしてください。洗車機から噴射される温水は機種によっ 
ては高温•高圧のものがあるので、モールなど樹脂部分の変形、損傷や車内に水が入る 
ことがありまず。 

. ターボ車において、ボンネットのエアインテークグリルに洗車ノズルを近づけないでく 
ださい。インタークーラーのフィンが曲がることがあります。 

■ワックスのかけかた 

洗車のあと、ボディの温度が体温が下のときワックスがけをします。 

—— 广^アドバィス） - 

お使いになるワックス、コンパウンドの使用上のミち意をよく読んでから使用 
してください。 I 


■バンパー塗装面のお手入れ 

バンパーの塗装面を末永くきれいな状態でお乗りいただくために、が下の様な日常のイン 
テナンス方法をお奨めします。 

①中性洗剤を用いてバンパーに付着したミちれをよく洗い落としてください。 

@塗装表面に汚れが付着した状態で長期間放置ずると、ミちれが表面に固着して落ちにくく 
なりますので、こまめな洗車を行ってください。（少なくとも月に1回程度を目安とし、 
ミちれが目立ってきたらその都度洗車してください。） 

感洗車をしてもバンパーの;'ちれが落ちきらない場合は、微粒子コンパウンド、またはコン 
パウンド入りワックス（推奨品；サンジェット200 0) を巧いてのお手入れを行ってくだ 
さい。 

感最後にワックス仕上げを巧ってください。 

C ^ ァドバィス） - 

酸性雨に注意 

バンパーに限らず、雨（酸性雨）が降ったときは、出来る限り塗膜上の水分 
が蒸発ずる前の洗車をお奨めしまず。そのままの状態で時間が経過すると、 

塗膜が酸で侵される事がありまず。その他、鳥のふん•虫•花粉•樹液など 
の付着は、放置されると塗膜を侵す原因となりますので早めに洗い落として 
ください。 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


■ガラスの手入れ 

油膜などがガラスについてワイパーの拭き残しが出たときは、ガラス洗浄剤を使ってきれ 
いに落としてください。 

ガラス洗浄剤はスバル純正品を使用してください。 

- 么を意 J - 

フロントガラスにワックスが付かないようミま意してください。ガラスに被膜、 

ミ由膜が付着していると、ワイパーの拭き取りが悪くなります。また、夜間の 
雨降りでは、対向車のへッドライトでガラスが乱反射して見えにく くなり、 

大変危険です。このようなときは、ミ由膜落とし専巧のガラス洗浄剤で除去し 
てくださし、。 


— 一 しアドバイス ) -1 

.フロントガラスにワックスが付着したり、窓ガラス用撥水剤を使巧ずる I 
と、ワイパーのビビリの原因になりまず。 

. リヤガラス（電熱線）を車内からおくときは、ガラス洗浄剤を使わず、柔 
らかい布などで軽く、電熱線に沿って拭いてください。洗浄剤を使ラと、 
リヤウインドウデフオッガーの電熱線が損傷ずることがありまず。 


内装の手入れ 


①力ークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除きます。 

@水またはめるま湯を含ませた布で軽く拭き取ります。ミちれがひどいときは中性洗剤の水 
溶液を柔らかい布に軽く含ませて、ミちれを落とします。 

飲食物などをこぼしたときは、ずぐに汚れを落としてください。 

@直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾燥させます。 



. シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤を絶 
巧に使用しないでください。シートベルトの強度がお下し、衝突などのと 
き充分な効果を発揮せず、重大な傷害を受けるおそれがありまず。清掃す 
るときは中性洗剤かめるま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使巧しな 
いでください。 

• 室内の清掃などで車内にかをかけないでください。 

オーディオ類やフロアカーぺット下の電気部品などに水がかかると火災 
や故障の原因になるおそれがありまず。 
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車の手入れ 


C ^ アドバイス） - 

•内装の手入れをずるときは、ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸、ま 
たはアルカリ性の溶剤は使用しないでください。変色やシミの原因になり 
ます。また、各種クリーナー類には、これらの成分が含まれているおそれ 
がありまずのでよく確認のうえ使用してください。 

. 液体芳香剤をこぼさないようにミ主意してください。含まれる成分によって 
は変色やシミ、塗装はがれの原因になるおそれがあります。 


■本革内装の手入れ 

ミちれ落としには、ウール用中性洗剤を日％濃度にラずめた液を柔らかい布に軽く含ませて拭 
いてください。 

残った洗剤分は、真水を含ませた柔らかい布でよく落としてください。 

. 乾燥は直射日光を避け、風通しのよい日陰で巧ってください。 

.ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤は変色、シミなどの原因になりまずので使巧しない 
でください。 

. 本革内装表面に;'由汚れなどがつくとカビやシミなどの原因になりまず。早めに落として 
ください。 

.本革内装表面を直射日光に長時間さらずと、変質、縮みの原因になります。駐車すると 
きは、日よけにむがけてください。 

• 夏期などにビニール類を本革内装の上に置かないでください。室内が高温になるとビ 
ニールが変質して本革内装に付着ずることがあります。 


■その他の手入れ 


.エアコン操作部、メーター、インフオメーシヨン X - 夕一、才ーデイオ操作部、インス 
トルゾントパネル、カップホルダー、スイッチなどのプラスチック部品を清掃ずるとき 
は、めれた柔らかい布を使用してください。 

きれいで柔らかい布を水あるいはめるま湯に這し、ミちれを軽く拭き取ります。 

• 〈ナビゲー シヨ ン装着車> 

画面がミちれたときは、シリコンクロスか柔らかい布でからぶきしてください。ミちれがひ 
どいときは、中性のクリーナーを一旦巧に付けてからミちれを落とし、その後洗剤を拭き 
取ってください。スプレー式のクリーナーなどを直接画面にかけると、画面の構成部品 
に損傷を与えるおそれがありまず。また、硬い布で拭いたり、シンナーやアルコールな 
どの揮発性のもので拭くと、傷がついたり文字が消えることがあります。 
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車の手入れ 


タイヤ • ホイールの交換 


■回転方向指定タイヤ 

回転方向が指定されているタイヤには回転 
マークが表示されていまず。タイヤを取り付 
けるときには回転方向マークを前進方向に合 
わせてください。左右を入れ替えないでくだ 
さい。 



■タイヤの位置交換（タイヤローテーション） 

タイヤの摩耗は、各タイヤごとで異なります。タイヤの寿命を延ばずには、タイヤの摩耗 
を均一にする必要があります。日，000 km ごとに前後のタイヤの位置交換を巧ラことが最善 
でず。 

回転方向指定タイヤの場合 回転方向指定タイヤ 1 J 4 外の場合 



700400 


700401 
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車の手入れ 


— C ^ アドバイス） - 

.タイヤの位置交換をずる際は、タイヤの偏摩耗や損傷を確認し、必要に応 
じてタイヤを交換してください。 

タイヤの位置交換後、タイヤ空気圧を調整しホイールナツトの締め付けを 
確認してください。 

約1，000 km 走行後にホイールナツトの締め付け具合を点検してくださ 
い。いずれかのナツトがゆるんでいるよラであれば締め付け直してくださ 
い。 

•前輪と後輪ではタイヤの空気圧が異なりまず。タイヤの位置交換後は、必 
ず空気圧を調整してください。 


■取り付け向き指定タイヤ 

取り付け向きが指定されているタイヤには 、 INSIDE (内側）マーク、 OUTSIDE (外側) 
マークが表示されていまず。 

タイヤをホイールに取り付けるときには、 OUTSIDE マークが車両外側から見えるように取 
り付けてください。 

■タイヤの交換 

ホイールおよびタイヤは単なる付属品ではなく、設計上でも大変重要な役割を果たしてい 
ます。 

お車には、走巧性能と乗りむ地と寿命をバランスさせた、車の性格に最も合ったタイヤカ 《 
標準装備として取り付けられています。タイヤを交換ずる際は、タイヤ空気圧ラベルに指 
定されているタイヤを使巧してください。 

タイヤを交換ずるときは、下記事項をお守りください。 

• 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同一 木 一力一、同一銘柄および同ートレッドパ 
ターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

. 著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

• 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使巧しないでください。 

. タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 



. 4輪のラち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系の損傷や 
最悪の場合、火災につながるおそれがあり危険です。また、操縦性•ブ 
しーキ性能を危険なものにし、事故につながる可能性がありまずので、下 
記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

次ぺージへ=> 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


与前ページより 


-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-応急用スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着して 
ください。 

なお、冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着ずるときも同様でず。 

. ラジアルタイヤが外は装着しないでください。操縦性を危険なものにし、 
事故につながるおそれがあります。 


• VDC 装着まのタイヤ交換 

VDC の正確な作動のために、4輪とも摩耗度合いの等しいタイヤを装着してください。必 
ず4輪同時にタイヤを交換してください。 

■ホイールの交換 

. ホイールを交換するときは、必ず指定サイズで同一種類のホイールを取り付けてくださ 

い。 

. ホイールの サイズは サービスデータを ご覧ください。 

☆8-6 ぺージ参照 



仕様違いのホイールを装着しないでください。ホイールがブレーキに接触し 
たり、タイヤと車体とのずき間が変わることで操脈時にタイヤが車体に接触 
し、車両のコントロールができなくなり、事故につながるおそれがあります。 


- し向アドバイス ) - 

.ホイールは、リムサイズやオフセットが同じでも、他の車の物は使えない 
場合があります。お手持ちの物をご使用になるときは、スバル販売店にご 
相談ください。 

. アルミホイールには荷重制限がありますので、交換ずるときはスバル販売 I 
店にご相談ください。 

• タイヤやホイールを交換したときは、ホイールバランスを確実にとってく 
ださい。 
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車の手入れ 


ワイパーブレードの交換 

■ワイパー本体の交換 

•フロント 

①ワイパーアームについているツメを持ち上 
げてください。 



②ワイパーブしードを矢印の方向にずらしな 
がら引いて外してください。 



③ワイ パーアーム に新品のワイ パー ブレード 
を取り付けてください。 

このとき、ブレードのフックが確実に固定 
されていることを確認してください。 



次ページへづ 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


马前ページより 


淨手を添えながらワイパーアームを元の位置に戻してください。 


•リャ 

①ワイ パーアーム を 起こし、 ワイ パー ブ レー 
ドを反時計回りに回してください。 



@ワイパーアームを手で支えながら、ワイ 
パーブしードを手前に引き、取り外してく 
ださい。 



感ワイパーアームに、新品のワイパーブレードを取り外しの逆手順で取り付けます。手を 
添えながらワイパーアームを元の位置に戻してください。 
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車の手入れ 


■ブレードラバーの 交換方法 
参フロント 

①古ぃブレードラバーを引き巧きます。図の 
よラに凸部分をつまんで引き巧ぃてくださ 
い。 




( D 新しいブレードラバーを挿入します。この 
とき、ラバーの溝を間違えないように挿入 
してくださし、。 



( D ブレードラバー先端のストッパーにブレー 
ドのツメを確実に挿入してください。 
適切に挿入されていないとガラス面に傷を 
つけるおそれがあります。 


ツメ ストッパー 



@確実に装着されているか、確認してからワイパーを作動させてください。 
適切に装着されていないと、ガラス表面に傷をつけるおそれがあります。 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


•リヤ 

①ブレードラバー端部をワイパーブレードカ’ 
ら外してください。 


②ワイバーブしードのツメ部からブレードラ 
パ'-を引き巧いてください。 


⑤ワイバーブレードに新品のワイバーブレードラバーを挿入してください。このとき、ブ 
しードラバーの溝部にワイパーブレードのツメ部が挿入されていることを確認してから 
ワイパーを作動させてください。適切に装着されていないと、ガラス面に傷をつけるお 
それがあります。 

- C 0 アドバイス - 

. ワイパーブレード本体およびブレードラバーはスバル純正品をご使巧くだ 
さい。純正品が外を使用すると、適切に装着できない場合があります。 

. ブレードラバーは交換部品でず。傷んだままのブレードラバーを使い続け 
るとガラスに傷をつけるおそれがあります。払拭性能が落ちてきたり、ス 
ジつきが目立つようになったら早めに交換してください。 

. ブレードラバーの寸法は下記のとおりです。 

フロント 

運転席側： 600 mm 
助手席側： 450 mm 
リヤ ： 350 mm 

.起こしたワイパーを戻すときは、手を添えながら、ゆっくりとウインドウ 
ガラス面へ戻してください。スプリングの力だけで離れた位置から戻すと 
ワイパーアームの変形や、フロントガラスに傷がつくことがあります。 
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車の手入れ 


バルブ（電球）の交換 


名称/容量（ワット数）/形式 


ルームランプ /12 V -5 W / W 5 W - 

スポットマップランプ/1 2 V -8 W / 巧形 
ルームランプ /12 V -8 W / 巧形一 I 



前照灯（ヘッドランプ）-1 

八ロゲン装備車/ 12 V -60/55 W / H 4 ( HB 2) 

HID 装備き/1 2 V -35 W / D 2 R 

前部霧な（フロントフォグランプ）- 

/12 V -51 W/H 己4 

前面方向指示灯ま非常点滅表示灯- 

/12 V -21 W / WY 21 W 

車幅灯（ポジシヨンランプ）- 

/12 V -5 W / W 5 W 

側面方向指示灯ま非常点滅表お灯*^1- 

側面方向指示器ま非常点滅表示灯*^ 2 - 

力ーテシーランプ/ 12 V -5 W / 舟■形-- 

XI バルブ交換時はランプと一体型のため ASSY 交換になります。 

X 2 ドアミラーの側面方向指示灯兼非常点滅表示灯は LED タイプとなっております。 
交換はスバル販売店にご相談ください。 
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日常点検•車の手入れ 




車の手入れ 


名称/容量（ワット数）/形式 



^八イマウントストップランプは LED タイプとなっておりまず。交換はスバル販売店にご 
相談ください。 
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車の手入れ 



. HID へッドランプは高電圧を使用しています。不適切な取り扱いや分輔を 
巧ラと、感電するおそれがあります。 HID ヘッドランプのバルブ交換はス 
ノ くル販売店にご依頼ください。 


•電球を交換ずるときは、各ランプを消灯させ、電球が冷えてから交換して 
ください。やけどをするおそれがありまず。 


— し造^を意 j - 

• 定められたワット数のものと交換してください。大きなワット数のものに 
交換ずると、車両火災の原因につながるおそれがあります。 

.八ロゲンバルブはガラス球内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつ 
けたり、傷をつけたりすると損傷してガラスが飛び散ることがありまず。 
取り扱いには充分に注意してください。 

. 八ロゲンバルブの電球の表面に手などが触れないようにしてください。使 
用時電球が高温になるため、油などが付着すると寿命が短くなりまず。触 
れた場合は、中性洗剤のラずい水溶液を柔らかい布に含ませてよく拭き 
取ってください。 


- C 0 アドバイス） -! 

•電球が点灯しない場合、ヒューズが切れていることがありまず。ヒューズ I 
の点検も巧ってください。 I 

☆6-37 ぺージ参照 

.ヘッドランプ、制動灯などのランプは、雨天走行や洗きなどの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に量ることがあります。これはランプ内部と外気 
の温度差による空気中の水分が付着ずるもので、雨天時などに窓ガラスが 
量るのと同様の現象であり、機能上の問題はありません。 

I ただし、レンズ内面に大粒の水滴がついているときや、ランプ内に水がた 
まっているときは、スバル販売店にご相談ください。 

• 電球を交換ずるときに、部品の破摸などがむ配なちはスバル販売店にご相 
談ください。 

. 取り外した部品をなくさないようにして、元どおりに取り付けてくださ 
い。電球のソケットなどが確実に取り付けられていないと、水が入る原因 
になりまず。 

•電球を交換したときは、点灯、消灯、点滅を確かめてください。 

. へッドランプを交換したときは法律で定められた光軸調整が必要となり 
まず。スバル販売店にご相談ください。 

. ランプ本体をネジで締め付けるとき、締め過ぎてランプ本体を割らないよ 
うに気をつけてください。_ 
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車の手入れ 


■前照な（八ロゲン装備車) 


運転席側の電球を交換するときは、エアイン 


テークダクトを外してから、作業してくださ 

し、0 


助手席側の電球を交換するときは、ウォッ 
シヤータンクのクリップを外し、を入□を倒 
して作業してください。 


① コネクターの 左右を押しながら、 コネク 
夕一を巧きます。 
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車の手入れ 


■ ま幅な、前面方向指示灯兼非常点滅な、前部霧な(フロントフォグランプ)の交換 
•準備 

① エンジンをかけ、交換する電球の側と反対側に八ンドルをいっぱいに回します。 

② エンジンを停止します。 

⑤フェンダー内張りのクリップ巧本）を外し 

ます。 




— C ^ アドバイス） - 

. クリップはが下の手順で取り外しまず。 


タイプ A 

①プラスドライバーでク 
リツプ中央部を反時計回 
りに回しまず。 

@クリツプ中央部が飛びで 
てきたらクリツプ全体を 
引っ張り、外します。 
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車の手入れ 


クリップを取り付けるとき 
は、外した状態のまま差し込 
み、クリップ中央部を押し込 
みます。 


タイプ B 

① マイナスドライバーでク 
リツプ中央部を引き出し 
ます。 

② クリツプ中央部が飛びで 
てきたらクリツプ全体を 
引っ張り、外します。 


クリップを取り付けるとき 
は、外した状態のまま差し込 
み、クリップ中央部を押し込 
みます。 




t 






次ぺージへ=> 



日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


马前ページより 



•ま幅な 



— (向アドバイス） - 

作業しづらいときは、前面方向指示な兼非常点滅表示灯のコネクターを外し 
て作業してください。 


•前面方向指示灯兼非常点滅表示灯 

①コネクターを外します。 
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車の手入れ 


@ソケットを反時計回りに回し、ソケットを 
引き振きます。 


感電球をソケットから引き振きます。 



参前部霧灯（フロントフォグランプ） 

①コネクターを外します。 


@運転席側の電球を交換する場合は時計回り 
に、助手席側の電球を交換する場合は反時 
計回りにソケットを回し、ソケットを取り 
外します。 






日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


■側面方向指示灯兼非常点滅表示灯 


①車両の前方に向かってランプを押し、ラン 
プを車両から取り外します。 



②ソケットからコネクターを引き巧き ます。 

r -C 0 アドバイス； - 

側面方向指示灯兼非常点滅表示灯は一体式となっています。分解はできま 
せんので、ランプー体で交換してください。 


■後退な 

①リヤゲート裏の内張りにマイナスドライ 
バーを 差し込み、 カバーを 取り外しまず。 



@ソケットを反時計回りに回し、ソケットを 
引き抜きまず。 
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車の手入れ 


③ソケットから電球を引きあきます。 


お 




■尾な兼制動な、後面方向指示な兼非常点滅表示な 

①ネジを2本外します。 



②ランプ本体を後ろに引き、取り外します。 




日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


感ソケットを反時計回りに回し、ソケットを 
取り外しまず。 


④ソケットから電球を引き抜きます。 

■香号表示な（ライセンスランプ） 

①助手席側の香号表示灯はカバーをちに押し 
てから引き出して、ランプ本体を取り外し 
ます。 

運転席側の香号表示灯はカバーのち側を左 
に押してから引き出して、ランプ本体を取 
り外します。 



600955 


® ソケットを反時計回りに回し、ソケットを 
引き抜きまず。 


600732 



感ソケットから電球を引き抜きまず。 
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車の手入れ 


■カーテシーランプ 

①レンズの縁にマイナスドライバーを差し込 
み、レンズを取り外します。 



②コネクターを外してから電球を引き抜きま 
す。 



600846 


— C ^ アドバイス） - 

レンズを外ずとき 

レンズを傷つけないよう、なるべく細くて薄いマイナスドライバーを使って 
ください。 



曰 

常 

点 


車 

の 

手 

入 
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車の手入れ 


■カーゴルーム ランプ 

①しンズの縁にマイナスドライバーを差し込 
み、レンズを取り外します。 



②電球を引き抜きます。 



— C ^ アドバイス） - 

レンズを傷つけないよう、なるべく細いマイナスドライバーを使ってくださ 

し、。 
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車の手入れ 


■ルームランプ 

①レンズの縁にマイナスドライバーを差し込み、レンズを取り外します。 

タイプ A タイプ B 




②タイプ A は電球を引き抜きます。 

タイプ B は電球両端のツメがを直になるように、電球を回し、引き抜きます。 


タイプ A 


タイプ B 




こ面アドバイスが 


レンズを傷つけないよう、なるべく細いマイナスドライバーを使ってくださ 

し、。 



日常点検•車の手入れ 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


6-35 





















車の手入れ 


■スポツトマップランプ 



②電球両端のツメがま直になるように、電球 
を回し、引き巧きます。 



600963 


— ( T 么を意 ) - 

スポットマップランプは、ドアが開くと点灯しまず。交換作業はドアを閉め 
て行ってください。新品の電球に交換した隙、ランプが点灯しやけどをずる 
おそれがあります。 


— (向アドバイスが - 

レンズを傷つけないよう、なるべく細いマイナスドライバーを使ってくださ 

し、0 


■その他のランプ 

スバル販売店へ交換を依頼してください。 
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車の手入れ 


ヒューズの点検•交換 

バッテリーが上がっていないのに、ランプが点灯しない、電気装置が動かないときは、 
ヒューズ切れやバルブ（電球）切れが考えられます。 

この場合、が下の手順で確認してください。 

①エンジンスイッチを LOCK または OFF にしまず。 

@ヒューズが切れていないかを点検しまず。 

• 故障の状況から点検すべきヒューズをヒューズボックスカバー裏および室内のコイント 
レイ裏の表示で確認し、点検しまず。 

感切れているときは、ヒューズを交換します。 

■ヒューズボックスの位置 

•エンジンルーム内 

ボンネットを開け、ヒューズボックスカバー 
を取り外しまず。 
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日常点検•車の手入れ 





車の手入れ 


エンジンルームヒューズボックス 



No . 

ラベル表示 

内容 

容量 （ A ) 


ABS SOL 

ABS VDC ユニッ h 

30 

2 

MAIN FAN 

ラジェータメインフアン 

25 

3 

SUB FAN 

ラジェ ータ サブフアン 

25 

4 

空き 

— 

— 

己 

AUDIO AMP 

オーデイオアンプ 

10 

6 

H/L LH 

ヘッドライト左側 

15 

7 

H/L RH 

ヘッドライト右側 

15 

8 

BACK UP 

バックアップ 

20 

9 

HORN 

ホーン 

15 

10 

R.DEF 

リヤウインドウデフォッガー 

25 

11 

FUEL PUMP 

フユーェルポンプ 

15 

12 

AT+B 

AT コントロールユニット 

10 

13 

EGI+B 

ェンジンコントロールユニット 

7.已 

14 

HAZARD 

ターン八ザード 

15 

1已 

LIGHTING 

パーキングランプ 

15 

16 

ALT-S 

オルタネーター 

7.5 
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車の手入れ 


♦室内 

コイントレイを開け、コイントしイを引き取り外します。 



取り付けるときは、下側のツメを確実に合わ 
せて取り付けてください。 




日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


室内ヒューズ&リレーボックス 


rr 


11111 
1111111 
1111111 
IIII IHI 

g E n g IB g 


No . 

ラベル表示 

内容 

容量 （ A ) 


R.FOG C.FAN TRAIL 

リヤフォグランプリレー 

20 

2 

空き 

— 

— 

3 

DOOR LOCK 

集中ドアロックスイッチ、 

キーレスエン h リー 

15 

4 

に 2 

ナビゲーシヨンシステム 

10 

己 

METER IG 

メーター 

10 

6 

MIR 

リモコンミラー 

7.5 

7 

UNIT+B 

統合ユニット 

15 

8 

STOP 

ストップランプ 

20 

9 

WIPER DEICE 

フロントワイパーデアイサーリレー 

15 

10 

D-OP +B 

OP 巧パワーサプライ 

7.已 

11 

TURN IG 

夕ーンシグナルユニット 

7.5 

12 

UNrnGi 

コントロールユニット 

15 

13 

12 V PLUG 

電源ソケット 

20 

14 

TAIL CLEAR -ANCE 

リヤコンビライト 

15 
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車の手入れ 


No . 

ラベル表示 

内容 

容量 （ A ) 

15 

( FWD ) 

— 

— 

16 

ILM 

イルミネーション 

10 

17 

SEAT HTR 

シートヒーター 

巧 

18 

LAMP に 

バックアップライト 

10 

19 

空き 

— 

— 

20 

C に AR 

シガレットライター、電源ソケット 

10 

21 

START 

スターターリレー 

7.5 

22 

A/C に 

エアコン 

巧 

23 

R . WIPER WASHR 

リヤワイパ ー& ウォッシャー 

1已 

24 

AUDIO NAVI 

才ーディォ 

巧 

25 

SRS AIR BAG 

SRS エアバッグシステムメイン 

1已 

26 

に 1 

パワーウインドウリレー 

7.5 

27 

BLOWER 

ブロアーフアンリ し一 

巧 

28 

BLOWER 

ブロアーフアンリレー 

1已 

29 

F ^. FOG 

フロントフォグランプリレー 

巧 

30 

1^. WIPER WASHR 

フロントワイパー&ウォッシヤー 

30 

31 

ACC 

才ートエアコンユニット 

7.5 

32 

空き 

— 

— 

33 

UNIT に 2 

ABS VDC ユニッ h 

7.5 
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車の手入れ 


■ヒューズの 点検•交換 
•ヒューズの外しかた 

カバーの裏面にヒューズラベルが目占付されています。故障の状況から点検すべきヒューズ 
を確認します。 

ヒューズプラーをエンジンルーム内のヒュ- 
ズボックスから巧き取ります。 



ヒューズプラーでヒューズをつかみ、巧きま 
す。 



600160 


•ヒューズが切れているとき 

ヒューズが切れているときは、エンジンルー 
ム内のヒューズボックスカバーの裏側にある 
スペア （7.5 A 、10 A 、15 A 、20 A 、 25 A 、 
30 A 各1個）と交換してください。 
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車の手入れ 


切れたヒューズと同じ容量（アンペア数）の 
ヒューズと交換してください。 


A 


A 


W Vy 


切れていない状態 




W vy 

600041 

切れている状態 


• ヒューズが切れていないとき 

.ライト類が点丹しないときは、電球を点検し、切れているときは交換してください。 
☆6-21 ぺージ参照 

また、電球が切れていない場合は、電気系統の異常が考えられますので、スバル販売店 
で点検を受けてください。 

.ライト類が外の電気装置が作動しないときは、電気系統の異常が考えられますので、ス 
バル販売店で点検を受けてください。 


- 么注意） - 

ヒューズを交換するときは下記事項をお守りください。 

. 必ずエンジンスイッチを LOCK または OFF にしてください。 ON や Acc の 
場合、ショートするおそれがあり危険です。 

• 指定容量のヒューズに交換してください。 

指定が外のヒューズを使うと故障につながりまず。 

. ヒューズの代わりに針金や銀紙などは絶対に使わないでください。配線の 
過熱や焼損の原因になります。 


アドバイス 


交換しても、またヒューズが切れる場合は、電気系統の異常が考えられま 
すので、スバル販売店で点検を受けてください。 


スペアヒューズと交換した後は、スバル販売店でスペアヒュ- 
してください。 

ヒューズ交換後はスバル販売店で点検を受けてください。 


-ズの補充を 
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車の手入れ 


エアフイルターの交換 


エアコンにはエアフイルターが装着されています。 
快適にお使いいただくため定期的に交換してくださし、。 

•交換時期 

12,000 km 走行ごとまたは1年ごと 


■交換方法 
•取り外し 

①グローブボックスを固定しているダンパー 
を取り外します。 


②グローブボックスの両側についているス 
トッパーを内側に押し込んで、グローブ 
ボックスを取り外します。 
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車の手入れ 


③ツメを押しながらエアコンフイルターを手 
前に引き出します。 



>取り付け 

①グローブボックス下側にあるツメ部とピン 
部を合わせ取り付けます。 



②ダンバーをグローブボックスに取り付けます。 


— Ca 意） - 

グローブボックス脱着の際、八ーネス（電線）などの部品に触れないように 
してくださし、。 
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車の手入れ 


リモコンキーの電池交換 


作動距離が不安定になった場合は電池の消耗が考えられますので、早めに電池を交換して 
ください。 

使用電池……ボタン電池 CR 1620 
①ネジ （1 本）を外します。 



® 溝部に©ドライバーを差し化み、カバーを 
外します。 


@電池を取出し、新しい電池の®側を上にし 
て挿入しまず。 




— ( T 么注意） - 

電池および取り外した部品は、お子さまが飲み込まないよラにとくにご注意 
ください。 
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車の手入れ 


— C ^ アドバイス） - 

• 電;'也の©極と©極は正しく取り付けてください。 

• 故障の原因となりますので、次のことに注意してください。 

一端子部分などを曲げない 
一水、油などでめらさない 
-ゴミなどの異物を入れない 

. 電;'也はスバル販売店または時計店、カメラ店などでお求めください。 

• 電池交換は販売店に依頼することをお賀めします。 

• 電池は新品を使用してください。 

• 電;'也交換はリモコンキーの機能が正常であることを確認してください。 


アクセスキーの電池交換 


キーアクセス&プッシュスタートシステムの作動や電波式リモコンドアロックの作動距離 
が不安定になった場合は電池の消耗が考えられますので、早めに電池を交換してください。 

使用電池……ボタン電池 CR 1632 

①メカニカルキーを取り出しまず。 



霞溝部 （ A 部）にビニールテープや巧で覆った 
マイナスドライバーを差し込んでカバーを 
外します。 



500185 

次ぺージへ=» 
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車の手入れ 


=>前ページより 

感カバー内の基盤 （B 部）を取り外し、電池面 
を上にします。 


@電池と基盤 （B 部）の間に絶縁テープなどを 
巻いたドライバーを差し込んで図のように 
取り出しまず。 




S00187 


©新しい電池の®側を上にして図のように挿入し、カバーを確実に取り付けてくださし、。 



S00188 


(? 


S00189 



- ( T 么を意 ) - 

電池および取り外した部品は、お子さまが飲み込まないようにとくにご注意 
くださし、。 
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車の手入れ 


— 广面アドバイス） - 

• 液漏れなどを防ぐため、電池の®極と©極は正しく取り付けてください。 
故障の原因となりまずので、次のことに注意してください。 

一端子部分などを曲げない 
一水、油などでめらさない 
-ゴミなどの異物を入れない 

• 電;'也はスバル販売店または時計店、カメラ店などでお求めください。 

• 電池交換は販売店に依頼することをお賀めします。 

• 電;'也は新品を使用してください。 

• 電;'也交換後はアクセスキーの機能が正常であることを確認してください。 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 

ジャッキ、ジャッキ八ンドル 


力ーゴルームのホ下に収められています。 
①荷室ダブルアンダーボックス上段の中央の 
リツド（フタ）を開けます。 



②サードシートの背普て裏側にあるストラッ 
プを、中央のリツド（フタ）の裏側に固定 
します。 



— C アドバイス） - 

ストラップは外れないよラ確実に固定してくださし、。 


感荷室ダブルアンダーボックス下段のカバー 
を開けます。 


401181 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


工具 


工具は定めた場所に置いておくと、万一のときすぐに取り出せます。 
けん引フックはツールバツグに同個されています。 

☆7-2 ぺージ参照 


み 


ホイール 

ナット 

レンチ 




ドライバー（差し替える 
ことにより+、一両方に 
使えます） 


ツ—ル けん引フック 

バッグ 


700777 


ジャッキ八ンドル 



700737 


ドライバー、ホイールナツトレンチ、けん引 
フックは、ダブルアンダーボックスの下段に 
格納することができます。 


ジャッキ八ンドルけん引フック 



700738 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤ 

■スペアタイヤ 

力ーゴルームのホ下に収められています。 

① サードシートの背尝てを前に倒します。 

☆2-72 ぺージ参照 

② 荷室ダブルアンダーボックス上段の中央の 
リッド（フタ）を先に取り出してから、左 
右のリツド（フタ）を取り出します。 


③荷室ダブルアンダーボックス下段のフタを 
開け、ボックスを奥にスライドさせます。 


700780 

④ボックスを上に持ち上げてから手前に取り 
出します。 


700781 


次ページへ=> 
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万のとき 




ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


与前ページより 

⑤スペアタイヤを固定しているネジをゆるめ 
ます。 



⑥スペアタイヤを一度手前に引いてから、夕 
イヤを斜めに向けて取り出します。 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


— し么を意） - 

応急巧スペアタイヤは、標準タイヤがパンクしたとき応急用としてのみ使用 
ずるタイヤです。応急用スペアタイヤのホイールに貼ってある注意書をよく 
読み、使用ずるときは次のことを守ってください。 

• 応急巧スペアタイヤの空気圧は空気圧ゲージを使巧して必ず点検してく 
ださい。（月1回程度）空気圧が不足している状態で走行ずると思わめ事故 
につながるおそれがありまず。 

.空気圧： 420 kPa (4.2 kgf / cm ^) (走行前のタイヤが冷えているとき） 

•指定（車載）の応急巧スペアタイヤを使ってください。 

この応急用スペアタイヤとホイールはこの車の専用品です。他のタイヤや 
ホイールと組み合わせたり、他の車に使巧しないでください。 

•応急巧スペアタイヤは、タイヤがパンクしたとき、一時的に使用するタイ 
ヤです。パンクしたタイヤは直ちに修理し、できるだけ早く標準タイヤに 
交換してください。 

• 応急巧スペアタイヤを装着したときは、100 km / h が下の速度で走行して 
ください。 

•前輪がパンクしたときは、後輪のタイヤを前輪につけ、後輪に応急用スぺ 
アタイヤを装着してください。 

• 応急用スペアタイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。雪道、 
凍結道路で前輪がパンクした場合も同様に応急用スペアタイヤを後輪に使 
用し、外した後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してください。 

• 応急巧スペアタイヤを装着しているときは、標準タイヤ装着時に対し車高 
が低くなります。突起物などを乗り越えるときは、同じ感覚で運転すると 
下部をぶつけるおそれがあります。 

. ウェアインジケーターが現れたら新品の応急用スペアタイヤと取り替え 
てくださし、。 

• 応急巧スペアタイヤを交換ずるときはスバル販売店にご相談ください。 


万-のとき 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


■ AWD 4 速才ートマチックまにおける取り扱い 

AWD 4 速オートマチック車は、応急巧スペアタイヤ装着の隙 、 AWD (全輪駆動）を強制解 
除してください。 

•強制解除の方法 



⑤ヒューズボックスを閉じ、ボンネットを閉じまず。 

©エンジン始動後、メーター内の AWD 警告灯が点灯していることを確認してください。 
AWD 警告灯が点灯しているときは AVVD が解除され 、 FWD (前二輪駆動）になります。 

パンク修理後、応急用スペアタイヤから標準タイヤに戻したときは、必ず差し込んだスぺ 
アヒューズを抜き AWD に戻してください。 

抜いたスペアヒューズはヒューズボックスカバー裏に戻します。 

- し么を意 j - 

FWD ヒューズホルダーからスペアヒューズを抜かずにそのまま走行を続け 
ると、駆動装置が損傷する原因となります。 


— C fi アドバイス） - 

上記の処置は日速オートマチック車には必要ありません。ヒューズを差し込 
んでも全輪駆動の強制解除はできません。 
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パンクしたタイヤの交換 

パンクしたタイヤの交換 



. ジャッキアップしたらエンジンを始動しないでください。車が発進した 
り、ジャッキが外れるなど、重大な傷害につながるおそれがありまず。 

. ジャッキアップしたら車内に入ったり、車体に振動を与えないでくださ 


い。ジャッキが外れることがあり危険でず。 

. ジャッキアップしたら車両の下にもぐり化まないでください。 
ジャッキが外れると重大な傷害につながるおそれがありまず。 


— ( Ta を意） - 

. 同乗者がいる場合は、必ず車から降ろしてください。 

• ジャッキは必ず車載されたものを使い、他のきのジャッキは使わないでく 
ださい。車載のジャッキが外のものを使用した場合、ジャッキが外れたり、 
車体を変形させるおそれがあります。また、車載されたジャッキは他車に 
は使わないでください。 

• ジ f ッキはタイヤ交換あるいはタイヤチェーンの脱着が外に使わないで 
ください。 

. 平坦で硬いところに駐車して作業してください。 

• ジ f ッキ使用前に駐車ブレーキを確実にかけ、セレクトレバーを回にして 
ください。 

. 輪止めなどをして車を固定してください。 

• ジャッキと車両の間に台やブロックなどを挟まないでください。 

.タイヤを取り付けた後、1，000 km 程度走行したら、もラー度規定の力で 
締め付けてください。 

☆7- 13ぺージ参照 

. 車体に振動がでたらスバル販売店で点検整備を受けてください。パンク修 
理、タイヤの摩耗、リムの変形などが原因でホイールバランスが狂ラこと 
がありまず。 

. ガレージジャッキなどを使用してジャッキアップする場合、スバル販売店 
にご相談ください。 


万-のとき 
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パンクしたタイヤの交換 


タイヤ交換手順 


■交換前にずること 

①交通の巧げにならず、安全に作業ができる場所に車を止め、エンジンを止めます。 

- 么を意 J - 

ま全な場所を選んでください 

地面が平坦で硬く、車がを定する場所を選んで止めてください。 


②駐車ブレーキを確実にかけ、セしクトしバーを回に入れます。 


⑤非常点滅なを点滅させ、人や荷物を降ろし、 
④車が動き出さないように、交換するタイヤ 
と対角線上にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

(図は運転席側後輪タイヤを交換する場合 
を示しています。） 


停止表示板（停止表示灯）を使巧します。 



⑤ ジャッキ八ンドル、ジャッキ、応急用スペアタイヤ、工具を取り出します。 

☆7-2 ぺージ参照 

⑥ 応急巧スペアタイヤを、交換するタイヤ近くの車体の下に置きます。 

- (向アドバイス） - 

輪止めおよび停止表示板（停止表示な）は車載されていませんので必要に応 
じて準備しておいてください。 
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パンクしたタイヤの交換 


■ジャッキアップずるとき 


①交換するタイヤに近いジャッキアップポイントの下にジャッキを置き、ジャッキ頭部の 
溝が車体のジャッキアップポイントにはまるまでジャッキを手で回します。 


サイドシルスカート装着車 



サイドシルスカー h 装着車が外 




— 注意） - 

ジヤツキが確実に車体のジヤツキアツプポイントにかかっていることを確認 
してくださし、。 

ジヤツキアツプポイントが外にジ ヤツ キがかかっているとジ ヤツ キが倒れて 
けがをしたり、車体を傷つけるおそれがありまず。 


次ページへ马 



万のとき 
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パンクしたタイヤの交換 


马前ページより 


©フルホイールキャップ装着車は、キャップ 
内側の切り欠き部にドライバー（一側）を 
差し化み、ドライバーをこじってフルホ 
イールキャップを取り外してください。 


感ホイールナットレンチを使い、全てのホ 
イールナツトを約半回転ゆるめます。 


④ジャッキにジャッキ八ンドルを取り付けま 
ず。ジャッキ八ンドルを回し、タイヤが地 
面から少し離れるまで車体を上げます。 
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パンクしたタイヤの交換 


■タイヤ交換 

①ホイールナツトを外します。 



( D タイヤを付け替えます。 

このとき、ホイール取付部とホイールの接触面の';ちれを拭き取ってください。 




— C fi アドバイス） - 

タイヤを地面に置くときは、ホイール表面を上にして置いてくださし、。 
下にして置くと、ホイールに傷がつくおそれがあります。 


感ホイールナットを手で回して取り付けます。その後ホイールがガタつかない程度までホ 
イールナットをホイールナットレンチで仮締めします。 

@ジャッキ八ンドルを回し、車両を下げます。 

次ぺージへ=> 



-のとき 
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パンクしたタイヤの交換 


马前ページより 


⑤ホイールナットレンチを使用して、図の順 
香に2、3回にわけてホイールナットを締め 
付けます。 



レンチの柄の先端にかける力 

締付トルク（参考） 

400〜500 N (40 〜50 kg ) 

80〜100 N • m (8 〜10 kg - m ) 


— Ca a m) - 

. ホイールナットを締め付けるとき、ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプなどを使って必要が上に締め過ぎないでください。 

.ナット、ホイールの座面、ネジ部にオイルやグリースなどがつかないよラ 
にしてください。油がついていると締め過ぎの原因になりまず。 


■パンクしたタイヤの格納 

センターキャップ付ホイール装着車は、センターキャップを取り外してくださし、。 


ホイール外側の面を下に向け、タイヤを斜め 
に向けて入れます。 

奥へ押し込み、スペアタイヤが格納されてい 
た場所にしまいます。 
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パンクしたタイヤの交換 


スペーサーを必ず図の向きにして取り付けま 
す。 



パンク修理後、応急用スペアタイヤを戻ずとき 
はスペーサーを必ず図の向きにして取り付け 
まず。 



■タイヤ交換後 

.ジャッキ、ジャッキ八ンドル、ホイールナットレンチ、荷室ダブルアンダーボックスを 
元の場所へ戻しまず。 

☆7-2 ぺージ参照 

- ( アドバイス） -1 

.ダブルアンダーボックス下段は戻したあと、ボディとのすき間をなくすた I 
め手前に引いてください。 I 

. ダブルアンダーボックス下段はパンクしたタイヤを格納後、元の場所へ収 
納できません。ダブルアンダーボックス下段は荷室に置いてください。 


. AWD 4 速オートマチック車は応急用スペアタイヤに交換したとき 、 AWD (全輪駆動）を 
強制解除してください。 

応急巧スペアタイヤから標準タイヤ（修理したタイヤ）に戻したときは、 AWD に戻して 
ください。 

☆7-8 ぺージ参照 


次ページへ与 
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パンクしたタイヤの交換 


马前ページより 


最初はゆっくり走り、異音や振動がないか確かめます。 

パンク修理後はすみやかに応急巧スペアタイヤから標準タイヤ（修理したタイヤ）に交 
換してください。 

フルホイールキャップ装着車は、が下の手順でカバーを取り付けてください。 

① フルホイールキャップをバルブ巧へ通し 
まず。 

② バルブ側から順に、フルホイールキャッ 
プを左右同時に軽くたたいて、確実に取 
り付けてください。 
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発炎筒に ついて 


発炎筒について 


グローブボックス左下に発炎筒を備えつけて 
います。 

発あ筒の外筒に書いてある使用方法を、あら 
かじめ確認しておいてください。 



■発炎筒の使いかた 

①ケースをひねり、ケースを取り外します。 


②ケースを本体の後部に取り付け、白い 
キャップを取り外します。 


出 




-のとき 
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発炎筒に ついて 


马前ページより 


感本体の先端に、キャップ頭部のすり薬でこ 



• 発炎筒をお子さまにはさわらせないでください。いたずらなどにより発火 
し、やけどや火災につながるおそれがあります。 


. 燃料など可燃物のそばで使わないでください。引火することがあります。 
•筒先を顔や体に向けたり、人に近づけたりしないでください。やけどをず 
ることがあります。 

• トンネルの中で使わないでください。煙が視界を悪くするので危険でず。 

トンネルの中では非常点滅灯を使用してください。 

☆3- 16ぺージ参照 


— C ^ アドバイス） - 

• 発炎筒は常に使えるようにしておいてください。 

• 発炎筒には有効期限が明記されています。有効期限が切れる前にスバル販 
売店でお求めください。 
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故障したとき 


故障したとき 

踏切で動けなくなったとき 

踏切で脱輪などにより脱出できない場合は、 
踏切の非常ボタンを押してください。 

非常ボタンがない場合、位置がわからない場 
合、緊急を要する場合は、発お筒を使い合図 
をしてくださし、。 


700747 

—— ( ffi アドバイス) - 

エンジンスイッチを START で保持して（スターターを回している状態）、 

一時緊急的に車を動かすことはできません。回および圆が外ではスター 
ターが回りません。 


高速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき 

①車を路肩など安全な場所に止め、非常点滅 
表示灯を点滅させ、車の後方に停止表示板 
または停止表示灯を置いてください。 


700748 


次ぺージ へ与 




万のとき 
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故障したとき 


与前ページより 


@全員車から降り、ガードレールの外など安 
全な場所に、すみやかに避難してください。 


@安全を確保後、救援をたのみまず。 



700749 


— C 0 アドバイス） - 

.停止表示板（停止表示灯）の設置は法律で義務づけられています。 

•停止表示板（停止表示灯）は車載されていませんので、必要に応じて準備 
してください。 


路上でエンジンがかからなくなったとき 


① あわてず、もう一度エンジンをかけてみてください。 

☆2-12、3 -37 ぺージ参照 

② エンジンがかからないときは、同乗者や付近の人に巧してもらって安全な場所へ移動し 
てください。 

移動するときはセレクトレバーを圆にします。 

☆3-41、 3-43 ページ参照 


故障時の対応方法と連絡先 


① 車を安全な場所に移動するなど、可能な範囲で安全を確保してください。 

② 最寄りのスバル販売店、スバル指定サービスエ場に連絡し、ご相談ください。 

③ スバル販売店、スバル指定サービスエ場に連絡が取れない場合は JAF 口ードサービスに 
連絡し、ご相談ください。 

—— C 0 アドバイスが -1 

•スバル販売店、スバル指定サービスエ場と JAF 口ードサービスの連絡先は I 
別冊の「スバルサービスネットワーク J に記載されています。 I 

I .万一のために、 JAF に入会されることをお奨めします。 I 


7-20 


EXIGA YA 4-002001 -007249, YA 5-002001 ~013949 







けん引のとき 


けん引のとき 


車の故障などでけん引が必要な場合は、安全のため必ずスバル販売店に依頼してください。 
旅先では、別冊の^^スバルサービスネットワーク」を参考に、スバル販売店、スバル指定サー 
ビスエ場、 JAF ロードサービスに依頼してください。 


けん引されるとき 


■けん引方法の違い 

車の仕様によりけん引方法が違いまず。 

. 車載 （4 輪持ち上げ）の場合 

トランスミッション（変速機）や駆動装置が故障したと思われる場合は車載してください。 
• ロープ けん引 

次の条件をお守りください。お守りいただかないと、駆動装置が損傷するおそれがあります。 
-速度 30 km / h が下で走行してください。 

-走行距離は 30 km を超えないでください。 

• 前輪持ち上げけん引の場合 
2 WD のみ可能です。 


ィ A ;主思 


AWD 車の場合、前輪のみの 
持ち上げけん引は絶対にし 
ないでください。駆動装置が 
損傷したり、車がトレッカー 
(台車）から飛びだすことが 
あります。 


全車後輪のみの持ち上げけ 
ん引は絶対にしないでくだ 
さい。駆動装置が損傷した 
り、車がトレッカー（台車） 
から飛びだすことがありま 
す。 





-のとき 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 


7-21 























けん引のとき 


■ロープによるけん引 

やむを得ず4輪を接地させてロープでけん引 
を行う場合は、フロントバンパーにけん引 
フックを取り付けます。 

けん引時は、けん引フックにソフトロープを 
かけて巧ってください。 


•けん引フックの取り付けかた 

①バンパーに傷がつかないようマイナスドラ 
イノく一の 先端をビ ニールテープ や布で覆 
し、、カバーの切りかきに差し込み、てこの 
原理でカバーを取り外してください。 


® けん引フックをツールバッグから取り出 
し、取付部にねじ込んでください。 
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けん引のとき 


® ジャッキハンドルなどを使って、確実にけ 
ん引フックを締め付けてください。 



700753 


•けん引方法 

①口ープをけん引フックにかけ、口ープ中央 
部に白い布 （0.3 mxO .3 m が上）をつけま 
す。 


25 mL 乂内 
己内 


尹 

0.3 mxO .3 m が上の白い布 





600023 


©セレクトレバーを圆にします。 

® エンジンスイッチを ON にしまず。 

@駐車ブレーキを解除し、けん引します。けん引中は、前の車の制動灯に注意してロープ 
をたるませないよラにしてください。 



.エンジンスイッチを LOCK ( OFF ) にしたり、キーを抜いたりしないでく 
ださい。八ンドル操作ができなくなり思わめ事故につながります。 


. けん引フックはけん引時が外に使用しないでください。 

. けん引フックはけん引後、必ず取り外してください。そのままにしておく 
と前面に衝撃を受けたときエアバッグが正常に作動しないことがありま 
す。 
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けん引のとき 


— し么を意 j - 

•セレクトレバーを圆にしてください。 

. エンジンスイッチを ON にして八ンドルが自由に動くことを確認してくだ 
さい。 

• 移動の遠中に長い下り坂や急な下り坂があるときは、車載 （4 輪持ち上げ） 
でのけん引を依頼してください。ロープけん引中はエンジンブレーキが 
まったく効かないため、下り坂でブレーキを踏み続けるとブレーキが過熱 
して効かなくなるおそれがありまず。 

• 急発進などロープに衝撃をちえないよう運転してください。 

.エンジンを止めてけん引する場合は、次のよラな現象が起きます。充分注 
意して操作してください。 

-ブレーキ倍力装置が働かず、ブレーキの劾きが悪くなりまず。 

ーパワーステアリングが働かず、八ンドル操作が重くなりまず。 

. 駐車ブレーキを確実にかけてください。 

. トランスミッション（変速機）および駆動装置、走行装置が故障したと思 
われるときは必ず車載で （4 輪を持ち上げて）けん引してください。 

• 故障の内容によりけん引できない場合があります。 


(向アドバイス） -1 

I ワイヤーロープや金属製のチェーンなどを使ってけん引されるときは、車体 I 
I に当たる部分に布を巻くなどして巧ってください。 I 

そのままけん引されると、バンパーを損傷ずるおそれがありまず。 I 
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けん引のとき 


他車をけん引するとき 


やむを得ず故障車をけん引するときは、自きより重い車のけん引は避けてください。 
また、溝に落ちた車の引き上げは巧わないでください。 


—C アドバイスが - 

けん引時は、フックにソフトロープをかけて巧ってください。 

バンパーフエー ス下面の傷つきを防止するため、 ソフトロー プと バンパー 
フェー ス下面の 口ープとのこ すれ部分にガム テー プなどを貼りつ けたり、 
布を巻くなどの保護処置をしてください。 


•けん引フックの取り付け位置 

リヤバンパー左下にあります。 



•けん引フックの取り付けかた 

①バンパーに傷がつかないようマイナスドラ 
イバーの先端をビニールテープやホで覆 
し、カバーの切りかきに差し込み、てこの 
原理でカバーを取り外してください。 




-のとき 
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けん引のとき 


与前ページより 

@けん引フックをツール バッ グから取り出 
し、取付部にねじ込んでください。 



@ジャッキ八ンドルなどを使って、奠まで確 
実にけん引フックを締め付けてください。 
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オーバーヒートしたとき 


才ーパーヒートしたとき 


このようなときは、オーバーヒートです。 

• か温警告灯が赤色に点灯したとき。 

. エンジンの力が急に落ちたとき。 

. エンジンルームから蒸気が立ちのぼっているとき。 

☆3-33 ぺージ参照 

■対処のしかた 

①後続車にま意して安全な場所に車を止め、エアコンを止めます。 

這)エンジンルームからか漏れ、水蒸気の吹き出しがないときは、エンジンをかけたままボン 
ネットを開けて風通しをよくしまず。冷却フアンが回っていることを確かめてくださし、。 
フアンが回っていないときは、エンジンを止めてスバル販売店に連絡してください。 
エンジンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがあるときは、後続車に注意し、車を安 
全な場所に止め、ずぐにエンジンを止めてスバル販売店に連絡してください。 

® 水温警告灯が消灯し、時間が充分経過してからエンジンを止めます。 

@エンジンが冷えてから、冷却水量、水漏れなどを点検します。 

⑤リザーパ'-タンク内の液量を確認し、冷却 
かが不足しているときは、補給しまず。冷 
却水は FULL 位置まで補給してください。 



©ターボ車はエンジン上部の補助タンク、ターボ車が外はラジェターキャップを開け、冷 
却水を補給してください。 


ターボ車 


ターボ 車が外 





-のとき 
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才ーバーヒートしたとき 


与前ページより 


:令却水はキャップの口元まで（イラストの 
(1) の位置まで）補給します。 



7007朗 



.エンジンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがあるとき、蒸気が出なく 
なるまでボンネットを開けないでください。エンジンが高温になっている 
ため、やけどなど重大な傷害につながるおそれがありまず。 


. ラジェターや補助タンクが熱いときはキャップを外さないでください。蒸 
気や熱湯が吹き出して、やけどなど重大な傷害につながるおそれがあり危 
険です。キャップを開けるときは、ラジェターや補助タンクが充分に;令え 
てから、おきれなどでキャップを包みゆっくりと開けてください。 


— C アドバイス） -1 

.冷却水は、ェンジンが熱いときに入れないでください。急に冷たい冷却水 I 
を入れると、ェンジンが損傷ずるおそれがありまず。冷却水は、ェンジン 
が充分に;令えてからゆっくりと入れてください。 

•冷却水がない場合は、応急的に水を補給しまず。補給ずる水は、軟かまた 
は水道水をご使用ください。 

• ターボ車はラジェター側のキャップを外さないでください。 

冷却かまたはかを入れるときは、エンジン上部の補助タンクから入れてく 
ださい。 


③早めに最寄りのスバル販売店で点検を受けてください。 


7-28 


EXIGA YA 4-002001 〜007249, YA 5-002001 〜013949 




バッテリーが上がったとき 


パッテリーが上がったとき 

次のよラなときは、バッテリー上がりでず。 

. スターターが回らないか、回っても回転が弱くエンジンがかからないとき。 
. ライトがいつもより極端に暗かったり、ホーンの音がルさいとき。 

■対処のしかた 

巧しがけによる始動はできません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接続してエンジンを始動してください。 



. ブースターケーブルをつなぐ前にバッテリー液量を確認してください。 
バッテリー液量が下限 (LOWER LEVEL ) が下で充電すると劣化を早め 
たり、発熱や爆発のおそれがありまず。バッテリー補充液を補充してから 
巧ってください。 

.ブースターケーブルを接続ずるときは、が下を必ずお守りください。火花 
が発生し、バッテリーから発生ずる可燃性ガスに引火して爆発するおそれ 
があり危険です。また、電子機器やエンジン部品を傷めまず。 

- ® 端子と©端子を間違えないでください。 

- ® 端子と©端子を接触させないでください。 

-自車のバッテリーの©端子にケーブルを接続しないでください。 

ーバッテリー®端子付近に 
ある電流センサーなどに 
は絶対にケーブルを接続 
しないでください。電流セ 
ンサーなどが破損するお 
それがあります。 


.バッテリーに火気を近づけないでください。バッテリーからは、可燃性の 
ガスが発生しているので、引火爆発ずるおそれがあります。 

•バッテリーを充電するときには、全てのキャップを外し、通気のよい場所 
で充電してください。発生したガスが充満すると引火爆発するおそれがあ 
ります。 

. バッテリー液は希硫酸です。バッテリー液が身体につかないように気をつ 
けてください。目や巧ふにつくと重大な傷害につながるおそれがありま 
す。万一付着したときは、すぐに大量の水で洗浄し、医師の診断を受けて 
ください。 

. バッテリーの液量がバッテリー側面に示されている下限 (LOWER 
LEVEL ) が下で使巧を続けると、容器内の各部位の劣化の進行が促進さ 
れ、バッテリーの寿命を縮めたり、破裂（爆発）の原因となるおそれがあ 
ります。 
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バッテリーが上がったとき 


- (~么を意） - 

ブースターケーブルを接続するときは次の項目をお守りください。 

. 12 V のバッテリーと接続してください。 

. ケーブルがオルタネーターベルトなどの可動部品に接触しないようにし 
てください。 

. エンジン回転中にバッテリー端子を外さないでください。電子機器が損傷 
するおそれがあります。 

. キーレスアクセス&プッシュスタート装着車の場合、バッテリー上がりお 
よびバッテリー交換後は、ステアリングロックシステムの初期化を行わな 
いとエンジンが始動しない場合があります。始動しない場合は、ステアリ 
ングロックの初期化を巧つてください。 

な2 -14 ぺージ参照 


<ブースターケーブルの接続手順> 

① カバーを外し、赤いブースターケーブルの一方を自きのバッテリーの©端子につなげま 
す。川 

② ホいブースターケーブルのもう一方を救援きのバッテリーの®端子につなげます。に） 
⑤黒いブースターケーブルの一方を救援車のバッテリーの台端子につなげます。巧） 

④ 黒いブースターケーブルのもう一方を自車の車体（バッテリーから離れたボルトなど）に 
つなげます。 （4) 

⑤ お援車のエンジンを始動し、回転数を少し高めにします。 

⑥ 自車のエンジンをかけます。 

⑦ ブースターケーブルをつないだときと逆の順番で外します。 

- C ^ アドバイス） - 

早めに最寄りのスバル販売店で点検を受けてください。 


☆8 — 2ぺージ参照 
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バッテリーが上がったとき 




-のとき 
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事故が起きたとき 

あわてず次の処置をしてください。 


の続発事故の防止につとめてください 

他の交通の妨げにならないような安全な場所に車を移動させ、エンジンを止めます。 

( D 負傷者の救護につとめてください 

負傷者がいる場合は、医師、救急車が到着するまでの間、可能な応急手当を巧いまず。 

感警察へ届け出をしてください 

事故が発生した場所、状況、負傷者の有無や負傷の程度などを連絡しまず。 

@巧手方の確認とメモをおとりください 

相手方の氏名、住所、電話番号などを確認して X モしまず。 

同時に事故状況もメモしておいてください。 

感スバル販売会社と保険会社へ連絡してください 

ご購入されたスバル販売会社と加入の保険会社へ連絡をしまず。 
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交換時期については、舗装路を1年に10,000 km 程度走行する車を前提に定めてあります。 
走行距離の多い車や未舗装路を走行ずるなど厳しい使われかたをした車については、別冊 
「ゾンテナンスノート」をご賣ください。 


オルタネーターパワーステアリング 
ベルトのたねみ量（点検時） 

ベルト中央部を約100 N 
(約10 kaf ) の力で押し 
たとき 

9〜11 mm 

エアコンベルトのたねみ量（点検時） 

ベルト中央部を約100 N 
齡10 kgf ) の力で巧し 
たとき 

9〜10 mm 

スパーク 

プラグ 

、、、、、、指定スパ-クプラグ 
車種 

品香 

乂 一た一 

電極ずき間 

ターボ車 

XILFR 6 B 

NGK 

0.7〜0.8 mm 

ターボ車が外 

《 SILFR 6 A 11 

1.0〜 1.1 mm 

ブレーキ 
ペダル 

遊び 

指で押したとき 

0.己〜2 mm 

踏み化んだときの 
床板とのずき間 

約300 N (約30 kgf ) 

の力で踏み込んだとき 

85 mm が上 

駐車ブしーキペダルの踏みしろ 

約300 N (約30 kgf ) の力 
でゆっくり踏み込んだとき 

7〜8ノッチ 

タイヤ空気圧 

8 -6 ぺージ参照 

ウォッシャータンク容量 

3.0 ぶ 

燃料タンク 
容量 

ターボ車 

無鉛プレミアムガソリン使巧 

約 65 j 2 

ターボ到 


無鉛レギュラーガソリン使用 

エアクリーナーエレメント 

使用部品 

純正エアクリーナーエレメント 

交換時期 

己0,000 km ごと 

バッテリー型式 

65 D 23 L (12 V 52 AH ) 


〈ミを> ^印イリジウムおよび白金スパークプラグは、次のことにま意してください。 

電極材料に貴金属を使巧しています。電極を損傷するおそれがあるたゆ、プラグ 
クリーナー等による清掃やプラグギャップ（電極すき間）調整は行わないでくだ 
さし、。 
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サービスデータ 


本1:エンジンオイル消費量は新車時から数千 km 走行すると安定しはじめまず。 

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点等での急加減速の繰り返し、ま 
たはエンジンの高回転使用頻度が高い等）での走行時は、通常に比べてエンジンオイル 
の消費が早くなることがありまず。このような使巧の頻度が高い場合、1000 km 走巧 
あたり0.日ぶ〜1ぶ消費ずる場合がありまず。早めの点検•補給をお奨めしまず。 

本2 :前輪駆動車 
本3 :全輪駆動車 


エンジンオイル* 1 

使用オイル 

SUBARU MOTOR OIL 

SM 5 W -30 

5 W -30 
(SM 級） 

SUBARU MOTOR OIL 

SM OW -20 

0 W -20 
に M 級） 

SUBARU Castrol SLX 
Professional SM 5 W -40 

5 W -40 
に M 級） 

SUBARU elf レ•プレイアード 
SM low- 已〇 

1 0 W -50 
に M 級） 

SUBARU FREEDOM 

1 0 W -30 

規定量 

オイルのみ交換 

オイルとフイルター 
同時交換 

約 4.0 ぶ 

約4'2£ 

交換時期 

10,000 km ごと、または12か月ごと 
(どちらか早いほラで実施） 

エンジンの 
オイルフィルター 

使用部品 

純正オイルフィルター 

交換時期 

10,000 km ごと 

フユーエルフィルター 

使用部品 

純正フユーエルフィルター 

交換時期 

100,000 km ごと 

トランスミッションオイル 
( FWD * 24速才ートマチック車） 

使用オイル 

スバル ATF (5 AT ) 

規定量 

約8。ぶ 

交換時期 

100,000 km ごと 

トランスミッションオイル 
(AWD * 34速才ートマチック車） 

使用オイル 

スバル ATF (5 AT ) 

規定量 

約 8.4 《 

交換時期 

100,000 km ごと 

トランスミッションオイル 
(5 速オートマチック車） 

使用オイル 

スバル ATF (5 AT ) 

規定量 

約 9.8 j 2 

交換時期 

40,000 km ごと 

フロントデファレンシャルオイ 
ル 

(4 速才ートマチック車） 

使用オイル 

スバルギヤオイルエクストラ S 
75 W -90 ( GL -5 相当） 

規定量 

約 1.2 ぶ 

交換時期 

40,000 km ごと 

フロントデファレンシャルオイ 
ル 

(5 速才ートマチック車） 

使用オイル 

スバルギヤオイルエクストラ S 
75 W -90 ( GL -5 相当） 

規定量 

約 1.4j2 

交換時期 

40,000 km ごと 


サ—ビスデ—夕 
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サービスデータ 


リヤデフアレンシャルオイル 

量の判定基準 

フィラープラグ巧下端より 

0〜一日 mm 間にあること 

使巧オイル 

スバルギヤオイルェクストラ S 75 W -90 
( GL -5 相当） 

規定量 

約〇ぶ£ 

交換時期 

40,000 km ごと 

冷却水 

使巧冷却水 

スバルスーバークーラント 

規定量 

ターボ車 

約 8.1 ぶ 

ターボ車が外 

約 6.8 £ 

交換時期 

1回目 

220,000 km または11年目 
(どちらか早いほうで実施） 

2回目が降 

120,000 km ごと、または6年ごと 
(どちらか早いほうで実施） 

パワーステアリングの 
フルード 

巧用フルード 

スバル PS フルード 

規定量 

約 0.7 ぶ 

ブレーキフルード 

使用フルード 

スバルブレーキフルード 

ドラムブレーキのシューの 
ライニング摩耗限度 

後輪ディスク 
ブレーキの 
駐車ブレーキ 

標準厚さ： 3.2 mm 、 使巧限度： 1.5 mm 

ディスクブレーキの 
パッドの摩耗限度 

前輪 

標準厚さ：1 1.0 mm 、 

使用限度：1.日 mm 

後輪 

標準厚さ： 9.0 mm 、 

使用限度：1.日 mm 

点火時期 

[アイドリング時： 

エアコン OFF 時] 

ターボ車 

己 TDC 14° /650 rpm 

ターボ車が外 

BTDCl 日 D /6已 Orpm 
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ターボ車 

吸気 

0.20 mm 

排気 

0.35 mm 

ターボ車 
が外 

吸気 

0.20 mm 

排気 

0.35 mm 

使用ベルト 

専用タイ5ングベルト 

交換時期 

100,000 km ごと 


弁ずき間（冷態時） 


エンジンのタイミング 
ベルト 



(1) エンジンタイミングベルト（ベルトカバー内） 
に）交換表示ラベル 


サ—ビスデ—夕 
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くタイヤ • ホイール> 

.標準装着タイヤ、応急用スペアタイヤおよび装着可能なタイヤのサイズと空気圧は、車 
種•グレードにより異なりまずので、運転席ドアを開けたボディ側に貼ってある「タイ 
ヤ空気圧」のラベルをご覧ください。 

. 参考：標準装着タイヤおよび応急巧スペアタイヤ（車種-グレードによって異なります） 


▼ホイールサイズ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

リムサイズ 

P . C.D 

オフセツト量 

205/60 R 16 

16 x 6 1/2 J 」 

100 

己己 

215/50 R 1 7 

17 X 7 J 」 

100 

55 

T 135/80 D 16 

16 x 47 

100 

20 


▼タイヤ空気圧 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているときの空気圧 
単位： kPa ( kgf / cm ^) 

前輪 

後輪 

205/60 R 16 

230に 3) 

220に 2) 

215/50 R 17 

230に 3) 

220に 2) 

T 135/80 D 16 

420 (4.2) 


▼タイヤの位置交換と交換時期 


タイヤの位置交換（タイヤローテーシヨン）時期 

5,000 km ごと 

タイヤの交換時期 

ウェアインジケーターが現れたとき 
(タイヤの溝の深さが 1.6 mm が下） 
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お 

アームレス h 

セカンドシート .2-67 

フロントシート .2-63 

アクセスキー 

エンジンの始動.停止 .2-12 

正常に作動しないとき .2-2 日 

施錠.解錠機能の作動エリア.••2- 5 

電池交換 .6-47 

ドアの施錠および解錠 .2-5 

ボタン操作による施錠•解錠•••2-10 

持ち出し警告 .2-20 

アクティブトルクスプリット AWD 

. 3-56 

アクティブへッドレスト . 2-62 

雨の日の運転 . 1 —22 

アンチロックブレーキシステム （ ABS ) 

. 3-62 

警告灯 . 3-30、 3-63 

アンテナ . 4-19 

い 

イグニッションキー照明 .3—4 

に0円 X 固定バーおよびテザー 

アンカー . 2-86 

イモビライザー . 2-28 

イルミネーションコントロール 

ダイヤル . 3-17 

Info-ECO (インフォ.エコ）モード 

.3-52 

表示灯 . 3 -2 日 

インフォ；<ーシヨン；<一夕一 . 4-51 


ラ 

ウインカー（方向指示器） 

バルブ（電球）の交換 

. 6-26、6-30、 6-31 


表示灯 . 3-24 

レバー .3-10 

ワツト数 . 6-21、 6-22 


ウインドウデフオツガースイッチ 


ウェアインジケーター •••• 
ウエルカム/グッバイ照明 


3-14 

6-8 


ウォッシャー液 
寒冷地での使いかた 

スイッチ . 

タンク . 

濃度調整 . 

雨天の走巧 . 

運転装置の使いかた •• 


3-19、 3-23 

.5-4 

.3-12 

.6-4 

. 已 一 4 

. 1-22 

.3-37 


•… 4-2 
.… 4-2 
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. 4-6 

(左ち独立温度 
. 4-10 


を 

エアコン . 

位置と名称 . 

エアフィルターの交換 

使いかた . 

吹き出し口 . 

フルオートエアコンぃ 
フルオートエアコン 

調節機構） ••• 

AWD (四輪駆動） 

AWD 車の運転 . 3-55 

強制辟除 .7-8 

警告灯 . 3-31 

ABS (アンチロックブレーキシステム） 

. 3-62 

警告灯 . 3 — 30、 3-63 

ECO ゲージ . 3-26 

SRS エアバッグシステム . 2-91 

警告灯 .3-31 

作動しないとき . 2-101 

作動しにくいとき . 2-99 

作動するとき . 2-98 

SRS エアバッグシステム（サイド） 

作動しないとき . 2-104 

作動しにくいとき . 2-102 

作動するとき . 2-101 
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SI-DRIVE .3-53 

表示灯 .3-28 

FWD ヒ ューズ ホルダー .7-8 

MP 3 /VVMA について .4-21 

エレクトロニックブレーキフォース 
ディストリビューション 

( EBD ) . 3-64 

エンジン 

警告灯 . 3-33 

始動 .2-14 

始動警告 . 2-19 

停止のしかた . 2-17 

エンジンオイル .8-3 

オイルプレッシャー警告な••ぃ 3-32 

寒冷地での使いかた .5-3 
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オイルプレッシャー警告灯 . 3-32 

応急用スペアタイヤ 

•••• イラスト目次 一 9、 7-5 

格納場所 . 7-已 

空気圧 .8-6 

サイズ .8-6 

才ーディオシステム . 4-19 

オートへッドランプレべ ラー 

(自動光軸調整機構）-••“ 3-7 

警告灯 . 3-7、 3-36 

才ートマチック車 . 3-40 

運転手順 . 3-45 

ス ポーツ シフト .3-50 

セレクトレバ. .3 — 40 

才ーバーヒートしたとき . 7-27 

才ーバーへツドコンソール .4 — 40 

オドメーター . 3-21 


か 

力ーゴフック . 4-44 

カーゴルームランプ 

使いかた . 4-49 

バルブ（電球）の交換 . 6-34 

ワット数 .6-22 

カーテシーランプ 

電球（バルブ）の交換 . 6-33 

ワッ h 数 .6-21 

外気温度計 . 4-已1 

外装の手入れ . 6-10 

外部機器を再生するとき . 4-33 

買い物フック . 4 -4 已 

カップホルダー . 4-36 

ガラスの手入れ . 6-12 

間欠ワイパー . 3-11 

寒冷地での使いかた . 日一1 
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閉じ込み防止機能 . 2-33 

おき忘れ警報 . 2-34、 3 - 4 
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機能の使いち .2-7 

機能の停止方法 . 2-24 
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クリープ現象 . 1 -14 

クルーズコントロ ール .3 — 58 

車速セツト表示灯 . 3-28 

表示灯 .3-27 

車の手入れ .6-9 

グローブボックス . 4-39 


サンシエード . 2-55 

閉まらないとき . 2-55 

操作 .2-55 

3点式シートベルト . 2-77 

サンバイザー . 4-38 


し 

CD 


け 

警告音および警告表示による警報 

. 2-18 

警告灯……イラスト目次 一 5、 3-29 


警報装置 .1—3 

作動させてしまったときには 

. 2-39 

設定 .2-40 

表示灯 . 3 -2 日 

けん引のとき . 7-21 

減光キャンセル機能 . 3-18 


XP ： . 

光軸調整ダイヤル . 

高速道路、自動車専巧道路で 
動けなくなったとき- 

後退灯 

バルブ（電球）の交換••“ 

ワット数 . 

故障したとき . 

故障時の対応方法と連絡先 • • 

ル物入れ . 

さ 

サードシー K.2 — 71 

荷室として使巧ずるとき . 2-72 

へツドレストの高さ調整 . 2-71 

リクライニング調整（背当て角度の 

調整） . 2-72 

サー ビス データ .8-1 
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3- 9 

7-19 

6- 30 
6-22 

7- 19 
7-20 

4- 39 


CD について .4-20 

CD を聞くとき . 4-29 

CD プレーヤー &AM/FM チューナー 
-体才ーディオ [MP3/WMA 
対応] . 4-24 

シート 


サードシート .2 — 71 


シートの調整 . 2-58 

セカンドシート . 2-65 

正しい運転煉勒姿勢 .2-56 

フロントシート . 2-58 

シートの調整 

. 2-己8、2-65、 2-72 

シートヒーター .2-61 

シートベルト . 2-74 

警告灯 . 2 — 80、 3-29 

3点式 . 2-77 

種類 .2-77 

高さ調整（ショルダーアジャスター） 

. 2-80 

正しい着用 . 2-74 

チャイルドシート固定機構•… 2-8 己 

2点式 . 2-82 

プリテンシヨナー . 2-81 

事故が起きたとき . 7-32 

自動光軸調整機構 


(オートへツドランプレべラー) 


3-7 


警告灯 . 3-7、 3-36 

シフトダウン . 1 -22 

シフトポジション表示灯 . 3-26 

シフトロックシステム •• 1-17、 3-44 
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解除ボタン . 3-44 

ジャッキ . イラスト目次一9、7- 2 

ジャッキアップポイント . 7-11 

ジャッキ八ンドル .7-2 

車幅灯 

フット数 . 6-21 

集中ドアロック . 2-33 

瞬間燃費計 . 4-已2 

助手席アンダートレイ . 4-40 

助手席インパネオープントレイ •• 4-39 
ショルダーアジャスター .2-80 

す 

か温表示灯/水温警告灯 . 3-33 

スタッドレスタイヤ（冬用タイヤ） 

. 1-24 

ステアリング制御警告灯 . 3-34 

スパークプラグ .8-2 

スピードメーター . 3-19 

スペアタイヤ . 7- 5 

ス ポーツ シフト . 3-50 

スポー ツモード .3-49 

表示灯 .3-27 

スポットマップランプ 

使いかた . 4-48 

バルブ（電球）の交換 . 6-36 

フット数 . 6-21 

スライド調整（前後の調整） 

. 2-58. 2-65 


節電機能 .2-9 

セレクトインジケーター . 3-26 

セレクトレバ. .3 — 40 

洗きのしかた . 6-10 

そ 

走巧するときには . 1 -18 

走巧する前に . 日一日 

速度計（スピードメーター)…… 3-19 
ソフトフラットシート . 2-64 

た 

タイヤ 

ウェアインジケーター .6-8 

応急巧スペアタイヤ 

. イラスト目次 一 9、7- 5 

空気圧 . 6-6、 8-6 

サイズ . 8-6 

タイヤ交換 . 6-1 日、 7-9 

タイヤローテーション（位置交換） 

. 6-14 

チェーンの装着 . 日一 2 

点検 .6—5 

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ） 

. 1-24 

タイヤホイール . 6- 5 

バランス .6-7 

タコメーター . 3-20 

ち 


せ 

セカンドシート . 2-65 

アームレスト . 2-67 

ウォークイン機構 . 2-68 

スライド調整（前後の調整）- •• 2-65 

荷室を広くするとき . 2-69 

へッドレストの高さ調整 . 2-66 

リクライニング調整（背当て角度の 

調整） . 2-65 

セキュリティ表示灯 . 3-25 


チャージ警告灯 . 3-32 

チャイ J レドシート . 2 — 8日 

チャイルドシート固定機構付シートベルト 

. 2-85 

チャイルドプルーフ .2 — 43 

駐車 

寒冷地での使いかた . 日一 8 

駐•停車するときには . 1 -25 

ブレーキ . 3 — 39 

ブレーキ警告灯 . 3-29 

チルトステアリング . 2-107 
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チルト/テレスコピック 

ステアリング .2-107 

て 

テザーアンカー .2-86 

電球（バルブ） 

交換 .6-21 

ヮット数 . 6-21、 6-22 

電源ソケット .4-43 

電源の切り替えおよびエンジン始動の 

作動エリア .2-12 

電源の切り替えかた .2-13 

電池交換 

アクセスキー .6-47 

リモコン キー .6-46 

電動格納式ミラー .2-109 

電動サンシエード .2-5 日 

閉まらないとき .2-55 

操作 . 2-已已 

電動リモコンドアミラー .2-109 

電波式リモコンドアロック . 2 -3 日 


に 

荷室 . イラスト目次一 9 

荷室ダブルアンダーボックス ••••4 — 42 

日常の手入れ .6-9 

2点式シートベルト .2-82 

ね 

燃料 

燃料計 .3-20 

燃料残量警告灯 .3-33 

燃料補給口 .2-48 

は 

八イビーム/パッシング表示灯" 3-24 
八ザードランプ（非常点滅灯） 

スイッチ .3-16 

バルブ（電球）の交換 

. 6-26、6-30、 6-31 

ワット数 . 6-21、 6-22 

発炎筒 .7-17 

パッシング .3-6 


と 

ドア .2-31 

開閉 .2-31 

施錠•解錠 .2-3 已 

半ドア警告灯 .3-30 

ドアミラー .2-109 

盗難警報装置 .1-3 

作動させてしまったときには 

.2-39 

設定 .2-40 

表示灯 . 3 -2 已 

時計 .4-50 

トリップ X - 夕一 .3-22 

な 

内装の手入れ .6-12 


バッテリー 

型式 .8-2 

寒冷地での使いかた .5-4 

警告灯 .3-32 

バッテリーが上がったとき •••• 7-29 
バッテリー上がり防止機能 

. 2 - 13、2 - 34 

バニテイミラー .4-38 

バルブ（電球） 

交換 .6-21 

ワット数 . 6-21、 6-22 

パワーウインドゥ .2-43 

パワーシート . 2-59 

リクライニング調整（背当て角度の 

調整） . 2-60 

パワーステアリング . 3-77 

パンクしたタイヤの格納 . 7-14 
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香号表示灯（ライセンスランプ） 

バルブ（電球）の交換 . 6-32 

フット数 . 6-22 

半ドア警告灯 . 3-30 

八ンドル . 3-77 

ひ 

ヒーテッドドアミラー . 2-110 

非常点滅灯（八ザードランプ） 

スイッチ . 3-16 

バルブ（電球）の交換 

. 6-26、6-30、 6-31 

ヮット数 . 6-21、 6-22 

ヒューズ . 6-37 

点検•交換 .6-42 

表示灯 . イラスト目次一 3 

ふ 

VDC (ビークルダイナミクス 

コントロール） . 3-66 

OFF 表示灯 .3-35 

警告灯 .3-35 

作動表示灯 . 3-27 

VTD-AWD .3-56 

フォグランプ 

スイッチ . 3-10 

表示灯 .3-24 

プッシュエンジンスイッチ作動表示灯の 

点滅による警報 . 2-21 

踏切で動けなくなったとき . 7-19 

フューエルメーター(燃料計）•ぃ 3-20 
フューエルリッド（燃料補給口） 

. 2-48 

冬の前の準備、点検 .5-2 

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ） 

. 1-24 

ブライト機能 . 3-18 

プラグ（スパークプラグ） .8-2 

フラツトシート . 2-64 


プリテンシヨナー付シートベルト 

. 2-81 

ブルーイルミネーシヨン .4 — 49 

フルオートエアコン .4-6 

フルオートエアコン（左右独立温度 

調節機構） . 4-10 

ブレーキ警告灯 . 3-29 

ブレーキブースター . 3-65 

ブレーキペダル . 3-43 

駐車ブしーキ . 3-39 

フロントウォッシヤー .3-12 

フロントシート . 2-已8 

シートヒーター .2-61 

上下調整 . 2-已9 

スライド調整（前後の調整） •••2 — 58 

パワーシート . 2-已9 

ヘッドレストの高さ調整 . 2-61 

リクライニング調整 

(背当て角度調整） . 2— 已8 

フロントフォグランプ 

スイッチ . 3-10 

バルブ（電球）の交換 . 6-29 

表示灯 .3-24 

ヮッ h 数 .6-21 

フロントヘッドコンソール . 4-40 

フロントワイパー . 3-11 

フロントワイパーデアイサースイッチ 

.3-15 

へ 

平均燃費計 . 4-已2 

ヘッドランプ .3—6 

合図のしかた（パッシング） .••3-6 
オートへッドランプレべラー 

(自動光軸調整機構） . 3 - 7 

光軸調整ダイヤル .3-9 

上下を切り替えるとき . 3- 6 

八イビーム/パッシング表示灯 

. 3-24 

バルブ（電球）の交換 . 6-24 
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ライティングスイッチ .3-5 

ライティングスイッチ表示灯 

.3-24 

へッ ドレスト 

. 2-61、2-66、 2-71 

ほ 

方向指示器（ウインカー） 

バルブ（電球）の交換 

. 6-26、6-30、 6-31 

表示灯 .3-24 

レバー .3-10 

ヮット数 . 6-21、 6-22 

ホー ンスイッチ .3-17 

ボタン操作による施錠•解錠…… 2-10 

ボディ カバー .6-9 

ボンネット .2-50 


ぶ 

四輪駆動 ( AWD ) 

AWD 車の運転 .3-55 

強制辟除 .7-8 

警告灯 .3-31 

ら 

ライセンスランプ（香号表示灯） 

バルブ（電球）の交換 .6-32 

ワット数 .6-22 

ライティングスイッチ . 3-己 

表示灯 .3-24 

ラジオ 

受信に ついて .4-19 

放送局を記憶するとき .4-28 

0 


ま 

マニュアルモード .3-50 

マルチボックス .4 — 41 

万一のとき .7-1 

み 

ミスト .3-12 

ミラー 

ドアミラー .2-109 

バニテイミラー .4-38 

ルームミラー .2-108 

め 

メ —夕-イラスト目次一 3、 3-19 

警告灯••.イラスト目次一 5、 3-29 

初期作動 . 3-19 

表示灯 . イラスト目次一 3 

メカニカルキーによる施錠*解錠 

.2-2 已 

ゆ 

雪道走行 . 1-24 


リクライニング調整（背当て角度調整） 

.2-58. 2-60 


リクライニング調整（背当て角度の 


調整） . 2 - 

リモコン キー 

雨： 0+1 ホ倫 . 

-6 己、 2-72 

6/伍父娛 . 


トソ 施既*巧午既 . 

リヤウインドウデフォツガ— 

-スイッチ 



ソ r V P . 


ソ r じユ 刀スフ . 

J ■: h 里 . 


化 直 . 


が:々郎团 . 


かけ 早の V ホ•し/ じ、 J /しり 

ホ m 亡'' ± . 


1 史用乃/ホ . 

リヤワイバ ー/ ウォッシャ- 

る 

- •… 3—12 

ノレ iA ニフ . 



八 n 、ノ了 . 


ノ\ノレノ、を巧 W 父映* •• 

ワット 数 . 

.6-21 
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ろ 

路上で動けなくなったとき . 7-20 

わ 

ワイパー/ウォッシャースイッチ 

. 3-11、 3-12 

ワイパーデアイサー . 3-15 

ワイパーブレードの交換 . 6-17 


さくいん一8 
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ご意見、ご感想、お問い合わせはお近くのスバル販売店 
または鮮社 rSUBARU お客様センター J へお願いいたしまず。 


* お柔りのおまに関してお電話等でお問い合わせをいただく際は、お客さま 
へ正確•迅速にご対応させていただくために、あらかじめ、お手元におま 
の車検証等をご準備いただきまずよラご協力をお願いしております。 

① ま検証記載事項 

型式-車台香号-登録香号-登録年月曰 

② 走行距離 

⑤販売店-担当者名 


SUBARU お客様センター 
SUBARU コ-ル 0120-052215 

受付時間9:00〜17:00评日)、±日挪ま9:00〜12:00、13:00〜17:00 

SUBARU お客様センターでは下記の内容を承っておりまず。 

(1) ご意見/ご感想/ご案内（カタログ、販売店、転居お手続き他） 

(2) お問合せ/ご巧談 

※平日の12:00〜13:〇〇および±日祝は （1) のインフオメーシヨン 
サービスのみとなります。 

富±重工業巧式会社 

スバルカスタマーセンターお客様相談部 
干 160-831 6新宿区西新宿 1-7-2 (スバルビル） 


禁複製-転載 


編集発6冨±重工業が式を社 

スバルカスタマーセンター 
カスタマーセンター企画部 
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